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ご
あ
い
さ
つ

　

英
国
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
歴
史
は
、
一
七
五
九
年
、
当
時
の
皇
太
子
妃
で
後
の
ジ
ョ
ー
ジ

三
世
の
母
と
な
る
オ
ー
ガ
ス
タ
妃
が
キ
ュ
ー
王
宮
の
周
り
に
九
エ
ー
カ
ー
の
庭
を
造
り

始
め
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。

　

二
六
〇
年
近
い
長
い
歴
史
の
中
で
、
キ
ュ
ー
の
役
割
も
時
代
に
合
わ
せ
て
発
展
し
て
き
た
。

現
在
の
キ
ュ
ー
は
植
物
学
お
よ
び
生
物
多
様
性
を
扱
う
研
究
機
関
と
し
て
、
世
界
を
リ
ー
ド

す
る
立
場
に
あ
る
。
こ
の
地
球
上
の
自
然
環
境
を
支
え
て
い
る
の
は
植
物
と
菌
類
で
あ
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
植
物
と

菌
類
が
存
在
す
る
こ
の
世
界
そ
の
も
の
に
対
し
、
人
々
の
理
解
を
促
進
し
、
保
全
を
図
り
、

価
値
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
キ
ュ
ー
の
信
念
で
あ
る
。

　

キ
ュ
ー
の
標
本
室
に
は
、
過
去
二
世
紀
以
上
に
わ
た
り
世
界
中
か
ら
集
め
ら
れ
た
七
百
万
点

以
上
の
植
物
標
本
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
英
国
だ
け
で
は
な
く
、

世
界
中
の
科
学
者
や
植
物
学
者
た
ち
の
利
用
に
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
図
書
館
に
は

二
十
万
枚
以
上
の
植
物
画
が
保
管
さ
れ
る
。
今
日
の
科
学
研
究
に
対
し
、
こ
れ
ら
キ
ュ
ー

所
蔵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
群
の
資
料
的
価
値
の
重
要
性
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

カ
メ
ラ
の
存
在
し
な
か
っ
た
時
代
に
、
植
物
の
細
部
ま
で
正
確
に
か
つ
美
し
く
描
か
れ
た

植
物
画
は
、
科
学
で
も
あ
り
芸
術
で
も
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
植
物
を
求
め
て
未
知

の
土
地
へ
と
海
を
渡
っ
た
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
達
の
仕
事
の
証
し
と
な
っ
て
い
る
。

　

キ
ュ
ー
の
植
物
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
、
日
本
で
最
も
古
い
歴
史
と
権
威
を
も
つ
東
京
大
学

と
の
協
働
に
よ
り
、
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
に
お
い
て
展
示
さ
れ
る
こ
と
を
名
誉
に
思
う

と
と
も
に
、
こ
の
展
示
が
日
英
両
国
に
と
っ
て
、
更
な
る
文
化
・
知
的
交
流
へ
と
繋
が
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ィ
ヴ
ェ
レ
ル

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
長

Greetings

	 In 1759 Princess Augusta, mother of King George III started 
an ambitious nine-acre garden around Kew Palace.
	 In its long history of nearly 260 years, the role of Kew has 
changed. Royal Botanic Gardens, Kew now leads the world in plant and 
fungal knowledge and research. Plants and fungi support the natural 
environment on this earth. Our vision is a world where plants and fungi 
are understood, valued and conserved – because all our lives depend on 
them.
	 The Herbar ium at Kew conta ins more than 7 mi l l ion 
preserved plant specimens collected over more than two centuries 
from every continent. The collections at Kew are used by scientists 
and botanists from the UK and all over the world. Kew’s Library, Art 
& Archives holds more than 200,000 botanical illustrations. These 
collections still inform the important scientific research undertaken 
today.
	 In the age before photography, botanical illustrations were 
used to accurately and beautifully record plants, bridging the gap 
between science and art. They are evidence of the plant hunter’s journey 
across the sea and into uncharted lands in the pursuit of plants.
	 We are honored to be exhibiting botanical art from Kew’s 
collections at the Museum of the University of Tokyo, Intermediatheque, 
being the oldest and most important authority in Japan, and I hope that 
this exhibition will lead to further cultural and intellectual exchanges 
between Japan and the UK.

Richard Deverell
Director, Royal Botanic Gardens, Kew

007/006



は
じ
め
に

　

一
九
九
四
年
頃
の
こ
と
だ
っ
た
ろ
う
か
。（
旧
）
総
合
研
究
資
料
館
を
国
内
初
の
総
合

研
究
型
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
改
組
拡
充
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
き
の

こ
と
で
あ
る
。
博
物
館
先
進
国
と
さ
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
は
、
長
い
歴
史
を
誇
る

ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
い
く
つ
も
あ
り
、
教
育
研
究
の
展
開
や
産
業
技
術

の
発
展
に
必
要
と
さ
れ
る
資
源
庫
と
し
て
の
役
割
を
不
断
に
果
た
し
続
け
て
き
た
。

そ
う
し
た
事
実
を
前
に
、
日
本
で
も
、
大
学
に
蓄
積
さ
れ
た
学
術
標
本
を
利
用
可
能
な

リ
ソ
ー
ス
と
し
て
保
存
管
理
活
用
す
る
学
術
的
基
盤
装
置
と
し
て
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
テ
ィ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
、
来
る
べ
き
二
一
世
紀
に
は
必
要
な
の
で
は
な
い
か
、
そ
う
し
た
論
を
展
開

す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
さ
い
、
わ
れ
わ
れ
が
仰
ぎ
見
た
模
範
的
な
先
例
の
ひ
と
つ
が
、
他
で
も
な
い
、
英
国

の
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
で
あ
っ
た
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
豊
富
さ
、
植
物
学
研
究
拠
点
と
し
て

の
国
際
的
な
優
位
さ
、
長
期
に
亘
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
戦
略
の
鋭
敏
さ
、
社
会
に
向
け
て
の

情
報
発
信
活
動
の
洗
練
さ
な
ど
、
た
だ
単
に
歴
史
が
長
い
と
い
う
だ
け
で
は
と
う
て
い

説
明
し
が
た
い
、
研
究
機
関
と
し
て
の
完
成
さ
れ
た
存
在
様
態
を
備
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

い
つ
の
日
に
か「
キ
ュ
ー
」の
如
く
卓
越
し
た
蓄
積
を
ベ
ー
ス
と
す
る
研
究
機
関
に
な
り
た
い
、

そ
れ
は
改
組
構
想
の
立
案
に
携
わ
っ
た
者
た
ち
に
共
通
す
る
思
い
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
こ
と
を
想
起
す
る
に
つ
け
、
こ
の
た
び
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
か
ら
特
段
の
配
慮
を

賜
り
、
近
代
植
物
学
の
黄
金
期
を
飾
る
植
物
画
の
傑
作
の
日
本
将
来
を
実
現
し
得
た
こ
と
は
、

実
に
感
慨
深
い
こ
と
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
り
わ
け
、
こ
の
十
年
の
あ
い
だ
、
総
合

研
究
博
物
館
で
は
「
ア
ー
ト
・
ア
ン
ド
・
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
大
掴
み
な
主
題
枠
の
な
か
で
、

「
ア
ー
ト
な
の
か
、
サ
イ
エ
ン
ス
な
の
か
」
の
二
元
論
を
超
え
る
も
の
す
な
わ
ち
、「
ア
ー
ト

で
あ
り
、
サ
イ
エ
ン
ス
で
も
あ
る
」
も
の
の
探
求
を
進
め
て
き
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
こ

の
意
味
に
お
い
て
、「
キ
ュ
ー
」
の
誇
る
歴
史
的
な
植
物
原
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
ま
さ
に
両

者
の
臨
界
点
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
遺
産
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
関
心
を
呼
び
覚
ま
す
も

の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
展
の
実
現
に
あ
た
っ
て
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ィ
ヴ
ェ
レ
ル
園
長
を

は
じ
め
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
各
位
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
最
後

に
な
っ
た
が
企
画
の
当
初
か
ら
日
英
を
結
ぶ
煩
雑
な
業
務
を
こ
こ
ろ
よ
く
お
引
き
受
け

下
さ
っ
た
山
中
麻
須
美
さ
ん
に
対
し
、
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
い
。

西
野
嘉
章

イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
館
長

Foreword

	 In 1994, the University Documentation Center for Research 
Materials at the University of Tokyo underwent reorganization and 
expansion to become the f irst interdiscipl inary research-driven 
university museum in Japan. In the European countries that have 
pioneered the development of museums, many university museums 
throughout their long history have constantly played a key role in 
advancing the nation’s educational research and industrial technology, 
serving as an inventory of research resources. Given this situation, we 
felt a pressing need to advocate the necessity of university museums 
as an academic infrastructure in 21st century Japan, where scientific 
specimens accumulated by universities would be preserved and made use 
of. 
	 None other than the Royal Botanic Gardens, Kew was the 
exemplary precedent we referred to at that time. Serving as a world-
leading botanical research center with a rich and diverse collection, Kew 
has devised a shrewd strategy for long-term collection management, 
while providing a sophisticated education program to the general 
public. Its long-established history does not solely explain why Kew 
is a truly perfected research institution. In fact, everyone engaged in 
the reorganization of our University Museum shared this desire to 
build a research institution based on an unsurpassed accumulation of 
knowledge, like Kew. 
	 Thus recalling the early days of the University Museum, the 
University of Tokyo (UMUT), we are thrilled to exhibit masterpieces 
of botanical illustration from the golden age of modern botany, thanks 
to considerable support from the Royal Botanic Gardens, Kew. For 
the last decade, under the theoretical framework of “Art and Science,” 
the University Museum has continually explored objects that could 
overcome the dualistic distinction between art or science.  In other 
words, we have pursued objects that fall into the categories of both 
art and science. In this sense, Kew’s historical collection of botanical 
illustration stimulates our curiosity and interest, as this heritage can be 
qualified as a breaking point between art and science.
	 I would l ike to express my deepest grat itude to Richard 
Deverell, Director of Royal Botanic Gardens, Kew, and to all the 
individuals who have given their invaluable support toward the 
realization of the exhibition. Last but not least, I wish to acknowledge 
and thank Masumi Yamanaka for taking up the complex task of bridging 
United Kingdom and Japan from the early phase of this project.

Yoshiaki Nishino
Director, Intermediatheque
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キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
紹
介

　

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
は
、
植
物
学
お
よ
び
菌
類
学
で
世
界
的
に
有
名
な
研
究
機
関
で
あ
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
キ
ュ
ー
植
物
園
で
は
、
多
様
な
植
物
を
人
々
に
公
開
し
、
過
去
二
五
〇
年

以
上
に
わ
た
り
、
植
物
や
菌
類
が
人
類
に
多
大
な
恩
恵
を
も
た
ら
す
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
に
貢
献
を
し
て
き
た
。
二
〇
世
紀
半
ば
か
ら
は
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
南
東
部
サ
セ
ッ
ク
ス

の
ウ
ェ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
を
第
二
の
植
物
園
と
し
て
擁
し
、
そ
の
役
割
を
強
化
し
て
い
る
。

　

キ
ュ
ー
植
物
園
は
一
七
五
九
年
に
皇
太
子
妃
で
あ
り
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
母
親
に
あ
た
る

オ
ー
ガ
ス
タ
妃
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
。
今
日
で
は
、
世
界
中
の
現
生
植
物
に
つ
い
て
、

最
大
で
か
つ
最
も
多
様
性
に
富
む
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
有
し
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
に
は
、

そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
植
物
の
多
様
性
へ
の
貢
献
と
、
国
際
的
に
重
要
な
研
究
施
設
で
あ
る

こ
と
が
認
め
ら
れ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
。

　

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
使
命
と
は
、
植
物
園
や
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
公
開
、
並
び
に

研
究
成
果
の
情
報
発
信
を
通
じ
て
、
人
々
の
生
活
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
植
物
や

菌
類
の
重
要
性
を
普
及
啓
発
す
る
こ
と
に
あ
る
。

　

三
百
二
十
六
エ
ー
カ
ー（
百
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
広
さ
を
も
つ
キ
ュ
ー
植
物
園
に
は
、

三
万
種
類
の
植
物
、
一
万
四
千
本
の
木
々
、
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
六
棟
の
温
室
が
あ
り
、

見
事
な
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る
。
ほ
か
に
、
三
十
八
棟
の
重
要
文
化
財
建
築
物
、
王
宮
、

ア
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
園
芸
植
栽
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
キ
ュ
ー
の
図
書
館
、
植
物
標
本
室
や
菌
類
標
本
室
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

バ
ン
ク
、
地
球
上
の
種
子
植
物
の
保
存
の
た
め
の
種
子
貯
蔵
庫
で
あ
る
ミ
レ
ニ
ア
ム
・
シ
ー
ド
・

バ
ン
ク
は
、
地
球
上
で
最
も
包
括
的
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
植
物
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
キ
ュ
ー
の
科
学
研
究
と
自
然
保
護
活
動
の
土
台
と

な
っ
て
い
る
。

The Royal Botanic Gardens, Kew

	 The Royal Botanic Gardens, Kew is a world-famous centre 
for botanical and mycological knowledge. With two inspiring gardens 
at Kew in London and Wakehurst in Sussex, both reveal the wonder 
of plant diversity and have, over the past 250 years, made innumerable 
contributions to increasing the understanding of plants and fungi with 
many benefits for humankind.
	 Founded in 1759 by Princess Augusta, Princess of Wales and 
mother of king George III, Kew Gardens is, today, home to the largest 
and most diverse collection of living plants anywhere in the world. 
In 2003, it was awarded World Heritage Site status by UNESCO in 
recognition of its collections and contribution to plant diversity, and is 
regarded as a scientific research centre of global importance.
	 All our lives depend on plants and fungi, and through the 
power of Kew’s science and the rich diversity of the Gardens and 
collections, Kew provides knowledge, inspiration and an understanding 
of why plants and fungi matter to everyone.
	 Set in 326 acres (132 hectares) of exceptional landscape, Kew 
Gardens is home to 30,000 different kinds of plants, 14,000 magnificent 
trees, as well as six public glasshouses, 38 listed buildings, a royal palace, 
art galleries, immersive installations and stunning horticultural displays. 
Kew’s Herbarium, Fungarium, DNA bank and Millennium Seed Bank 
form the most comprehensive plant reference collection on Earth, 
underpinning Kew’s science and conservation work within a landscape 
that displays the beauty, wonder and power of this diverse natural 
kingdom.
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キュー王立植物園の地図（S・ゴールドネイ著『キュー植物園ガイドブック』
第三版、ロンドン：ゲイル・アンド・ポルデン社、1908 年より）
1908 年／ゲイル・アンド・ポルデン社製／ロンドン（イギリス）／
紙に印刷／田中不二旧蔵／縦 235× 横 210mm ／東京大学総合研究博物館研究部所蔵
Map of Royal Botanic Gardens, Kew (From Goldney, S. Kew Gardens: 
Popular Guide and Souvenir. 3rd ed. London: Gale & Polden, 1908.)
1908 / Gale & Polden Co. in London (England) / Printed on paper / 
H235×W210mm / Former collection of Fuji Tanaka / UMUT

「キュー植物園大温室」写真ポストカード
20 世紀前半／ゲイル・アンド・ポルデン社製／ロンドン（イギリス）／
紙に印刷／縦 89× 横 140mm ／個人蔵
Photograph Postcard “The Great Palm House, Kew Gardens”
Early 20th Century / Gale & Polden Co. in London (England) / 
Printed on paper / H89×W140mm / Private collection
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凡
例

一
、
植
物
画
の
記
載
は
、
作
品
名
、
作
者
／
制
作
年
／
素
材
／
サ
イ
ズ
（
縦
×
横
、
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
表

記
）
／
収
集
家
名
、
解
説
の
順
と
し
た
。

一
、
植
物
画
の
所
蔵
は
す
べ
て
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
で
あ
る
。

一
、
植
物
画
解
説
は
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
西
野
嘉
章
、
池
田
博
、
大
場
秀
章
、
寺
田
鮎
美
、

秋
篠
宮
眞
子
が
執
筆
し
た
。

一
、
同
和
文
英
訳
は
渡
里
有
紀
子
が
担
当
し
、
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
池
田
博
、
大
場
秀
章
、

大
澤
啓
が
監
修
し
た
。

一
、
図
録
の
み
に
掲
載
し
た
作
品
に
は
、
作
品
名
に
「*

」
を
付
し
た
。

一
、
植
物
標
本
の
記
載
は
、
和
名
お
よ
び
学
名
、
ラ
ベ
ル
情
報
、
解
説
と
し
、
所
蔵
は
図
版
脇
に
示
し
た
。

一
、
同
記
載
は
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
清
水
晶
子
が
担
当
し
、
池
田
博
が
監
修
し
た
。

植
物
画
お
よ
び
植
物
標
本
図
版

Catalogue of Works and Specimens

Notes on the Edition

- Key information on works is described in the following order: title or 
subject of  the work, artist / date / medium / dimensions of  illustration 
(H×W in mm) / collector.
- All the works are from collections of  the Royal Botanic Gardens, Kew.
- Descriptions of  works are written by Yoshiaki Nishino, Hiroshi Ikeda, 
Hideaki Ohba, Ayumi Terada and Mako Akishinonomiya of  the University 
Museum, the University of  Tokyo (UMUT).  
- English text is translated by Yukiko Watari and supervised by Hiroshi 
Ikeda, Hideaki Ohba and Kei Osawa of  UMUT.
- The works that are not shown at the exhibition venue are marked by an 
asterisk.
- Key information on specimens is described in the following order: 
scientific name, label information and collection. 
- Key information and short descriptions of  specimens are written by 
Akiko Shimizu and supervised by Hiroshi Ikeda of  UMUT.
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シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
の
一
種 

（R
hododendron arboreum

）

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
フ
ッ
ド
・
フ
ィ
ッ
チ
／
一
八
六
二
年
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
二
七
二×

二
〇
八
／
チ
ャ
ー
チ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

大
型
で
、
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
程
度
に
ま
で
成
長
す
る
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー

（
一
八
一
七—

一
九
一
一
）
は
キ
ュ
ー
園
長
に
な
る
前
の
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
五
一
年
に
か
け
て

シ
ッ
キ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
踏
査
し
て
植
物
を
調
査
し
た
。
そ
の
折
に
採
集
し
、
英
国
に
送
っ
た
種
子

が
発
芽
し
、
成
長
し
た
株
に
開
花
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
図
は
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・

マ
ガ
ジ
ン
』
の
第
五
三
一
一
図
と
し
て
発
表
さ
れ
た
図
版
（R

hododendron arboreum
 var. lim

batum
）

の
原
画
で
、
変
種
名
と
し
て
「
バ
ラ
色
（var. roseum

）」
の
名
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
チ

（
一
八
一
七—

一
八
九
二
）
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
時
代
の
最
も
有
名
で
多
作
と
言
わ
れ
る
植
物

画
家
。
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
化
学
者
で
画
家
の
ア
ー
サ
ー
・
ハ
ー
バ
ー
ト
・
チ
ャ
ー
チ

卿
（
一
八
三
四—

一
九
一
五
）
の
収
集
に
よ
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
植
物
画
家
が
描
い
た
水
彩
画

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
卿
の
死
後
に
キ
ュ
ー
に
寄
贈
さ
れ
た
も
の
。

Rhododendron arboreum (Rhododendron, Ericaceae)

Walter Hood Fitch / 1862 / Watercolour and pencil on paper / 272×208 / Church Collection

Rhododendron arboreum, a large rhododendron, grows to 20 metres tall. Sir Joseph Dalton 
Hooker (1817-1911) carried out a field research in Sikkim Himalaya between 1848 and 
1851 before serving as the director of  Kew. Hooker collected seeds of  this species 
during his trip and sent them to England, where the plants grew and flowered at Kew. 
This illustration (Rhododendron arboreum var. limbatum) was prepared for entry no. 5311 
in Curtis’s Botanical Magazine, and was described as var. roseum. Walter Hood Fitch (1817-
1892) was one of  the most famous and productive botanical illustrators of  the Victorian 
era. The Church Collection contains watercolours by various botanical artists collected by 
Sir Arthur Herbert Church (1834-1915). Church was a British chemist and a painter, and 
donated his collection posthumously to Kew.

シャクナゲ類の一種
Rhododendron arboreum Sm. (Ericaceae)
Nepal: Janapur Zone, Dolakha Distr., alt. 2065m. 24 Feb. 2007 coll. S. Noshiro, 
Y. Omori, Y. Ibaragi, T. Tanaka & N. Subedi No. 20700120.  

2007 年のネパール調査による。
From an expedition in Nepal in 2007.
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シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
の
一
種 

（R
hododendron arboreum

）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
（『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
八
八
巻
、一
八
六
二
年
、

五
三
一
一
図
掲
載
）
／
一
八
六
二
年
／
石
版
画
に
手
彩
色
／
書
籍
サ
イ
ズ
、
二
四
二
×
一
五
〇
×
四
〇

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
の
一
種
（R

hododendron arboreum

）
の
変
種
（var. lim

batum

）
と
し
て
、
一
八
六
二
年

発
行
の
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
第
八
八
巻
の
第
五
三
一
一
図 
を
飾
っ
た
。

花
冠
の
周
縁
部
は
バ
ラ
色
で
、
徐
々
に
淡
い
色
と
な
り
、
喉
部
は
ほ
ぼ
純
白
で
、
濃
鮮
血
色
の

斑
点
が
あ
る
。
フ
ィ
ッ
チ
に
よ
る
作
品
（
一
七
頁
）
は
本
図
の
原
画
で
あ
る
。
原
画
に
較
べ
、
色
彩

が
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
本
図
に
掲
げ
ら
れ
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
カ
シ

ミ
ー
ル
か
ら
ブ
ー
タ
ン
）、
ス
リ
ラ
ン
カ
、
チ
ベ
ッ
ト
、
ア
ッ
サ
ム
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
山
地
帯
か
ら
亜
高
山
帯
ま
で
広
く
分
布
し
、
春
に
深
紅
の
花
を
咲
か
せ
る
。
ネ
パ
ー
ル

で
は
「
ラ
リ
グ
ラ
ス
」
と
呼
ば
れ
、
花
の
時
期
に
は
山
が
真
っ
赤
に
染
ま
る
ほ
ど
で
、
そ
の
美
し
さ

か
ら
ネ
パ
ー
ル
の
国
花
と
さ
れ
る
。

*

*

シャクナゲ類の一種
Rhododendron arboreum Sm. (Ericaceae)
Bhutan: 26km W of  Tongsa between Tongsa and Pele La., alt. 1350m. 31 Mar. 
1986 coll. B. Bartholomew and D.E. Boufford No. 3881. 

米国ハーバード大学からの交換標本。
Exchanged from Harvard University Herbaria, U.S.A.
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Rhododendron arboreum (Rhododndron, Ericaceae)

William Jackson Hooker (Curtis’s Botanical Magazine, vol.88, 1862, open at pl.5311) / 1862 / Hand-
coloured lithographic print / 242×150×40 (book)

This illustration appeared as Rhododendron arboreum var. limbatum in plate no. 5311 in 
volume 88 of  Curtis’s Botanical Magazine in 1862. The margin of  the corolla is rose-
tinged and gradually fades toward the pure white limb with deep crimson spots. Walter 
Hood Fitch’s work (p.17) is the original drawing for this illustration, in which the colour 
is more vivid compared to the original. Rhododendron arboreum bears deep red flowers, 
and it is widely distributed from lower hillsides to subalpine regions of  the Himalayas 
(from Kashmir to Bhutan) as well as in Sri Lanka, Tibet, Assam, Thailand, Vietnam, and 
Myanmar. Commonly called “Lali gurans” in Nepali, it has been designated the national 
flower of  Nepal, where in spring it beautifully covers the mountains with its red hues.
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ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属
の
一
種 

（R
hododendron cinnabarinum

）

ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
／
一
八
五
〇
年
頃
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
二
六
六
×
四
一
八

ツ
ツ
ジ
科
ツ
ツ
ジ
属 （R

hododendron

） 

は
、
主
に
北
半
球
の
熱
帯
か
ら
寒
帯
・
高
山
帯
に
広
く
分
布

し
、
約
千
種
が
知
ら
れ
る
。
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
（
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
亜
属
）
は
常
緑
で
、
多
く
は
大
き
な

葉
を
も
ち
、多
数
の
栽
培
品
種
が
作
出
さ
れ
て
い
る
。
本
図
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
（R

hododendron 
cinnabarinum

） 

は
高
さ
一
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
の
低
木
性
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
類
で
、
東
ヒ
マ
ラ
ヤ
（
東

ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
）
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
南
部
、
ア
ッ
サ
ム
に
分
布
す
る
。
枝
先
に
深
い
釣
鐘
型

を
し
た
朱
紅
色
の
数
花
が
下
向
き
に
咲
く
。
植
物
画
と
し
て
は
、
構
図
が
大
胆
で
あ
る
。
紙
の
左

右
は
裁
断
さ
れ
て
い
る
。
本
図
を
描
い
た
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
（
一
八
一
七
︱

一
九
一
一
）
は
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
（
一
七
八
五
︱
一
八
六
五
）
の
跡
を

継
い
で
キ
ュ
ー
植
物
園
園
長
と
な
っ
た
植
物
学
者
で
あ
り
、
一
八
四
八
年
か
ら
一
八
五
一
年
に

か
け
て
シ
ッ
キ
ム
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ネ
パ
ー
ル
、
ベ
ン
ガ
ル
に
て
植
物
調
査
を
行
っ
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・

フ
ッ
カ
ー
は
調
査
地
に
生
息
す
る
多
く
の
植
物
を
そ
の
場
で
描
き
、
こ
れ
ら
の
ス
ケ
ッ
チ
は
後
に

植
物
画
家
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
フ
ッ
ド
・
フ
ィ
ッ
チ
が
植
物
画
を
石
版
画
に
起
こ
す
た
め
に
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
た
。
本
図
は
一
八
四
九
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ッ
カ
ー
の
著
書
『
シ
ッ
キ
ム
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ツ
ツ
ジ
類
』
第
一
巻
所
収
の
第
八
図
を
描
く
際
に
フ
ィ
ッ
チ
が
参
照
し
た
と
考
え

ら
れ
る
。

Rhododendron cinnabarinum (Rhododendron, Ericaceae)

Joseph Dalton Hooker / ca.1850 / Watercolour and pencil on paper / 266×418

Rhododendron cinnabarinum, illustrated here, is a small shrubby rhododendron 1 to 3 metres 
tall, ranging from the eastern Himalaya (eastern Nepal and Bhutan) to Assam through 
southern Tibet. The flowers are deep crimson, campanulate, and pendulous from the 
apical parts of  the twigs. This is a sketch drawn by Sir Joseph Dalton Hooker (1817-1911). 
Joseph Dalton Hooker, who succeeded his father William Jackson Hooker (1785-1865) 
as director of  Kew in 1865, carried out field research in Sikkim Himalaya, Nepal, and 
Bengal from 1848 to 1851. During his field work, particularly in the alpine region, Hooker 
sketched many plants in their living sites. These sketches were the source for botanical 
illustrations drawn (delineated) and sculptured by Walter Hood Fitch. The sketch inspired 
Fitch to prepare the illustration published in The Rhododendrons of  Sikkim-Himalaya, volume 
1: tab. 8 in 1849.

ツツジ科ツツジ属の一種
Rhododendron cinnabarinum Hook. f. (Ericaceae)	
E. Nepal: Mechi Zone, Taplejung Distr., alt. 3550m. 8 June 1992 coll. S. Noshiro, 
S. Akiyama & N. Acharya No. 9261228. 

1992 年のネパール調査による。
From an expedition in Nepal in 1992.
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ツ
ツ
ジ
類
の
一
種 

（R
hododendron albiflorum

）

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
イ
ン
キ
、
鉛
筆
／
二
四
九
×
一
九
二
／

チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

高
さ
二・
五
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
落
葉
性
の
ツ
ツ
ジ
類
。
北
ア
メ
リ
カ
に
自
生
す
る
が
、
時
に
植
栽

さ
れ
る
。
晩
春
か
ら
夏
に
か
け
て
、
葉
腋
に
や
や
う
つ
む
く
花
を
一
、二
個
つ
け
る
。
花
は
白
色

で
、
花
筒
は
浅
い
釣
鐘
型
、
花
冠
裂
片
は
ほ
ぼ
放
射
相
称
を
な
す
。
本
種
は
、
そ
の
特
異
な
花
の

性
質
に
よ
り
、一
種
の
み
の
亜
属 (subgen. C

andidastrum
) 

に
分
類
さ
れ
る
。一
枚
の
シ
ー
ト
上
に
、

花
だ
け
で
な
く
、
季
節
に
よ
っ
て
変
化
す
る
細
部
の
そ
れ
ぞ
れ
を
表
現
す
る
方
法
は
、
博
物
画
の

常
套
手
段
で
あ
る
。
未
彩
色
に
終
わ
っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
本
図
を
描
い
た
植
物
学
者
ウ
ィ
リ

ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
は
園
長
と
し
て
キ
ュ
ー
植
物
園
を
現
在
の
姿
に
作
り
上
げ
た
功
績

で
知
ら
れ
る
。

Rhododendron albiflorum (Azalea, Ericaceae)

William Jackson Hooker / Early 19th century / Pencil and ink on paper / 249×192 / Church 
Collection

Rhododendron albiflorum is a deciduous Rhododendron that grows to 2.5 metres tall. This species is 
native to western North America, but is sometimes cultivated. It bears one or two pendulous white 
flowers from the axils of  the leaves from the late spring to summer. The corolla-tube is shallowly 
campanulate and the corolla-lobes are nearly actinomorphic. Rhododendron albiflorum, shown here, is 
classified in a monotypic subgenus (subgen. Candidastrum), because of  the peculiar nature of  its 
flowers. Presenting not only the flowers but also details of  the plant at different seasons within a 
single paper is a common method in natural history illustration. It remains uncoloured. This was 
sketched by William Jackson Hooker a British botanist and director of  Kew who is known for 
having expanded and developed Kew as it is today.

ツツジ類の一種
Rhododendron albiflorum Hook. (Ericaceae)
U.S.A. Washington: Chelan Co. E of  Seattle., alt. 1370-1520m. 16 Aug. 
1980 coll. T. Shimizu No. 36049. 

清水建美採集。
Collected by Tatemi Shimizu.
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パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
科
チ
ラ
ン
ジ
ア
属
の
一
種 

（Tillandsia paniculata
）

マ
リ
・
ジ
ャ
ン
・
ギ
ヨ
ー
ム
・
カ
ン
ブ
レ
ジ
エ
／
一
八
八
三
年
頃
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
五
二
八
×
三
六
三
／

チ
ャ
ー
チ
（
モ
ラ
ン
）・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
科
に
は
、食
用
果
実
で
知
ら
れ
る
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
（A

nanas com
osus

）
が
含
ま
れ
る
。

チ
ラ
ン
ジ
ア
属
は
約
四
百
八
十
種
が
南
北
ア
メ
リ
カ
に
分
布
し
、
そ
の
多
く
は
岩
や
木
の
幹
に

着
生
す
る
。
着
生
す
る
種
は
根
が
発
達
せ
ず
、葉
か
ら
雨
や
空
中
の
水
分
を
吸
収
す
る
こ
と
か
ら
、

｢

エ
ア
ー
プ
ラ
ン
ツ｣

と
も
呼
ば
れ
る
。
部
屋
に
放
置
し
て
い
て
も
成
長
で
き
る
こ
と
か
ら
、
室
内

観
賞
用
植
物
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
。
本
図
に
は
「
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
科
チ
ラ
ン
ジ
ア
属
」（Tillandsia 

paniculata

）
と
の
同
定
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
の
そ
れ
に
は
大
型
で
開
出
す
る
花
序
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
別
種
と
み
な
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
カ
ン
ブ
レ
ジ
エ
（
一
八
五
六
︱
一
九
三
八
）

は
ベ
ル
ギ
ー
・
リ
エ
ー
ジ
ュ
大
学
の
植
物
学
者
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
デ
ュ
ア
ー
ル
・
モ
ラ
ン

（
一
八
三
三
︱
一
八
八
六
）
に
雇
わ
れ
、
彼
の
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
科
植
物
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
描
い
た

画
家
の
一
人
。

Tillandsia paniculata (Bromeliaceae)

Marie Jean Guillaume Cambresier / ca. 1883 / Watercolour and pencil on paper / 528×363 / 
Church (Morren) Collection

Pineapple (Ananas comosus), the tropical plant with edible fruit, belongs to the family 
Bromeliaceae. The genus Tillandsia comprises about 480 species that are distributed in 
the Americas. Most of  the species are epiphytes that attach themselves to trees and rocks. 
Because epiphytic plants do not have root systems, they absorb water from the air or rain 
through their leaves. Therefore, epiphytes are sometimes called air plants. They are often 
cultivated as indoor ornamental plants since they can grow easily. While this illustration is 
mentioned as Tillandsia paniculata, the illustrated plant may be of  a different kind because 
of  its large inflorescences. Cambresier (1856-1938) was one of  the artists whom Charles 
Jacques Édouard Morren (1833-1886) commissioned for his Ananas painting collection.

パイナップル科チランジア属の一種
Tillandsia balbissiana Schult.f. (Bromeliaceae)
Cuba: Batabano. 17 Mar. 1906 coll. A. S. Hitchcock.

東京帝国大学時代の米国からの交換標本。
Exchanged from U.S.A during the Tokyo Imperial University era.
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ア
ヤ
メ
科
ク
ロ
ッ
カ
ス
属
の
一
種 

（C
rocus angustifolius - C

rocus susianus

）

ジ
ャ
ン
・
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
プ
レ
ー
ト
ル
／
一
八
二
〇
年
代
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
水
彩
、
鉛
筆
／
二
〇
〇
×
一
四
四
／

チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
ヤ
メ
科
ク
ロ
ッ
カ
ス
属
（C

rocus

）
は
地
球
海
沿
岸
か
ら
小
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
植
物
で
、

約
八
十
種
が
存
在
す
る
。
球
根
を
も
ち
、
耐
寒
性
が
あ
り
早
春
咲
き
の
大
型
の
花
を
も
つ
こ
と

か
ら
、
広
く
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
る
。
本
図
（C

rocus angustifolius

）
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
南
部
か
ら

ア
ル
メ
ニ
ア
に
自
生
す
る
も
の
。
現
在
で
は
広
く
栽
培
さ
れ
、
早
春
に
細
長
い
葉
に
続
い
て

黄
金
色
の
花
を
開
く
。「C

rocus susianus

」
の
学
名
で
発
表
さ
れ
た
が
、
現
在
は
表
記
の
種
の
異
名

と
さ
れ
て
い
る
。
プ
レ
ー
ト
ル
（
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
八
四
〇
年
に
活
躍
）
は
フ
ラ
ン
ス
で

活
躍
し
た
著
名
な
ベ
ル
ギ
ー
人
植
物
画
家
ピ
エ
ー
ル=

ジ
ョ
セ
フ
・
ル
ド
ゥ
ー
テ
（
一
七
五
九
︱

一
八
四
〇
）
の
系
譜
に
連
な
る
。
プ
レ
ー
ト
ル
が
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
描
い
た
ク
ロ
ッ
カ
ス
属
の

作
品
群
は
、
一
八
二
三
年
か
ら
一
八
三
〇
年
の
間
に
植
物
学
者
ジ
ャ
ッ
ク
・
エ
テ
ィ
エ
ン
ヌ
・
ゲ
イ

（
一
七
八
六
︱
一
八
六
四
）
の
た
め
に
描
か
れ
た
も
の
。

Crocus angustifolius (as Crocus susianus) (Cloth-of-Gold Crocus, Iridaceae)

Jean Gabriel Prêtre / 1820s / Watercolour and pencil on vellum / 200×144 / Church Collection

The genus Crocus comprises about 80 species. It is distributed from the Mediterranean 
coast to the Anatolian region. Species of  Crocus are widely cultivated as indoor ornamental 
plants because of  their cold-resistant bulbs and early spring blooming flowers. Painted 
is Crocus angustifolius, native to southern Ukraine and Armenia but cultivated worldwide. 
Narrow grass-like leaves appear before it bears golden flowers in the early spring. The 
illustration was described in a formally accepted scientific name, Crocus susianus, which 
is now considered as a synonym of  Crocus angustifolius. The works of  Jean Gabriel Prêtre 
(fl.1800-1840) belong to the style of  Pierre-Joseph Redouté (1759-1840), a Belgian 
botanical artist active in France. Prêtre drew a series of  the Crocus genus on parchment 
paper for Swiss-French botanist Jacques Étienne Gay (1786-1864) from 1823 to 1830.

アヤメ科クロッカス属の一種
Crocus banaticus J. Gay. (Iridaceae)
Romania. coll. M. Pǎun. 3 Oct. 1968.

クロッカスの野生種のひとつ。
One of  the native Crocus species.
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ポ
ダ
リ
リ
ア
属
の
一
種 

（Podalyria calyptrata

）

Ａ
・
パ
ワ
ー
／
一
七
九
〇
年
代
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
グ
ワ
ッ
シ
ュ
／
二
七
四
×
一
八
八
／
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

低
木
性
の
マ
メ
科
植
物
で
、
約
二
十
種
が
南
ア
フ
リ
カ
と
そ
の
周
辺
地
域
に
分
布
す
る
。
本
図
に

示
さ
れ
て
い
る
も
の
（Podalyria calyptrata

）
は
高
さ
約
四
メ
ー
ト
ル
に
な
る
低
木
で
、
単
葉
の

長
楕
円
形
の
葉
を
互
生
さ
せ
る
。
春
に
枝
先
に
ス
イ
ー
ト
ピ
ー
に
似
た
や
や
大
型
の
藤
色
か
ら

ピ
ン
ク
色
の
花
を
つ
け
、
そ
れ
が
順
に
開
花
す
る
。
栽
培
が
容
易
で
成
長
も
早
い
た
め
に
、
庭
園

で
栽
培
さ
れ
、
生
け
垣
に
も
用
い
ら
れ
る
。
本
図
を
描
い
た
英
国
メ
ー
ド
ス
ト
ン
の
画
家
パ
ワ
ー

（
一
七
九
一
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
に
活
躍
）
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
し
た
著
名
な
ド
イ
ツ
出
身
画
家

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
（
一
七
〇
八
︱
一
七
七
〇
）
の
絵
画
様
式
の
巧
み
な

具
現
者
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

Podalyria calyptrata (Fabaceae)

A. Power / 1790s / Gouache on vellum / 274×188 / Church Collection

The genus Podalyria is a shrub of  the family Fabaceae. It comprises about 20 species, and 
is distributed in South Africa and surrounding areas. Podalyria calyptrata, painted here, is a 
shrub about 4 metres tall with oval-shaped alternate leaves. It bears rather large, mauve to 
pink flowers at the apex of  the twigs. The flowers resemble sweat pea flowers. Easy and 
fast to grow, it is often cultivated in the garden and even planted as a hedge. A. Power 
(fl. 1791-1800) is known for skilfully embodying the style of  German painter Georg 
Dionysius Ehret (1708-1770). Ehret was one of  the most significant botanical artists of  
the 18th century who achieved wide recognition in England.

*

*
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キ
ク
科
キ
オ
ン
属 

の
一
種 

（Senecio

）

ニ
コ
ラ
ス
・
ユ
ウ
ェ
ー
ル
／
一
六
九
〇
年
頃
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
水
彩
／
一
九
七
×
一
五
四
／
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

キ
ク
科
キ
オ
ン
属
に
は
千
種
を
超
え
る
種
が
含
ま
れ
、
南
極
大
陸
を
除
く
世
界
中
に
広
く
分
布
す

る
。
通
常
は
多
年
草
ま
た
は
一
年
草
で
、
基
部
が
木
化
す
る
種
も
あ
る
。
花
は
頭
花
で
、
周
辺
に

舌
状
花
、
そ
の
内
側
に
筒
状
花
を
配
す
る
。
多
く
の
種
が
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
る
。
本
図
に
描

か
れ
て
い
る
も
の
は
、
日
本
国
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
「
ム
ラ
サ
キ
オ
グ
ル
マ
」（Senecio elegans

）

に
よ
く
似
て
い
る
。
本
図
を
描
い
た
ユ
ウ
ェ
ー
ル
（
一
六
三
九
︱
一
七
〇
四
）
は
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム

生
ま
れ
の
オ
ラ
ン
ダ
人
画
家
。

Senecio (Asteraceae)

Nicolaas Juweel / ca. 1690 / Watercolour on vellum / 197×154 / Church Collection

The genus Senecio comprises more than 1000 species, and is widely distributed throughout 
the world except Antarctica. The species is commonly either annual or perennial, while 
some plants form a lignified base. It bears a composite flower head known as capitulum. It 
has tubular florets in the centre and ligurate florets at the periphery. Many of  the species 
are cultivated as ornamental plants. The flower illustrated here very much resembles 
Senecio elegans, commonly known as Purple Groundsel. Nicolaas Juweel (1639-1704) is a 
Dutch botanical artist from Rotterdam.

*

*
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ツ
ツ
ジ
科
エ
リ
カ
属
の
一
種 

（E
rica cinerea

）

Ｆ
・
Ｐ
・
ノ
ッ
ダ
ー
あ
る
い
は
Ｒ
・
Ｐ
・
ノ
ッ
ダ
ー
／
一
七
八
〇
年
頃
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
グ
ア
ッ
シ
ュ
／

二
三
六
×
一
七
六
／
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ツ
ツ
ジ
科
エ
リ
カ
属
（E

rica

）
に
は
お
よ
そ
八
百
六
十
種
が
含
ま
れ
る
。
そ
れ
ら
の
多
く
は
南

ア
フ
リ
カ
に
分
布
す
る
が
、
地
中
海
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
す
る
種
も
あ
る
。
大
半
の
種
は
小
低
木

で
、
群
生
す
る
こ
と
が
多
い
。
英
語
の
「
ヒ
ー
ス
」
は
広
く
エ
リ
カ
属
の
植
物
を
さ
す
が
、
こ
の

属
の
種
が
優
占
す
る
イ
ギ
リ
ス
北
部
や
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
、
荒
地
の
こ
と
も
ま
た
「
ヒ
ー
ス
」

と
呼
ば
れ
る
。
本
図
に
示
さ
れ
る
も
の
（E

rica cinerea

）
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産
の
種
で
、
夏
の
候
に

紫
色
（
ま
れ
に
白
色
）
の
釣
鐘
状
の
花
を
下
向
き
に
咲
か
せ
る
。
本
図
に
は
花
に
集
ま
る
昆
虫
も

一
緒
に
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
た
め
に
、
あ
る
種
の
「
博
物
画
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
Ｆ
・

Ｐ
（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ポ
リ
ド
ー
ル
）・
ノ
ッ
ダ
ー
（
一
七
七
〇
年
か
ら
一
八
〇
〇
年
頃
に
活
躍
）

は
イ
ギ
リ
ス
の
植
物
画
家
。
一
方
、
Ｒ
・
Ｐ
・
ノ
ッ
ダ
ー
（
一
七
七
七
年
か
ら
一
七
九
一
年
に
活
躍
）

は
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
（
一
七
三
八
︱
一
八
二
〇
）
の
植
物
画
家
に
任
命
さ
れ
た
人
物
と
伝
わ
る
が
、

詳
細
は
不
明
。
一
九
一
六
年
刊
行
の
キ
ュ
ー
の
定
期
刊
行
物
に
掲
載
さ
れ
た
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
リ
ス
ト
に
は
Ｒ
・
Ｐ
・
ノ
ッ
ダ
ー
の
名
と
本
図
の
作
品
名
が
確
認
で
き
る
た
め
、
本
図

は
後
者
に
帰
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。

Erica cinerea (Bell Heather, Ericaceae)

F.P. Nodder or R.P. Nodder / ca. 1780s / Gouache on vellum / 236×176 / Church Collection

The genus Erica comprises about 860 species. Many are distributed in South Africa, while 
some of  the species are found throughout Europe and the Mediterranean. Most species 
are shrubs growing in colonies. The genus Erica is also known as heath; the term “heath” 
also refers to heathland and moors in Northern England and Ireland where the species of  
this genus is dominant. Erica cinerea, illustrated here, is native to Europe. It bears purple 
(white in rare cases) campanulate, modding flowers in summer. This illustration can be 
viewed not only as botanical art but also as natural history illustration since it also depicts 
insects gathering around the flowers. F.P. Nodder (fl. 1770-ca.1800) was a British botanical 
artist. R .P.  Nodder (fl. 1777-1791), on the other hand, was reputedly a botanical artist to 
King George III (1738-1820) but details of  his life are unknown. It is highly possible that 
this illustration is by R.P. Nodder: its title alongside R.P. Nodder’s name is found in the 
Church Collection list that appeared in the periodical Bulletin of  Miscellaneous Information 
(Royal Botanic Gardens, Kew) published in 1916.

*

*

ツツジ科エリカ属の一種
Erica cinerea L. (Ericaceae)
Norway. Krs. Flaugesund. Aug. 1894 coll. O. A. Hoffstad. 

スウェーデン・ウプサラ大学からの交換標本。
Exchanged from Uppsala University, Sweden.

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
所
蔵
／B

otanical G
ardens, K

oishikaw
a

033/032



ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
科
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
属
オ
ー
ガ
ス
タ
（Strelitzia augusta

）

フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ウ
ア
ー
／
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
／
石
版
画
に
手
彩
色
／

五
五
五
×
四
一
〇

こ
の
属
は
英
語
名
で
「
天
国
の
鳥
」
と
言
う
。
日
本
で
は
英
名
を
直
訳
し
た
「
極
楽
鳥
花
」、
ま
た

は
属
名
を
音
読
み
し
た
「
ス
ト
レ
リ
チ
ア
」
と
呼
ば
れ
る
。
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
属
は
四
、五
種

が
あ
り
、
南
ア
フ
リ
カ
に
特
産
す
る
。
葉
は
バ
ナ
ナ
の
葉
に
似
る
が
、
鳥
の
頭
を
連
想
さ
せ
る
独
特

の
花
序
が
特
徴
的
で
あ
る
。
本
図
の
画
家
バ
ウ
ア
ー
（
一
七
五
八
︱
一
八
四
〇
）
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

生
ま
れ
。
イ
ギ
リ
ス
の
博
物
学
者
・
植
物
学
者
で
、
キ
ュ
ー
植
物
園
の
発
展
に
尽
く
し
た

ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
（
一
七
四
三
︱
一
八
二
〇
）
の
庇
護
を
受
け
、
キ
ュ
ー
の
常
任
画
家
と
し
て

イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
し
た
。

Strelitzia augusta (Bird-of-Paradise, Strelitziaceae)

Franz Andreas Bauer / Late 18th to early 19th century / Hand-coloured lithograph on paper / 555×410

Commonly known as the Bird of  Paradise, the genus Strelitzia comprises 4 to 5 species 
native to South Africa. It has leaves that resemble banana leaves, and bears striking flowers 
that look like a bird’s head. Franz Andreas Bauer (1758-1840) was an Austrian botanical 
artist. Sir Joseph Banks (1743-1820), who is known for his considerable contribution 
to Kew Gardens, recognized Bauer’s talent and secured him a position as resident 
draughtsman at Kew.

ゴクラクチョウカ科ゴクラクチョウカ属の一種
Strelitzia nicolai Regel & K. Koch	
Cult. in Japan: Kanagawa. Ofuna Flower Center. 15 Jan. 1968 coll. M. Togashi. 

4 枚組標本。神奈川県大船フラワーセンター植栽。
A set of  four sheets. Cultivated at Ofuna Flower Center, Kanagawa, Japan. 
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ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
科
ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
属
オ
ー
ガ
ス
タ
（Strelitzia augusta

）

フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ウ
ア
ー
／
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
／
石
版
画
に
手
彩
色
／

五
五
〇
×
四
〇
四

ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
が
名
づ
け
た
属
名
「Strelitzia

」
は
、
ド
イ
ツ
の
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク=

ス
ト

レ
リ
ッ
ツ
家
の
出
身
で
、
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
王
妃
に
迎
え
ら
れ
た
ソ
フ
ィ
ア
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト

（
一
七
四
四
︱
一
八
一
八
）
に
献
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
王
妃
は
大
の
植
物
愛
好
家
で
、
王
立

植
物
園
に
な
る
前
の
キ
ュ
ー
に
し
ば
し
ば
滞
在
し
た
と
言
わ
れ
る
。
舟
形
を
し
た
苞
（
葉
が
変
形

し
た
も
の
）
の
上
に
、
白
い
花
が
数
個
咲
く
。

Strelitzia augusta (Bird-of-Paradise, Strelitziaceae)

Franz Andreas Bauer / Late 18th to early 19th century / Hand-coloured lithograph on paper / 550×404

Sir Joseph Banks named the genus Strelitzia in honour of  Queen Sophia Charlotte of  
Mecklenburg-Strelitz (1744-1818), wife of  King George III. His Queen Charlotte took a 
great interest in botany and frequently visited Kew before it became the Royal Gardens. 
This species has boat-shaped bracts (modified leaves) and bears several white-coloured 
flowers.
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ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ （Strelitzia reginae

）

フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ウ
ア
ー
／
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
／
石
版
画
に
手
彩
色
／

五
五
五
×
四
〇
六

ゴ
ク
ラ
ク
チ
ョ
ウ
カ
の
和
名
が
あ
る
。
南
ア
フ
リ
カ
原
産
の
木
質
化
す
る
茎
を
も
つ
多
年
草
で
、

観
賞
用
温
室
植
物
と
し
て
世
界
中
で
広
く
植
栽
さ
れ
る
。
花
は
鮮
や
か
な
オ
レ
ン
ジ
色
の
萼
と

青
紫
色
の
花
弁
か
ら
な
る
。
花
期
が
長
く
、
日
本
で
は
、
特
異
な
か
た
ち
を
し
た
花
や
バ
ナ
ナ
に

似
た
葉
を
観
賞
す
る
た
め
、
温
室
で
栽
培
さ
れ
る
。
花
は
切
り
花
に
も
利
用
さ
れ
る
。
種
形
容
語

「reginae

」
は
「
王
妃
の
」
の
意
味
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
王
妃
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
に
由
来
す
る
。

Strelitzia reginae (Bird-of-Paradise, Strelitziaceae)

Franz Andreas Bauer / Late 18th to early 19th century / Hand-coloured lithograph on paper / 555×406

The genus Strelitzia is a perennial with woody stems native to South Africa, cultivated 
worldwide as an indoor ornamental plant. It bears long-lived flowers with a bright orange 
calyx and purplish-blue corolla. In Japan, they can be grown indoors to enjoy banana-
like leaves and bird-like flowers. Flowers are also used for flower arrangement (kiri-bana). 
The specific epithet reginae means “of  the queen,” as Strelitzia was named after Queen 
Charlotte.

*

*

ゴクラクチョウカ科ゴクラクチョウカ属ゴクラクチョウカ
Strelizia reginae Banks (Strelitziaceae)
Cult. in Japan: Tokyo. Botanical Garden Koishikawa. 20 Mar. 1948 coll. N. Matsuzaki. 

東京大学大学院理学系研究科附属植物園（小石川植物園）植栽。
Cultivated at Botanical Gardens, Koishikawa.
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ア
オ
イ
科
ワ
タ
属
の
一
種 

（G
ossypium

）

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
／
一
七
六
〇
年
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
鉛
筆
、
イ
ン
キ
、
水
彩
／

四
五
〇
×
三
五
〇

ワ
タ
属（G

ossypium

）は
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
地
方
に
分
布
し
、約
四
十
種
が
存
在
す
る
。多
年
草
だ
が
、

茎
が
や
や
木
質
化
す
る
も
の
が
あ
る
。
高
さ
一
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
程
度
に
成
長
し
、
白
色
か
ら

淡
黄
白
色
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
に
似
た
花
を
生
じ
る
。
種
子
の
表
面
に
生
え
る
毛
か
ら
繊
維
を
産
出

で
き
る
た
め
、
世
界
各
地
の
熱
帯
か
ら
亜
熱
帯
で
栽
培
さ
れ
る
。
綿
花
を
収
穫
す
る
た
め
に
栽
培

さ
れ
る
の
は
、
主
に
四
種
で
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ン
ド
な
ど
で
栽
培
さ
れ
る
。
ヒ
カ
ゲ
チ
ョ
ウ

の
一
種
を
伴
う
図
柄
は
、
一
幅
の
博
物
画
と
し
て
申
し
分
の
な
い
完
成
度
を
示
し
て
い
る
。
本
図

の
画
家
エ
ー
レ
ト
（
一
七
〇
八
︱
一
七
七
〇
）
は
ド
イ
ツ
出
身
。
イ
ギ
リ
ス
で
活
躍
し
、
一
八
世
紀

イ
ギ
リ
ス
の
最
も
卓
越
し
た
植
物
画
家
と
言
わ
れ
る
。

Gossypium (Cotton, Malvaceae)

Georg Dionysius Ehret / 1760 / Watercolour, ink and pencil on vellum / 450×350

The genus Gossypium comprises about 40 species and is distributed in regions of  the 
tropics and subtropics. It is a perennial plant, while in some species stems become to be 
lignified. It grows to 1-3 metres tall, bears white to pale yellow hibiscus-like flowers. The 
seeds are covered with short fuzzy hair, from which fibre is produced. The species are 
widely cultivated in tropical and subtropical regions. Four species are cultivated in the U.S, 
China and India for production of  cotton. Accompanied by a species of  Lethe sicelis, this 
botanical painting reaches a level of  perfection as a natural history illustration. German 
artist Georg Dionysius Ehret (1708-1770) spent the majority of  his life in England, and is 
said to be the most accomplished botanical artist of  18th century England.

アオイ科ワタ属の一種
Gossypium hirsutum L. (Malvaceae)
Ogasawara Isles. Date unknown. S. Kodama collection. 

小笠原諸島栽培。日付はないが 1930 年代とみられる。
Cultivated in Ogasawara Islands, Tokyo, Japan. Supposedly collected in the 1930s.
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ア
ヤ
メ
科
ア
ヤ
メ
属
の
一
種
（Iris variegata

）

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
／
一
七
六
四
年
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
鉛
筆
、
イ
ン
キ
、
水
彩
／

二
五
三
×
一
六
六
／
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
ヤ
メ
属
（Iris

）
は
約
二
百
五
十
種
が
、
主
に
北
半
球
の
温
帯
地
域
に
分
布
す
る
。
大
型
の
花
を

つ
け
、
色
彩
も
多
様
な
こ
と
か
ら
、
多
く
の
栽
培
品
種
が
観
賞
用
に
作
出
さ
れ
て
い
る
。
本
図
に

示
さ
れ
る
も
の
（Iris variegata

）
は
、
主
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
分
布
す
る
種
で
、
春
に
黄
色
に
茶
色
の

ス
ト
ラ
イ
プ
が
入
っ
た
外
花
被
片
と
黄
色
い
内
花
被
片
を
も
つ
花
を
開
花
さ
せ
る
。
主
要
な
栽
培

品
種
群
の
「
ジ
ャ
ー
マ
ン
ア
イ
リ
ス
」
の
交
雑
親
の
ひ
と
つ
と
い
わ
れ
る
。
地
表
に
近
く
に
視
点

を
設
定
す
る
だ
け
で
、
植
物
が
大
き
く
見
え
る
。
エ
ー
レ
ト
は
、
単
な
る
植
物
画
で
な
く
、
絵
画

と
し
て
自
律
す
る
作
品
制
作
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Iris variegata (Variegated Iris, Iridaceae)

Georg Dionysius Ehret / 1764 / Watercolour, ink and pencil on vellum / 253×166 / Church Collection 

The genus Iris comprises about 250 species, and is distributed in temperate zones of  
the northern hemisphere. Because of  its large flowers and its variation in colours, many 
cultivated forms have been produced for ornamental use. Painted here is Iris variegata. It 
is distributed throughout Europe and said to be a parent of  the main cultivar German 
irises. Iris variegata bears flowers with yellow outer perianth with brown stripes and yellow 
inner perianth. By setting the point of  view just above the ground to make the plant look 
larger, Ehret’s work became something more than a botanical illustration – a work that is 
autonomous as a painting.

アヤメ科アヤメ属の一種
Iris variegata L. (Iridaceae)
Romania: Transilvania, distr. Cluj., alt. 400m. 2 Jun., 1946 coll. E. Ghișa.
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Stewartia malacodendron (Silky Camellia, Theaceae)

Georg Dionysius Ehret / 1764 / Watercolour, ink and pencil on vellum / 420×280 / Church Collection

The genus Stewartia is a deciduous tree, which comprises about 30 species. It is separately 
distributed in both the Old and New world: East Asia (China and Japan) and southeastern 
North America. Its Japanese name “Natsu-Tsubaki” derives from the fact that Stewartia 
blooms in summer in contrast to Camellia japonica (Tsubaki) that blooms in winter. 
Stewartia malacodendron, illustrated here, is one of  the two species that grow in the southeast 
region of  North America. This Stewartia malacodendron, called “Silky Camellia,” bears 
white flowers with a diameter of  6 to 9 centimetres from spring to summer. By drawing a 
twig with a flower bud as well as seeds alongside the flowers in full bloom, this botanical 
painting presents an academic nature. Carl von Linné (1707-1778) named the genus 
Stewartia from John Stuart (1713-1792), 3rd Earl of  Bute, who helped Augusta of  Saxe-
Gotha, the Dowager Princess of  Wales, to develop Kew Gardens. The Earl of  Bute was 
also a patron of  German botanical artist Georg Dionysius Ehret. 

ツ
バ
キ
科
ナ
ツ
ツ
バ
キ
属
の
一
種 

（Stewartia m
alacodendron

）

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
／
一
七
六
四
年
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
鉛
筆
、
イ
ン
キ
、
水
彩
／

四
二
〇
×
二
八
〇
／
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ナ
ツ
ツ
バ
キ
属
（Stewartia

）
は
主
に
落
葉
性
の
木
本
で
、
約
三
十
種
が
あ
り
、
中
国
・
日
本
と

太
平
洋
を
遠
く
隔
て
た
北
ア
メ
リ
カ
東
南
部
に
隔
離
分
布
す
る
。日
本
名
の「
夏
椿
」は
、椿（
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
）
が
冬
に
花
を
開
く
の
に
対
し
、
夏
に
花
が
咲
く
こ
と
に
ち
な
む
。
本
図
に
示
さ
れ
る

も
の
（Stewartia m

alacodendron

）
は
、北
ア
メ
リ
カ
南
東
部
に
分
布
す
る
二
種
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
、

春
か
ら
夏
に
か
け
て
直
径
六
か
ら
九
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
白
い
花
を
咲
か
せ
、
英
語
名
を
「
シ
ル

ク
肌
の
ツ
バ
キ
」
と
い
う
。
満
開
の
花
を
つ
け
た
枝
と
は
別
に
、
蕾
の
枝
と
種
子
を
描
き
加
え
る

こ
と
で
、学
術
的
な
性
格
を
有
す
る
植
物
画
と
し
て
い
る
。
博
物
学
者
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ

（
一
七
〇
七
︱
一
七
七
八
）
に
よ
っ
て
名
づ
け
ら
れ
た
属
名
の
「Stewartia

」
は
、
オ
ー
ガ
ス
タ
妃

が
キ
ュ
ー
の
始
ま
り
と
な
る
植
物
園
を
開
く
と
き
に
助
力
し
た
ビ
ュ
ー
ト
伯
爵
ジ
ョ
ン
・
ス
チ
ュ

ア
ー
ト
（
一
七
一
三
︱
一
七
九
二
）
に
由
来
す
る
。
ビ
ュ
ー
ト
伯
は
画
家
エ
ー
レ
ト
の
パ
ト
ロ
ン

で
も
あ
っ
た
。

ツバキ科ナツツバキ属の一種
Stewartia malacodendron L. (Theaceae)
U.S.A. Florida: Calhoun County. 7 Apr. 1963 coll. R. K. Godfrey No. 62701.
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Tulipa ‘Bisard Adelaar’ (Tulip, Liliaceae)

Georg Dionysius Ehret / 1740 / Watercolour, ink and pencil on vellum / 484×323 / Church 
Collection

The genus Tulipa comprises about 150 species. The species are distributed from Central 
Asia to North Africa. About 20 species are cultivated as ornamental plants. Because of  
their significant ornamental value, over 6,500 cultivars have been produced. Most of  the 
cultivated plants for ornamental use today are produced through artificial crossing of  wild 
species. The illustration achieves stunning composition by boldly cutting the elongated 
stalks that are characteristic of  tulips, in a manner sharing some similarity with Surrealism. 

ユ
リ
科
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
属
の
栽
培
品
種 （Tulipa  ‘B

isard A
delaar’

）

ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
／
一
七
四
〇
年
／
ヴ
ェ
ラ
ム
紙
に
鉛
筆
、
イ
ン
キ
、
水
彩
／

四
八
四
×
三
二
三
／
チ
ャ
ー
チ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ユ
リ
科
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
属（Tulipa

）は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら
北
ア
フ
リ
カ
に
約
百
五
十
種
が
分
布
す
る
。

そ
れ
ら
の
な
か
で
、
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
る
の
は
二
十
種
程
度
で
あ
る
。
重
要
な
観
賞
用
植
物

で
あ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
に
は
、
こ
れ
ま
で
に
お
び
た
だ
し
い
数
の
栽
培
品
種
が
作
出
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
数
は
六
千
五
百
種
に
も
上
る
と
言
わ
れ
る
。
現
在
、
観
賞
に
利
用
さ
れ
る
栽
培
品
種
は
、
多
く

の
野
生
種
の
交
雑
か
ら
人
工
的
に
作
出
さ
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
特
有
の

長
く
伸
び
る
茎
を
大
胆
に
裁
ち
、
見
事
な
構
図
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
発
想
に
は
後
の
シ
ュ
ル

レ
ア
リ
ス
ム
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

ユリ科チューリップ属の栽培品種
Tulipa gesneriana L. (Liliaceae)
Cult. Japan: Tokyo. Koishikawa Botanical Garden. 10 Apr. 1877 coll. J. Matsumura.

東京大学大学院理学系研究科附属植物園（小石川植物園）植栽。
Cultivated at Botanical Gardens, Koishikawa. 
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Artocarpus altilis (as Artocarpus incisus) (Breadfruit, Moraceae) 

Janet Hutton / Early 19th century / Watercolour on paper / 455×555

The genus Artocarpus comprises about 45 species that are widely distributed from 
Southeast Asia to Polynesia and Melanesia. Illustrated here is Artocarpus altilis, believed to 
be native to New Guinea. This large evergreen tree that grows to 15 metres tall, has large 
pinnately-lobed leaves. Since Artocarpus altilis bears a great number of  large leaves, they 
are often planted in parks, gardens and along the streets as shade trees. It bears male and 
female flowers on the same tree. While male flowers emerge on cylindrical inflorescence, 
female flowers emerge on round inflorescence. Its ball-shaped fruit has a diameter of  
10 to 30 centimetres, and may be eaten whole roasted or thinly sliced, then baked. Janet 
Hutton (fl. 1802-1824), wife of  an East India Company servant, lived in Penang and 
Kolkata. She drew many watercolours of  tropical plants, particularly fruits, in India and 
Malaysia. Characterized by her energetic illustration that would almost fill entire plates, her 
botanical painting was blessed both with artistic expression and academic precision.

パ
ン
ノ
キ 

（A
rtocarpus altilis  - A

rtocarpus incisus

）

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ッ
ト
ン
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
／
四
五
五
×
五
五
五

ク
ワ
科
パ
ン
ノ
キ
属
（A

rtocarpus

）
に
は
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
ポ
リ
ネ
シ
ア
・
メ
ラ
ネ
シ
ア
に
分
布

す
る
約
四
十
五
種
が
含
ま
れ
る
。
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
和
名
を
「
パ
ン
ノ
キ
」
と
い
う
。

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
原
産
と
推
測
さ
れ
、
常
緑
性
の
木
本
で
、
高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
り
、
羽
状

に
分
裂
す
る
大
き
な
葉
を
も
つ
。
多
数
の
大
き
な
葉
を
繁
ら
せ
る
こ
と
か
ら
、
熱
帯
地
方
で
は

日
陰
樹
と
し
て
公
園
や
庭
園
に
植
栽
さ
れ
、
街
路
樹
に
も
利
用
さ
れ
る
。
同
じ
枝
に
雌
雄
で
異
な
る

花
を
つ
け
、
雄
花
は
細
長
い
雄
花
序
に
、
雌
花
は
球
形
の
雌
花
序
に
つ
く
。
果
実
は
直
径
十
か
ら

三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
球
形
で
、
蒸
し
焼
き
や
丸
焼
き
、
あ
る
い
は
薄
切
り
に
し
て
焼

い
て
食
用
と
す
る
。
ハ
ッ
ト
ン
夫
人
（
一
八
〇
二
年
か
ら
一
八
二
四
年
に
活
躍
）
は
東
イ
ン
ド
会
社

社
員
の
妻
で
、
ペ
ナ
ン
と
カ
ル
カ
ッ
タ
に
居
住
し
、
イ
ン
ド
と
マ
レ
ー
シ
ア
の
熱
帯
植
物
、
と
り
わ
け

果
実
を
よ
く
描
い
た
。
紙
面
を
覆
い
尽
く
す
よ
う
な
パ
ワ
フ
ル
な
表
現
を
特
徴
と
す
る
。
芸
術
的

な
表
現
力
と
学
術
的
な
解
説
力
を
併
せ
も
っ
て
お
り
、
植
物
画
と
し
て
模
範
的
で
あ
る
。
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Durio zibethinus (Durian, Malvaceae)

Janet Hutton / Early 19th century / Watercolour on paper / 454×558

Durio zibethinus or durian, also known as “the king of  fruits,” belongs to the Durio genus. 
The genus was long included in the family Bombacaceae, but is now placed in the family  
Malvaceae. Durio comprises about 30 species that grow in Malaysia. Durio zibethinus, 
illustrated here, is the only species that is cultivated as edible fruit. This tall tree grows to 
20-30 metres tall, and bears pale yellow flowers. Covered with hard spikes, the fruit is 20-
30 centimetres in diameter and weighs 1-5 kilograms. The mature durian has an intense 
odour, but the flavour of  the custard-like arils that cover the seed is described as a mixture 
of  vanilla and banana, and tastes good. Petals, buds, the fruit and its inner structure, 
stems, and foliage are all illustrated with as much detail as if  they were described in words. 
A botanical artist must be a botanist at the same time. 

ド
リ
ア
ン 

（D
urio zibethinus

）

ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ッ
ト
ン
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
／
四
五
四
×
五
五
八

「
果
実
の
王
様
」
と
言
わ
れ
る
ド
リ
ア
ン
で
あ
る
。
そ
の
仲
間
で
あ
る
ド
リ
ア
ン
属
（D

urio

）
は
、

以
前
は
パ
ン
ヤ
科
に
含
め
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
ア
オ
イ
科
に
分
類
さ
れ
る
。
ド
リ
ア
ン
属
は

マ
レ
ー
半
島
で
約
三
十
種
が
知
ら
れ
る
が
、
食
用
果
実
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
の
は
本
図
の
も
の

（D
urio zibethius

）
だ
け
で
あ
る
。 

高
さ
二
十
か
ら
三
十
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
高
木
で
、
黄
白
色
の

花
を
も
つ
。
果
実
は
全
周
が
硬
い
刺
に
覆
わ
れ
、
直
径
二
十
か
ら
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
重
さ

一
か
ら
五
キ
ロ
グ
ラ
ム 

に
も
な
る
。
成
熟
す
る
と
強
烈
な
臭
い
を
発
す
る
が
、
種
子
の
周
囲
を

被
う
軟
ら
か
な
種
衣
（
仮
種
皮
）
は
バ
ニ
ラ
や
バ
ナ
ナ
な
ど
を
複
合
し
た
香
り
で
美
味
で
あ
る
。

花
弁
と
蕾
、
果
実
と
そ
の
内
部
構
造
、
幹
と
枝
葉
な
ど
が
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
言
葉
で
解
説
す
る
か
の

よ
う
に
絵
解
き
さ
れ
て
い
る
。
植
物
画
家
は
、
ま
た
植
物
学
者
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

051/050



Lodoicea maldivica (as Cocos Maldivica) (Coco-de-Mer, Double Coconut, Arecaceae)

George Finlayson / Early 19th century / Watercolour on paper / 534×366

The sole species of  the Lodoicea genus, Lodoicea maldivica belongs to the Palm family 
(Arecaceae). It is endemic to the islands of  the Seychelles. It grows to 30 metres tall. The 
fruit, 40-50 centimetres in diameter, weighs 15-30 kilograms, and requires 6 to 7 years 
to reach maturity. It contains the largest seed in the plant kingdom, which has a peculiar 
two-pronged shape and requires 2 years to germinate. Its English common names include 
“Sea Coconut,” “Love Nut,” “Double Coconut,” and “Seychelles Nut.” The painting is 
rendered in a simple style, which lacks artistic technique. George Finlayson (1790-1823) 
was a Scottish naturalist and traveller. 

オ
オ
ミ
ヤ
シ 

（L
odoicea m

aldivica  - C
ocos M

aldivica

）

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ィ
ン
レ
イ
ソ
ン
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
／
五
三
四
×
三
六
六

セ
イ
シ
ェ
ル
諸
島
に
特
産
し
、
高
さ
三
十
メ
ー
ト
ル
に
な
る
ヤ
シ
科
の
高
木
で
、
オ
オ
ミ
ヤ
シ
属

は
本
種
の
み
か
ら
な
る
。
和
名
で
は
「
フ
タ
ゴ
ヤ
シ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
花
が
咲
い
て

か
ら
果
実
が
熟
す
ま
で
六
年
か
ら
七
年
か
か
る
。
果
実
は
直
径
四
十
か
ら
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

重
さ
十
五
か
ら
三
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
な
る
。
種
子
は
植
物
の
中
で
最
大
と
い
わ
れ
、
二
つ
に

分
か
れ
た
特
異
な
形
を
し
て
い
る
。
発
芽
ま
で
二
年
を
要
す
る
と
い
う
。「
ウ
ミ
ヤ
シ
」、「
ラ
ヴ

ナ
ッ
ツ
」、「
ダ
ブ
ル
コ
コ
ナ
ッ
ツ
」、「
セ
イ
シ
ェ
ル
ナ
ッ
ツ
」
な
ど
い
く
つ
も
の
英
名
が
あ
る
。
単
純

素
朴
な
表
現
で
あ
り
、
絵
画
的
な
技
巧
に
欠
け
る
。
本
図
を
描
い
た
ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ィ
ン
レ
イ
ソ
ン

（
一
七
九
〇
︱
一
八
二
三
）
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
博
物
学
者
で
探
険
家
。
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Garootang tango
Manu Lal / Early 19th century / Watercolour on paper / 477×293 / Parry Collection

The plant illustrated might be a species of  Nephelium or a related genus, as evidenced by 
the alternate, evergreen, entire leaves and the densely prickly, arillated fruit. In this time 
members of  the East India Company hired local painters and taught them the technique 
of  animal and botanical illustration. They were also commissioned the painters to capture 
images of  local animals and plants. The work of  these artists was later named Company 
school, and their works are known as Company painting. From the signature in Persian 
writing on the lower left, we infer that this illustration was drawn by Manu Lal of  the 
Company school, an inhabitant of  Azimabad (Patna).  The Parry Collection is a collection 
of  works by Indian artists assembled by Richard Parry, who worked in Kolkata as an 
accountant from 1796 to 1803, before living in Sumatra from 1807 to 1811. Parry hired 
Indian artists to draw local animals and plants.

未
詳
（G

arootang tango

）

マ
ヌ
ー
ラ
ア
ル
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
／
四
七
七
×
二
九
三
／
パ
リ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

所
属
不
明
。
常
緑
で
互
生
す
る
全
縁
の
葉
や
刺
で
全
面
が
被
わ
れ
、
種
衣
を
も
つ
よ
う
に
描
か
れ
た

果
実
は
、
ム
ク
ロ
ジ
科
の
ラ
ン
ブ
ー
タ
ン
属
（N

ephelium

）
か
、
そ
の
近
縁
属
の
一
種
の
よ
う
に
見

え
る
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
人
は
イ
ン
ド
等
の
南
ア
ジ
ア
で
現
地
の
画
工
を
雇
い
、
植
物
画
法
を
教
え
、

彼
ら
に
土
地
の
動
植
物
な
ど
を
描
か
せ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
画
工
ら
は
後
に
「
カ
ン
パ
ニ
ー
派
」
と

呼
ば
れ
、
描
か
れ
た
絵
は
「
カ
ン
パ
ニ
ー
画
」
と
呼
ば
れ
る
。「
カ
ン
パ
ニ
ー
」
と
は
東
イ
ン
ド
会
社

の
こ
と
。
本
図
は
、
左
下
の
ペ
ル
シ
ャ
語
サ
イ
ン
よ
り
、
カ
ン
パ
ニ
ー
派
の
イ
ン
ド
人
画
工
で

ア
ズ
ィ
ー
ム
ア
ー
バ
ー
ド
（
パ
ト
ナ
）
在
住
の
マ
ヌ
ー
ラ
ア
ル
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が

わ
か
る
。
パ
リ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
、
一
七
九
六
年
か
ら
一
八
○
三
年
に
か
け
て
カ
ル
カ
ッ
タ

で
会
計
関
係
の
仕
事
を
し
、
一
八
○
七
年
か
ら
一
八
一
一
年
に
か
け
て
ス
マ
ト
ラ
に
居
住
し
て
い
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
リ
ー
の
収
集
に
よ
る
、
イ
ン
ド
人
画
工
の
絵
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
パ
リ
ー
は
現
地

で
イ
ン
ド
人
画
工
ら
に
土
地
の
動
植
物
の
絵
を
描
か
せ
て
い
た
。
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Knema linifolia (as Myristica longifolia) (Myristicaceae) 

Manu Lal / Early 19th century / Watercolour on paper / 475×286

The genus Knema is distributed in the Indo-Malaysian region. It comprises about 90 
species. Some are used for medical purposes, and others are cultivated for extracting 
oil from the seeds. Knema linifolia is a tall tree that grows to 20 metres tall and has leaves 
24-40 centimetres long. It bears 2.5-4 centimetre long fruit that develop a red aril. It is 
distributed in China (southwest Yunnan), Myanmar, northeast India, and Bangladesh. The 
family Myristicaceae includes Myristica fragrans, famous as nutmeg spice. Characterized by 
its energetic expression, this is a work by Manu Lal who was a member of  the Company 
school. He left his signature in Persian on the bottom-right corner.

ニ
ク
ズ
ク
科
ク
ネ
マ
属
の
一
種
（K

nem
a linifolia  - M

yristica longifolia

）

マ
ヌ
ー
ラ
ア
ル
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
／
四
七
五
×
二
八
六

ニ
ク
ズ
ク
科
ク
ネ
マ
属
（K

nem
a

）
は
イ
ン
ド
マ
レ
ー
シ
ア
地
域
に
分
布
す
る
。
薬
用
植
物
と

さ
れ
る
種
、
種
子
か
ら
油
を
採
る
種
な
ど
、
約
九
十
種
が
存
在
す
る
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
も
の

（Knem
a linifolia

）
は
高
さ
二
十
メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
高
木
で
、
葉
は
長
さ
二
十
四
か
ら
四
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
果
実
は
長
さ
二
・
五
か
ら
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
、
赤
色
の
種
衣
（
仮
種
皮
）

が
発
達
す
る
。
中
国
（
雲
南
南
西
部
）、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
東
北
部
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ッ
シ
ュ

に
分
布
す
る
。
ニ
ク
ズ
ク
科
に
は
香
辛
料
と
し
て
有
名
な
ニ
ク
ズ
ク
（
ナ
ツ
メ
グ
）
が
含
ま
れ
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
派
の
イ
ン
ド
人
画
工
マ
ヌ
ー
ラ
ア
ル
の
手
に
な
る
も
の
で
、
力
強
い
表
現
に
特
徴
が

あ
る
。
右
下
に
ペ
ル
シ
ャ
語
の
サ
イ
ン
が
確
認
で
き
る
。
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Nelumbo nucifera (as Nelumbo speciosa) (Lotus, Nelumbonaceae)

Unknown artist / Early 19th century / Watercolour and pencil on paper / 468×358

The genus Nelumbo is a perennial aquatic plant. Illustrated here is Nelumbo nucifera, which 
is native to India. It has narrow stems(rhizomes) under the surface of  the ground. It has 
circular leaves with long petioles and bears pale pink flowers in summer. The swollen 
receptacles (thickened part of  a stem from which the flower organs grow), the seeds 
as well as lotus rhizomes are edible. Nelumbo holds a symbolic status in Buddhism and 
Hinduism, often depicted in paintings and sculptures. This may not be the only reason, 
but this illustration has an oriental atmosphere. This bold composition captures both the 
front and underside of  the leaves in a single plate.

ハス科ハス属ハス
Nelumbo nucifera Gaertn. (Nelumbonaceae)	
Cambodia: paddy field on the Route 63 toward to the Tonle Sap Lake.  
27 Aug. 2010 coll. J. Shibata No. 0002. 

3 枚組標本。
A set of  three sheets.

ハ
ス
（N

elum
bo nucifera  - N

elum
bo speciosa

）

逸
名
画
工
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
、
鉛
筆
／
四
六
八
×
三
五
八

ハ
ス
科
ハ
ス
属
（N

elum
bo

）
の
多
年
生
水
生
植
物
。
本
図
に
表
さ
れ
て
い
る
も
の
（N

elum
bo 

nucifera

）
は
イ
ン
ド
原
産
で
、
く
び
れ
を
持
っ
た
地
下
茎
を
地
中
に
伸
ば
し
、
長
い
葉
柄
を
伴
っ
た

円
形
の
盾
状
の
葉
を
つ
け
、
夏
に
淡
紅
色
の
花
を
つ
け
る
。
地
下
茎
（
い
わ
ゆ
る
「
蓮
根
」）
は

広
く
食
用
と
さ
れ
て
い
る
。
種
子
や
花
後
に
肥
大
し
た
花
托
も
ま
た
食
用
と
な
る
。
ハ
ス
は
仏
教

や
ヒ
ン
ズ
ー
教
に
お
い
て
象
徴
的
な
植
物
と
さ
れ
、
絵
画
や
彫
刻
の
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
し
ば
し
ば

用
い
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
ば
か
り
で
も
な
か
ろ
う
が
、
本
図
は
東
洋
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て

い
る
。
葉
の
裏
と
表
を
一
図
中
に
表
現
す
る
た
め
の
構
図
的
な
配
慮
が
、
こ
の
よ
う
な
大
胆
な
構
成

を
生
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
資
料
部
植
物
部
門
所
蔵
／D

epartm
ent of B

otany, U
M

U
T
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Magnolia (as Talauma) (Magnoliaceae)

Unknown artist / Early 19th century / Watercolour and pencil on paper / 577×376/ Probably from 
the Parry Collection

The genus Magnolia comprises about 220 species. The species are distributed in eastern 
North America, Central America, the West Indies, East Asia, and Southeast Asia. 
Generally known as Magnolia in horticulture, numbers of  hybrid species have been  
developed. The genus Magnolia was named after Pierre Magnol (1638-1715), a French 
botanist from Montpellier. Part of  the perianth of  the painted plant has transformed into 
leaf-like phyllodes. This is a work by an Indian artist who was a member of  the Company 
school. 

モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属
の
一
種
（M

agnolia  - Talaum
a

）

逸
名
画
工
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
水
彩
、
鉛
筆
／
五
七
七
×
三
七
六
／
パ
リ
ー
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か

モ
ク
レ
ン
科
モ
ク
レ
ン
属
（M

agnolia

）
は
約
二
百
二
十
種
を
含
み
、 

北
米
東
部
、
中
米
、
西
イ
ン
ド

諸
島
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
。
園
芸
で
は
属
名
を
音
読
み
し
た
「
マ
グ
ノ

リ
ア
」
と
総
称
さ
れ
、
交
配
種
も
作
ら
れ
て
い
る
。
属
名
は
フ
ラ
ン
ス
の
モ
ン
ペ
リ
エ
の
植
物
学
者

ピ
エ
ー
ル
・
マ
ニ
ョ
ル
（
一
六
三
八
︱
一
七
一
五
）
に
因
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
。
図
に
描
か
れ
た

植
物
は
、
花
被
片
の
一
部
が
葉
化
し
て
い
る
。
カ
ン
パ
ニ
ー
派
の
一
員
で
あ
る
イ
ン
ド
人
画
工
の

手
に
な
る
。
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Nymphaea rubra (Indian Red Waterlily. Nymphaeaceae)

Unknown artist / ca. 1800 / Gouache on paper / 523×371 / Roxburgh Collection

The genus Nymphaea comprises about 60 species. It is a perennial, aquatic plant distributed 
globally. Nymphaea rubra, illustrated in this plate, is native to Southeast Asia, Malaysia, 
Indonesia, India and Sri Lanka. It is cultivated as an ornamental plant, while its peduncles 
and seeds are also valued as food in India. It is known as Indian Red Waterlily. This is 
the work of  an Indian illustrator, commissioned by Scottish botanist William Roxburgh 
(1751-1815) for Flora Indica. It appeared on page 577 in the second edition of  Flora 
Indica published in 1832. None of  the paintings Roxburgh commissioned from Indian 
illustrators are signed. 

ス
イ
レ
ン
科
ス
イ
レ
ン
属
の
一
種
（N

ym
phaea rubra

）

逸
名
画
工
／
一
八
〇
〇
年
頃
／
紙
に
グ
ア
ッ
シ
ュ
／
五
二
三
×
三
七
一
／
ロ
ク
ス
バ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ス
イ
レ
ン
科
ス
イ
レ
ン
属 （N

ym
phaea

）
に
は
約
六
十
種
が
存
在
す
る
。
汎
世
界
的
に
分
布
す
る

多
年
生
水
生
植
物
で
あ
る
。
本
図
に
示
さ
れ
て
い
る
も
の
（N

ym
phaea rubra

）
は
東
南
ア
ジ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
の
原
産
で
、
観
賞
用
植
物
と
し
て
栽
培

さ
れ
る
。
イ
ン
ド
で
は
若
い
花
柄
や
種
子
が
食
用
に
供
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
英
語
名
を

「
イ
ン
ド
紅
睡
蓮
」
と
い
う
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
人
植
物
学
者
ウ
ィ
リ
ア
ム・ロ
ク
ス
バ
ラ（
一
七
五
一

︱
一
八
一
五
）
が
『
イ
ン
ド
植
物
誌
』
の
た
め
に
イ
ン
ド
人
の
画
工
に
描
か
せ
た
も
の
。
同
書
は

一
八
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
、
本
図
を
基
に
し
た
図
版
は
第
二
巻
の
五
七
七
頁
を
飾
る
こ
と
に

な
っ
た
。
な
お
、
ロ
ク
ス
バ
ラ
が
イ
ン
ド
人
画
工
に
描
か
せ
た
絵
に
は
、
画
工
の
名
前
が
入
っ
て

い
る
も
の
が
存
在
し
な
い
と
い
う
。
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Dillenia speciosa (Elephant Apple, Chulta, Dilleniaceae)

Unknown artist / c. 1800 / Watercolour and ink on paper / 520×370 / Roxburgh Collection

The genus Dillenia comprises about 60 species, and is distributed from India to Australia. 
Dillenia speciosa is a species of  the genus native to China (Yunnan), Southeast Asia, 
Malaysia, Indonesia, India and Sri Lanka. This evergreen tree grows to 15 metres tall 
and bears flowers from June to August. The flowers are large, 15 to 20 centimetres in 
diameter, with five petals and numerous stamens. Its fruit is often pickled or used as 
chutney. It is also a main source of  food for wild animals, such as elephants, monkeys, 
and deer. It is commonly known as Elephant Apple. This is one of  the works that William 
Roxburgh commissioned from Indian illustrators for Flora Indica. The tendency of  
botanical illustration is to appear rather two-dimensional but it faithfully and descriptively 
depicts flowers with great detail. 

ビ
ワ
モ
ド
キ
科
ビ
ワ
モ
ド
キ
属
の
一
種
（D

illenia speciosa
）

逸
名
画
工
／
一
八
〇
〇
年
頃
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
五
二
〇
×
三
七
〇
／
ロ
ク
ス
バ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ビ
ワ
モ
ド
キ
科
ビ
ワ
モ
ド
キ
属
（D

illenia

）
は
約
六
十
種
を
含
み
、
イ
ン
ド
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
か
け
て
分
布
す
る
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
（D

illenia speciosa

）
は
そ
の
一
種
で
、
現
在

は
同
属
の
ビ
ワ
モ
ド
キ
（D

illenia indica

）
と
同
種
と
さ
れ
て
い
る
。
中
国
（
雲
南
）、東
南
ア
ジ
ア
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
分
布
す
る
。
常
緑
高
木
で
高
さ
十
五

メ
ー
ト
ル
に
達
す
る
。
花
は
直
径
十
五
か
ら
二
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
五
枚
の
花
弁
と

多
数
の
雄
蕊
（
お
し
べ
）
が
あ
り
、
六
か
ら
八
月
に
咲
く
。
果
実
は
ピ
ク
ル
ス
や
漬
物
チ
ャ
ツ
ネ
に

利
用
す
る
。
ゾ
ウ
、
サ
ル
、
シ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
に
と
っ
て
も
、
貴
重
な
食
料
で
あ
る
。
英
語

名
を 「
象
リ
ン
ゴ
」
と
い
う
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ク
ス
バ
ラ
が
『
イ
ン
ド
植
物
誌
』
の
た
め
に

イ
ン
ド
人
の
画
工
に
描
か
せ
た
も
の
。
説
明
的
な
描
写
に
徹
す
る
あ
ま
り
、
三
次
元
的
な
奥
行
き

を
欠
い
た
も
の
に
な
る
、
と
は
植
物
画
に
よ
く
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。

*

*

ビワモドキ科ビワモドキ属ビワモドキ
Dillenia indica L. (Dilleniaceae)
Cult. Botanical Garden Singapore. 11 Aug. 1981 coll. S. Kobayashi 
& M. Sugiyama No. 3042.

東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
資
料
部
植
物
部
門
所
蔵
／D

epartm
ent of B

otany, U
M

U
T
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Thunbergia grandiflora (Bengal Clock Vine, Acanthaceae)

Unknown artist / c. 1800 / Watercolour and ink on paper / 465×364 / Roxburgh Collection

Thunbergia grandiflora is an evergreen vine in the family Acanthaceae. It is native to China, 
Southeast Asia, India and Nepal, but also widely cultivated as an ornamental plant. It 
bears evergreen triangular leaves, and flowers with a diameter of  8 centimetres. The genus 
Thunbergia comprises about 90 species, widely distributed in the tropics of  the Old World. 
The name of  this genus commemorates Swedish botanist Carl Peter Thunberg (1743-
1828). Thunberg studied Japanese plants, producing the first Flora Japonica, and travelled 
to Ceylon (current Sri Lanka) and the Cape of  Good Hope to make observations and 
collections of  plants. This illustration was made for Flora Indica by an Indian artist 
commissioned by William Roxburgh.

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
科
ヤ
ハ
ズ
カ
ズ
ラ
属
の
一
種
（Thunbergia grandiflora

）

逸
名
画
工
／
一
八
〇
〇
年
頃
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
四
六
五
×
三
六
四
／
ロ
ク
ス
バ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

キ
ツ
ネ
ノ
マ
ゴ
科
の
つ
る
植
物
で
、
中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
に
分
布
す
る
。

三
角
状
の
常
緑
の
葉
を
も
ち
、
花
は
直
径
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
。
観
賞
用
に
栽
培

さ
れ
、
ま
た
広
く
野
生
化
し
て
い
る
。
本
種
が
分
類
さ
れ
る
ヤ
ハ
ズ
カ
ズ
ラ
属
（Thunbergia
）
に
は

約
九
十
種
が
あ
り
、
旧
世
界
の
熱
帯
に
広
く
分
布
す
る
。
属
名
は
、
日
本
の
植
物
を
研
究
し
最
初

の
『
日
本
植
物
誌
』
な
ど
を
著
す
と
と
も
に
、
ス
リ
ラ
ン
カ
や
喜
望
峰
な
ど
の
植
物
を
研
究
し
た

カ
ー
ル
・
ペ
ー
タ
ー
・
ツ
ュ
ン
ベ
ル
ク
（
一
七
四
三
︱
一
八
二
八
）
に
ち
な
む
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ロ
ク
ス
バ
ラ
が
『
イ
ン
ド
植
物
誌
』
の
た
め
に
イ
ン
ド
人
の
画
工
に
描
か
せ
た
も
の
。

*

*

キツネノマゴ科ヤハズカズラ属の一種
Thunbergia grandiflora Roxb. (Acanthaceae)	
Bhutan. Samchi Distr. On the west side of  the Charmurchi River., alt. 300m. 
22 Jun., 1990 coll. J. R. I. Wood No. 7266. 

エジンバラ植物園からの交換標本。
Exchanged from Royal Botanical Garden Edinburgh, UK.
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サ
ク
ラ
ソ
ウ
科
サ
ク
ラ
ソ
ウ
属
の
一
種
（Prim

ula denticulata
）

逸
名
画
工
／
「
一
八
二
八
年
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
載
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
五
〇
三
×
三
七
二
／

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

サ
ク
ラ
ソ
ウ
属 （Prim

ula

）
は
約
五
百
種
が
あ
り
、
主
に
北
半
球
の
温
帯
地
域
に
分
布
す
る
。
本

種
（Prim

ula denticulata

）
は
多
年
草
で
、
明
る
い
草
地
に
生
え
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
チ
ベ
ッ
ト
南
部
、
ミ

ャ
ン
マ
ー
北
部
に
か
け
て
分
布
す
る
。
根
出
葉
の
中
心
か
ら
細
長
い
花
茎
を
伸
ば
し
、
先
に
球

状
の
花
序
を
つ
け
る
。
花
は
ピ
ン
ク
色
か
ら
紫
色
（
稀
に
白
色
）
で
、
花
冠
の
中
央
部
は
黄
色
を

呈
す
る
。「
タ
マ
ザ
キ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
の
和
名
が
あ
り
、
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
る
。
全
形
が
ド
ラ

ム
の
撥
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、「
ド
ラ
ム
バ
チ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
」
の
英
名
が
あ
る
。
構
図
、
彩
色

と
も
に
素
晴
ら
し
い
出
来
栄
え
の
植
物
画
で
あ
る
。
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
（
一
七
八
六
︱

一
八
五
四
）
は
デ
ン
マ
ー
ク
生
ま
れ
の
医
者
で
植
物
学
者
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ク
ス
バ
ラ
と
同
じ
く
、

多
く
の
イ
ン
ド
人
画
工
に
植
物
画
を
描
か
せ
た
。
画
工
の
名
前
が
記
さ
れ
な
か
っ
た
ロ
ク
ス
バ
ラ
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
は
異
な
り
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
監
督
の
下
に
描
か
れ
た
絵
に
は
イ
ン
ド
人
画

工
の
名
前
が
見
つ
か
る
も
の
が
あ
る
が
、
本
図
の
場
合
は
不
明
。

Primula denticulata (Drumstick Primula, Primulaceae)

Unknown artist / Bears the inscription: “1828 East India Company” / Watercolour and pencil on 
paper / 503×372 / Wallich Collection

Primula denticulata is a perennial plant in the family Primulaceae. It can be found in the 
open woodlands of  the Himalayas, southern Tibet, and northern Myanmar. Upright stems 
bearing a ball of  inflorescence grow from the centre of  basal rosette leaves. Its corolla 
ranges in colour from pink to violet (occasionally white) with yellow in its centre. The 
genus Primula comprises about 500 species, mainly distributed in the temperate regions 
of  the northern hemisphere. It is cultivated as an ornamental plant. As the plant gives 
the appearance of  a drumstick, it is called Drumstick Primula. The careful application of  
colours in a well-ordered composition makes this botanical illustration quite exceptional. 
Nathaniel Wallich (1786-1854) was a Danish medical doctor and botanist, who also 
commissioned many Indian artists to paint botanical illustrations as Roxburgh did. 
Whereas the artists’ name was not inscribed in works from the Roxburgh Collection, they 
sometimes were in the work of  Indian artists directed by Wallich.  However, the author of  
this work is unknown.

サクラソウ科サクラソウ属の一種
Primula denticulata Smith (Primulaceae)
Bhutan: Paro., alt. 2350m. 10 Apr. 1966 coll. K. Nishioka No. 5460. 

ブータンで農業指導を行った西岡京治の採集品。
Collected by Keiji Nishioka, who taught agriculture in Bhutan.
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キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ケ
ロ
ペ
ギ
ア
属
の
一
種
（C

eropegia longifolia

）

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
鉛
筆
、グ
ア
ッ
シ
ュ
／
五
一
〇
×
三
五
〇
／
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ケ
ロ
ペ
ギ
ア
属
（C

eropegia

）
に
分
類
さ
れ
る
。
同
属
に
は
約
百
六
十
種
が

あ
り
、
主
に
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
か
け
て
分
布
す
る
。
つ
る
性
草
本
植
物
で
、
観
賞
用
に

栽
培
さ
れ
る
も
の
、塊
茎
が
食
用
に
さ
れ
る
も
の
な
ど
あ
る
。
本
種
は
、中
国
（
雲
南
）、チ
ベ
ッ
ト
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
に
産
し
、
花
は
紫
色
を
帯
び
、
長
さ
二
か
ら
四
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
。花
冠
裂
片
の
先
は
線
形
に
二
裂
し
、複
花
冠
の
裂
片
は
線
形
で
直
立
す
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
派
を
代
表
す
る
一
人
で
あ
る
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
で

働
い
て
い
た
イ
ン
ド
人
画
家
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
画
工
ら
の
な
か
で
も
最
も
有
能
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー

リ
ッ
ク
の
ネ
パ
ー
ル
、
ビ
ル
マ
へ
の
植
物
遠
征
に
も
同
行
し
た
。

Ceropegia longifolia (Ceropegia, Apocynaceae)

Vishnupersaud / Early 19th century / Gouache and pencil on paper / 510×350 / Wallich Collection

Placed in the genus Ceropegia, which comprises about 160 species and is mainly distributed 
in Arabia and Africa. Some of  the species are cultivated as ornamental plants, while 
others have edible tubers. This species is distributed in China (Yunnan), Tibet, Myanmar, 
India, and Nepal. It bears violet flowers with a diameter of  2 to 4 centimetres. The 
corolla is linearly divided into two lobes, and the linear lobe of  the paracorolla grows 
upright. Vishnupersaud, an Indian artist who worked at the Calcutta Botanic Garden, 
was a prominent figure of  the Company school. Vishnupersaud was the most skilful and 
prolific artist in Calcutta, and accompanied Wallich on his botanical journeys to Nepal and 
Burma.

キョウチクトウ科ケロペギア属の一種
Ceropegia longifolia Wall. (Apocynaceae)
Nepal. Godavari, Kathmandu Valley, alt. 1600m. 30 Jul. 1965 coll. A.D. Schilling 
No. 581. 

イギリス・キュー王立植物園からの交換標本。
Exchanged from Royal Botanic Gardens, Kew.
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マ
メ
科
ウ
ラ
リ
ア
属
の
一
種
（U

raria cordifolia

）

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
五
三
四
×
三
六
〇
／
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
ロ
イ
ル
、
キ
ャ
リ
ー
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
登
録
）

低
地
の
日
当
た
り
の
よ
い
斜
面
や
道
路
脇
な
ど
に
生
え
る
マ
メ
科
の
低
木
で
、
高
さ
四
十
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
か
ら
一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
。
中
国
（
広
西
、
貴
州
、
雲
南
）、
東
南
ア
ジ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ン
ド
に
分
布
す
る
。
葉
は
一
小
葉
か
ら
な
る
。
図
中
に
は
線
画
で
三
小
葉
か
ら

な
る
葉
が
描
か
れ
て
い
る
。
枝
先
に
花
序
を
つ
け
、
花
は
淡
赤
色
か
ら
白
色
で
、
長
さ
五
か
ら
六

ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
果
実
は
二
ま
た
は
三
節
か
ら
な
る
。
ウ
ラ
リ
ア
属
（U

raria

）
に
は
旧
世
界

の
熱
帯
に
分
布
す
る
二
十
種
ほ
ど
が
分
類
さ
れ
る
。
本
図
は
、
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
後
に
判
明
し
た
が
、
一
九
世
紀
に
キ
ュ
ー

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
際
、
外
科
医
で
博
物
学
者
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
・
ロ
イ
ル

（
一
七
九
八
︱
一
八
五
八
）、
宣
教
師
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
キ
ャ
リ
ー
（
一
七
六
一
︱
一
八
三
四
）
他
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
誤
っ
て
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
。

Uraria cordifolia (Fabaceae)

Vishnupersaud / Early 19th century / Watercolour and pencil on paper / 534×360 / Wallich 
Collection (listed as Royle, Carey & others)

Uraria cordifolia, a shrub 40 centimetres to one metre tall, is found on well-exposed slopes 
and roadsides. It is distributed in China (Guangxi, Guizhou, Yunnan), Southeast Asia, 
Indonesia, and India. It has simple leaves, and the leaf  of  the line drawing has three 
leaflets. It has pale red to white flowers with a diameter of  5 to 6 centimetres at the 
apical part of  the stem. It bears fruit with 2 or 3 segments. The genus Uraria comprises 
20 species that are native to the tropics of  the Old World. When the work became part 
of  the Kew Collection in the 19th century, it was accidentally registered as a collection of  
British naturalist John Forbes Royle (1798-1858) and Baptist missionary William Carey 
(1761-1834). Later it was found that Nathaniel Wallich commissioned this work from 
Indian artist Vishnupersaud.

*

*
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ア
カ
ネ
科
カ
ギ
カ
ズ
ラ
属
の
一
種
（U

ncaria scandens  - U
ncaria extensa  / U

ncaria pilosa

）

ゴ
ラ
シ
ャ
ン
ド
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
五
〇
八
×
三
一
七
／
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
ロ
イ
ル
、
キ
ャ
リ
ー
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
登
録
）

ア
カ
ネ
科
カ
ギ
カ
ズ
ラ
属
（U

ncaria

）
の
つ
る
性
植
物
で
、他
物
に
絡
み
伸
長
す
る
。
中
国
（
広
東
、

広
西
、海
南
、四
川
、雲
南
、チ
ベ
ッ
ト
）
に
分
布
す
る
。
花
は
淡
黄
色
、と
き
に
ピ
ン
ク
色
を
帯
び
、

多
数
が
直
径
二
・
五
か
ら
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
球
形
の
花
序
に
集
ま
っ
て
つ
く
。
カ
ギ
カ
ズ
ラ

属
は
熱
帯
に
広
く
分
布
し
、
約
四
十
種
が
あ
る
。
本
種
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
種
が
薬
用
に
利
用

さ
れ
る
。
属
名
は
ラ
テ
ン
語
の 

「
鈎
」
に
由
来
す
る
。
ゴ
ラ
シ
ャ
ン
ド
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド

と
同
じ
く
、
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
で
働
い
て
い
た
イ
ン
ド
人
画
家
。

Uncaria scandens (as Uncaria extensa, later emended to Uncaria pilosa) (Rubiaceae)

Gorachand / Early 19th century / Watercolour and pencil on paper / 508×317 / Wallich Collection 
(listed as Royle, Carey & others)

The illustrated vine plant is one of  the species of  the genus Uncaria that grows by clinging 
around a support. It is native to China (Guangdong, Guangxi, Hainan, Sichuan, Yunnan, 
and Tibet). It has a spherical inflorescence that bears pale yellow (occasionally pink) 
flowers with a diameter of  2.5 to 3.5 centimetres. The genus Uncaria comprises about 40 
species and is widely distributed in tropical regions. Many species, including this plant, are 
cultivated for medicinal use. The name of  the genus derives from the Latin word uncus 
(“hook”). Gorachand was an Indian artist who worked for the Calcutta Botanical Garden, 
as Vishnupersaud did.
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キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ラ
フ
ィ
ス
テ
マ
属
の
一
種
（R

aphistem
m

a pulchellum

）

ゴ
ラ
シ
ャ
ン
ド
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
五
一
四
×
三
五
四
／
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

（
ロ
イ
ル
、
キ
ャ
リ
ー
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
登
録
）

明
る
い
森
林
や
藪
に
生
え
る
キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ラ
フ
ィ
ス
テ
マ
属
（R

aphistem
m

a
）
の
つ
る
性

木
本
植
物
。
中
国
（
広
西
、
雲
南
）、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー
ル
に
分
布
す
る
。
花

は
多
数
が
集
散
状
花
序
に
つ
き
、
黄
白
色
で
、
直
径
は
三
か
ら
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
果
実

は
長
さ
十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
な
る
。
ラ
フ
ィ
ス
テ
マ
属
は
二
種
か
ら
な
り
、
イ
ン
ド
か
ら

ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
か
け
て
分
布
す
る
。
イ
ン
ド
人
画
家
ゴ
ラ
シ
ャ
ン
ド
の
手
に
な
る
。
四
周
が
断
ち

落
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
、
画
面
に
緊
迫
感
が
生
ま
れ
て
い
る
。
鉛
筆
に
よ
る
細
部
の
書
き
込
み

も
ま
た
植
物
画
の
魅
力
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
。

Raphistemma pulchellum (Apocynaceae)

Gorachand / Early 19th century / Watercolour and pencil on paper  / 514×354 / Wallich Collection 
(listed as Royle, Carey & others)

Illustrated is the vine plant Raphistemma pulchellum, a liana (woody vines) that is found in 
open forests and in bushes. It is distributed in China (Guangxi and Yunnan), Southeast 
Asia, India, and Nepal. It bears pale yellow flowers with a diameter of  3-4 centimetres 
forming a cyme, and it produces fruits to 16 centimetres in length. The genus Raphistemma 
comprises two species that are native from India to New Guinea. This is a work by Indian 
artist Gorachand. Trimming all four sides of  the paper creates tension in the illustration, 
and the detailed pencil drawing makes this botanical painting all the more appealing.

キョウチクトウ科ラフィステマ属の一種
Raphistemma pulchellum Wall. (Apocynaceae)
C. Nepal: northeast of  Yatman, Gokarna Forest. 22 Sep. 1963 coll. H. Hara, H. 
Kanai & S. Kurosawa No. 6302640. 

第二次東ヒマラヤ植物調査による。
From the second expedition in the Eastern Himalayas.
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キ
ョ
ウ
チ
ク
ト
ウ
科
ラ
フ
ィ
ス
テ
マ
属
の
一
種
（R

aphistem
m

a pulchellum

）

逸
名
画
工
／
「
一
八
二
八
年
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
載
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
五
三
四
×
三
六
七
／

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ゴ
ラ
シ
ャ
ン
ド
に
よ
る
作
品
（
七
七
頁
）
を
基
に
作
成
さ
れ
た
印
刷
用
版
下
図
。
ナ
サ
ニ
エ
ル
・

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
『
ア
ジ
ア
産
稀
少
植
物
』
第
二
巻
一
六
三
図
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
の

よ
う
で
あ
る
。
植
物
画
と
し
て
の
体
裁
が
整
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
ぶ
ん
輪
郭
他
が
硬
く
な
っ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
原
画
の
雰
囲
気
は
よ
く
保
た
れ
て
い
る
。

Raphistemma pulchellum (Apocynaceae)

Unknown artist / Bears the inscription: “1828 East India Company” / Watercolour and ink on paper / 
534×367 / Wallich Collection

This is a block-copy created based on Gorachand’s work (p.77). It is assumed that this was 
prepared for entry no. 163 in the second volume of  Nathaniel Wallich’s Plantae Asiaticae 
Rariores. It does lack the freshness and liveliness expressed in the original, but it is well 
organized as a botanical illustration and retains the atmosphere of  the original work.
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ビ
ワ
（E

riobotrya japonica  - M
espilus japonica

）

逸
名
画
工
／
「
一
八
二
八
年
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
載
／
紙
に
鉛
筆
、
水
彩
／
四
〇
一
×
三
六
〇
／

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ビ
ワ
（E

riobotrya japonica

）
は
バ
ラ
科
の
常
緑
亜
高
木
で
、
日
本
に
は
原
産
地
の
中
国
南
西
部

か
ら
平
安
時
代
あ
る
い
は
そ
れ
以
前
に
渡
来
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
さ
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に

な
り
、
濃
緑
色
で
光
沢
を
欠
く
大
き
な
葉
を
も
つ
。
花
は
佳
香
が
あ
り
、
花
弁
は
白
色
で
冬
に

開
花
す
る
。
果
実
は
倒
卵
形
で
、
表
面
に
は
毛
が
密
生
し
六
月
頃
に
熟
す
。
果
樹
と
し
て
栽
培

さ
れ
る
が
、
種
子
が
発
芽
し
や
す
い
た
め
、
温
暖
地
で
は
し
ば
し
ば
野
生
化
す
る
。
果
実
は
生
食

の
ほ
か
、
果
実
酒
に
す
る
。
葉
は
乾
燥
し
民
間
薬
と
し
て
利
用
さ
れ
、
灰
白
色
で
堅
い
材
は
木
剣

や
杖
、
櫛
な
ど
に
用
い
ら
れ
る
。
本
種
が
分
類
さ
れ
る
ビ
ワ
属
（E

riobotrya

）
に
は
約
三
十
種
が

含
ま
れ
、
主
に
東
ア
ジ
ア
に
分
布
す
る
。

Eriobotrya japonica (Thunb.) Lindl. (as Mespilus japonica Thunb.) (Loquat, Rosaceae)

Unknown artist / Bears the inscription: “1828 East India Company” / Watercolour and pencil on 
paper / 401×360 / Wallich Collection

Eriobotrya japonica is a large evergreen tree that belongs to the family Rosaceae. It was 
brought to Japan from southwest China, where it originates, during or before the Heian 
period. It grows to 10 metres tall, and has large alternate leaves dark green in colour and 
leathery in texture. It bears white flowers in winter, which have a sweet aroma. Since 
the seeds are easy to germinate, Eriobotrya japonica is sometimes naturalized in temperate 
regions. Its fruit is obovoid and covered with dense hairs and ripes in June. The fruit is 
eaten fresh or also used to make liquor. Its leaves are dried for use in traditional medicine, 
and the hard greyish white wood is used for making wooden swords, sticks and combs. 
The species belongs to Eriobotrya, a genus that comprises about 30 species and is mainly 
distributed in East Asia.

*

*

バラ科ビワ属ビワ
Eriobotrya japonica (Thunb.) Lindl. (Rosaceae)
Japan. Shikoku. Kochi Pref.: Hata-gun, Kuroshio-cho, Suzu., alt. 40m. 28 Oct. 
2010 coll. T. Miyazaki No. 1011153. 

日本の野生品だが中国からの移入種とみられている。
A species native to Japan, but thought to originate from China.
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シ
ョ
ウ
ガ
科
シ
ュ
ク
シ
ャ
属
の
一
種
（H

edychium

）

逸
名
画
工
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
五
五
八
×
四
八
二
／
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

シ
ョ
ウ
ガ
科
シ
ュ
ク
シ
ャ
属
（H

edychium

）
は
、約
五
十
種
か
ら
な
り
、東
南
ア
ジ
ア
、中
国
南
部
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
に
分
布
す
る
。
大
型
の
多
年
生
草
本
で
、
一
部
の
種
は
薬
用
や
観
賞

用
に
栽
培
さ
れ
る
が
、熱
帯
に
広
く
野
生
化
し
て
い
る
種
も
あ
る
。
属
名
は
ギ
リ
シ
ア
語
の「
甘
い
」

と
「
雪
」
の
合
成
語
で
あ
る
。
こ
の
属
名
は
タ
イ
プ
種
（H

edychium
 coronarium

）
が
、
甘
い
香
り

の
す
る
白
い
花
を
有
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域

に
分
布
し
、薬
用
に
栽
培
さ
れ
る「H

edychium gardnerianum

」に
類
似
す
る
。
こ
れ
に
は「
キ
バ
ナ
シ
ュ
ク
シ
ャ
」

と
い
う
和
名
が
あ
る
。

Hedychium (Ginger Lily, Zingiberaceae)

Unknown artist / Early 19th century / Watercolour and ink on paper / 558×482 / Wallich 
Collection

The genus Hedychium is a large perennial plant that comprises about 50 species. It is 
distributed in Southeast Asia, southern China, the Himalayas, and Madagascar. Some of  
the species are cultivated for medicinal and ornamental use, whilst others are native to 
the tropics. The name of  the genus is derived from two ancient Greek words meaning 
“sweet” (hedys) and “snow” (chios). The illustrated plant shows a similarity with Hedychium 
gardnerianum, which is distributed in the Himalayas and cultivated for medicinal use.

ショウガ科シュクシャ属キバナシュクシャ
Hedychium gardnerianum Sheppard ex Ker Gawl. (Zingiberaceae)
India: Darjeeling. Birch Hill on 25 Mar. 1967. Cult. at Univ. of  Tokyo, Hongo, Tokyo. 
9 Aug. 1980 coll. H. Hara. 

原寛が 1967 年のヒマラヤ調査の際インドで種子を採取し東京大学理学部の
温室で栽培して 1980 年に開花したものを採集。3 枚組標本。
Hiroshi Hara collected the seeds in India during the Himalaya expedition and cultivated 
the plants in the greenhouse at Botany Department, Faculty of  Science, University of  
Tokyo.  This specimen was collected there in 1980.  A set of  three sheets.
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バ
ラ
科
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
の
一
種
（Potentilla lineata  Trev. - Potentilla fulgens  H

ook.

）

逸
名
画
工
／
「
一
八
二
八
年
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
載
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
五
三
六
×
三
五
七
／

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

バ
ラ
科
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
（Potentilla

）
は
約
五
百
種
を
含
む
大
き
な
グ
ル
ー
プ
で
、
主
に
北
半
球

の
温
帯
か
ら
寒
帯
・
高
山
帯
に
分
布
す
る
。
本
図
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
（Potentilla lineata

）
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
か
ら
中
国
西
南
部
、
東
南
ア
ジ
ア
北
部
に
か
け
て
分
布
す
る
多
年
草
で
、
裏
に
銀
白
色

の
毛
を
密
生
す
る
羽
状
複
葉
の
葉
を
持
ち
、
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
弁
を
つ
け
た
花
を
咲
か
せ
る
。

こ
の
種
を
含
む
一
群
は
、
キ
ジ
ム
シ
ロ
属
の
な
か
で
も
特
異
な
グ
ル
ー
プ
で
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
で

多
様
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

Potentilla lineata Trev. (as Potentilla fulgens Hook.) (Cinquefoil, Rosaceae)

Unknown artist / Bears the inscription: “1828 East India Company” / Watercolour and ink on 
paper / 536×357 / Wallich Collection

Potentilla is a large genus of  about 500 species, and is mostly distributed from temperate 
to arctic and alpine zones of  the northern hemisphere. The illustrated Potentilla lineata 
is a perennial plant that is native from the Himalayas to southwest China and Southeast 
Asia. Its pinnate compound leaves are covered with silvery hairs on their back, and it 
bears flowers with vivid yellow petals. Potentilla lineata and its closely related species belong 
to a unique group within the genus Potentilla, and it is thought to have diversified in the 
Himalayan region.

*

*

バラ科キジムシロ属の一種
Potentilla lineata Trev. (Rosaceae)
C. Nepal, Langtang: Bagmati Zone, Rasuwa Distr., Dhunche (1970m) – Bharku 
(1820m) – Syabru (2160m). 29 Aug. 1991 coll. S. Noshiro No. 9154512. 

ネパール調査による。
From an expedition in Nepal.
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ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
テ
コ
メ
ラ
属
の
一
種
（Tecom

ella

）

逸
名
画
工
／
一
九
世
紀
初
頭
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
四
五
九
×
三
六
七
／
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
科
に
分
類
さ
れ
る
落
葉
ま
た
は
半
常
緑
の
木
本
で
、
ア
ラ
ビ
ア
か
ら
イ
ン
ド

西
北
部
か
け
て
の
乾
燥
地
域
に
分
布
す
る
。
小
高
木
で
、
多
数
の
先
が
や
や
垂
れ
下
が
る
枝
を
出
し
、

細
長
い
葉
を
対
生
す
る
。
花
は
ノ
ウ
ゼ
ン
カ
ズ
ラ
に
似
て
、
大
き
く
濃
黄
色
、
オ
レ
ン
ジ
色
、

赤
色
で
、
水
平
に
開
く
花
冠
裂
片
を
も
つ
。
材
は
堅
く
、
木
材
や
燃
料
と
し
て
利
用
さ
れ
る
。

ま
た
葉
は
家
畜
の
飼
料
に
利
用
さ
れ
る
。
テ
コ
メ
ラ
属
（Tecom

ella

）
は
本
種
だ
け
か
ら
な
る
単
型
属

で
あ
る
。

Tecomella (Bignoniaceae)

Unknown artist / Early 19th century / Watercolour and ink on paper / 459×357 / Wallich 
Collection

This deciduous or nearly evergreen tree belongs to the family Bignoniaceae. It is native 
to arid regions from Arabia through northwest India. The shrub has drooping branches 
with oblong leaves in opposite pairs. It bears large flowers in dark yellow, orange, and red 
colours, with the corolla lobes spreading out horizontally. The flowers resemble Campsis 
grandiflora flowers. Its hard wood is used for firewood and lumber, and the leaves are used 
as animal feed. Tecomella is a monotypic genus that only comprises this species.
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ア
オ
イ
科
イ
チ
ビ
属
の
一
種
（A

butilon auritum

）

逸
名
画
工
／
「
一
八
二
八
年
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
載
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
五
四
二
×
三
六
八
／

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
お
よ
び
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
原
産
の
ア
オ
イ
科
の
低
木
で
あ
る
。
古
く
か
ら
イ
ン
ド
で

栽
培
さ
れ
、
表
記
の
学
名
は
ジ
ャ
ワ
か
ら
移
入
し
た
個
体
に
も
と
づ
い
て
記
載
さ
れ
た
。
高
さ

一
か
ら
三
メ
ー
ト
ル
に
な
り
、
星
状
毛
の
あ
る
、
心
形
で
長
さ
十
四
か
ら
十
七
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
、
幅
八・五
か
ら
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
な
る
葉
を
互
生
す
る
。
花
は
直
径
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

ほ
ど
で
、
橙
黄
色
を
し
、
平
開
す
る
花
弁
を
も
つ
。
本
種
が
分
類
さ
れ
る
イ
チ
ビ
属
（A

butilon
）

に
は
約
百
六
十
種
が
あ
り
、
熱
帯
お
よ
び
暖
帯
に
分
布
す
る
。
観
賞
用
や
繊
維
を
採
る
た
め
に

栽
培
さ
れ
る
種
も
あ
る
。

Abutilon auritum (Malvaceae)

Unknown artist / Bears the inscription: “1828 East India Company” / Watercolour and ink on 
paper / 542×368 / Wallich Collection

Abutilon auritum is a shrub that belongs to the family Malvaceae. It is native to Australia 
and New Guinea. It has been cultivated in India for a long time, and its scientific name 
is based on a plant imported from Java. It grows to 1-3 metres tall. The heart-shaped, 
alternate leaves bear stellate hairs on both surfaces. They measure 14-17.5 centimetres 
long and 8.5-15 centimetres wide. Orange-yellow flowers with a diameter of  one 
centimetre open flat. This species is under Abutilon, the genus that comprises about 160 
species. It is distributed from the tropics to the subtropics, and some of  the species are 
cultivated for their fibre as well as for ornamental use.
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ラ
ン
科
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ
ル
ム
属
の
一
種
（Paphiopedilum

 insigne  - C
ypripedium

 insigne

）

逸
名
画
工
／
「
一
八
二
八
年
東
イ
ン
ド
会
社
」
と
記
載
／
紙
に
イ
ン
ク
、
水
彩
／
五
一
八
×
四
六
一
／

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

ア
ッ
サ
ム
原
産
の
ラ
ン
科
の
植
物
で
、
一
八
一
九
年
に
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
、

翌
年
に
リ
バ
プ
ー
ル
の
植
物
園
で
開
花
し
た
。
緑
地
に
褐
色
の
斑
点
が
あ
る
花
を
つ
け
る
。
栽
培

が
容
易
で
、
洋
ラ
ン
と
し
て
よ
く
栽
培
さ
れ
、
ま
た
交
配
親
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
。
本
種
が

分
類
さ
れ
る
パ
フ
ィ
オ
ペ
デ
ィ
ル
ム
属
（Paphiopedilum

）
に
は
約
七
十
種
が
あ
る
。
主
に
東
南

ア
ジ
ア
の
熱
帯
に
分
布
す
る
。
地
上
に
根
を
下
ろ
す
地
上
生
の
種
と
樹
上
に
着
生
す
る
種
が

あ
り
、
葉
は
常
緑
性
で
あ
る
。
唇
弁
が
特
徴
の
あ
る
袋
状
と
な
る
。
属
名
は
「
女
神
の
ス
リ
ッ
パ

（
サ
ン
ダ
ル
）」
の
意
味
。
観
賞
用
に
栽
培
さ
れ
る
種
が
多
い
。

Paphiopedilum insigne (as Cypripedium insigne ) (Lady’s Slipper, Orchidaceae)

Unknown artist / Bears the inscription: “1828 East India Company” / Watercolour and ink on 
paper / 518×461 / Wallich Collection

Paphiopedilum insigne is a species of  orchid endemic to the Indian State of  Assam. It was 
discovered by Wallich in 1819 and was sent to the Liverpool Botanic Garden where 
it bloomed a year later. It bears green flowers with brown spots. It is regarded as an 
important hybrid parent. As it is easy to grow, it is often cultivated as a tropical orchid. 
This species is under Paphiopedilum, the evergreen genus of  about 70 species that is mostly 
native to the tropics of  Southeast Asia. Paphiopedilum has terrestrial species that grow in 
the ground, as well as epiphytic species that grow on trees. It bears flowers with a pouch-
like labellum. Paphiopedilum means “lady’s slipper,” and the genus has many species that are 
cultivated for ornamental use. 

ラン科パフィオペディルム属の一種
Paphiopedilum barbatum Pfitz. (Orchidaceae)
Malaysia. Ins. Penna [Penang], alt. 400m. 2 Oct. 1966 coll. M. Togashi. Cult. 
Yamato-noen. Takarazuka-shi, Yamamoto. 25 May 1968 coll. F. Sugiyama 
& M. Togashi. 

富樫誠が 1966 年にマレーシア・ペナン島で採取し宝塚市で栽培、開花させた。
Makoto Togashi collected the plant in Penang Island, Malaysia in 1966, and cultivated it 
in Takarazuka city. 
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古
瀬
義
コ
レ
ク
シ
ョ
ン—

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
植
物
標
本
室
か
ら
の
日
本
植
物
標
本
里
帰
り
品

Miyoshi Furuse Collection 
- Duplicates from his Japanese Plant Collection in the Herbarium at Royal Botanic Gardens, Kew, 
now returned to Japan

Miyoshi Furuse (1911-1996) was an excellent plant collector gathered more than fifty hundred thousand 
throughout Japan. After his death his botanical collections were donated in the Herbarium at Royal Botanic 
Gardens, Kew. Some duplicate specimens were returned to the Herbarium, the University of  Tokyo..

優
れ
た
プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
知
ら
れ
る
古
瀬
義（
一
九
一
一—

一
九
九
六
）は
日
本
各
地
で
五
百
万
点
以
上
も
の

植
物
標
本
を
採
集
し
た
。古
瀬
の
採
集
に
よ
る
植
物
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、彼
の
死
後
、キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
植
物

標
本
室
に
寄
贈
さ
れ
た
。そ
の
中
の
重
複
標
本
が
日
本
に
里
帰
り
し
、東
京
大
学
の
植
物
標
本
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

「小石川植物園」写真ポストカード
明治 40 年代から大正期／紙に印刷／縦 91× 横 140mm ／個人蔵
Photograph Postcard “Botanic Gardens, Tokyo”
1900s-20s / Printed on paper / H91×W140mm / Private collection
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アブラナ科タネツケバナ属タネツケバナ
Cardamine flexuosa With. (Bittercress, Brassicaceae)
Japan. Honshu. Niigata Pref.: Minami-Uonuma-gun, Shiozawa-machi, Undo, foot Mt. 
Kinjoo., alt. 200-300m. 8 May 1950 coll. Miyoshi Furuse No. 22118.
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ケシ科キケマン属エゾエンゴサク
Corydalis ambigua Cham. & Schltdl. (Papaveraceae)
Japan. Honshu. Niigata Pref.: Nishikanbara-gun, Yahiko-son, to half  way up from 
foot of  Mt.Yahiko. 21 Apr. 1968 coll. Miyoshi Furuse No. 46217.
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王
立
庭
園
の
見
方
が
変
わ
っ
た
一
九
八
〇
年
代

　

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
と
い
え
ば
、
東
洋
趣
味
の
パ
ゴ
ダ
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
王
室
由
来
の

庭
園
と
し
て
、
美
術
的
な
す
ば
ら
し
さ
が
日
本
で
も
よ
く
知
ら
れ
た
施
設
で
あ
る
。
私
が

一
九
八
〇
年
代
始
め
に
こ
こ
を
訪
れ
た
目
的
も
、
興
味
の
中
心
は
パ
ー
ム
・
ハ
ウ
ス
を
は
じ

め
と
す
る
大
温
室
と
、
そ
の
建
築
技
法
が
第
一
回
ロ
ン
ド
ン
万
博
の
会
場
「
ク
リ
ス
タ
ル
・

パ
レ
ス
」
に
与
え
た
影
響
と
を
、
知
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
一
九
八
〇
年
代
は
、
キ
ュ
ー
の
本
領
が
王
立
庭
園
の
美
観
だ
け
に
あ
る
の
で

は
な
い
こ
と
が
、
一
般
に
理
解
さ
れ
出
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
ろ
急
激
に
熱
を
帯

び
だ
し
た
「
博
物
学
復
興
」
は
、
一
九
世
紀
ま
で
の
自
然
観
を
学
び
直
そ
う
と
い
う
思
潮
を

生
ん
だ
。
そ
の
先
陣
を
切
っ
た
の
が
、
キ
ュ
ー
な
ど
に
残
さ
れ
た
温
室
建
築
と
熱
帯
植
物
の

エ
キ
ゾ
テ
ィ
ズ
ム
を
つ
な
ぐ
関
係
性
の
研
究
で
あ
っ
た
。
端
的
に
い
う
な
ら
、
地
球
の
辺
境

を
巡
っ
て
自
然
と
文
化
の
多
様
性
を
探
っ
た
知
の
冒
険
の
再
評
価
で
あ
る
。
こ
の
再
評
価

は
、
生
物
学
前
史
と
し
て
の
博
物
学
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
各
国
で
保
持
さ
れ
て
い
た
伝

統
的
な
生
命
観
、
そ
の
倫
理
的
お
よ
び
歴
史
的
側
面
を
再
吟
味
す
る
大
き
な
作
業
と
な
り
、

温
室
建
築
の
歴
史
な
ど
も
改
め
て
関
心
を
呼
ん
だ
。
そ
の
お
か
げ
で
、
博
物
学
復
興
は
分
野

の
垣
根
を
超
え
た
百
学
連
環
の
運
動
と
な
っ
た
。

た
と
え
ば
一
九
八
三
年
に
刊
行
さ
れ
、
同
じ
年
に
邦
訳
も
刊
行
さ
れ
た
『
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

ポ
ン—

植
物
資
源
に
よ
る
世
界
制
覇
』（
ル
シ
ー
ル
・
Ｈ
・
ブ
ロ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
著
）
が
一

例
で
あ
る
。
い
さ
さ
か
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
タ
イ
ト
ル
だ
っ
た
が
、
キ
ュ
ー
が
近
代
植
物
学
の

研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
植
民
地
獲
得
競
争
の
勝
利
を
も
た
ら
し
た
経
緯
を
語

っ
て
い
た
。
私
も
こ
の
書
に
よ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
植
物
学
の
政
治
的
な
役
割
と
い
う
問
題
に

触
れ
た
の
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
私
を
魅
惑
し
た
の
は
キ
ュ
ー
で
開
始
さ
れ
た
植
物
の
図
像

化
、
言
い
換
え
れ
ば
植
物
画
の
制
作
と
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
歴
史
で
あ
っ
た
。
平
た
く
言
う
な

ら
ば
、
植
物
図
鑑
に
見
ら
れ
る
ス
ト
イ
ッ
ク
な
ま
で
の
科
学
性
や
客
観
性
と
、
一
方
で
芸
術

家
ゴ
ッ
ホ
が
描
い
た
大
胆
な
「
ヒ
マ
ワ
リ
」
の
画
像
と
が
、
ど
こ
か
で
関
係
を
も
つ
の
か
ど

う
か
、そ
の
真
相
に
興
味
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
じ
つ
は
そ
の
問
題
は
、キ
ュ
ー
の
所
有
・

管
理
者
が
イ
ギ
リ
ス
王
室
か
ら
王
立
協
会
に
変
更
さ
れ
て
い
く
流
れ
を
知
る
上
か
ら
も
、
た

い
へ
ん
に
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
た
。

プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
の
活
躍
と
絵
師
の
神
業

キ
ュ
ー
が
科
学
研
究
施
設
に
変
貌
す
る
原
動
力
と
な
っ
た
の
は
、
一
七
七
三
年
に
非
公
式

な
が
ら
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
に
よ
り
キ
ュ
ー
の
園
長
に
登
用
さ
れ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス

だ
っ
た
。
バ
ン
ク
ス
自
身
も
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
が
行
っ
た
「
博
物
学
調
査
」
世
界
周
航

の
第
一
次
航
海
に
参
加
し
、
タ
ヒ
チ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
標
本
を
採
取
し
た
経
験
を
も

つ
。
す
な
わ
ち
、
バ
ン
ク
ス
は
イ
ギ
リ
ス
を
植
物
資
源
の
大
保
有
国
に
し
た
「
プ
ラ
ン
ト
・

ハ
ン
タ
ー
」
の
一
員
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
彼
ら
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
の
足
跡
は
日
本
に
ま

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
と
植
物
画
の
変
遷

　
　

荒
俣 

宏

　
　

博
物
学
者
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で
及
ん
で
い
る
。
バ
ン
ク
ス
に
次
い
で
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
敢
行
し
た
有
名
な
キ

ュ
ー
の
園
長
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
場
合
は
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
命
が
け
の
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
敢
行
し
た
あ
げ
く
、
現
地
で
捕
縛
さ
れ
る
と
い
う
窮
地
に

お
ち
い
っ
た
。
最
後
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
軍
事
威
嚇
し
た
こ
と
で
よ
う
や
く
解
放
さ
れ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。

キ
ュ
ー
か
ら
派
遣
さ
れ
た
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
の
活
躍
は
、
膨
大
な
植
物
標
本
の
蓄
積

を
も
た
ら
し
た
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
を
「
情
報
化
」
す
る
作
業
、
す
な
わ
ち
図
を
残
す
こ

と
と
学
名
を
与
え
る
こ
と
と
い
う
二
つ
の
遺
産
と
し
て
結
実
す
る
。
と
く
に
、
植
物
画
は
、

標
本
に
し
て
し
ま
う
と
生
時
の
色
彩
や
形
態
が
保
持
し
が
た
く
な
る
点
を
解
決
す
る
方
法

で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
絵
は
、
多
く
の
研
究
者
に
共
有
さ
れ
る
「
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
」
と
な
っ
た
。
こ
の
文
章
は
、
キ
ュ
ー
に
保
存
さ
れ
、
現
在
も
な
お
描
き
続
け

ら
れ
て
い
る
「
植
物
画
」（
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
ア
ー
ト
）
の
意
味
と
そ
の
歴
史
的
な
概
略
を
示

そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。

植
物
画
と
「
花
の
絵
」
は
ど
こ
が
違
う
の
か
？

　

植
物
学
の
ツ
ー
ル
と
な
る
植
物
画
は
、広
い
意
味
で
は
「
花
あ
る
い
は
植
物
を
描
い
た
絵
」

の
一
種
と
い
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
主
た
る
利
用
先
が
科
学
な
い
し
博
物
学
に
限
定
さ
れ
て

い
る
の
で
、
一
般
的
な
絵
と
異
な
る
独
立
し
た
「
ジ
ャ
ン
ル
」
を
形
成
す
る
に
足
る
規
則
や

条
件
を
設
定
し
得
る
。
そ
の
規
則
と
は
、
客
観
性
と
科
学
的
な
写
生
主
義
に
徹
す
る
こ
と
、

い
か
な
る
「
創
作
」
も
排
除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
美
術
作
品
に
認
め
ら
れ
て
い
る
個

性
や
表
現
の
自
由
は
許
さ
れ
て
い
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
科
学
の
権
威
に
服
従
す
る
絵
画
作

品
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
た
が
っ
て
「
植
物
画
」
は
一
般
の
美
術
作
品
と
は
異
な
る
ル
ー
ル
の
も
と
で
制
作
さ
れ

た
ア
ー
ト
で
あ
る
。
し
か
し
、だ
か
ら
と
い
っ
て
、科
学
的
客
観
主
義
の
機
械
的
な
コ
ピ
ー
、

す
な
わ
ち
、
目
玉
に
忠
実
な
写
生
画
で
あ
る
と
決
め
つ
け
て
し
ま
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、「
科
学
」
に
も
創
造
や
類
推
や
「
譬
え
」
は
必
要
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
理

論
化
や
仮
説
を
生
み
出
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
植
物
分
類
学
で
も
、
目
に
見
え
な
い
「
仮

説
的
な
構
造
」
を
考
え
る
場
面
は
あ
り
、
外
か
ら
見
え
な
い
「
不
可
視
」
の
要
素
を
可
視
化

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
植
物
画
」
で
あ
っ
て
も
創
造
的
表
現
は
有
用
と
な

り
、
徹
底
的
に
排
除
し
よ
う
と
し
て
も
ど
こ
か
に
想
像
や
解
釈
の
よ
う
な
人
間
的
要
素
が

紛
れ
込
む
。
キ
ュ
ー
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
植
物
画
を
テ
ー
ト
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
ア
ー
ト
」

と
し
て
鑑
賞
す
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
問
題
で
は
な
く
、
逆
に
、
ゴ
ッ
ホ
の
「
ひ
ま
わ
り
」
が

有
す
る
植
物
の
形
態
特
性
を
キ
ュ
ー
で
研
究
す
る
よ
う
な
冒
険
的
な
試
み
も
、
誰
か
が
実
践

す
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
言
に
し
て
い
え
ば
、「
植
物
画
」
は
意
図
と
し
て
は
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ー
ト
で
あ
り
つ

つ
も
、
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
に
も
転
用
可
能
な
「
絵
」
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
理

想
の
植
物
画
と
は
、
感
性
に
よ
っ
て
眺
め
る
と
き
も
、
理
性
に
よ
っ
て
眺
め
る
と
き
も
、
ど

ち
ら
の
要
請
に
も
応
え
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
群
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
実
際
に
そ
の
よ
う
な
超
絶
的
な
「
植
物
画
」
が
実
在
す
る
の
か
。
そ
の
答
は
か
ん

た
ん
で
あ
る
。
手
練
れ
の
絵
師
が
博
識
な
植
物
学
者
の
指
導
の
も
と
に
制
作
し
た
作
品
の
多

く
は
、
ど
の
時
代
に
も
見
る
も
の
を
感
動
さ
せ
、
驚
異
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ボ

ッ
テ
ィ
チ
ェ
リ
や
ゴ
ッ
ホ
の
名
作
を
も
ひ
れ
伏
さ
せ
る
よ
う
な
美
を
発
散
さ
せ
る
場
合
も

あ
る
。
こ
こ
に
述
べ
た
こ
と
が
虚
言
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
特
別
展
示
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア

テ
ク
博
物
誌
シ
リ
ー
ズ
（
一
）『
植
物
画
の
黄
金
時
代—

英
国
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
精

華
か
ら
』
に
出
展
さ
れ
る
作
品
が
教
え
て
く
れ
る
こ
と
と
思
う
。

植
物
を
「
情
報
化
」
す
る
努
力

　

と
は
い
え
、
植
物
画
の
前
提
条
件
は
、
見
え
る
も
の
に
関
し
て
は
徹
底
的
に
写
実
を
志む

ね

と

し
、
実
物
の
も
つ
有
用
情
報
を
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
に
あ
る
。
一
枚
の
「
新
作
」
を
制
作

す
る
た
め
に
は
、
世
界
の
隅
々
を
巡
っ
て
「
科
学
的
に
証
明
で
き
る
新
種
植
物
」
の
実
物

を
発
見
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
困
難
な
仕
事
を
引
き
受
け
た
の
が
、
前
述
し
た
「
プ

ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
」
で
あ
る
。

　

プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
が
持
ち
帰
っ
た
植
物
を
精
密
な
図
に
起
こ
し
、
特
別
な
知
識
と
技

術
に
よ
り
細
部
を
仕
上
げ
た
植
物
絵
師
の
緻
密
極
ま
る
仕
事
は
、
あ
る
意
味
で
実
物
標
本
を

超
え
た
「
学
術
資
料
」
と
い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
が
持
ち
帰
っ
た
標

本
は
「
死
物
」
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
形
も
色
も
失
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
に
ふ
た

た
び
「
生
命
」
を
吹
き
込
む
役
割
が
、
近
代
に
は
植
物
画
に
求
め
ら
れ
た
。
標
本
を
生
き
た

姿
に
復
元
さ
せ
て
初
め
て
、
人
々
が
活
用
で
き
る
「
資
料
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え

ば
前
述
し
た
フ
ッ
カ
ー
が
命
が
け
で
持
ち
帰
っ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
地
の
ツ
ツ
ジ
類
を
図
に
し

た
の
は
、
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
フ
ッ
ド
・
フ
ィ
ッ
チ
と
い
う
キ
ュ
ー
お
抱
え
の
植
物
絵
師
だ
っ
た
。

彼
は
ま
っ
た
く
下
描
き
な
し
に
植
物
の
生
き
た
姿
を
描
き
こ
み
、
自
分
で
そ
れ
を
石
版
で
刷

り
上
げ
る
こ
と
ま
で
行
っ
て
い
る
。
若
い
と
き
に
キ
ャ
リ
コ
の
染
色
工
と
し
て
修
業
し
た
フ

ィ
ッ
チ
は
、
実
物
の
写
生
か
ら
始
ま
っ
て
、
製
版
づ
く
り
、
そ
し
て
刷
り
上
げ
か
ら
色
付

け
ま
で
も
独
り
で
こ
な
せ
た
。
フ
ィ
ッ
チ
の
全
プ
ロ
セ
ス
に
対
応
す
る
貢
献
が
な
け
れ
ば
、

せ
っ
か
く
発
見
さ
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ツ
ツ
ジ
類
も
、
情
報
と
し
て
は
誰
に
も
利
用
で
き
な
か

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
明
治
期
に
帝
国
大
学
植
物
園
で
植
物
を
研
究

し
写
生
も
自
分
の
手
で
行
っ
た
牧
野
富
太
郎
が
、
そ
れ
を
図
鑑
と
し
て
刊
行
す
る
た
め
に
石

版
印
刷
術
を
自
ら
学
ん
だ
逸
話
を
思
い
出
さ
せ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
博
物
図
の
集
積
が
、
二
〇
世
紀
後
半
に
入
っ
て
改
め
て
注
目
を
集
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
も
当
然
だ
ろ
う
。
こ
こ
に
は
、
人
間
が
か
つ
て
目
に
触
れ
る
こ
と
の
で
き

た
「
自
然
」
の
最
初
の
画
像
が
記
録
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
キ
ュ
ー
が
版
元
に
な

っ
て
い
る
園
芸
植
物
の
図
入
り
雑
誌
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』（C

urtis’s 
Botanical M

agazine

）
を
開
い
て
み
て
も
、
当
時
の
絵
師
た
ち
が
初
め
て
見
る
植
物
を
ど
う
に

か
し
て
図
像
と
い
う
情
報
に
ま
と
め
よ
う
と
し
た
執
念
が
、
強
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
キ
ュ
ー

は
そ
の
よ
う
な
作
業
の
中
核
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
略
史
と
王
妃
た
ち
の
貢
献

そ
も
そ
も
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
ロ
ン
ド
ン
南
西
部
に
築
か

れ
た
広
大
な
植
物
園
兼
植
物
学
研
究
施
設
で
あ
る
。
大
英
帝
国
の
支
配
が
及
ぶ
地
域
だ
け
で

な
く
、
世
界
の
辺
境
か
ら
集
め
ら
れ
た
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
蓄
積
さ
れ
、
現
在
は
そ
の
膨

大
な
植
物
を
資
源
と
し
て
研
究
・
教
育
す
る
国
家
的
科
学
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
果
た
し
て

い
る
。
四
万
種
を
超
え
る
植
物
生
体
、
七
百
万
種
に
の
ぼ
る
標
本
、
そ
し
て
図
書
館
に
は

七
十
五
万
冊
の
蔵
書
と
十
七
万
五
千
枚
に
お
よ
ぶ
植
物
画
・
版
画
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い

う
。
敷
地
全
体
が
世
界
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

キ
ュ
ー
は
一
八
世
紀
半
ば
に
王
立
植
物
園
と
し
て
成
立
し
た
が
、
そ
れ
以
前
は
、
一
帯
が

一
三
世
紀
頃
か
ら
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
緑
地
を
形
成
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
王
室

の
エ
ド
ワ
ー
ド
一
世
は
一
二
二
九
年
に
古
い
荘
園
を
利
用
し
て
王
宮
と
し
、
こ
こ
で
政
治
を

行
っ
た
が
、
こ
の
建
物
は
の
ち
に
消
失
し
た
。
つ
づ
い
て
一
五
〇
一
年
、
シ
ー
ン
と
呼
ば
れ

た
こ
の
地
区
に
ヘ
ン
リ
ー
七
世
が
本
格
的
な
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
宮
を
建
て
て
移
り
住
み
、
庭
の

造
成
も
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
宮
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
一
世
が
愛
し
、
し
ば
し
ば

鹿
狩
り
を
楽
し
む
た
め
に
滞
在
し
た
と
い
い
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
も
上
演
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
一
方
、
一
七
世
紀
末
に
は
、
果
樹
の
愛
好
家
だ
っ
た
サ
ー
・
ヘ

ン
リ
ー
・
ケ
ー
ペ
ル
が
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
宮
に
隣
接
す
る
キ
ュ
ー
の
一
部
地
域
を
活
用
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
随
一
の
品
質
を
誇
る
果
樹
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
き
、
巨
木
の
散
策
路
や
花
園

を
築
き
上
げ
た
。

　

そ
の
後
、
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
は
農
園
に
代
わ
っ
て
い
た
が
、
一
八
世
紀
半
ば
に
な
っ
て
ハ
ノ

ー
ヴ
ァ
ー
朝
第
二
代
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
が
ふ
た
た
び
狩
の
た
め
の
ロ
ッ
ジ
を
建
て
、「
リ
ッ
チ

モ
ン
ド
・
パ
ー
ク
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
る
。
一
七
七
七
年
に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
橋
が
建
設
さ
れ

た
の
ち
は
貴
族
の
屋
敷
が
多
数
あ
つ
ま
る
別
荘
地
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。
同
時
に
、
ジ
ョ
ー

ジ
二
世
の
王
妃
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
が
こ
こ
に
居
住
し
て
、
王
室
庭
園
や
サ
マ
ー
・
ハ
ウ
ス
を
造

成
し
た
こ
と
か
ら
「
王
立
植
物
園
」
の
基
礎
が
整
っ
た
。
じ
つ
は
、
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
は

名
声
の
高
か
っ
た
哲
学
者
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
を
外
交
顧
問
に
抱
え
る
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
選
帝
侯

家
の
縁
戚
で
あ
り
、
の
ち
イ
ギ
リ
ス
国
王
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
と
し
て
も
即
位
す
る
こ
と
と
な
る

選
帝
侯
家
世
子
ゲ
オ
ル
ク
・
ア
ウ
グ
ス
ト
と
結
婚
し
た
。
結
婚
後
は
イ
ギ
リ
ス
に
移
り
ド
イ

ツ
生
ま
れ
の
夫
を
救
け
、
宰
相
ウ
ォ
ル
ポ
ー
ル
や
ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
と
も
交
流
し
、

イ
ギ
リ
ス
の
平
和
統
治
を
実
現
し
た
と
い
わ
れ
る
聡
明
な
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
は
庭
園
に
も

関
心
を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
そ
の
あ
と
、
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
の
皇
太
子
で
あ
っ
た
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の
妃
オ
ー
ガ
ス

タ
が
夫
の
死
後
に
子
供
た
ち
と
こ
の
地
に
隠
棲
し
、
庭
園
を
大
拡
張
し
て
異
国
の
植
物
と
薬

草
を
栽
培
す
る
本
格
的
な
植
物
園
を
造
成
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
が
中
国
風

パ
ゴ
ダ
を
は
じ
め
と
す
る
エ
キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
な
建
築
物
を
建
て
た
の
も
、
オ
ー
ガ
ス
タ
の

希
望
か
ら
出
た
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
と
き
初
め
て
植
物
絵
師
も
雇
い
入
れ
ら
れ
た
。

こ
う
し
て
二
か
所
に
出
現
し
た
庭
は
、
植
物
学
の
庭
と
「
感
性
」
の
庭
と
い
う
二
通
り
の
役

割
を
果
た
し
た
が
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
と
オ
ー
ガ
ス
タ
の
子
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
即
位
し

て
の
ち
一
七
七
二
年
に
、
一
つ
の
広
大
な
パ
ー
ク
に
統
合
さ
れ
た
。

こ
の
統
合
さ
れ
た
キ
ュ
ー
・
パ
ー
ク
を
主
催
し
た
の
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
王
妃
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ト
だ
っ
た
。
彼
女
は
夫
と
の
仲
も
睦
ま
じ
く
、
し
か
も
芸
術
と
植
物
学
を
愛
す
る
女
性

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
キ
ュ
ー
・
パ
ー
ク
も
彼
女
の
好
み
が
強
く
反
映
さ
れ
、
園
を
管
理

す
る
監
督
に
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
が
登
用
さ
れ
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ッ
ソ
ン
も
こ

の
庭
園
専
属
の
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
と
し
て
一
七
七
一
年
に
雇
用
さ
れ
、
絵
師
と
し
て
は

バ
ン
ク
ス
が
発
掘
し
た
才
能
あ
る
画
家
フ
ラ
ン
ツ
・
バ
ウ
ア
ー
が
着
任
し
て
い
る
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
は
植
物
学
の
庇
護
者
と
し
て
、キ
ュ
ー
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
ロ
バ
ー
ト
・

ソ
ー
ン
ト
ン
が
刊
行
し
た
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
も
っ
と
も
豪
華
な
植
物
図
鑑
と
い
わ
れ
る

『
花
の
神
殿
』（The Tem

ple of Flora

）に
、肖
像
画
入
り
で
彼
女
へ
の
献
辞
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
マ
ッ
ソ
ン
が
ア
フ
リ
カ
か
ら
も
た
ら
し
た
新
種
ス
ト
レ
リ
チ
ア
に
も
、
学
名
の
一
部
に

「reginae

」（
王
妃
の
意
）、
英
名
で
は
「
ク
イ
ー
ン
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ほ
ど
で
あ
る
。
植

物
絵
師
バ
ウ
ア
ー
は
、
ス
ト
レ
リ
チ
ア
の
す
ば
ら
し
い
図
版
を
製
作
し
た
。

こ
う
し
て
キ
ュ
ー
は
歴
代
三
人
の
植
物
を
愛
好
す
る
王
妃
に
恵
ま
れ
、
近
代
的
な
体
制
の

王
立
植
物
園
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
貴
族
や
名
士
ば
か
り
で
な
く
植
物
学
者
や
園

芸
家
も
集
う
「
教
育
と
科
学
」
の
庭
に
発
展
し
て
い
く
。
参
考
ま
で
に
書
け
ば
、
そ
の
後
キ

ュ
ー
は
一
八
四
〇
年
に
国
立
植
物
園
に
組
織
替
え
さ
れ
、
一
八
四
一
年
に
は
キ
ュ
ー
を
さ
ら

に
大
拡
張
さ
せ
経
済
植
物
学
の
発
想
を
導
入
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー

（
フ
ラ
ン
ツ
・
バ
ウ
ア
ー
の
弟
子
に
も
同
名
の
植
物
画
家
が
い
る
た
め
、
混
乱
を
避
け
る
必

要
か
ら
サ
ー
を
つ
け
て
呼
ぶ
）
を
園
長
に
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

博
物
探
検
と
植
民
地
の
拡
大

　

さ
て
、
こ
う
し
て
体
制
が
整
っ
た
キ
ュ
ー
に
、
世
界
の
隅
々
か
ら
膨
大
な
数
の
植
物
を

送
り
込
ん
だ
の
が
、
自
然
科
学
発
展
の
基
軸
を
形
成
し
た
「
王
立
協
会
」（
ロ
イ
ヤ
ル
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
）
で
あ
る
。
協
会
は
植
民
地
獲
得
に
連
動
し
て
博
物
探
検
航
海
を
実
施
し
た
。

王
立
協
会
は
国
庫
か
ら
の
補
助
を
一
切
受
け
な
い
独
立
し
た
科
学
振
興
の
組
織
だ
っ
た
が
、
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有
力
な
貴
族
や
実
業
家
を
メ
ン
バ
ー
に
加
え
て
お
り
、
政
府
へ
の
政
策
助
言
を
行
う
機
能

も
果
た
し
て
い
た
。
キ
ュ
ー
を
管
理
し
、
ク
ッ
ク
の
世
界
航
海
に
も
参
加
し
た
バ
ン
ク
ス

は
、
一
七
七
二
年
か
ら
一
八
二
〇
年
の
死
ま
で
王
立
協
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。
さ
ら

に
一
七
八
八
年
に
は
植
物
分
類
学
の
確
立
者
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
を
記
念
す
る
「
リ

ン
ネ
学
会
」
が
創
設
さ
れ
、
こ
こ
に
動
物
学
と
植
物
学
の
愛
好
家
が
結
集
し
研
究
で
き
る
体

制
が
整
え
ら
れ
た
。
バ
ン
ク
ス
は
王
立
協
会
の
会
長
職
に
あ
っ
た
た
め
か
、
リ
ン
ネ
学
会

の
正
会
員
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
陰
で
多
大
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
リ
ン
ネ
学
会
は
、

そ
れ
ま
で
重
視
さ
れ
な
か
っ
た
植
物
標
本
の
収
集
と
植
物
画
を
含
む
文
献
資
料
の
収
蔵
を

積
極
的
に
図
り
、
キ
ュ
ー
と
も
深
い
か
か
わ
り
を
も
っ
た
。

　

こ
う
し
て
、
植
物
学
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
政
策
に
欠
か
せ
な
い
基
礎
学
問
と
な
り
、
植

物
収
集
も
国
家
的
な
事
業
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
多
く
の
植
民
地
に
も
植
物
園
が
開
設
さ

れ
て
い
く
。
前
掲
書
『
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ポ
ン—

植
物
資
源
に
よ
る
世
界
制
覇
』
に
よ
れ

ば
、
一
七
八
七
年
に
設
立
さ
れ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
目
的
は
「
ぜ
い
た
く
へ
の
欲
望
を

満
た
す
珍
品
や
装
飾
品
を
収
集
す
る
よ
う
に
珍
種
の
植
物
を
集
め
る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、

大
英
帝
国
の
国
民
同
様
に
原
住
民
に
も
有
益
な
結
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
物
品
を
普
及
す

る
の
に
役
立
つ
作
物
を
つ
く
り
だ
す
た
め
に
。
そ
の
成
果
と
し
て
国
家
の
通
商
を
拡
大
し
豊

か
な
富
を
う
む
た
め
に
。」（
小
出
五
郎
訳
、
八
六
頁
）
と
さ
れ
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
他
に
も
セ
イ
ロ
ン
の
パ
ラ
デ
ニ
ア
植
物
園
な
ど
多
数
の
現
地
植
物
園
を
設

置
し
、
他
国
が
開
い
た
ジ
ャ
ワ
の
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
グ
植
物
園
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
パ
ン
プ
ル

ム
ー
ス
植
物
園
な
ど
重
要
な
施
設
を
も
自
国
の
管
理
化
に
置
い
た
。
こ
の
よ
う
な
植
物
園
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
研
究
施
設
が
、
キ
ュ
ー
で
あ
っ
た
。

キ
ュ
ー
の
植
物
画

　

総
括
的
な
説
明
は
こ
こ
で
終
了
し
、
本
題
の
植
物
画
に
話
を
戻
そ
う
。
一
九
八
八
年
に
刊

行
さ
れ
た
リ
チ
ャ
ー
ド
・
メ
イ
ビ
ー
著
『
キ
ュ
ー
の
花
卉
研
究
』（The Flowering of K

ew

）
は
、

過
去
三
百
五
十
年
に
わ
た
る
キ
ュ
ー
の
植
物
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
瞥
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵

師
に
つ
い
て
も
詳
述
し
た
有
用
な
参
考
文
献
で
あ
る
が
、
同
書
に
よ
れ
ば
王
立
植
物
園
時
代

に
最
初
の
絵
師
と
し
て
仕
事
を
残
し
た
人
物
は
、
ア
フ
リ
カ
方
面
で
活
動
し
た
プ
ラ
ン
ト
・

ハ
ン
タ
ー
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ッ
ソ
ン
（
彼
は
同
時
に
植
物
画
も
描
く
こ
と
が
で
き
た
）
と
、

王
室
付
の
画
家
で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ
・
バ
ウ
ア
ー
で
あ
っ
た
。

バ
ウ
ア
ー
が
植
物
絵
師
を
務
め
た
の
は
一
七
八
九
年
頃
か
ら
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
当
時
は

ま
だ
専
門
的
に
訓
練
を
積
ん
だ
植
物
専
門
画
家
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
だ
が
バ
ウ
ア
ー
は
宮

廷
画
家
だ
っ
た
父
親
の
も
と
で
精
密
画
を
学
び
、
さ
ら
に
故
郷
ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ェ
ー
ン
ブ

ル
ン
庭
園
を
管
理
し
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
出
身
の
植
物
学
者
兼
園
芸
家
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ヨ
ー

セ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヤ
コ
イ
ン
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
植
物
画
を
描
く
技
法
を
身
に
着
け
た
。

細
部
を
素
早
く
描
く
必
要
か
ら
水
彩
画
を
学
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス

が
彼
の
才
能
に
注
目
し
て
キ
ュ
ー
最
初
の
公
式
絵
師
に
採
用
し
た
と
き
は
、
す
で
に
高
名
な

植
物
絵
師
で
あ
っ
た
。
彼
は
顕
微
鏡
を
用
い
て
微
細
な
構
造
の
写
生
も
行
っ
た
先
駆
者
で
あ

り
、
作
品
の
精
密
さ
は
今
日
見
て
も
驚
嘆
に
値
す
る
。
死
ぬ
ま
で
キ
ュ
ー
で
絵
筆
を
と
っ

た
バ
ウ
ア
ー
の
作
例
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
精
密
な
植
物
画
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

バ
ウ
ア
ー
の
傑
作
は
エ
リ
カ
属
の
愛
ら
し
い
図
譜
（
一
七
九
六
年
刊
行
）
だ
っ
た
。
テ
キ
ス

ト
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
バ
ン
ク
ス
は
、
こ
こ
ま
で
精
密
な
図
で
あ
る
か
ら
、
解
説
は

む
し
ろ
不
要
で
あ
る
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　

こ
の
バ
ウ
ア
ー
ら
が
基
礎
を
築
い
た
キ
ュ
ー
の
博
物
画
に
は
、
外
国
か
ら
や
っ
て
き
た
絵

師
と
の
相
互
影
響
も
あ
っ
た
。
一
人
は
一
八
世
紀
最
高
の
植
物
絵
師
と
い
わ
れ
る
ゲ
オ
ル

ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
で
あ
る
。
一
七
三
〇
年
代
の
ド
イ
ツ
諸
都
市
と
い
え
ば

博
物
図
鑑
出
版
の
中
心
で
あ
っ
た
が
、
絵
師
た
ち
に
す
れ
ば
低
い
賃
金
で
過
酷
な
仕
事
を
強

い
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
エ
ー
レ
ト
も
賃
金
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
た
め
に
、

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
一
時
期
仕
事
の
場
を
移
し
た
。
キ
ュ
ー
に
は
エ
ー
レ
ト
初
期
の
植
物
画
が

保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
半
世
紀
後
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
時
代
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
ピ
エ

ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ル
ド
ゥ
ー
テ
が
短
期
間
キ
ュ
ー
に
や
っ
て
来
て
植
物
画
を
描
い
て
い
る
。

ル
ド
ゥ
ー
テ
は
ベ
ル
ギ
ー
の
画
家
だ
っ
た
が
、
十
代
の
頃
に
独
立
し
オ
ラ
ン
ダ
で
「
花
の
静

物
画
」
の
魅
力
に
と
り
つ
か
れ
、
植
物
画
家
に
転
身
し
た
。「
花
の
静
物
画
」
と
は
、
イ
ギ

リ
ス
で
は
「
フ
ラ
ワ
ー
ピ
ー
ス
」
と
も
呼
ば
れ
、
装
飾
画
の
一
種
で
あ
り
な
が
ら
花
々
の
正

確
な
描
写
に
特
色
が
あ
っ
た
。
い
わ
ば
、
ア
ー
ト
と
し
て
の
植
物
画
で
あ
り
、
真
の
近
代
的

植
物
画
が
誕
生
す
る
一
八
世
紀
半
ば
ま
で
は
、「
花
の
絵
」
の
代
名
詞
と
し
て
愛
好
さ
れ
て

い
た
。

　

ル
ド
ゥ
ー
テ
は
パ
リ
に
落
ち
着
い
た
あ
と
、
レ
リ
テ
ィ
エ
・
ド
・
ブ
リ
ュ
テ
ル
と
い
う
富

裕
な
植
物
学
者
の
援
助
を
得
て
、本
格
的
に
植
物
画
を
習
得
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
、

イ
ギ
リ
ス
人
の
バ
ン
ク
ス
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
太
平
洋
諸
島
か
ら
多
数
の
新
種
植
物
を

持
ち
帰
っ
た
こ
と
を
伝
え
聞
い
た
レ
リ
テ
ィ
エ
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
新
種
植
物
の
研
究

を
開
始
し
て
い
た
。
そ
こ
で
彼
は
ル
ド
ゥ
ー
テ
を
ロ
ン
ド
ン
に
呼
び
寄
せ
、
植
物
の
写
生
を

行
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
彼
ら
が
キ
ュ
ー
を
訪
れ
た
の
は
一
七
八
七
年
頃
と
い
わ
れ
、
そ
の
成

果
が『
イ
ギ
リ
ス
植
物
画
譜
』（Sertum

 A
nglicum

）と
し
て
一
七
八
八
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
出
版
で
、
ル
ド
ゥ
ー
テ
は
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
で
バ
ル
ト
ロ
ッ
ツ
イ
と
い
う
銅
版
画
製
作

者
が
開
発
し
た
ば
か
り
の
「
ス
テ
ィ
ッ
プ
ル
」
と
い
う
点
刻
腐
食
版
画
の
技
法
を
習
得
し
、

自
身
の
原
図
を
刷
り
上
げ
さ
せ
た
。
微
細
な
点
描
に
よ
る
非
常
に
繊
細
な
画
風
は
パ
リ
で
評

判
に
な
り
、
以
後
フ
ラ
ン
ス
で
は
ル
ド
ゥ
ー
テ
ば
か
り
で
な
く
博
物
図
鑑
の
代
表
的
な
版
画

技
法
と
な
っ
た
。
ル
ド
ゥ
ー
テ
が
植
物
絵
師
と
し
て
名
を
挙
げ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の

は
、
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
庇
護
を
受
け
て
新
種
植
物
の
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
有
す
る

に
至
っ
た
キ
ュ
ー
で
の
研
鑽
だ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
植
物
画
の
進
展
に

つ
い
て
は
、
後
に
も
う
す
こ
し
詳
し
く
触
れ
る
。

探
検
航
海
中
に
死
亡
し
た
絵
師
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

　

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
物
学
に
と
っ
て
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
と
な
っ
た

キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
世
界
博
物
探
検
は
、
第
一
次
航
海
か
ら
キ
ュ
ー
と
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
。
そ
の
一
例
が
、
二
十
三
歳
で
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
の
第
一
次
航
海
に
植
物
絵
師

と
し
て
乗
船
し
た
シ
ド
ニ
ー
・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
で
あ
る
。
彼
は
キ
ュ
ー
の
庭
で
植
物
画
を
描

い
て
お
り
、
同
じ
航
海
に
同
乗
す
る
こ
と
に
な
っ
た
上
司
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
に
航
海
へ

の
参
加
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
は
博
物
学
者
を
多
く
輩
出
し
た
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
に
生
ま
れ
た
酒
造
家
の
息
子
で
あ
る
が
、
風
景
画
や
人
物
画
を
も
こ
な
せ
る
器

用
な
画
家
だ
っ
た
。
し
か
し
乗
船
後
わ
ず
か
三
年
、
航
海
さ
な
か
に
惜
し
く
も
病
死
し
た
。

し
か
し
航
海
中
に
描
い
た
多
数
の
原
図
は
、
上
司
バ
ン
ク
ス
に
よ
り
イ
ギ
リ
ス
へ
持
ち
帰
ら

れ
た
。
バ
ン
ク
ス
は
帰
国
後
に
キ
ュ
ー
の
事
実
上
の
園
長
と
な
り
、
植
物
行
政
を
指
揮
す
る

重
要
人
物
と
な
る
。

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
本
土
に
上
陸
し
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

数
々
の
植
物
を
写
生
し
た
最
初
の
西
洋
人
で
あ
る
。
彼
が
優
れ
て
い
た
の
は
、
上
陸
探
検
が

許
さ
れ
る
短
い
日
時
を
最
大
限
に
活
用
し
、
非
常
に
素
早
く
写
生
を
行
え
た
こ
と
だ
っ
た
。

主
と
し
て
水
彩
絵
の
具
を
用
い
た
こ
と
が
、
ス
ケ
ッ
チ
の
量
産
を
可
能
に
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
技
術
は
、
出
発
前
に
キ
ュ
ー
で
絵
師
の
仕
事
を
し
て
い
た
際
に
身
に
着
け
た
と

思
わ
れ
る
。
死
後
に
残
さ
れ
た
一
千
枚
に
近
い
植
物
ス
ケ
ッ
チ
は
、
客
観
性
重
視
を
前
面
に

押
し
出
し
て
い
る
が
、
未
知
の
植
物
を
初
め
て
筆
写
し
た
と
き
の
驚
き
の
感
覚
も
確
実
に
伝

わ
っ
て
く
る
。
正
確
さ
に
こ
だ
わ
る
植
物
画
は
し
ば
し
ば
一
般
の
眼
に
退
屈
な
印
象
を
与
え

が
ち
だ
が
、
彼
は
こ
こ
で
は
博
物
画
家
に
徹
し
て
お
り
、
画
家
本
来
の
「
美
」
を
表
現
し
よ

う
と
す
る
意
思
を
抑
え
て
正
確
な
観
察
を
優
先
さ
せ
た
。

科
学
の
絵
に
も
あ
る
美
術
性

　

し
か
し
、
キ
ュ
ー
が
元
来
王
室
の
貴
婦
人
に
庇
護
さ
れ
て
発
展
し
た
事
情
か
ら
、
も
う
一

つ
の
植
物
愛
好
文
化
が
生
じ
て
い
た
。
そ
れ
が
「
感
性
の
植
物
画
」
だ
っ
た
。
一
般
社
会
で

も
「
花
の
絵
」
を
描
く
こ
と
が
人
々
の
趣
味
に
な
り
、
植
物
学
愛
好
の
気
運
が
高
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
と
り
わ
け
女
性
の
間
に
植
物
画
を
水
彩
絵
の
具
で
描
く
こ
と
が
広
ま
っ
た
。
花
の

絵
が
サ
ロ
ン
の
話
題
の
中
心
に
な
り
、
女
性
た
ち
は
絵
師
に
つ
い
て
花
の
絵
を
描
く
こ
と
に

熱
中
し
始
め
た
。
王
室
内
に
も
植
物
画
の
教
授
所
が
置
か
れ
、
こ
れ
に
伴
い
、
植
物
学
の
基

礎
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
植
物
学
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
、
美
し
く
珍
奇
な
植
物
を
世
に

知
ら
せ
る
図
鑑
や
園
芸
雑
誌
が
、
あ
ふ
れ
か
え
る
こ
と
と
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
博
物
雑
誌
や
図
鑑
に
図
版
を
提
供
し
て
い
た
版
画
工
房
の

代
表
格
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ノ
ッ
ダ
ー
で
あ
る
。
彼
は
花
か
ら
鳥
獣
ま
で
あ
ら
ゆ
る
種
類

の
博
物
図
版
を
製
作
す
る
工
房
を
所
有
し
て
い
た
。
中
で
も
重
要
な
の
は
、
キ
ュ
ー
に
持
ち

込
ま
れ
た
キ
ャ
プ
テ
ン
・
ク
ッ
ク
航
海
の
収
穫
で
あ
る
植
物
標
本
類
と
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
が
描

い
た
膨
大
な
植
物
ス
ケ
ッ
チ
類
だ
っ
た
。
こ
の
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
原
図
を
版
画
に
よ
っ
て
刊
行

し
よ
う
と
い
う
大
計
画
が
も
ち
あ
が
っ
た
と
き
、
そ
の
発
行
人
を
引
き
受
け
た
の
が
、
当
然

の
こ
と
に
航
海
の
参
加
者
だ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
そ
の
人
で
あ
っ
た
。
バ
ン
ク
ス
は

早
速
パ
ト
ロ
ン
を
引
き
受
け
、
ノ
ッ
ダ
ー
が
全
七
百
四
十
三
枚
に
及
ぶ
エ
ッ
チ
ン
グ
原
版
を

製
作
し
た
。
し
か
し
バ
ン
ク
ス
は
そ
の
後
、
こ
の
企
画
実
現
へ
の
情
熱
を
失
っ
て
、
出
版
計

画
を
放
り
出
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
、イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
植
物
図
鑑
は
、

一
九
〇
五
年
に
ご
く
一
部
の
図
版
が
モ
ノ
ク
ロ
刷
り
で
刊
行
さ
れ
た
以
外
、
陽
の
目
を
見
る

こ
と
が
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
八
〇
年
代
に
な
り
、
す
べ
て
の
原
版
が
二
百
年
前
に
想

定
さ
れ
て
い
た
モ
ノ
ク
ロ
版
画
よ
り
も
ず
っ
と
手
の
か
か
る
色
刷
り
銅
版
画
集
と
し
て
刊

行
さ
れ
る
と
い
う
一
大
事
件
が
も
ち
あ
が
っ
た
。
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
と
ノ
ッ
ダ
ー
の
仕
事
が
奇

跡
的
に
世
に
出
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
キ
ュ
ー
や
ロ
ン
ド
ン
自
然
史
博
物
館
が
こ
れ
ら
標

本
資
料
と
原
板
を
保
存
し
つ
づ
け
た
賜
物
で
あ
っ
た
。

　

も
う
一
つ
、
キ
ュ
ー
が
か
か
わ
っ
た
植
物
画
製
作
の
遺
産
に
、
一
七
八
七
年
創
刊
以
来
い

ま
も
刊
行
を
つ
づ
け
て
い
る
園
芸
雑
誌『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』が
あ
る
。

こ
れ
を
創
刊
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
テ
ィ
ス
は
薬
剤
師
と
し
て
チ
ェ
ル
シ
ー
薬
草
園
に
勤

務
し
て
い
た
人
だ
っ
た
が
、
キ
ュ
ー
に
移
籍
し
て
実
験
助
手
や
庭
園
主
任
を
務
め
た
。
カ
ー

テ
ィ
ス
は
す
で
に
大
型
植
物
図
譜
『
ロ
ン
ド
ン
植
物
誌
』（Flora L

ondinensis

／
一
七
七
七—

九
八
年
）
を
刊
行
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
サ
ワ
ビ
ー
ら
の
手
彩
色
銅
版
画
を
刊
行
し
て
い
た
。

し
か
し
高
価
だ
っ
た
こ
と
と
ロ
ン
ド
ン
近
郊
に
自
生
す
る
地
味
な
植
物
を
あ
つ
か
っ
た
そ

の
図
鑑
は
、
売
れ
行
き
が
よ
く
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
カ
ー
テ
ィ
ス
は
キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
て

い
る
美
し
い
異
国
の
花
々
を
描
く
新
し
い
雑
誌
の
創
刊
に
踏
み
切
っ
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま

で
実
物
大
に
描
か
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
図
譜
の
判
型
に
も
変
更
を
加
え
、
小
型
の
オ
ク
タ

ヴ
ォ
判
を
採
用
し
て
、
ア
マ
チ
ュ
ア
園
芸
愛
好
家
向
け
の
手
軽
な
つ
く
り
を
心
が
け
た
の
で

あ
る
。
バ
ウ
ア
ー
の
よ
う
な
精
緻
を
極
め
た
作
品
で
も
な
く
、
ま
た
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
よ
う

に
繊
細
な
フ
ラ
ン
ス
風
の
美
品
で
も
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は
エ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
っ
て
輪
郭

を
描
き
、
手
彩
色
で
さ
っ
と
色
を
付
け
る
中
庸
を
得
た
実
用
性
の
高
い
作
品
群
に
な
っ
た
。

焦
点
が
花
に
当
た
っ
て
い
た
た
め
、一
種
の
「
花
の
肖
像
画
」
と
い
っ
た
効
果
を
発
揮
し
た
。

こ
の
園
芸
雑
誌
は
幾
度
か
タ
イ
ト
ル
を
変
更
し
た
の
ち
、
一
九
九
五
年
に
創
刊
当
時
の
『
カ

ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
に
戻
っ
て
刊
行
を
継
続
中
で
あ
る
。

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
イ
ギ
リ
ス
と
新
た
な
植
物
画
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初
期
に
あ
っ
て
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
の
植
物
画
を
担
当
し
た
シ

デ
ナ
ム
・
エ
ド
ワ
ー
ズ
は
、
花
を
描
く
才
能
を
幼
く
し
て
開
花
さ
せ
た
画
家
だ
っ
た
。
十
一

歳
で
『
ロ
ン
ド
ン
植
物
誌
』
の
挿
絵
を
模
写
し
、
そ
の
作
品
が
カ
ー
テ
ィ
ス
を
驚
か
せ
た
た

め
、
即
座
に
絵
師
の
仕
事
を
得
た
と
い
う
伝
説
的
な
天
才
だ
っ
た
。
だ
が
、
カ
ー
テ
ィ
ス
の

没
後
は
、
雑
誌
の
発
行
を
引
き
継
い
だ
人
物
と
の
折
り
合
い
が
悪
く
、
独
立
し
て
自
身
の
植

物
雑
誌
『
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
レ
ジ
ス
タ
ー
』（The Botanical R

egister

）
を
発
刊
し
て
い
る
。　

　

そ
の
後
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
が
手
本
を
作
っ
た
実
用
的
な
植
物

画
は
、
彩
色
さ
れ
た
植
物
（
と
り
わ
け
花
）
を
中
心
に
、
ふ
つ
う
墨
一
色
で
解
剖
図
や
部
分

拡
大
図
が
巧
み
に
重
ね
合
わ
せ
る
図
鑑
形
式
と
し
て
定
着
す
る
。
こ
れ
は
ま
た
、
一
枚
の
絵

に
可
能
な
限
り
多
数
の
視
覚
情
報
を
盛
り
込
む
目
的
と
、
用
紙
量
や
摺
り
の
数
を
減
ら
し
て

コ
ス
ト
を
下
げ
る
こ
と
を
狙
っ
た
、
経
費
削
減
策
の
一
環
で
も
あ
っ
た
。
大
き
な
植
物
を
描

い
た
図
は
横
の
長
さ
が
倍
も
あ
る
長
い
紙
に
刷
ら
れ
、
そ
れ
を
折
り
込
ん
だ
も
の
も
あ
る
。

こ
の
ス
タ
イ
ル
は
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
を
中
心
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
多
数
の
園
芸
雑
誌
に

共
通
す
る
。
最
初
の
三
〇
巻
ま
で
銅
版
画
が
用
い
ら
れ
、
手
彩
色
を
加
え
る
た
め
に
最
大

三
十
人
の
作
業
者
が
雇
わ
れ
た
と
い
う
。
の
ち
、
価
格
の
上
昇
と
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る

た
め
に
、
彫
り
が
要
ら
な
い
石
版
図
の
採
用
と
な
り
、
さ
ら
に
手
彩
色
も
取
り
や
め
ら
れ
て

機
械
的
な
色
刷
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
八
〇
〇
年
に
没
す
る
ま
で
十
三
巻
分
の
雑
誌
を
編
集
し
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
テ
ィ
ス

が
死
ぬ
と
、
後
釜
に
は
、
友
人
の
ジ
ョ
ン
・
シ
ム
ズ
が
つ
い
て
、
一
八
〇
一
年
か
ら
〇
七
年

ま
で
編
集
を
手
掛
け
た
。
し
か
し
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
は
庇
護
者
だ
っ
た
バ
ン
ク
ス
は
じ

め
有
力
な
植
物
学
者
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
で
、
中
産
階
級
の
女
性
層
に
園
芸
が
浸
透
し
た

の
と
は
裏
腹
に
、
キ
ュ
ー
は
財
政
不
足
か
ら
経
済
的
な
窮
地
に
陥
り
、
存
在
感
を
失
っ
た
。

こ
の
衰
退
を
救
っ
た
の
が
、
有
名
な
植
物
学
者
一
族
の
長
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ッ
カ
ー

だ
っ
た
。
彼
は
一
八
二
六
年
か
ら
キ
ュ
ー
に
園
長
と
し
て
赴
任
し
、
雑
誌
の
編
集
を
引
き
継

い
だ
。
フ
ッ
カ
ー
は
こ
の
植
物
園
を
科
学
研
究
と
植
物
学
普
及
の
拠
点
と
位
置
づ
け
直
し
、

植
物
画
家
に
フ
ィ
ッ
チ
を
雇
い
、
植
物
学
の
専
門
知
識
を
伝
授
し
た
。
フ
ィ
ッ
チ
は
お
そ
ら

く
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
誌
上
で
も
っ
と
も
長
く
、
ま
た
、
も
っ
と

も
多
く
の
植
物
画
を
描
い
た
人
物
で
あ
ろ
う
。

　

フ
ィ
ッ
チ
は
銅
版
画
に
代
わ
る
石
版
画
を
採
用
し
て
製
作
コ
ス
ト
を
下
げ
る
と
と
も
に
、

線
の
柔
ら
か
い
石
版
画
の
特
性
を
植
物
画
に
う
ま
く
活
用
し
て
新
し
い
黄
金
時
代
を
招
来

さ
せ
た
。
彼
は
四
十
年
間
に
わ
た
り
主
軸
画
家
を
務
め
、
明
治
期
に
誕
生
す
る
日
本
の
近
代

的
植
物
画
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
絵
師
フ
ィ
ッ
チ
は
、
雑
誌
ば
か

り
で
な
く
科
学
的
な
論
文
の
挿
絵
も
多
数
制
作
し
た
。
中
で
も
著
名
な
の
は
、
彼
の
師
で
あ

っ
た
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ッ
カ
ー
お
よ
び
息
子
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
と
コ
ン
ビ
を
組

ん
だ
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
植
物
誌
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
実
際
に
植
物
採
集
を
行
っ
た

息
子
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
の
著
し
た
ツ
ツ
ジ
や
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
大
判
図
譜
『
シ
ッ
キ
ム
・

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ツ
ツ
ジ
類
』（The R

hododendrons of Sikkim - H
im

alaya

／
一
八
四
九—

五
一
年
）

に
、
す
ば
ら
し
い
石
版
画
を
提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
フ
ィ
ッ
チ
は
ジ
ョ
セ
フ
の
父
親
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ッ
カ
ー
と
も
仕
事
を
共
に

し
、
一
八
五
一
年
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
名
を
与
え
ら
れ
た
巨
大
な
ア
マ
ゾ
ン
の
オ
オ
オ

ニ
バ
ス
を
描
く
大
冊
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
レ
ギ
ア
』（V

ictoria R
egia

） 

の
た
め
に
四
葉
の
力

作
を
提
供
し
て
い
る
。
こ
の
オ
オ
オ
ニ
バ
ス
は
、
子
供
を
蓮
葉
の
上
に
乗
せ
て
も
沈
ま
な
い

巨
大
な
蓮
で
あ
る
。
ロ
ン
ド
ン
万
博
の
主
会
場
ク
リ
ス
タ
ル
・
パ
レ
ス
の
構
造
デ
ザ
イ
ン
は
、

こ
の
植
物
の
葉
脈
を
そ
っ
く
り
模
倣
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
フ
ッ
カ

ー
の
死
後
一
八
六
五
年
に
は
、
息
子
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
が
キ
ュ
ー
の
園
長
職
を
継
ぎ
、

ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
も
引
き
受
け
た
。
こ
の
ジ
ョ
セ
フ
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
生
涯
の
友
人
で
も
あ
り
、
進
化
論
に
は
当
初
反
対
で
あ
っ
た
が
後
年
見
解
を
ひ
る

が
え
し
、
こ
の
重
要
な
理
論
を
世
に
広
め
る
協
力
者
と
な
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
書
物
の
挿
絵
に
お
い
て
も
石
版
画
が
優
勢
と
な
り
、
植
物
図
鑑
や

雑
誌
の
大
部
分
も
こ
の
技
法
が
採
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
植
物
画

を
趣
味
で
描
い
て
き
た
女
性
が
園
芸
と
植
物
画
の
両
分
野
に
も
進
出
で
き
た
こ
と
は
、
特
筆

さ
れ
て
よ
い
。
線
が
柔
ら
か
く
、
し
か
も
面
の
表
現
が
容
易
な
石
版
画
は
、
水
彩
と
の
相
性

も
良
く
、
一
九
世
紀
半
ば
以
後
は
多
色
刷
り
石
版
画
と
し
て
機
械
化
も
さ
れ
る
に
至
る
。
こ

の
よ
う
な
風
潮
か
ら
、キ
ュ
ー
の
植
物
絵
師
に
も
女
性
が
進
出
し
た
。
た
と
え
ば
ジ
ョ
セ
フ
・

ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
の
い
と
こ
マ
チ
ル
ダ
・
ス
ミ
ス
は
、
ほ
ぼ
半
世
紀
の
間
に
二
千
枚

を
超
え
る
図
版
を
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
に
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
他
に
『
ユ
リ
図
譜
』

（A
 Book of L

ilies

）
の
た
め
に
美
麗
な
ユ
リ
（
日
本
の
種
も
含
む
）
の
大
型
図
を
描
い
た
リ

リ
ア
ン
・
ス
ネ
リ
ン
グ
ら
が
著
名
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
今
な
お
キ
ュ
ー
に
お
い
て
人
気
を
維
持
し
つ
づ
け
る
施
設
は
、
珍
し
く
油
絵

具
を
用
い
て
描
か
れ
た
植
物
画
を
九
百
点
ほ
ど
保
存
展
示
す
る
「
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ノ
ー
ス
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
あ
る
。
ノ
ー
ス
は
キ
ュ
ー
の
雇
用
画
家
で
は
な
く
、
世
界
を
自
由
に
回
り

各
地
で
好
奇
心
の
赴
く
ま
ま
に
植
物
の
美
観
を
写
生
し
た
女
性
だ
っ
た
。
彼
女
が
訪
れ
た
先

に
は
日
本
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
彼
女
は
植
物
学
を
学
ん
で
お
り
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ

ィ
ン
と
も
知
り
合
い
だ
っ
た
か
ら
、
世
界
の
自
然
の
美
し
さ
を
科
学
的
に
も
描
き
出
す
こ
と

が
で
き
た
。
キ
ュ
ー
に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
ノ
ー
ス
が
建
物
ご
と
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る
。

ノ
ー
ス
の
油
絵
は
科
学
的
に
正
確
な
植
物
の
肖
像
画
で
あ
る
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
油
絵
具

を
厚
く
塗
っ
た
実
体
感
の
あ
る
周
辺
風
景
を
も
描
き
込
ん
で
い
た
。
こ
の
風
景
も
、
植
物
が

自
生
す
る
環
境
自
体
を
示
す
資
料
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
植
物
画
は
科
学
的
で
し
か

も
美
的
で
あ
る
と
い
う
両
義
性
を
具
え
る
に
至
っ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
は
イ
ギ
リ
ス
が
自
然
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
環
境
と
生
物
の
深
い

か
か
わ
り
に
も
気
づ
き
だ
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
当
時
は
こ
の
よ
う
な
自
然
の
シ
ス
テ
ム
と

生
物
の
造
形
が
神
の
叡
智
を
示
す
も
の
と
さ
れ
、
い
わ
ゆ
る
「
ナ
チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
」
が
教
会

関
係
者
の
間
に
も
多
数
誕
生
し
た
。
進
化
論
が
世
界
に
浸
透
す
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
期
、

博
物
学
は
神
と
自
然
を
同
時
に
感
得
で
き
る
学
問
と
し
て
、
人
々
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ

っ
た
。
ノ
ー
ス
も
、
自
然
を
驚
き
の
眼
で
観
察
し
、
た
く
ま
ず
し
て
科
学
を
越
え
た
自
然
の

ア
ー
ト
を
創
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
遠
い
背
景
と
大
写
し
に
な
っ
た
珍
奇
な
花
の
劇
的
な

組
み
合
わ
せ
は
、
彼
女
が
オ
ラ
ン
ダ
の
静
物
画
家
に
絵
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
と
い
う
事
情

も
あ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
内
で
流
行
し
て
い
た
美
術
様
式
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
す
な
わ
ち

自
然
の
崇
高
な
美
を
追
求
す
る
姿
勢
と
も
共
鳴
し
あ
っ
て
、
科
学
的
植
物
画
を
ふ
た
た
び
美

術
に
接
近
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

イ
ギ
リ
ス
の
ラ
イ
バ
ル
、
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
画
に
つ
い
て

一
九
世
紀
半
ば
以
後
の
植
物
画
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
科
学
の
ツ
ー
ル
に
留
ま
ら
ず
、
自

然
愛
の
醸
成
、
女
性
画
家
や
女
性
研
究
者
の
増
大
、
一
般
美
術
か
ら
の
関
心
、
さ
ら
に
世
界

的
な
植
物
資
源
の
改
良
事
業
に
及
ぶ
か
か
わ
り
を
広
げ
た
。
こ
の
稿
を
締
め
る
に
あ
た
っ

て
、
と
り
わ
け
女
性
植
物
画
家
の
活
躍
と
科
学
的
植
物
画
の
一
般
美
術
へ
の
浸
透
を
考
え
る

材
料
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
と
並
び
称
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
画
に
も
触
れ
て
お
き
た
く
思

う
。

　

当
時
の
博
物
画
家
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
元
来
肖
像
画
や
風
景
画
な
ど
を

描
く
画
家
か
ら
転
じ
た
（
あ
る
い
は
博
物
画
も
描
く
兼
業
的
な
）
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
大
部
分

で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
世
紀
以
前
で
は
植
物
画
家
は
油
絵
を
描
い
て
い
た
ケ
ー
ス

が
多
い
。
じ
つ
は
近
代
植
物
画
が
確
立
さ
れ
る
一
八
世
紀
後
半
ま
で
、
植
物
画
を
得
意
と
し

た
画
家
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
「
静
物
画
」
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
静
物
画
」
は
花

の
豊
か
さ
、
は
か
な
さ
な
ど
の
象
徴
性
を
装
飾
画
と
し
て
活
用
し
た
も
の
だ
が
、
同
時
に
精

密
な
写
生
を
行
い
種
類
が
一
目
で
わ
か
る
ほ
ど
詳
し
く
描
か
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、
科
学
的

な
植
物
画
が
水
彩
絵
の
具
を
好
ん
だ
の
に
対
し
、
花
の
静
物
画
は
比
較
的
展
示
効
果
が
高
い

油
絵
具
を
使
用
し
て
い
た
。

そ
の
実
例
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
と
も
に
専
門
的
な
植
物
画
家
を
多
数
抱
え
て
い
た
フ
ラ
ン
ス

で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
後
、近
代
的
な
植
物
学
が
旧「
王
立
植
物
園
」（
ジ
ャ
ル
ダ
ン
・
デ
・

プ
ラ
ン
ト
）
か
ら
「
国
立
自
然
史
博
物
館
」
へ
と
衣
替
え
す
る
の
が
、
ま
さ
に
こ
の
時
期
に

あ
た
り
、
王
立
植
物
園
時
代
の
園
長
で
あ
っ
た
博
物
学
者
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
＝
ル
イ
・
ル
ク
レ
ー

ル
・
ド
・
ビ
ュ
フ
ォ
ン
の
偉
大
な
動
物
図
鑑
『
一
般
と
個
別
の
博
物
誌
』（H

istoire naturelle, 
generale et particuliere

）
で
原
図
を
担
当
し
た
ド
・
セ
ー
ヴ
も
、
油
絵
画
家
で
あ
っ
た
。
ま
た

植
物
画
を
教
え
る
教
授
職
に
あ
っ
た
フ
ァ
ン
・
ス
パ
エ
ン
ド
ン
ク
も
ま
た
、花
の
静
物
画
（
フ

ラ
ワ
ー
ピ
ー
ス
）
を
得
意
と
し
た
フ
ラ
ン
ド
ル
静
物
画
の
系
譜
に
連
な
っ
て
い
た
の
で
、
油

絵
に
よ
る
作
品
も
製
作
し
て
い
た
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ピ
ー
ス
は
オ
ラ
ン
ダ
で
は
装
飾
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
作
例
だ
が
、
背
景
を

黒
く
塗
り
、
中
央
に
植
物
を
光
り
輝
か
せ
る
象
徴
画
風
な
構
成
を
好
ん
だ
。
い
わ
ば
闇
の

中
に
光
る
花
の
絵
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
重
厚
な
油
絵
具
の
特
徴
も
加
え
れ
ば
「
黒
い
絵
」

と
呼
べ
る
の
だ
が
、
こ
れ
に
反
し
、
一
九
世
紀
の
博
物
画
は
実
物
を
す
ば
や
く
ス
ケ
ッ
チ
す

る
と
い
う
野
外
作
業
に
適
し
た
水
彩
画
を
重
視
す
る
傾
向
を
強
め
た
。
水
彩
画
は
白
い
紙

の
地
色
を
生
か
す
の
で
背
景
を
空
白
と
す
る
描
き
方
に
適
し
て
い
た
。
よ
っ
て
、「
白
い
絵
」

と
い
う
こ
と
も
で
き
る
。
端
的
に
い
う
な
ら
ば
、
植
物
画
は
「
黒
い
絵
」
か
ら
「
白
い
絵
」

へ
と
変
革
し
て
い
く
の
で
あ
り
、
そ
の
傾
向
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、「
花
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
」

と
謳
わ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
絵
師
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ョ
ゼ
フ
・
ル
ド
ゥ
ー
テ
で
あ
っ
た
。

ル
ド
ゥ
ー
テ
は
一
八
二
二
年
七
月
二
四
日
に
パ
リ
自
然
史
博
物
館
の
植
物
画
教
授
に
就
任

し
て
い
る
。
動
物
画
の
分
野
で
は
ニ
コ
ラ
・
ユ
エ
が
同
じ
職
に
つ
い
た
。
そ
れ
ま
で
植
物
画

の
教
授
職
は
、フ
ラ
ン
ド
ル
静
物
画
の
「
フ
ラ
ワ
ー
ピ
ー
ス
」
を
出
身
母
体
と
し
た
フ
ァ
ン
・

ス
パ
エ
ン
ド
ン
ク
が
務
め
て
い
た
が
、
こ
の
人
物
は
王
立
植
物
園
所
属
時
代
の
最
後
の
植
物

画
教
授
で
あ
り
、
一
八
二
二
年
五
月
一
一
日
に
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
後
王
立
植
物
園
が
国
立

自
然
史
博
物
館
に
変
わ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
教
授
職
を
引
き
継
い
だ

の
が
ル
ド
ゥ
ー
テ
だ
っ
た
。
彼
が
弟
子
た
ち
に
教
え
た
技
法
も
、
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
と
水
彩

画
が
主
体
で
あ
っ
た
。
自
然
は
三
つ
の
視
点
か
ら
観
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

正
確
さ
、
構
図
、
そ
し
て
写
生
力
で
あ
る
と
、
ル
ド
ゥ
ー
テ
は
つ
ね
づ
ね
語
っ
て
お
り
、
そ

の
水
彩
画
も
花
色
再
現
の
た
め
に
八
百
色
が
用
意
さ
れ
た
と
い
う
。

　

水
彩
画
家
は
鉛
筆
か
、
あ
る
い
は
ペ
ン
で
描
い
た
下
書
き
に
水
彩
を
ほ
ど
こ
す
。
し
た
が

っ
て
、
ル
ド
ゥ
ー
テ
が
君
臨
し
た
一
八
二
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
油
絵
具
を
用
い
て
植

物
を
描
く
例
が
少
な
く
な
っ
た
。
一
八
二
八
年
に
パ
リ
自
然
史
博
物
館
を
訪
れ
た
鳥
類
画
家

の
ジ
ョ
ン
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
オ
ー
デ
ュ
ボ
ン
（『
ア
メ
リ
カ
の
鳥
類
』［Birds of A

m
erica

］
の

著
者
兼
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）
も
、
得
意
は
油
絵
だ
っ
た
が
、
ル
ド
ゥ
ー
テ
に
出
会
っ
て
水
彩
の

技
法
を
学
ん
で
い
る
。
こ
の
出
会
い
が
、
彼
の
主
著
『
ア
メ
リ
カ
の
鳥
類
』
の
図
版
背
景
に

豊
か
な
植
物
相
が
描
か
れ
た
こ
と
の
理
由
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
オ
ー
デ
ュ
ボ
ン

は
一
八
三
〇
年
代
に
パ
リ
で
二
度
の
水
彩
に
よ
る
植
物
画
の
個
展
を
開
い
て
お
り
、
そ
の
影

響
が
偲
ば
れ
る
。

ル
ド
ゥ
ー
テ
は
植
物
画
教
授
と
な
っ
て
か
ら
死
ぬ
ま
で
の
約
十
八
年
間
、
自
然
史
博
物
館

の
最
も
権
威
あ
る
画
家
と
し
て
君
臨
し
、
著
し
い
影
響
を
後
進
の
画
家
に
与
え
つ
づ
け
た
。

ま
た
ル
ド
ゥ
ー
テ
が
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
て
習
得
し
た
と
さ
れ
る
「
ス
テ
ィ
ッ
プ
ル
」（
点
刻

に
よ
る
腐
食
銅
版
画
）
技
法
も
、
パ
リ
で
非
常
に
発
展
し
た
。
水
彩
画
の
複
写
に
は
、
こ
の

繊
細
な
技
法
が
よ
く
似
合
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
美
し
い
銅
版
画
は
フ
ラ
ン
ス
で
植
物
画
の

普
及
に
貢
献
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
採
用
さ
れ
た
石
版
画
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
ま
で
の
数
十
年

間
、
図
鑑
類
の
最
も
好
ま
し
い
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
と
な
っ
た
。
こ
の
期
間
に
、
植
物
画
の
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
な
特
性
は
現
在
の
ス
タ
イ
ル
を
獲
得
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
ル
ド
ゥ
ー
テ
に
よ
る
た
お
や
か
な
植
物
画
は
、
基
本
的
に
裕
福
な
中
産
階
級
や
貴
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族
の
婦
人
た
ち
に
愛
さ
れ
、
そ
の
技
法
も
彼
女
た
ち
に
教
授
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
植

物
画
を
学
ん
だ
婦
人
た
ち
も
、
そ
の
作
風
を
一
般
の
絵
画
に
ま
で
活
用
す
る
こ
と
が
な
く
、

趣
味
の
世
界
に
留
め
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
世
紀
後
半
以
後
に
出
現
す
る
フ
ラ
ン
ス
美
術
界

全
般
の
意
識
変
化
か
ら
は
乖
離
す
る
よ
う
に
な
る
。
美
術
界
は
ふ
た
た
び
ギ
ュ
ス
タ
ー
ヴ
・

ク
ー
ル
ベ
や
ウ
ジ
ェ
ー
ヌ
・
ド
ラ
ク
ロ
ワ
の
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム
絵
画
が
主
流
と
な
り
、
油

絵
の
厚
み
を
回
復
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
ル
ド
ゥ
ー
テ
の
植
物
画
は
装
飾
画
と
し
て
も
時
代
感
覚
か
ら
ず
れ
て
い
き
、

時
代
遅
れ
と
な
っ
た
。
そ
の
点
で
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
繁
栄
し
た
石
版
画
は
、
機
械
化
さ

れ
た
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷
に
よ
っ
て
駆
逐
さ
れ
る
二
十
世
紀
初
頭
ま
で
、
無
事
に
生
き
な
が
ら

え
た
事
実
と
対
照
的
で
あ
る
。
ま
た
、
石
版
画
が
商
業
性
を
保
持
し
た
の
に
反
し
、
ス
テ
ィ

ッ
プ
ル
技
法
を
介
し
て
流
布
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
の
植
物
画
は
、
高
価
な
「
科
学
の
ア
ー
ト
」

で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
画
商
に
あ
つ
か
え
る
商
業
性
を
も
た
ず
、
そ
の
役
割
を
植
物
学
愛
好

家
に
限
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
幸
か
不
幸
か
、
植
物
画
と
し
て
は
ル
ド
ゥ
ー
テ
以
後
の
フ

ラ
ン
ス
は
純
然
た
る
「
博
物
画
」
の
枠
内
で
進
展
す
る
こ
と
と
な
り
、
一
般
絵
画
と
は
異
な

る
分
野
を
形
成
し
た
。
そ
の
端
的
な
例
に
、
研
究
者
た
ち
が
自
身
で
写
生
す
る
論
文
用
の
ペ

ン
画
が
、
現
在
も
な
お
、
か
つ
て
の
ス
テ
ィ
ッ
プ
ル
技
法
を
彷
彿
さ
せ
る
細
か
な
点
描
で
描

か
れ
る
事
実
が
あ
る
。

そ
し
て
現
在
・
・
・

　

こ
の
純
然
た
る
博
物
画
と
ル
ド
ゥ
ー
テ
風
の
非
常
に
繊
細
な
植
物
図
版
が
再
発
見
さ
れ

る
の
は
、
お
そ
ら
く
二
〇
世
紀
の
半
ば
以
後
か
ら
で
あ
ろ
う
。
フ
ラ
ン
ス
美
術
が
世
紀
末
に

広
ま
っ
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
流
行
を
経
て
、
印
象
派
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
傾
向

を
強
め
る
際
、
版
画
と
い
う
ス
ト
イ
ッ
ク
な
複
製
方
法
を
再
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
油
絵
の
リ
ア
リ
ズ
ム
、言
い
換
え
れ
ば
「
肉
食
の
高
カ
ロ
リ
ー
性
」
を
捨
て
て
一
種
の
「
美

術
的
ダ
イ
エ
ッ
ト
」
に
転
じ
た
と
き
、
博
物
画
の
有
す
る
冷
た
い
即
物
性
も
再
評
価
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

筆
者
が
博
物
画
に
関
心
を
持
っ
た
一
九
八
〇
年
頃
、
パ
リ
の
セ
ー
ヌ
川
沿
い
に
並
ぶ
古
本

露
店
「
ブ
キ
ニ
ス
ト
」
で
古
書
を
渉
猟
す
る
と
、
実
物
の
植
物
版
画
が
ご
く
安
価
な
値
段
で

購
入
で
き
た
。
ル
ド
ゥ
ー
テ
を
は
じ
め
、
一
九
世
紀
に
フ
ラ
ン
ス
が
世
界
へ
送
り
出
し
た
博

物
探
検
船
の
成
果
と
い
え
る
美
し
い
色
刷
り
植
物
版
画
が
、
ば
ら
ば
ら
に
さ
れ
て
売
ら
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
植
物
画
の
静
か
で
自
然
な
味
わ
い
が
一
般
ア
ー
ト
と
し
て
再
認
識
さ
れ
、

ホ
テ
ル
の
寝
室
な
ど
に
さ
か
ん
に
掲
げ
ら
れ
る
と
い
う
結
果
を
も
生
ん
だ
。
し
か
も
、
当

時
は
ま
だ
古
い
博
物
図
鑑
の
価
値
は
装
飾
以
外
に
十
分
に
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、

値
段
交
渉
す
れ
ば
一
枚
数
十
フ
ラ
ン
で
手
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
九
八
〇
年
以

降
こ
の
よ
う
な
ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
結
果
、
古
い
植
物
図
鑑
類
は
無
残
に
分
解
さ
れ
、
科
学

資
料
と
し
て
の
使
用
が
不
可
能
に
な
っ
た
。
あ
と
は
、
日
常
の
装
飾
ア
ー
ト
と
し
て
拡
散
す

る
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
る
運
命
と
な
っ
た
。
現
在
は
原
典
で
あ
っ
た
図
鑑
類
の
ほ
と
ん
ど
が
版

画
商
の
扱
い
に
適
す
る
よ
う
ば
ら
さ
れ
、
消
滅
す
る
と
い
う
負
の
現
象
下
に
あ
る
。

た
だ
し
、
植
物
画
の
再
評
価
自
体
は
、
美
術
の
枠
を
確
実
に
押
し
広
げ
た
と
い
え
る
だ
ろ

う
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
味
わ
い
は
、
寝
室
や
応
接
間
の

「
額
絵
」
と
し
て
印
象
派
の
作
品
と
同
じ
よ
う
な
明
る
さ
と
軽
さ
が
受
け
、
パ
リ
や
ロ
ン
ド

ン
の
ホ
テ
ル
で
日
常
的
に
出
会
う
絵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
か
ら
植
物
画
は
科
学
ア
ー

ト
を
ふ
た
た
び
離
れ
、「
絵
」
と
し
て
よ
み
が
え
っ
た
感
が
あ
る
。
い
ま
、
植
物
画
に
科
学

画
像
と
見
る
か
ア
ー
ト
と
見
る
か
の
論
争
が
あ
る
の
は
、
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
成
果
で
も
あ

る
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
キ
ュ
ー
が
所
蔵
す
る
膨
大
な
数
の
植
物
画
に
は
、
こ
の
興
味

深
い
絵
画
形
式
が
辿
っ
た
「
感
性
と
科
学
の
表
現
」
を
巡
る
対
立
史
も
集
積
さ
れ
て
い
る
は

ず
で
あ
る
。

人
の
暮
ら
し
は
衣
食
住
が
充
た
さ
れ
れ
ば
そ
れ
で
良
し
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ

ス
で
は
一
七
世
紀
以
降
、
社
会
や
経
済
状
況
の
変
化
で
生
活
維
持
の
た
め
以
外
に
使
え
る
自

由
な
時
間
を
も
て
る
人
た
ち
が
増
え
た
。
多
く
は
貴
族
や
そ
れ
に
準
じ
る
人
た
ち
や
富
豪
だ

が
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
間
で
次
第
に
人
気
を
博
し
て
い
っ
た
の
が
、
園
芸
だ
っ
た
。
園
芸
と

は
中
庭
で
の
植
物
栽
培
を
い
い
、
当
初
は
薬
草
栽
培
が
主
だ
っ
た
が
、
近
世
に
い
た
り
、
観

賞
を
目
的
に
し
た
花
卉
や
花
木
の
栽
培
が
そ
の
中
心
に
な
っ
た
。
北
方
に
位
置
す
る
イ
ギ
リ

ス
は
、
今
か
ら
一
万
年
前
に
終
結
し
た
最
終
氷
期
に
、
そ
れ
ま
で
の
温
暖
期
に
自
生
し
て
い

た
植
物
の
大
半
が
絶
滅
し
、
国
土
は
多
様
性
の
低
い
植
生
に
被
わ
れ
て
い
た
。
加
え
て
一
五

世
紀
末
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
に
か
け
て
の
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
に
よ
り
生
じ
た
、
耕
作
地
や

林
地
な
ど
の
牧
場
化
で
、
自
生
植
物
は
さ
ら
に
減
少
し
た
。

園
芸
趣
味
の
擡
頭

耕
作
地
や
林
地
の
牧
場
化
は
、
一
方
で
毛
織
物
産
業
、
ひ
い
て
は
イ
ギ
リ
ス
経
済
を
発
展

さ
せ
た
が
、
ど
こ
ま
で
も
続
く
単
調
な
植
物
相
は
多
く
の
裕
福
な
人
々
を
辟
易
と
さ
せ
も
し

た
の
だ
っ
た
。
彼
ら
の
目
を
楽
し
ま
せ
た
の
が
地
中
海
地
域
に
生
え
る
、
ス
イ
セ
ン
や
ク
ロ

ッ
カ
ス
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
の
球
根
類
や
、
冬
も
緑
葉
を
保
ち
、
し
か
も
橙
黄
色
の
果
実
を

結
ぶ
オ
レ
ン
ジ
（
シ
ト
ロ
ン
）
だ
っ
た
。
庭
の
芝
生
に
球
根
を
植
え
込
み
、
ま
た
大
き
な
ガ

ラ
ス
窓
の
あ
る
部
屋
、
い
わ
ゆ
る
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
を
設
け
、
夏
場
は
外
で
育
て
た
オ
レ
ン

ジ
な
ど
鉢
植
え
の
常
緑
の
樹
木
を
冬
の
寒
さ
か
ら
護
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
植
物
を
入
手
し
、

栽
培
の
た
め
の
設
備
を
保
持
す
る
こ
と
は
、
豊
か
さ
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
彼
ら
の
目
を
釘
付
け
に
し
た
の
が
、
そ
れ
ま
で
目
に
し
た
こ
と
も
な
い
奇
想
天
外
な

様
相
を
し
た
植
物
の
渡
来
だ
っ
た
。
一
四
九
八
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
が
、

ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
峰
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
洋
に
出
る
航
海
に
成
功
し
た
。
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
を
結
ぶ
海
の
交
易
路
が
確
立
し
、「
大
洋
の
時
代
」
が
幕
を
開
け
て
以
降
、

海
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
植
物
は
種
数
が
増
加
し
た
だ
け
で
な
く
、
想
像
を
超
え
る
容
姿
を

し
た
植
物
の
存
在
を
も
知
ら
し
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。

奇
想
天
外
な
容
姿
を
し
た
植
物
を
代
表
す
る
、
ヤ
シ
、
ソ
テ
ツ
、
サ
ボ
テ
ン
、
ア
ナ
ナ
ス
、

バ
ナ
ナ
、そ
れ
に
極
彩
色
の
熱
帯
ラ
ン
な
ど
は
、ヤ
シ
も
植
え
ら
れ
る
背
丈
の
あ
る
巨
大
温

室（
ヤ
シ
温
室
、
ま
た
は
ヤ
シ
室
）
や
乾
燥
温
室
、
ラ
ン
室
な
ど
特
別
な
装
置
を
具
え
た
栽

培
室
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
を
個
人
で
所
有
で
き
る
人
は
イ
ギ
リ
ス
で
さ
え
一
部
に
限
ら
れ

て
い
た
。

高
層
ビ
ル
や
鉄
橋
、
巨
大
温
室
な
ど
の
建
築
に
耐
え
る
強
度
を
も
つ
鋼
鉄
を
生
産
す
る
技

術
は
、一
九
世
紀
末
ま
で
な
か
っ
た
。
世
界
最
初
の
万
国
博
覧
会
と
し
て
、一
八
五
一
年
に

ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
博
覧
会
場
に
建
設
さ
れ
た
水
晶
宮
が
鋼
鉄
の
登
場
を
象
徴
的
に

示
し
て
い
た
、
ヤ
シ
も
栽
培
可
能
な
巨
大
温
室
は
、
同
時
に
可
能
と
な
っ
た
高
層
建
築
物

や
鉄
橋
な
ど
と
併
せ
て
近
代
都
市
を
象
徴
す
る
構
造
物
と
な
っ
た
。こ
う
し
た
な
か
で
、人
々

の
想
像
を
超
え
る
多
様
な
植
物
を
集
め
て
栽
培
す
る
こ
と
が
で
き
る
庭
園
、す
な
わ
ち
植
物

園
が
、植
物
学
者
の
み
な
ら
ず
多
く
の
植
物
愛
好
家
の
関
心
を
集
め
た
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。

王
家
の
キ
ュ
ー
庭
園

　

一
般
に
は
非
公
開
だ
っ
た
、
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
王
家
の
別
邸
あ
る
い
は
私
邸
で
あ
っ
た
キ

ュ
ー
の
庭
園
は
、一
七
六
九
年
に
出
版
さ
れ
た
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ル
の
『
キ
ュ
ー
庭
園
誌
』（H

ortus 
K

ewensis

）
に
よ
る
と
三
千
四
百
種
の
植
物
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
八
年
出
版
の
デ
イ

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
と
東
ア
ジ
ア

　
　
大
場
秀
章

　
　
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
名
誉
教
授
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ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ラ
ダ
イ
ス
・
ウ
ェ
ブ
の
著
作
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
自
生
す
る
植
物

の
数
は
、
一
千
七
百
か
ら
一
千
八
百
五
十
種
で
、
種
数
で
い
え
ば
お
よ
そ
そ
の
倍
の
数
の
植

物
が
キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
計
算
に
な
る
。
植
物
園
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
状
況
だ
っ

た
こ
と
が
読
み
取
れ
よ
う
。

ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
朝
二
代
目
の
王
、
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
の
長
男
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
イ
ス
と
、

特
に
皇
太
子
妃
オ
ー
ガ
ス
タ
は
植
物
の
収
集
に
情
熱
を
傾
け
た
。

園
の
庭
師
で
あ
る
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ッ
ソ
ン
は
、
一
七
七
二
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
喜

望
峰
に
植
物
の
収
集
の
た
め
に
派
遣
さ
れ
た
。
マ
ッ
ソ
ン
は
そ
こ
で
、イ
ギ
リ
ス
の
園
芸
上
、

今
日
で
も
特
に
重
要
な
多
様
な
ヒ
ー
ス
類
（E

rica

）
や
テ
ン
ジ
ク
ア
オ
イ
類
（Pelargonium

）

の
導
入
に
成
功
し
た
だ
け
で
な
く
、
当
時
と
し
て
は
奇
品
で
あ
っ
た
ソ
テ
ツ
の
仲
間
、
エ
ン

ケ
フ
ァ
ラ
ル
ト
ス（E

ncephalartos

）、さ
ら
に
は
プ
ロ
テ
ア（Protea

）、ア
ロ
エ（A

loe

）類
な
ど
、

イ
ギ
リ
ス
ど
こ
ろ
か
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
産
し
な
い
多
数
の
植
物
を
持
ち
帰
っ
た
。
そ
れ
ら

の
植
物
が
当
時
の
園
芸
愛
好
家
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
余
談
だ
が
、

マ
ッ
ソ
ン
は
喜
望
峰
で
、
来
日
を
前
に
一
七
七
二
年
か
ら
七
四
年
ま
で
そ
こ
に
滞
在
し
て
い

た
、
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
の
高
弟
で
、
最
初
の
日
本
植
物
誌
『
フ
ロ
ラ
・
ヤ
ポ
ニ
カ
』

（Flora Japonica

／
一
七
八
四
年
）
を
著
し
た
、
カ
ー
ル
・
ペ
ー
テ
ル
・
ツ
ュ
ン
ベ
ル
ク
と
出

会
い
、一
緒
に
調
査
に
も
出
か
け
て
い
た
。
ツ
ュ
ン
ベ
ル
ク
は
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
帰
国
後
、

先
の
日
本
植
物
誌
と
共
に
『
ケ
ー
プ
植
物
誌
』（Flora C

apensis

／
一
八
〇
三—

一
三
年
）
を

出
版
し
て
い
る
。

マ
ッ
ソ
ン
が
持
ち
帰
っ
た
そ
の
ソ
テ
ツ
に
一
八
一
九
年
に
雄
の
球
花
が
で
き
た
。
こ
れ
を

見
に
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
は
久
々
に
キ
ュ
ー
を
訪
ね
た
の
が
、
彼
に
と
っ
て
最
後
の
訪
問

に
な
っ
た
。
七
十
七
歳
だ
っ
た
。
バ
ン
ク
ス
は
オ
ー
ガ
ス
タ
妃
の
没
後
、
キ
ュ
ー
の
管
理
に

関
わ
る
な
か
で
、
世
界
中
か
ら
植
物
を
収
集
し
、
こ
れ
を
研
究
し
、
栽
培
繁
殖
さ
せ
、
多
く

の
人
々
に
公
開
す
る
施
設
の
設
立
を
考
え
、
そ
の
実
現
に
努
力
を
傾
注
し
た
。
こ
れ
を
か
た

ち
に
し
た
の
が
今
日
の
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

キ
ュ
ー
が
王
立
植
物
園
に
生
ま
れ
変
わ
る
前
の
一
七
七
六
年
、
ツ
ュ
ン
ベ
ル
ク
は
日
本
か

ら
の
帰
路
に
ロ
ン
ド
ン
に
バ
ン
ク
ス
を
訪
ね
、
日
本
の
植
物
を
代
表
す
る
ツ
バ
キ
を
贈
っ

た
。
だ
が
、ツ
バ
キ
は
一
七
三
九
年
以
前
か
ら
ロ
ン
ド
ン
近
郊
に
邸
宅
を
構
え
る
ロ
バ
ー
ト
・

ペ
ト
レ
男
爵
家
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
。
バ
ン
ク
ス
は
受
領
し
た
四
株
の
ツ
バ
キ
の
う
ち
一

株
を
キ
ュ
ー
に
残
し
、
残
り
を
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
家
と
ゆ
か
り
の
ド
イ
ツ
の
宮
殿
に
贈
っ
た
。

そ
の
う
ち
の
一
株
は
オ
ー
ガ
ス
タ
妃
の
出
身
地
ザ
ク
セ
ン
領
に
あ
る
ピ
ル
ニ
ッ
ツ
宮
殿
に

届
け
ら
れ
、
お
よ
そ
三
百
五
十
年
を
経
た
今
日
も
そ
の
ツ
バ
キ
は
大
株
と
な
っ
て
現
存
し
て

い
る
。
さ
ら
に
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
日
本
原
産
の
ア
ジ
サ
イ
が
イ
ギ
リ
ス
で
最
初
に
キ

ュ
ー
で
開
花
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
中
国
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
が
た
め
ア
ジ
サ
イ
は
そ
の
原
産
地
を
中
国
と
書
く
園
芸
書
が
未
だ
に
少
な
く
な
い
。

			


開
花
す
る
東
ア
ジ
ア
へ
の
関
心

　

東
ア
ジ
ア
は
、
オ
セ
ア
ニ
ア
と
な
ら
び
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
す
る
と
世
界
の
他
の
ど
こ
よ
り

も
遠
方
に
あ
る
地
域
だ
っ
た
。
中
国
と
地
中
海
世
界
と
の
間
に
は
、
古
く
か
ら
開
け
て
い
た

交
易
路
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
は
あ
っ
た
が
、
砂
漠
を
通
過
す
る
陸
路
で
は
、
生
き
た
植
物
の
移
送

は
不
可
能
に
近
か
っ
た
。
乾
燥
か
ら
護
ら
れ
た
生
き
た
植
物
の
移
送
の
望
み
は
唯
一
海
路
の

開
拓
に
寄
せ
ら
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。

一
四
九
八
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
バ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
は
、
ア
フ
リ
カ
南
端
の
喜
望
峰
を
経

由
し
て
イ
ン
ド
洋
に
出
る
航
海
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
東
ア
ジ
ア
を

結
ぶ
海
の
交
易
路
が
確
立
し
、「
大
洋
の
時
代
」
が
幕
を
開
け
た
。
し
か
し
、
当
時
の
航
海

は
帆
船
に
よ
る
も
の
で
、
遠
洋
へ
の
航
海
で
は
航
路
途
上
で
の
水
や
食
料
、
燃
料
な
ど
の
補

給
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
寄
航
で
き
る
港
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
こ
れ

を
可
能
と
す
る
制
海
権
が
航
路
の
確
保
に
直
結
し
て
い
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
イ
ン
ド
、

さ
ら
に
東
方
の
海
域
に
至
る
制
海
権
を
最
初
に
手
中
に
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
だ
っ
た
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
は
一
五
一
一
年
に
マ
レ
ー
半
島
の
マ
ラ
ッ
カ
を
占
有
し
、
一
五
五
一
年
に
は
広
州

と
隣
接
す
る
マ
カ
オ
に
到
達
し
、
そ
の
地
を
領
有
し
た
。

産
業
革
命
に
よ
る
工
業
化
が
も
た
ら
し
た
量
産
化
は
、
や
が
て
海
外
に
そ
の
販
路
を
求
め

る
こ
と
と
な
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
列
強
国
が
競
合
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
新
大
陸
、
東
南
及

び
東
ア
ジ
ア
を
含
め
た
「
東
イ
ン
ド
」
に
進
出
を
果
た
す
が
、
い
ず
れ
の
地
域
で
も
オ
ラ
ン

ダ
と
競
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
六
〇
〇
年
に
、
イ
ギ
リ
ス
は
上
記
東
イ
ン
ド
で
の
交
易

を
推
進
す
る
た
め
、
貿
易
の
独
占
権
が
認
め
ら
れ
た
勅
許
会
社
で
あ
る
東
イ
ン
ド
会
社
を
設

立
し
た
。
最
初
は
ジ
ャ
ワ
島
の
バ
ン
テ
ン
、
イ
ン
ド
の
ス
ー
ラ
ト
に
拠
点
を
置
き
、
毛
織
物

を
売
り
香
料
な
ど
を
入
手
し
て
い
た
が
、
ス
ペ
イ
ン
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
係
争
で
一
六
二
三
年

に
生
じ
た
ア
ン
ボ
イ
ナ
事
件
後
、
今
日
の
イ
ン
ド
の
地
に
活
動
の
中
心
を
移
し
、
ベ
ン
ガ
ル

の
カ
ル
カ
ッ
タ
、
東
海
岸
の
マ
ド
ラ
ス
、
西
海
岸
の
ボ
ン
ベ
イ
を
拠
点
と
し
た
。
実
は
イ
ギ

リ
ス
の
東
ア
ジ
ア
進
出
は
日
本
に
も
及
ん
で
い
た
。
一
六
一
三
年
か
ら
二
三
年
ま
で
平
戸
に

商
館
を
置
い
た
の
が
そ
れ
だ
が
、
利
益
が
見
込
め
ず
閉
館
し
た
の
だ
っ
た
。

そ
の
後
一
七
一
五
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
は
東
ア
ジ
ア
で
の
交
易
推
進
を
図
る
た
め
、
新

た
に
中
国
の
広
州
に
商
館
（
駐
在
所
）
を
開
設
し
た
。
加
え
て
一
八
〇
三
年
か
ら
一
五
年

の
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
で
オ
ラ
ン
ダ
が
衰
退
す
る
と
再
び
東
南
ア
ジ
ア
に
も
版
図
を
広
げ
、

一
八
二
六
年
に
は
割
譲
に
よ
り
得
た
ペ
ナ
ン
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
海
峡
植
民

地
が
生
ま
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
の
広
州
か
ら
ペ
ナ
ン
、
後
に
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由

し
、
イ
ギ
リ
ス
に
至
る
航
路
が
完
成
し
、
中
国
か
ら
の
植
物
移
出
が
可
能
に
な
っ
た
。

だ
が
、
新
た
な
商
館
が
す
ぐ
に
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
て
の
中
国
産
植
物
の
重
要
な
搬
出
拠

点
と
は
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
当
時
の
中
国
、
清
朝
政
府
は
広
州
を
唯
一
の
開
港
地
と
す

る
、
鎖
国
政
策
を
維
持
し
て
い
た
か
ら
だ
。
広
東
か
ら
イ
ギ
リ
ス
に
向
け
た
植
物
の
移
出
に

多
少
の
弾
み
が
生
ま
れ
た
の
は
、
乾
隆
帝
八
十
歳
を
祝
う
た
め
に
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
派
遣
し

た
ジ
ョ
ー
ジ
・
マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
の
訪
清
以
降
で
あ
る
。
そ
れ
が
さ
ら
に
活
発
化
す
る
の

は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
経
て
一
八
四
二
年
に
締
結
さ
れ
た
南
京
条
約
に
よ
る
香
港
割
譲
や
上
海

な
ど
五
港
の
開
港
後
の
こ
と
で
あ
り
、
一
八
五
八
年
に
起
き
た
ア
ロ
ー
号
事
件
を
契
機
と
し

た
内
地
河
川
の
航
行
自
由
の
権
利
、
さ
ら
に
一
八
九
六
年
か
ら
九
八
年
に
か
け
て
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
列
強
国
に
よ
る
勢
力
分
割
で
の
長
江
流
域
の
利
権
を
手
に
し
た
こ
と
も
植
物
の
搬
出

に
大
き
く
作
用
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
式
庭
園

イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
奇
想
天
外
な
植
物
へ
の
興
味
は
絶
え
る
こ
と

な
く
続
く
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
栽
培
の
た
め
の
特
別
な
部
屋
な
ど
を
設
け
な
い
限
り
、
生

き
た
状
態
で
維
持
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
う
し
た
植
物
を
観
賞
す

る
た
め
に
植
物
園
に
足
を
運
ぶ
機
会
は
増
え
た
も
の
の
、
自
邸
で
栽
培
で
き
る
草
花
や
庭
植

え
に
向
く
樹
木
が
、
植
物
と
共
に
あ
る
日
常
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
ア

イ
テ
ム
と
し
て
人
気
を
博
し
た
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
数
少
な
い
自
生
植
物
か
ら
こ
う

し
た
目
的
に
叶
う
魅
力
あ
る
植
物
を
得
る
の
は
む
ず
か
し
か
っ
た
。

鎖
国
中
の
日
本
に
滞
在
し
、
多
様
な
植
物
に
彩
ら
れ
た
日
本
の
庭
園
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し

た
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
の
植
物
を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
庭
園
を
変
革
す
る
こ
と
を
考
え
、
そ
れ
を
現
実
の
も
の
と
す
る
た
め
、
多
様
な
日
本
植

物
を
移
出
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
気
候
に
馴
化
さ
せ
る
な
ど
し
て
頒
布
を
始
め
て
い
た
。
シ
ー
ボ

ル
ト
が
日
本
の
植
物
に
期
待
を
寄
せ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
日
本
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
同
じ
温

帯
の
国
で
あ
り
、
そ
の
植
物
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
戸
外
で
育
つ
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ

る
。加

え
て
、
日
本
な
ど
東
ア
ジ
ア
の
植
物
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
野
生
植
物
と
も
類
縁
性
が
あ

り
、
栽
培
し
て
も
相
性
が
良
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
も
東
ア
ジ
ア
の
植

物
に
関
心
の
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
は
日
本
、
そ
し
て
一
部
中
国

産
の
植
物
か
ら
、
花
が
大
き
い
か
、
あ
る
い
は
色
彩
が
豊
か
で
栽
培
が
容
易
な
ど
、
高
い
園

芸
価
値
を
有
す
る
植
物
を
積
極
的
に
広
め
よ
う
と
考
え
た
ふ
し
が
あ
る
。
牧
場
化
に
よ
っ
て

広
範
囲
に
広
が
っ
た
多
様
性
の
低
い
イ
ギ
リ
ス
の
草
地
の
対
極
と
も
い
え
る
、
多
様
性
の
高

い
庭
園
の
誕
生
が
期
待
さ
れ
た
。
一
方
、
大
規
模
な
土
地
の
所
有
者
は
、
そ
れ
以
前
か
ら
流

行
っ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
式
造
形
庭
園
に
較
べ
、
維
持
の
た
め
に
経
費
が
か
か
ら
な
い
庭
園
の

出
現
を
望
ん
で
い
た
。
経
済
的
負
担
の
少
な
い
庭
作
り
へ
の
期
待
は
、
産
業
革
命
以
降
に
形

成
さ
れ
た
都
市
に
小
住
宅
を
建
て
て
暮
す
庶
民
の
間
に
も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
期
待
に
適
し

て
い
た
の
が
、
様
々
な
草
本
や
小
木
を
無
造
作
と
い
え
る
ほ
ど
に
、
庭
一
面
に
植
え
込
ん
だ

作
庭
だ
っ
た
。
こ
の
新
た
な
造
園
様
式
を
イ
ギ
リ
ス
で
は
日
本
式
庭
園
と
呼
ん
だ
。
イ
ギ
リ

ス
で
誕
生
し
た
日
本
式
庭
園
は
や
が
て
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
も
伝
わ
っ
た
が
、
そ
れ

ら
の
国
々
で
は
こ
れ
を
英
国
式
庭
園
、
す
な
わ
ち
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
と
呼
び
、

や
が
て
日
本
に
も
そ
の
名
で
伝
わ
っ
た
。

　

英
国
式
庭
園
は
、
素
人
で
も
造
園
で
き
る
簡
単
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
愛
好
さ
れ

広
が
っ
て
行
く
に
は
そ
れ
な
り
の
背
景
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
は
エ

ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
期
の
多
少
と
も
多
様
だ
っ
た
植
生
の
消
失
で
あ
り
、
そ
の
後
に
誕
生
し
た

都
市
と
そ
こ
に
小
規
模
住
宅
を
構
え
て
住
む
都
市
住
民
の
誕
生
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
見
え
て

く
る
の
は
、
英
国
式
庭
園
の
普
及
と
多
様
な
植
物
を
求
め
る
動
き
も
、
こ
れ
ま
た
産
業
革
命

が
も
た
ら
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。

東
ア
ジ
ア
の
植
物
移
入
と
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園

記
録
に
残
る
最
も
古
い
東
ア
ジ
ア
植
物
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
移
出
は
、
一
六
八
八
年
に
オ

ラ
ン
ダ
に
渡
っ
た
イ
エ
ギ
ク
だ
っ
た
ら
し
い
。
続
い
て
一
七
六
四
年
に
、
イ
エ
ギ
ク
は
イ

ギ
リ
ス
に
も
渡
る
が
い
ず
れ
も
枯
れ
、
一
七
八
四
年
に
ピ
エ
ー
ル
＝
ル
イ
・
ブ
ラ
ン
カ
ー

ル
が
マ
カ
オ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
に
送
っ
た
株
が
初
め
て
彼
地
で
活
着
し
た
と
い
う
。
今
や
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
普
通
な
日
本
原
産
の
ア
オ
キ
で
さ
え
、
移
出
さ
れ
た
最
初
は
一
七
八
三
年
だ

っ
た
ら
し
い
。
一
六
三
九
年
鎖
国
令
を
布
い
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
の
渡
航
を
禁
じ
る
一
方
で
、

幕
府
は
平
戸
に
あ
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
を
長
崎
に
移
し
た
。
一
六
四
一
年
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
以
降
だ
け
で
な
く
、
以
前
も
日
本
の
植
物
の
海
外
移
出
の
可
能
性
は
あ
っ
た
が
、
記
録

は
な
い
。
た
だ
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
は
一
五
五
〇
年
頃
に
植
え
ら
れ
た
と
す
る
ツ
バ
キ
が
あ
り
話

題
に
な
っ
て
い
る
。
一
五
五
〇
年
、
す
な
わ
ち
天
文
一
九
年
と
い
え
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
ら
が
鹿
児
島
に
来
た
翌
年
で
あ
る
。
信
憑
性
は
今
ひ
と
つ
だ
が
、

可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

イ
ギ
リ
ス
が
広
州
に
設
け
た
商
館
を
利
用
し
て
積
極
的
に
中
国
の
植
物
の
移
入
に
与
か
っ

た
の
が
、
王
家
の
キ
ュ
ー
庭
園
に
関
与
し
て
い
た
バ
ン
ク
ス
で
あ
る
。
バ
ン
ク
ス
は
広
州
の

商
館
に
繋
が
り
の
あ
る
人
物
を
派
遣
し
、
植
物
の
探
索
と
入
手
に
努
め
た
。
俗
に
バ
ン
ク
ス

の
「
キ
ュ
ー
・
カ
タ
ロ
グ
」
と
呼
ば
れ
る
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ウ
ゼ
ン
ト
・
エ
イ
ト
ン
の

三
巻
本
『
ホ
ル
ト
ゥ
ス
・
キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』（H

ortus Kewensis

／
一
八
一
〇—

一
三
年
）
に

は
キ
ュ
ー
に
導
入
さ
れ
た
多
数
の
中
国
産
植
物
が
載
る
が
、
そ
の
多
く
が
イ
ギ
リ
ス
の
裕

福
な
ガ
ー
デ
ナ
ー
か
ら
の
小
遣
い
稼
ぎ
の
た
め
に
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
使
用
人
や
個
人
の
旅

行
者
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
バ
ン
ク
ス
は
こ
れ
に
満
足
せ
ず
、
キ
ュ
ー
の

ガ
ー
デ
ナ
ー
を
自
分
の
身
代
わ
り
と
し
て
広
州
に
送
り
込
む
こ
と
に
し
た
。
そ
の
最
初
の
人

物
が
、
一
八
〇
三
年
に
送
り
込
ま
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、
日
本
に
も
産

す
る
オ
ニ
ユ
リ
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
、
コ
ウ
ホ
ネ
、
後
に
「R

osa banksiae

」
と
名
付
け
ら
れ
る
中

国
四
川
・
雲
南
地
方
原
産
の
モ
ッ
コ
ウ
バ
ラ
、
そ
し
て
彼
の
名
が
属
名
と
な
っ
た
ヤ
マ
ブ
キ
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（K
erria japonica

）
な
ど
を
見
つ
け
バ
ン
ク
ス
を
喜
ば
せ
た
。
ヤ
マ
ブ
キ
は
日
本
で
も
普
通
に

植
栽
さ
れ
る
が
、
今
で
は
イ
ギ
リ
ス
を
始
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も
普
通
に
目
に
す
る
東
ア
ジ

ア
産
植
物
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
私
が
接
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
般
の
人
々
は
元
々
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
自
生
し
て
い
た
、
と
い
っ
て
は
ば
か
ら
ぬ
ほ
ど
、
多
く
の
人
が
知
る
植
物
と
な
っ
て
い

る
。広

州
で
の
中
国
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
、
そ
の
た
め
イ
ギ
リ
ス
政
府
は
ア
マ
ー
ス
ト

卿
を
派
遣
す
る
が
、
バ
ン
ク
ス
は
そ
の
使
節
団
の
医
師
と
し
て
ク
ラ
ー
ク
・
ア
ー
ベ
ル
を
随

行
さ
せ
た
。
ア
ー
ベ
ル
は
二
人
の
採
集
人
を
雇
い
植
物
を
採
集
さ
せ
た
が
、
そ
れ
を
積
載
し

た
船
が
ボ
ル
ネ
オ
沖
で
嵐
に
遇
い
、
不
幸
に
も
ご
く
一
部
を
除
き
失
わ
れ
た
。
た
だ
彼
の
名

は
日
本
に
も
自
生
す
る
ツ
ク
バ
ネ
ウ
ツ
ギ
属
の
属
名
「A

belia

」
に
残
さ
れ
た
。
広
州
の
商

館
で
茶
の
検
査
主
任
を
十
七
年
間
勤
め
て
い
た
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
ジ
ョ
ン
・
リ
ー
ブ
は
、

貿
易
の
う
え
で
中
国
と
イ
ギ
リ
ス
の
双
方
で
大
き
な
影
響
力
を
有
し
て
い
た
。
バ
ン
ク
ス
と

も
親
し
く
、
こ
れ
ま
で
偶
然
に
任
せ
て
い
た
植
物
の
移
出
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た
め

に
様
々
な
工
夫
を
こ
ら
し
た
。
と
か
く
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
旅
行
を
許
可
さ
れ
た
広
州
を

越
え
て
内
陸
に
入
り
込
む
こ
と
だ
っ
た
。
新
し
い
興
味
深
い
植
物
を
手
に
入
れ
る
た
め
に
は

危
険
が
つ
き
ま
と
う
も
の
だ
が
、
リ
ー
ブ
は
中
国
側
に
も
配
慮
し
、
不
法
に
雇
っ
た
一
隊
の

ク
ー
リ
ー
（
苦
力
）
を
使
っ
て
違
法
地
域
の
丘
陵
地
な
ど
を
調
査
さ
せ
、
植
物
を
採
集
し
、

ま
た
絵
を
描
か
せ
て
い
る
。
な
お
、
作
成
さ
れ
た
彩
色
画
は
ロ
ン
ド
ン
の
園
芸
協
会
、
後
の

王
立
園
芸
協
会
に
売
ら
れ
た
。
そ
の
他
こ
こ
に
は
名
を
記
せ
な
か
っ
た
園
芸
家
や
愛
好
家
、

そ
れ
に
一
攫
千
金
を
当
て
込
む
山
師
然
と
し
た
人
々
ら
が
も
た
ら
し
た
中
国
植
物
が
英
国

の
園
芸
界
に
好
評
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

詳
細
は
省
く
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
大
土
地
所
有
者
は
、
先
に
も
書
い
た
よ
う
に
維
持
経
費

の
か
か
る
フ
ラ
ン
ス
式
造
形
庭
園
を
も
て
余
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
人
々
の
間
で
好
評
を
得

た
の
が
、敷
地
を
樹
林
と
し
、林
内
に
多
様
な
低
木
や
草
本
を
植
え
込
む
林
地
園
芸
だ
っ
た
。

林
地
の
維
持
に
は
さ
ほ
ど
経
費
を
必
要
と
し
な
い
こ
と
か
ら
こ
れ
が
流
行
し
た
。
だ
が
、
問

題
も
あ
っ
た
。
そ
れ
は
樹
林
下
と
い
う
日
陰
で
育
つ
植
物
が
少
な
い
こ
と
だ
っ
た
。
中
国
や

日
本
な
ど
の
東
ア
ジ
ア
か
ら
の
植
物
の
導
入
は
そ
の
よ
う
な
面
か
ら
も
期
待
さ
れ
た
。
理
由

は
、
日
本
は
も
ち
ろ
ん
中
国
で
も
一
部
と
は
い
え
、
森
林
が
発
達
し
、
耐
陰
性
を
も
つ
植
物

の
発
見
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
オ
キ
、
ギ
ボ
ウ
シ
類
、
ヤ
ブ
ラ
ン
や
ジ
ャ
ノ
ヒ
ゲ

類
、
フ
ッ
キ
ソ
ウ
、
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
類
な
ど
が
競
う
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
や
オ
ラ
ン
ダ
に
移
出
さ

れ
た
。
林
地
の
主
体
は
針
葉
樹
だ
が
、
そ
の
多
様
性
の
演
出
に
も
東
ア
ジ
ア
特
産
の
樹
種
が

貢
献
す
る
。
中
国
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
、
日
本
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
な
ど
は
そ
の
花
形
で
あ
っ
た
。

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
の
露
地
で
は
育
た
ぬ
熱
帯
産
の
ナ
ン
ヨ
ウ
ス
ギ
（A

raucaria

）

の
樹
形
に
似
た
と
こ
ろ
が
あ
り
、
注
目
さ
れ
る
が
、
一
八
〇
四
年
に
先
の
カ
ー
に
よ
っ
て
キ

ュ
ー
に
送
ら
れ
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
国
内
に
は
二
〇
世
紀
初
頭
に
植
え
ら
れ
た

古
木
も
少
な
か
ら
ず
現
存
し
て
い
る
。
コ
ウ
ヤ
マ
キ
を
発
見
し
た
の
は
ツ
ュ
ン
ベ
ル
ク
だ

が
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
ジ
ョ
ン
・
グ
ー
ル
ド
・
ヴ
ェ
イ
チ
が
一
八
六
一
年
に
種
子
を
も
た
ら
し

た
。
雨
傘
に
も
似
た
枝
ぶ
り
が
人
気
を
呼
び
、
今
日
も
方
々
で
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
気
づ
か
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
秋
に
紅

色
に
紅
葉
す
る
樹
種
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
来
日
し
た
シ
ー
ボ
ル
ト
は
樹
木
の
紅
葉
の
美

し
さ
に
驚
き
、
モ
ミ
ジ
の
栽
培
品
種
を
多
数
導
入
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
に
も
多
く
の
種
や
栽
培

品
種
が
伝
わ
っ
た
。
モ
ミ
ジ
を
代
表
す
る
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
は
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
来
日
す
る
三

年
前
の
一
八
二
〇
年
に
イ
ギ
リ
ス
に
導
入
さ
れ
て
い
た
。

　

脆
弱
な
植
物
は
長
い
船
旅
の
途
次
に
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
一
部

解
決
し
た
の
が
ウ
ォ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ケ
ー
ス
の
発
明
で
あ
る
。
こ
れ
は
四
周
の
下
方
を
板
、

上
部
を
ガ
ラ
ス
で
被
い
、
ガ
ラ
ス
の
部
分
を
開
閉
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
箱
状
の
コ
ン
テ
ナ

ー
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ー
ス
に
植
物
を
収
納
す
る
こ
と
で
海
風
や
乾
燥
や
強
烈
な
日
射
や
寒
さ

か
ら
植
物
を
護
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
八
三
四
年
に
ナ
タ
ニ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
ド
が
考
案
し
た

も
の
で
、
登
場
後
ま
た
た
た
く
間
に
植
物
の
長
距
離
移
送
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。

こ
の
ケ
ー
ス
が
中
国
の
植
物
の
移
送
に
積
極
的
に
利
用
さ
れ
る
の
は
、
一
八
四
二
年
の
南
京

条
約
に
よ
り
、
香
港
が
割
譲
さ
れ
、
広
州
に
加
え
、
上
海
、
寧
波
、
福
州
、
厦
門
の
五
港
が

開
か
れ
て
以
降
で
あ
る
。

　

香
港
割
譲
を
受
け
、
そ
の
島
の
植
物
相
が
調
査
さ
れ
た
。
連
隊
長
だ
っ
た
ジ
ョ
ン
・
ジ
ョ

ー
ジ
ー
・
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
が
外
科
医
ら
と
と
も
に
、
ま
ず
島
の
植
物
調
査
に
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
、
新
し
い
世
代
、
す
な
わ
ち
キ
ュ
ー
の
植
物
採
集
者
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ウ
ィ
ル
フ
ォ

ー
ド
も
こ
れ
に
取
り
組
ん
だ
。
キ
ュ
ー
の
世
界
的
植
物
学
者
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
ベ
ン
サ
ム
は
、

収
集
さ
れ
た
標
本
を
研
究
し
、
一
八
六
一
年
に
『
香
港
植
物
誌
』（Flora H

ongkongensis

）
を

著
し
た
。
本
書
は
収
集
し
た
植
物
や
標
本
を
用
い
て
キ
ュ
ー
が
最
初
に
著
し
た
東
ア
ジ
ア
の

植
物
学
研
究
書
だ
と
い
っ
て
よ
い
。

　
『
江
戸
と
北
京
』（Yedo and Peking

／
一
八
六
三
年
）
の
著
者
で
あ
り
、
日
本
で
の
知
名
度

も
高
い
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
も
、
一
八
四
三
年
か
ら
四
五
年
に
か
け
て
王
立
園
芸
協

会
が
派
遣
し
た
採
集
家
と
し
て
中
国
で
多
数
の
植
物
を
発
見
し
、
調
査
の
模
様
を
書
い
た

著
書
も
複
数
残
し
て
い
る
。
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
が
キ
ュ
ー
に
直
接
関
与
し
た
記
録
は
な
い
が
、

彼
の
収
集
し
た
標
本
の
一
部
が
同
植
物
園
の
標
本
室
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の
多
く

は
同
じ
く
ロ
ン
ド
ン
の
自
然
史
博
物
館
が
収
蔵
す
る
。
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
は
中
国
植
物
相
の

調
査
に
貢
献
し
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
茶
業
の
発
展
に
も
大
き
く
貢
献
し
た
。
彼
は
杭
州
の

龍ろ
ん
じ
ん井
を
訪
ね
、
茶
樹
を
採
取
し
、
イ
ン
ド
で
の
栽
培
成
功
に
貢
献
し
た
。
そ
れ
ま
で
イ
ン

ド
で
は
変
種
ア
ッ
サ
ム
茶
か
ら
生
産
さ
れ
る
茶
葉
し
か
な
く
、
こ
の
導
入
に
よ
り
、
中
国
・

日
本
な
ど
で
栽
培
さ
れ
る
基
準
変
種
（
シ
ネ
ン
シ
ス
）
か
ら
採
る
茶
葉
の
イ
ン
ド
で
の
生
産

を
可
能
に
し
た
。
ダ
ー
ジ
リ
ン
・
テ
ィ
ー
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
活
躍
し
た
イ
ギ
リ
ス
人
に
ヘ
ン
リ
ー
・
ハ
ン
ス
が
い

る
。
彼
は
広
東
領
事
の
補
佐
役
を
勤
め
て
い
た
が
、
ベ
ン
サ
ム
の
『
香
港
植
物
誌
』
に
も
貢

献
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
語
や
ド
イ
ツ
語
に
堪
能
で
、
フ
ラ
ン
ス
が
権
利
を
握
る
中
国
南
部

に
も
調
査
に
入
っ
た
。
キ
ュ
ー
の
活
動
に
も
協
力
し
た
が
、
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
半
が

ロ
ン
ド
ン
の
自
然
史
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
で
の
東
ア
ジ
ア
植
物
の
そ
の
後
と
現
在

　
オ
ー
ガ
ス
タ
皇
太
子
妃
の
没
後
二
十
九
年
目
に
な
る
一
八
〇
一
年
に
、
キ
ュ
ー
は
王
室
の

財
産
管
理
委
員
会
の
下
に
置
か
れ
、
さ
ら
に
一
八
四
〇
年
に
は
森
林
局
の
財
産
管
理
部
門

に
移
管
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
を
園
長
に
迎
え
、

国
の
施
設
と
し
て
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
が
誕
生
し
た
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
と
、
そ
れ
に
続
く
ジ
ョ

セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
両
園
長
は
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
指
揮
者
を
連
想
さ
せ
る
力
量

と
個
性
を
発
揮
し
、
園
の
発
展
に
尽
力
し
た
。
当
時
の
世
界
各
地
に
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
植

民
地
を
中
心
に
植
物
相
を
調
査
研
究
し
、地
域
別
の
植
物
誌
（
フ
ロ
ラ
）
な
ど
を
刊
行
し
た
。

植
物
相
の
調
査
は
潜
在
的
な
有
用
資
源
の
発
見
や
そ
の
栽
培
化
に
も
役
立
っ
た
。
組
織
的
な

調
査
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
探
検
家
や
好
事
家
ら
が
、
人
跡
未
見
の
地
や
遠
洋
航
海
で
辿
り

つ
い
た
遠
方
の
島
々
な
ど
で
、
手
に
入
れ
た
植
物
の
同
定
に
も
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。

そ
う
し
た
な
か
に
は
、
入
手
時
に
花
も
果
実
も
な
く
、
分
類
上
の
位
置
す
ら
決
め
ら
れ
な
い

植
物
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
植
物
は
園
で
栽
培
し
、
開
花
・
結
実
し
た
状
態
を
植

物
画
と
し
て
残
し
、
さ
ら
に
分
類
学
者
が
既
存
の
標
本
や
植
物
画
を
参
照
に
、
そ
の
植
物
の

同
定
に
取
り
組
ん
だ
。

　

イ
ギ
リ
ス
は
中
国
で
も
活
動
を
推
進
す
る
が
、
そ
こ
で
着
目
さ
れ
た
の
は
ゴ
ム
ノ
キ
や
コ

ー
ヒ
ー
ノ
キ
の
よ
う
な
、
大
規
模
栽
培
に
向
く
植
物
で
は
な
く
、
文
化
資
源
と
も
い
え
る
園

芸
植
物
の
発
掘
だ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
み
な
ら
ず
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
明
国
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ

ン
ダ
、そ
れ
に
新
た
に
加
わ
っ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、中
国
を
中
心
に
し
た
東
ア
ジ
ア
で
、

園
芸
に
供
給
で
き
る
多
様
な
未
発
見
植
物
の
発
見
を
競
っ
た
。
先
陣
に
あ
っ
た
キ
ュ
ー
だ
っ

た
が
、
広
大
な
中
国
全
体
を
カ
バ
ー
す
る
植
物
誌
を
単
独
で
刊
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。
標
本
室
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ボ
ッ
テ
ィ
ン
グ
・
ヘ
ム
ス
レ
イ
は
、
古
く
か
ら
調
査
に
取
り

組
ん
だ
沿
岸
部
を
中
心
と
し
た
中
国
、
朝
鮮
半
島
、
琉
球
、
台
湾
に
産
す
る
植
物
の
全
種
を

関
係
文
献
と
共
に
ま
と
め
た
千
八
百
十
ペ
ー
ジ
に
及
ぶ
名
彙
を
、
中
国
に
二
五
年
間
滞
在
し

た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
植
物
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
・
ブ
ラ
ッ
ク
ウ
ェ
ル
・
フ
ォ
バ
ス
と
と
も
に
、

一
八
八
六
年
か
ら
一
九
〇
五
年
に
か
け
て
ま
と
め
た
。
歴
史
の
あ
る
キ
ュ
ー
と
い
え
ど
も
、

も
は
や
こ
の
地
域
の
植
物
を
独
占
的
に
調
査
研
究
す
る
時
代
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。 

今
日
に
お
い
て
も
、
キ
ュ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な
く
世
界
の
植
物
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
機
能
を
担
い
続
け
て
い
る
。
多
様
性
の
解
析
、
さ
ら
に
進
ん
で
そ
の
維
持
に
欠
か
せ

な
い
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア
の
植
物
に
つ
い
て
蓄
積
し
た
情
報
、
そ
れ
に
標
本
・

植
物
画
な
ど
の
資
料
は
膨
大
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
に
次
い
で
中
国
、
な
か
で
も
奥
地
で
の
調
査

を
活
発
化
さ
せ
た
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
王
立
植
物
園
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学

と
と
も
に
、
今
で
も
キ
ュ
ー
は
こ
れ
ら
地
域
の
植
物
研
究
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
研
究
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
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「
カ
ン
パ
ニ
ー
画
」
と
は

　

主
に
一
八
世
紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
中
葉
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
趣
味
に
合
わ
せ
て

イ
ン
ド
人
画
家
が
描
い
た
絵
画
を
「
カ
ン
パ
ニ
ー
画
」
と
い
う
。
こ
の
呼
称
は
、
絵
画
制

作
の
依
頼
主
が
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
わ
れ
て
イ
ン
ド
を
訪
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

人
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
当
時
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
「
カ
ン
パ
ニ
ー
（
会

社
）」
と
の
み
呼
ば
れ
、
イ
ン
ド
で
初
め
は
商
業
的
勢
力
を
築
き
、
後
に
領
土
支
配
権
力
を

有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
イ
ン
ド
会
社
の
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
目
新
し

い
イ
ン
ド
の
風
景
、
建
築
、
人
々
、
風
俗
、
動
植
物
な
ど
の
主
題
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
写
実

的
な
絵
画
様
式
で
イ
ン
ド
人
画
家
に
描
か
せ
た
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
い
う
用
語
は
、
作
品
が
描
か
れ
た
当
時
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
は

な
い
。
イ
ン
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
混
合
様
式
を
特
徴
と
す
る
一
群
の
絵
画
を
指
す
た
め

に
、
二
〇
世
紀
前
半
に
イ
ン
ド
美
術
史
家
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
様

式
は
、
イ
ン
ド
人
画
家
が
自
分
た
ち
の
絵
画
様
式
を
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ト
ロ
ン
の
要
求
に
合
わ

せ
て
変
容
さ
せ
、
彼
ら
の
求
め
る
新
た
な
主
題
を
描
い
た
結
果
生
ま
れ
た
。「
カ
ン
パ
ニ
ー

画
家
」、「
カ
ン
パ
ニ
ー
派
」、「
カ
ン
パ
ニ
ー
様
式
」
と
い
っ
た
派
生
し
た
語
用
も
見
ら
れ
る
。

　

よ
り
近
年
に
な
る
と
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
は
イ
ン
ド
の
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
イ
ギ
リ
ス

東
イ
ン
ド
会
社
が
交
易
路
や
支
配
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
中
国
、
ビ
ル
マ
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
）、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
ス
マ
ト
ラ
な
ど
の
地
域
で
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
依
頼
に
よ
り
地
元
の
画
家
（
多

く
は
中
国
人
画
家
）
が
描
い
た
絵
画
を
も
指
す
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
絵
画
も
同
じ
く
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
混
合
様
式
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
画
以
前
の
イ
ン
ド
絵
画

　

ム
ガ
ル
帝
国
は
、
一
六
世
紀
か
ら
北
イ
ン
ド
を
、
一
七
世
紀
末
か
ら
一
八
世
紀
に
は
イ

ン
ド
南
端
部
を
除
く
イ
ン
ド
亜
大
陸
を
支
配
下
に
治
め
た
。
こ
の
ム
ガ
ル
帝
国
時
代
に
は
、

宮
廷
を
中
心
に
ム
ガ
ル
画
が
栄
え
た
。
ム
ガ
ル
画
は
ペ
ル
シ
ャ
で
一
五
世
紀
頃
か
ら
発
展
し

た
細
密
画
の
流
れ
を
汲
み
、
細
か
な
線
を
用
い
た
繊
細
な
表
現
に
よ
る
装
飾
的
な
様
式
を
特

徴
と
し
、
ペ
ル
シ
ャ
の
伝
統
に
し
た
が
い
、
宮
廷
の
風
俗
や
肖
像
、
狩
猟
の
様
子
、
花
鳥
な

ど
の
世
俗
的
主
題
を
描
い
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
に
お
け
る
初
期
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
と
の
出
会
い
は
、
第
三
代
ム
ガ
ル
皇
帝
ア
ク

バ
ル
（
一
五
五
六—

一
六
〇
五
在
位
）
が
、
一
五
八
〇
年
に
ゴ
ア
か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教

師
を
招
い
た
際
、
彼
ら
が
ム
ガ
ル
宮
廷
に
西
洋
の
装
飾
写
本
、
銅
版
画
や
絵
画
を
も
た
ら

し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
つ
づ
い
て
、
第
四
代
皇
帝
ジ
ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
の
治
世
（
一
六
〇
五

—

一
六
二
七
在
位
）
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
来
訪
者
や
使
節
が
宮
廷
に
出
入
り
し
、
皇

帝
は
彼
ら
が
運
ん
で
き
た
絵
画
を
イ
ン
ド
人
宮
廷
画
家
に
模
写
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

の
主
題
は
、
キ
リ
ス
ト
、
聖
母
、
最
後
の
晩
餐
、
聖
ヨ
ハ
ネ
な
ど
で
あ
っ
た
が
、
ム
ガ
ル
人

の
宗
教
的
な
関
心
の
証
拠
と
し
て
解
釈
す
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
異
国
的
で
珍
奇
な
も
の
に

対
す
る
関
心
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
模
写
に
は
位
置
づ
け
ら
れ
な
い
、
聖
母
子
や

ネ
プ
チ
ュ
ー
ン
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ム
ガ
ル
画
も
現
存
し
て
お
り
、
宮
廷
画
家
が
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
絵
画
様
式
や
主
題
に
関
心
を
も
ち
、
自
分
た
ち
の
絵
画
様
式
に
そ
れ
を
取
り
入
れ
た
も

の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
七
世
紀
を
通
し
て
、
帝
国
の
支
配
力
の
拡
大
と
と
も
に
ム

ガ
ル
画
が
イ
ン
ド
全
土
に
影
響
を
与
え
、
ム
ガ
ル
宮
廷
に
も
た
ら
さ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画

の
影
響
も
同
時
に
伝
播
し
て
い
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
が
生
ま
れ
る
以
前
の
時
代
に
も
、
イ
ン
ド
の
ム
ガ
ル
宮
廷

で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
と
の
接
触
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
ム
ガ
ル
画
の
パ
ト
ロ
ン
と
画
家
た
ち

に
広
く
影
響
を
与
え
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
事
実
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
時
代
背
景

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
中
で
最
も
早
く
イ
ン
ド
洋
に
進
出
し
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
あ
っ

た
が
、
一
七
世
紀
に
な
る
と
オ
ラ
ン
ダ
が
バ
タ
ヴ
ィ
ア
（
ジ
ャ
ワ
）
を
拠
点
に
イ
ン
ド
洋
貿

易
を
支
配
し
た
。
そ
の
た
め
、
一
六
〇
〇
年
に
設
立
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
、

イ
ン
ド
半
島
へ
の
進
出
に
精
力
を
集
中
し
た
。
し
か
し
、
進
出
当
初
は
ム
ガ
ル
皇
帝
か
ら

帝
国
内
に
自
由
に
商
館
を
建
設
し
、
貿
易
を
行
う
包
括
的
な
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

東
イ
ン
ド
会
社
は
、
地
方
の
支
配
者
か
ら
個
別
に
商
館
設
置
の
権
利
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

一
七
世
紀
初
頭
に
は
、
南
イ
ン
ド
東
側
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
の
マ
ス
リ
パ
タ
ム
（
マ
チ
リ
パ

ト
ナ
ム
）
と
北
西
部
の
港
湾
都
市
ス
ー
ラ
ト
に
商
館
を
建
設
し
、
コ
シ
ョ
ウ
を
は
じ
め
と
す

る
香
辛
料
の
輸
入
貿
易
の
足
が
か
り
を
築
い
た
。

　

一
七
世
紀
中
葉
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
コ
ロ
マ
ン
デ
ル
海
岸
沿
い
の
マ

ド
ラ
ス
（
チ
ェ
ン
ナ
イ
）
に
商
館
を
建
設
し
た
。
ム
ガ
ル
支
配
の
及
ば
な
か
っ
た
マ
ド
ラ
ス

は
急
速
に
貿
易
拠
点
と
し
て
発
達
す
る
。
一
七
世
紀
後
半
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
商
業
革

命
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
貿
易
も
増
加
し
て
い
っ
た
。
輸
入
品
は
香
辛
料

の
他
に
、
木
綿
や
絹
、
コ
ー
ヒ
ー
や
茶
が
加
わ
り
、
多
様
化
し
て
い
っ
た
。
イ
ン
ド
西
海
岸

の
ボ
ン
ベ
イ
（
ム
ン
バ
イ
）、
東
部
の
カ
ル
カ
ッ
タ
（
コ
ル
カ
タ
）
が
一
七
世
紀
末
ま
で
に

貿
易
拠
点
に
加
わ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
の
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
地
方
は
、物
産
が
豊
か
で
あ
っ
た
が
、

西
や
南
イ
ン
ド
に
比
べ
、
ム
ガ
ル
支
配
が
深
く
根
を
下
ろ
し
て
お
り
、
外
国
の
商
社
が
容
易

に
入
り
込
め
な
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
。

　

ム
ガ
ル
帝
国
全
盛
期
を
築
い
た
第
六
代
皇
帝
ア
ウ
ラ
ン
グ
ゼ
ー
ブ
（
一
六
五
八—

一
七
〇
七
在
位
）
の
死
去
以
降
、
一
八
世
紀
に
は
帝
国
が
衰
退
す
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
イ

ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
海
港
都
市
の
マ
ド
ラ
ス
、
ボ
ン
ベ
イ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
三
大
拠

点
か
ら
内
陸
部
へ
と
勢
力
を
拡
大
し
た
。
商
社
で
は
あ
る
が
、
反
対
勢
力
に
対
抗
す
る
た

め
軍
事
的
な
強
化
が
必
要
と
さ
れ
た
東
イ
ン
ド
会
社
に
は
、
会
社
軍
が
組
織
さ
れ
て
い
た
。

一
七
五
七
年
に
ベ
ン
ガ
ル
地
方
で
起
こ
っ
た
プ
ラ
ッ
シ
ー
の
戦
い
で
、
ベ
ン
ガ
ル
太
守
と
フ

ラ
ン
ス
の
連
合
軍
に
勝
利
し
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
は
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
こ
れ
ま

で
の
商
業
的
進
出
に
代
わ
り
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
領
土
的
お
よ
び
行
政
的
進
出
に
舵
を
切
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
時
代
背
景
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
が
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
が

あ
る
。
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
広
く
イ
ン
ド
で
統
治
的
役
割
を
果
た
す
よ
う

に
な
る
と
、
イ
ン
ド
へ
の
旅
は
も
は
や
冒
険
で
は
な
く
な
り
、
数
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
が
イ

ン
ド
を
訪
れ
た
。
彼
ら
は
東
イ
ン
ド
会
社
の
一
般
社
員
、
会
社
軍
の
士
官
、
医
師
、
弁
護
士

で
あ
り
、
し
ば
し
ば
妻
子
を
伴
っ
た
。
こ
れ
ら
の
高
い
教
育
を
受
け
た
人
々
や
文
化
的
素

養
を
も
っ
た
人
々
は
、
当
時
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
流
行
し
て
い
た
「
ピ
ク
チ
ャ
レ
ス
ク
」
や
「
エ

キ
ゾ
テ
ィ
ッ
ク
」
と
い
う
関
心
を
共
有
し
、
イ
ン
ド
の
風
景
や
風
俗
を
絵
に
描
か
せ
る
パ
ト

ロ
ン
と
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
ム
ガ
ル
帝
国
の
衰
退
は
、
こ
れ
ま
で
宮
廷
で
ム
ガ
ル
画
を
描
い
て
い
た
イ

ン
ド
人
画
家
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
の
衰
退
を
意
味
し
て
い
た
。
画
家
は
ム
ガ
ル
帝
国
の
宮
廷
を

離
れ
、
地
方
の
王
国
で
の
仕
事
を
求
め
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
、
彼
ら
は

ム
ガ
ル
帝
国
首
都
で
あ
る
北
イ
ン
ド
の
デ
リ
ー
か
ら
東
部
の
パ
ト
ナ
や
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
、
ム

ガ
ル
帝
国
が
統
治
し
て
い
た
南
イ
ン
ド
内
陸
部
の
ハ
イ
デ
ラ
バ
ー
ド
か
ら
タ
ン
ジ
ョ
ー
ル

（
タ
ン
ジ
ャ
ー
ヴ
ー
ル
）
や
マ
ド
ラ
ス
へ
と
移
動
し
た
。
宮
廷
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
画
家

た
ち
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
の
拠
点
や
貿
易
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
都
市
で

は
、
何
か
の
職
に
あ
り
つ
け
る
と
考
え
、
実
際
に
イ
ギ
リ
ス
人
と
い
う
新
た
な
パ
ト
ロ
ン
と

出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
絵
画
的
特
徴

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
特
徴
は
、絵
画
の
主
題
、様
式
、材
料
に
起
こ
っ
た
変
化
に
見
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
主
題
は
、
大
き
く
分
け
て
、
風
景
画
、
肖
像
画
、
風
俗
画
、
博
物
画
の
四
つ
に
分

類
で
き
る
。
類
似
の
主
題
や
モ
チ
ー
フ
が
ム
ガ
ル
画
に
見
ら
れ
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た

が
、
肖
像
画
を
除
き
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
求
め
た
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
主
題
は
、
基
本
的
に
イ
ン

ド
人
画
家
に
と
っ
て
新
た
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
っ
た
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
画
が
描
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
半
ば
ま
で
に
は
、

テ
ィ
リ
ー
・
ケ
ト
ル
（
一
七
三
五—

一
七
八
六
）、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ホ
ッ
ジ
ス
（
一
七
四
四

—

一
七
九
七
）、
ト
ー
マ
ス
・
ダ
ニ
エ
ル
（
一
七
四
九—

一
八
四
〇
）
や
甥
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ダ
ニ
エ
ル
（
一
七
六
九—

一
八
三
七
）
な
ど
の
イ
ギ
リ
ス
人
専
門
画
家
が
イ
ン
ド
を
訪
れ
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
写
実
的
な
様
式
に
よ
る
風
景
画
や
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
イ
ギ
リ

ス
人
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
の
描
い
た
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
同
様
の
主
題
の
絵
画
も
多
数
存
在
す

る
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
は
、
地
理
や
建
築
を
描
き
、
記
録
す
る
技
術
が
植
民
地

支
配
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
に
着
任
す
る
た
め

に
、
素
描
お
よ
び
水
彩
画
の
公
式
訓
練
を
受
け
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
、
イ
ン
ド
に
伴
わ
れ

カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
植
物
画
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た
イ
ギ
リ
ス
人
女
性
は
、
趣
味
や
教
養
と
し
て
、
し
ば
し
ば
家
庭
で
の
専
門
画
家
に
よ
る
素

描
や
水
彩
画
の
手
ほ
ど
き
の
経
験
を
も
っ
て
い
た
。

な
ぜ
イ
ギ
リ
ス
人
が
自
分
た
ち
で
描
く
絵
画
に
飽
き
足
ら
ず
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
需
要
が

高
ま
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
、
主
題
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
、
自
分
た

ち
の
求
め
る
主
題
を
よ
り
正
確
に
描
写
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
よ
り
熟
知
し
て
い
る
イ

ン
ド
人
画
家
に
描
か
せ
た
方
が
よ
い
こ
と
に
気
づ
く
の
に
そ
う
時
間
は
か
か
ら
な
か
っ
た
。

特
に
、
外
国
人
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
の
手
に
負
え
な
か
っ
た
も
の
、
例
え
ば
、
宗
教
儀
式
、

人
々
の
纏
う
衣
装
や
カ
ー
ス
ト
別
の
仕
事
の
風
俗
画
、
面
会
が
困
難
で
あ
っ
た
地
元
の
支
配

者
の
肖
像
画
な
ど
は
、
真
っ
先
に
イ
ン
ド
人
画
家
に
託
さ
れ
、
彼
ら
は
外
国
人
に
隠
さ
れ
て

い
る
正
真
正
銘
の
イ
ン
ド
人
の
生
活
を
描
き
出
し
た
。

　

次
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
様
式
は
、
イ
ン
ド
の
社
会
や
自
然
の
光
景
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度

か
ら
客
観
的
に
観
察
し
、
写
実
的
に
描
い
て
い
る
点
を
特
徴
と
す
る
。
も
と
も
と
は
ム
ガ
ル

宮
廷
画
家
で
あ
っ
た
イ
ン
ド
人
画
家
は
、
よ
り
装
飾
的
な
様
式
を
用
い
て
い
た
が
、
イ
ギ
リ

ス
人
パ
ト
ロ
ン
の
求
め
に
応
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
様
式
を
取
り
込
み
、
自
分
た
ち
の
従

来
の
様
式
を
変
化
さ
せ
た
。
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
伝
統
的
な
イ
ン
ド
絵
画
と
の
技
法
に
関
す
る

顕
著
な
違
い
は
、
前
者
は
対
象
の
観
察
に
基
づ
き
、
鉛
筆
や
イ
ン
ク
に
よ
る
ス
ケ
ッ
チ
を
初

め
に
施
し
て
い
る
の
に
対
し
、
後
者
は
直
接
絵
具
を
塗
布
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
点

で
あ
る
。

　

こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
様
式
や
技
法
の
伝
授
は
、
先
に
挙
げ
た
イ
ギ
リ
ス
人
専
門
画
家

や
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ア
マ
チ
ュ
ア
画
家
か
ら
直
接
的
に
行
わ
れ
た
の
に
加
え
、
イ
ン
ド
人
画

家
は
当
時
、
イ
ン
ド
に
持
ち
込
ま
れ
た
書
物
等
を
通
じ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
を
見
る
機
会
が

格
段
に
増
加
し
、
そ
れ
ら
を
手
本
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
九
世
紀
に
入
っ
て
も
、
イ
ン
ド
人

画
家
が
模
倣
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
は
一
八
世
紀
の
も
の
が
多
か
っ
た
た
め
、
こ
の
頃
の
カ

ン
パ
ニ
ー
画
に
現
れ
た
様
式
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
同
時
代
性
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
も

一
つ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
様
式
的
特
徴
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
特
徴
は
、
主
題
や
様
式
だ
け
で
な
く
、
材
料
に
変
化
が
も
た

ら
さ
れ
た
点
も
重
要
で
あ
る
。
イ
ン
ド
人
画
家
は
グ
ア
ッ
シ
ュ
に
変
わ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
人

パ
ト
ロ
ン
か
ら
与
え
ら
れ
た
水
彩
絵
具
を
使
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
従
来
の
ム

ガ
ル
画
の
光
沢
の
あ
る
色
彩
に
対
し
、
色
味
を
抑
え
、
色
調
を
調
整
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

薄
付
き
で
透
明
感
の
あ
る
仕
上
が
り
が
可
能
に
な
っ
た
。
水
彩
絵
具
は
、
遠
近
法
に
加
え
、

陰
影
法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
可
能
に
し
た
。
絵
具
に
加
え
紙
も
ま
た
、
従
来
使
わ
れ
て
き

た
「
ワ
ス
リ
」
と
呼
ば
れ
る
手
漉
き
紙
に
変
わ
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入
さ
れ
た
機
械
漉

き
の
滑
ら
か
な
紙
が
用
い
ら
れ
た
。

　

ム
ガ
ル
画
の
訓
練
を
受
け
た
イ
ン
ド
人
画
家
た
ち
は
、
高
度
な
絵
画
技
術
を
有
す
る
専
門

家
集
団
で
あ
っ
た
。
こ
の
技
量
が
、
イ
ギ
リ
ス
人
の
求
め
る
新
た
な
主
題
と
様
式
、
そ
し
て

材
料
を
受
容
し
、
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ト
ロ
ン
た
ち
の
需
要
を
容
易
に
満
た
す
素
地
と
な
っ
て
い

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
最
大
の
特
徴
が
「
イ
ン
ド
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
の
混
合
様
式
」
で
あ
る
の
は
、
イ
ン
ド
人
画
家
が
完
全
に
自
分
た
ち
独
自
の
様
式
を

捨
て
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
対
象
の
細
部
を

充
分
に
観
察
す
る
こ
と
な
く
自
己
流
の
デ
ザ
イ
ン
感
覚
で
描
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
例

や
、
グ
ア
ッ
シ
ュ
か
ら
水
彩
絵
具
に
材
料
を
変
え
て
も
絵
具
が
平
坦
に
厚
塗
り
さ
れ
て
い
る

作
例
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
地
域
的
伝
播
と
終
焉

　

カ
ン
パ
ニ
ー
画
は
そ
の
需
要
と
供
給
、
つ
ま
り
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ト
ロ
ン
と
イ
ン
ド
人
画
家

と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
発
展
し
て
い
っ
た
。
こ
の
現
象
は
イ
ン
ド
内
の
一
地
域
に
限
定
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
徐
々
に
広
範
囲
に
伝
播
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

　

一
八
世
紀
初
頭
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
が
初
め
て
制
作
さ
れ
た
の
は
南
イ
ン
ド
の
マ
ド
ラ
ス
管

区
で
あ
る
と
い
う
。
マ
ド
ラ
ス
は
、
ボ
ン
ベ
イ
、
カ
ル
カ
ッ
タ
と
合
わ
せ
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ

ン
ド
会
社
の
三
拠
点
で
あ
り
、
こ
の
中
で
最
も
早
い
一
七
世
紀
中
葉
に
商
館
が
作
ら
れ
た
。

マ
ド
ラ
ス
の
近
く
に
は
タ
ン
ジ
ョ
ー
ル
と
い
う
伝
統
的
な
イ
ン
ド
絵
画
の
拠
点
が
あ
り
、
画

家
た
ち
は
一
八
世
紀
後
半
に
入
る
と
自
分
た
ち
の
様
式
を
イ
ギ
リ
ス
人
の
好
み
に
合
う
よ

う
に
調
整
し
て
い
っ
た
。

　

次
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
が
現
れ
る
の
は
東
イ
ン
ド
で
あ
る
。
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
北
へ
約

百
八
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
に
位
置
す
る
ム
ル
シ
ダ
ー
バ
ー
ド
は
、
ム
ガ
ル
帝
国
の
東

イ
ン
ド
地
方
長
官
で
あ
る
ベ
ン
ガ
ル
太
守
の
い
る
首
都
で
あ
っ
た
。
こ
の
ム
ル
シ
ダ
ー
バ
ー

ド
の
画
家
た
ち
が
一
七
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代
に
か
け
て
イ
ギ
リ
ス
人
向
け
に
販
売
用

の
絵
画
を
制
作
し
、
こ
れ
が
カ
ル
カ
ッ
タ
や
パ
ト
ナ
に
お
け
る
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
隆
盛
を
導

い
た
と
い
う
。

　

一
九
世
紀
初
頭
に
は
、
北
イ
ン
ド
、
ム
ガ
ル
帝
国
の
首
都
で
あ
っ
た
デ
リ
ー
の
画
家
や
、

第
五
代
皇
帝
シ
ャ
ー
・
ジ
ャ
ハ
ー
ン
（
一
六
二
八—

一
六
五
八
在
位
）
が
タ
ー
ジ
・
マ
ハ
ル

廟
を
作
っ
た
ア
ー
グ
ラ
の
画
家
た
ち
が
、
地
域
色
あ
る
自
分
た
ち
の
様
式
を
発
展
さ
せ
た
。

　

そ
し
て
、
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
西
イ
ン
ド
に
も
カ
ン
パ
ニ
ー
画
は
伝
播
し
て
い
た
と

い
う
。
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
三
拠
点
の
一
つ
で
あ
る
ボ
ン
ベ
イ
管
区
は
一
八
世
紀
後

半
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
そ
の
政
治
的
な
重
要
性
に
対
し
、
文
化
的
に
は
あ
ま
り

目
立
っ
た
と
こ
ろ
が
な
い
と
言
わ
れ
、
西
イ
ン
ド
へ
の
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
伝
播
も
商
館
建
設

の
順
番
に
比
し
て
遅
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
は
イ
ン
ド
内
の
南
、
東
、
北
、
西
と
、
広
範
囲
に
わ
た
る

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
へ
と
順
々
に
伝
播
し
て
い
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
先
述
の
よ
う
に
、
カ
ン

パ
ニ
ー
画
は
主
題
と
様
式
、
材
料
に
お
い
て
、
一
つ
の
共
通
す
る
特
徴
を
有
す
る
が
、
こ
の

伝
播
に
お
け
る
地
域
的
・
時
間
的
広
が
り
を
考
え
る
と
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
中
に
も
、
様
式

の
発
展
の
違
い
や
多
様
な
地
方
色
が
あ
っ
た
理
由
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

　

イ
ギ
リ
ス
人
向
け
の
カ
ン
パ
ニ
ー
画
は
、
一
九
世
紀
を
通
じ
て
、
イ
ン
ド
国
内
だ
け
で
な

く
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
勢
力
を
伸
ば
し
た
南
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ
ア
地
域
に
ま
で
広

が
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
的
な
伝
播
の
拡
大
の
一
方
で
、
一
九
世
紀
中
葉
に
は

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
終
焉
を
も
た
ら
す
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
。

そ
の
一
つ
は
、
写
真
の
導
入
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
銀
板
写
真
が
発
明
さ
れ
た
翌

年
の
一
八
四
〇
年
に
は
、
早
く
も
イ
ン
ド
に
写
真
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
イ
ン
ド
の

風
景
や
風
俗
、
動
植
物
な
ど
を
正
確
に
写
し
取
り
、
記
録
す
る
た
め
の
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
役

割
は
、
徐
々
に
写
真
技
術
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
解
散
で
あ
る
。
一
八
世

紀
中
葉
に
商
社
か
ら
軍
事
的
支
配
者
に
転
化
し
た
東
イ
ン
ド
会
社
に
対
し
、
そ
の
強
引
な
植

民
地
経
営
に
対
す
る
反
発
が
次
第
に
強
ま
る
と
、
一
八
五
七
年
に
セ
ポ
イ
の
反
乱
（
シ
パ
ー

ヒ
ー
の
戦
い
）
が
起
こ
る
。
セ
ポ
イ
と
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
軍
が
雇
っ
た
イ
ン
ド
人
傭
兵
で

あ
り
、
二
年
間
に
わ
た
り
、
広
範
囲
を
包
摂
し
た
民
族
運
動
と
し
て
大
反
乱
が
起
こ
っ
た
。

東
イ
ン
ド
会
社
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
に
救
援
を
頼
ん
で
鎮
圧
に
あ
た
っ
た
が
、
そ
の
責
任
を
問

わ
れ
、
最
終
的
に
大
反
乱
が
鎮
定
さ
れ
る
前
の
一
八
五
八
年
に
解
散
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
以

降
、
イ
ン
ド
は
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
直
接
的
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
、
東
イ
ン
ド
会

社
が
株
主
等
へ
の
残
務
整
理
を
最
終
的
に
果
た
し
終
え
る
と
、
一
八
七
七
年
に
イ
ギ
リ
ス
領

イ
ン
ド
帝
国
が
成
立
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
は
一
九
世
紀
中
葉
か
ら
そ
の
需
要
と
パ
ト
ロ
ン
が
衰
退
す

る
と
、
そ
の
後
、
生
き
残
る
運
命
に
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

博
物
画
の
隆
盛

　

つ
づ
い
て
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
重
要
な
主
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
博
物
画
に
つ
い
て
、
そ
の

描
か
れ
た
背
景
や
特
色
に
焦
点
を
当
て
る
。
博
物
画
が
イ
ン
ド
で
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
一
八
世
紀
後
半
で
あ
る
。
イ
ン
ド
人
の
生
活
を
主
題
と
し
た
風
俗
画
の
最
も

早
い
作
例
は
一
七
世
紀
ま
で
遡
る
の
に
比
べ
、博
物
画
は
や
や
遅
い
。
こ
の
理
由
と
し
て
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
科
学
や
産
業
の
発
展
期
に
呼
応
す
る
と
い
う
事
実
と
と
も
に
、
後
述

の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
が
イ
ン
ド
の
動
植
物
に
経
済
的
価
値
を
見
出
し
た
こ

と
が
大
き
く
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

博
物
画
は
パ
ト
ロ
ン
の
種
類
に
よ
っ
て
、
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
つ
は
、
個

人
が
自
分
の
楽
し
み
や
興
味
の
た
め
に
収
集
し
た
も
の
、
も
う
一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン

ド
会
社
が
学
術
研
究
目
的
に
よ
り
雇
用
し
て
い
た
博
物
学
者
の
仕
事
と
し
て
収
集
し
た
も

の
で
あ
る
。
特
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
は
、
何
人
か
の
イ
ン
ド
人
画
家
が
特
定
の
個
人
パ
ト
ロ

ン
や
東
イ
ン
ド
会
社
と
の
間
に
特
別
な
関
係
性
を
形
成
し
、
博
物
画
家
集
団
を
形
成
し
た
。

彼
ら
の
名
前
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
が
、
一
部
の
画
家
は
書
き
付
け
に
よ
り
名
前
が
わ

か
る
場
合
が
あ
る
。

　

初
め
に
イ
ン
ド
人
画
家
が
イ
ン
ド
の
動
植
物
を
描
い
た
博
物
画
を
求
め
た
の
は
個
人
収

集
家
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
カ
ル
カ
ッ
タ
の
最
高
裁
判
所
主
席
判
事
エ
リ
ア
・
イ
ン
ピ
ー
卿

夫
人
が
イ
ン
ド
人
画
家
を
一
七
七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
前
半
に
雇
い
入
れ
、
鳥
や
動
物
、

昆
虫
や
植
物
の
絵
を
描
か
せ
て
い
た
。
こ
の
画
家
と
し
て
、
パ
ト
ナ
出
身
で
ム
ガ
ル
画
の

技
法
を
伝
え
る
家
系
の
シ
ャ
イ
フ
・
ザ
イ
ン
・
ア
ッ
デ
ィ
ー
ン
の
名
前
が
判
明
し
て
お
り
、

ほ
か
二
人
の
画
家
が
手
助
け
を
し
て
い
た
と
い
う
。

　

博
物
画
の
個
人
パ
ト
ロ
ン
が
出
現
す
る
一
方
で
、
一
八
世
紀
終
わ
り
に
な
る
と
、
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
専
属
の
博
物
学
者
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
経
営
的
関
心

か
ら
、
東
方
で
の
動
物
相
や
植
物
相
の
調
査
に
経
済
的
な
価
値
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。
特
に
植
物
学
は
、
固
有
の
植
物
相
に
乏
し
い
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
、
新
た
な
園

芸
種
の
開
拓
や
森
林
保
護
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
薬
の
開
発
に
も
役
立
つ
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
こ
で
、
東
イ
ン
ド
会
社
は
熱
心
に
博
物
学
的
調
査
を
支
援
し
、
そ
の
研
究
成
果
の
出

版
を
手
掛
け
た
。

　

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
の
博
物
学
者
の
多
く
は
、
医
師
や
会
社
軍
の
技
師
で
あ
っ

た
。
イ
ギ
リ
ス
で
植
物
学
や
動
物
学
を
修
め
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
が
、
共
通
す

る
重
要
な
点
は
、
彼
ら
が
訓
練
さ
れ
た
科
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
は

そ
れ
を
見
込
ん
で
、
彼
ら
を
博
物
学
に
関
係
し
た
特
別
な
任
務
に
就
け
た
。
そ
の
結
果
と
し

て
、
彼
ら
の
中
か
ら
卓
越
し
た
博
物
学
者
が
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
ら
は
イ
ン
ド
人
画

家
に
根
気
強
く
学
術
的
な
観
察
の
仕
方
を
教
え
、
そ
れ
に
基
づ
き
、
博
物
画
を
描
く
よ
う
に

監
督
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
博
物
学
に
対
す
る
経
営
的
関
心
を
示
す
重
要
な
動
き
の
一
つ

に
、
植
物
園
の
設
置
が
あ
る
。
植
物
園
は
植
民
地
の
拡
大
と
結
び
つ
い
て
い
た
。
カ
ル
カ
ッ

タ
で
は
、
近
郊
の
フ
グ
リ
川
に
面
し
た
シ
ブ
プ
ー
ル
に
あ
っ
た
、
ベ
ン
ガ
ル
歩
兵
隊
中
佐
の

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ッ
ド
（
一
七
四
六—

一
七
九
三
）
が
作
っ
た
個
人
植
物
園
を
東
イ
ン
ド
会
社

が
引
き
継
ぎ
、
拡
大
す
る
か
た
ち
で
、
一
七
八
七
年
、
会
社
に
よ
る
植
物
園
運
営
に
乗
り
出

し
た
。
園
の
名
誉
監
督
と
な
っ
た
キ
ッ
ド
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
直
営
の
植
物
園
に
つ
い
て
、

単
に
珍
し
い
植
物
を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
現
地
住
民
と
イ
ギ
リ
ス
国
民
に
利
益
を
も
た
ら

し
、
イ
ギ
リ
ス
の
貿
易
と
富
の
拡
大
に
役
立
つ
べ
き
だ
と
の
考
え
を
示
し
て
い
た
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
し
て
描
か
れ
た
博
物
画
に
見
ら
れ
る
、
イ
ン
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
混

合
様
式
に
は
、
そ
の
主
題
が
イ
ン
ド
人
画
家
に
と
っ
て
新
規
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
モ
チ
ー

フ
と
し
て
は
慣
れ
親
し
ん
で
い
た
と
い
う
点
が
影
響
し
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
雇
い
入
れ

た
イ
ン
ド
人
博
物
画
家
は
基
本
的
に
元
ム
ガ
ル
宮
廷
画
家
で
あ
り
、
博
物
画
は
ム
ガ
ル
画
の

主
題
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
花
鳥
の
モ
チ
ー
フ
は
伝
統
的
に
描
か
れ
て
お
り
、
ム
ガ
ル

皇
帝
の
中
に
は
特
に
そ
れ
に
興
味
を
抱
く
者
が
い
た
。
例
え
ば
、
一
七
世
紀
初
頭
、
皇
帝
ジ
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ャ
ハ
ー
ン
ギ
ー
ル
は
鳥
や
動
物
、
植
物
を
好
み
、
多
く
の
画
家
に
そ
れ
ら
を
描
か
せ
た
。
そ

の
よ
う
な
影
響
も
あ
り
、
博
物
画
を
描
く
こ
と
に
な
っ
た
イ
ン
ド
人
画
家
た
ち
は
動
植
物
モ

チ
ー
フ
を
描
く
経
験
や
そ
れ
ら
に
対
す
る
感
受
性
を
既
に
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
と
言
え
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
ム
ガ
ル
画
に
お
け
る
動
植
物
の
表
現
は
イ
ギ
リ
ス
人
の
博
物
学
者
を
満
足

さ
せ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
技
巧
的
で
装
飾
的
過
ぎ
る
と
考

え
、
イ
ン
ド
人
画
家
た
ち
に
観
察
に
基
づ
く
厳
密
な
正
確
さ
と
各
部
分
の
詳
細
を
描
く
こ
と

を
求
め
た
。
今
日
の
判
断
基
準
で
は
、
ム
ガ
ル
画
の
動
植
物
は
美
し
く
見
事
に
描
か
れ
て
お

り
、
そ
の
特
徴
を
捉
え
る
の
に
成
功
し
て
い
る
と
も
言
え
る
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち

に
と
っ
て
は
、
輪
郭
を
捉
え
る
規
則
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
イ
ン
ド
人
画
家
た
ち
は
時
に

自
分
の
感
覚
に
よ
り
筆
を
走
ら
せ
る
た
め
、
科
学
的
な
法
則
が
な
い
と
い
っ
た
不
満
も
記
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
他
の
主
題
の
ど
れ
よ
り
も
科
学
的
な
正
確
さ
を
求
め
た
イ
ギ

リ
ス
人
パ
ト
ロ
ン
博
物
学
者
の
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
人
画
家
は
ム
ガ
ル
画
で
描

い
て
い
た
モ
チ
ー
フ
ゆ
え
に
部
分
的
に
自
己
流
の
描
き
方
に
傾
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う

の
は
博
物
画
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
り
、
結
果
的
に
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
目
か
ら
見
る
と
作
品

の
興
味
深
い
点
と
も
な
っ
て
い
る
。

植
民
地
植
物
園
の
植
物
画

　

博
物
画
の
な
か
で
も
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
植
民
地
植
物
園
で
描
か
れ
た
植
物
画

は
、
質
お
よ
び
量
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
仕
事
と
な
っ
て
い
る
。
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
用
さ

れ
た
イ
ン
ド
人
画
家
は
初
め
、
技
師
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
地
図
製
作
や
建
築
素
描
の

訓
練
を
受
け
、
ペ
ン
と
イ
ン
ク
の
使
い
方
か
ら
、
も
の
の
大
き
さ
や
距
離
を
記
録
し
、
建

物
の
正
確
な
図
面
を
起
こ
す
技
術
ま
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
絵
画
技
術
を
習
得
し
て
い
っ
た
。

そ
の
中
で
、
特
定
の
東
イ
ン
ド
会
社
の
機
関
に
雇
わ
れ
、
よ
り
高
度
に
専
門
的
な
仕
事
に
従

事
す
る
者
が
現
れ
た
。
そ
の
代
表
例
が
、
上
述
の
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
な
ど
、
植
民
地
植
物

園
で
植
物
画
を
描
い
た
カ
ン
パ
ニ
ー
画
家
で
あ
る
。
こ
の
画
家
た
ち
が
、
東
イ
ン
ド
会
社

専
属
の
博
物
学
者
の
監
督
の
も
と
に
植
物
画
を
描
き
、
そ
れ
が
本
国
東
イ
ン
ド
会
社
に
次
々

と
送
ら
れ
た
。

植
民
地
植
物
園
で
活
躍
し
た
植
物
学
者
と
し
て
最
も
重
要
な
人
物
の
一
人
に
、
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
ロ
ク
ス
バ
ラ
（
一
七
五
一—

一
八
一
五
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
一
七
九
三
年
に
キ
ッ
ド
が

逝
去
す
る
と
、
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
に
は
正
式
な
監
督
者
と
し
て
ロ
ク
ス
バ
ラ
が
任
命
さ
れ

る
。
ロ
ク
ス
バ
ラ
は
医
師
と
し
て
一
七
七
六
年
に
イ
ン
ド
に
赴
き
、
植
物
学
の
知
識
を
深
め

る
と
、
一
七
八
一
年
か
ら
南
イ
ン
ド
の
サ
マ
ル
コ
ッ
ト
（
サ
マ
ー
ラ
コ
タ
）
植
物
園
の
管
理

を
担
当
し
た
。
そ
こ
で
は
マ
ド
ラ
ス
管
区
の
実
験
拠
点
と
し
て
、
コ
シ
ョ
ウ
や
タ
バ
コ
な
ど

が
育
成
さ
れ
て
い
た
。
初
め
て
大
掛
か
り
に
イ
ン
ド
の
植
物
相
の
調
査
を
行
っ
た
ロ
ク
ス
バ

ラ
は
、
サ
マ
ル
コ
ッ
ト
時
代
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
専
属
植
物
学
者
と
し
て
イ

ン
ド
の
植
物
相
の
記
載
を
始
め
て
お
り
、
そ
の
仕
事
は
カ
ル
カ
ッ
タ
に
移
っ
た
後
も
同
様

に
、
整
然
と
系
統
立
て
て
行
わ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
植
物
標
本
に
番
号
を
振
り
、
同
時
に
植

物
画
を
制
作
さ
せ
、
そ
こ
に
同
じ
番
号
を
付
し
た
。

ロ
ク
ス
バ
ラ
の
こ
の
方
法
は
、植
物
学
者
ヨ
ハ
ン
・
ゲ
ル
ハ
ル
ト
・
ケ
ー
ニ
ッ
ヒ（
一
七
二
八

—

一
七
八
五
）や
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
顧
問
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス（
一
七
四
三

—

一
八
二
〇
）
が
植
物
標
本
を
採
取
す
る
と
す
ぐ
に
記
録
を
取
り
、
植
物
画
を
残
し
て
い
た

の
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ロ
ク
ス
バ
ラ
は
イ
ン
ド
人
画
家
を
訓
練
し
て
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
自
身
の
監
督
の
も
と
に
植
物
園
に
て
標
本
を
描
か
せ
た
。
ロ
ク
ス
バ
ラ
が
イ
ン
ド
人
画

家
に
描
か
せ
た
植
物
画
は
数
点
を
除
き
、
す
べ
て
生
き
た
植
物
を
繰
り
返
し
観
察
し
、
吟
味

し
な
が
ら
記
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
ロ
ク
ス
バ
ラ
の
方
式
に
倣
い
、
多
く
の
植
物
学
者
が
同
様
に
植
物
画
を
制
作
さ
せ

た
。
ロ
ク
ス
バ
ラ
の
方
式
は
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
で
、
一
八
一
三
年
の
彼
の
引
退
後
も
二
〇

年
以
上
に
わ
た
り
引
き
継
が
れ
た
。
一
八
一
三
年
か
ら
一
七
年
の
間
は
、
複
数
人
の
監
督

者
が
任
命
さ
れ
て
い
た
た
め
、
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
で
は
運
営
的
に
や
や
混
乱
が
見
ら
れ

た
も
の
の
、
植
物
園
専
属
画
家
チ
ー
ム
の
仕
事
は
続
け
ら
れ
た
と
い
う
。
一
八
一
七
年
に

植
物
園
監
督
に
就
任
し
た
の
が
、
デ
ン
マ
ー
ク
出
身
の
医
師
で
植
物
学
者
の
ナ
サ
ニ
エ
ル
・

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
（
一
七
八
六—

一
八
五
四
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
も
と
で
、

カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
イ
ン
ド
人
画
家
の
チ
ー
ム
は
体
系
立
っ
た
イ
ン
ド
の
植
物
相
の
記

録
を
取
り
続
け
た
。

　

ロ
ク
ス
バ
ラ
の
監
督
の
下
に
描
か
れ
た
植
物
画
に
は
画
家
の
名
前
を
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
画
家
の
名
前
を
確
認
で
き
る
も
の
が
あ
る
。
当

時
、
最
も
卓
越
し
た
画
家
の
チ
ー
ム
は
こ
の
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
に
い
た
と
言
わ
れ
る
。
な

か
で
も
抜
き
ん
出
て
い
た
画
家
と
し
て
、
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
の
名
前
が
残
さ
れ
て
い

る
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
一
八
二
〇
年
か
ら
二
一
年
に
ネ
パ
ー
ル
、
一
八
二
二
年
に
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
と
ペ
ナ
ン
、
一
八
二
五
年
に
は
ア
ワ
ド
（
現
ウ
ッ
タ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
）
の
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
麓
、
一
八
二
六
年
と
二
七
年
に
は
ビ
ル
マ
に
植
物
調
査
に
出
か
け
て
い
る
。
こ
の
時

に
彼
は
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
を
伴
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

カ
ル
カ
ッ
タ
に
比
べ
る
と
規
模
こ
そ
小
さ
か
っ
た
が
、
北
イ
ン
ド
の
サ
ハ
ラ
ン
プ
ー
ル
植

物
園
も
同
様
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
サ
ハ
ラ
ン
プ
ー
ル
植
物
園
は
も
と
も
と
ム
ガ
ル
帝

国
に
よ
っ
て
一
八
世
紀
中
葉
に
作
ら
れ
た
が
、
帝
国
の
没
落
に
よ
り
、
一
八
一
八
年
に
東
イ

ン
ド
会
社
の
所
有
と
な
り
、
薬
草
の
栽
培
拠
点
と
な
っ
た
。
ジ
ョ
ン
・
フ
ォ
ー
ブ
ス
・
ロ
イ

ル
（
一
七
九
九—
一
八
五
八
）
は
こ
の
植
物
園
の
管
理
を
担
当
し
、カ
ル
カ
ッ
タ
と
同
じ
く
、

イ
ン
ド
人
画
家
を
雇
い
入
れ
、
植
物
標
本
と
植
物
画
の
記
録
を
取
っ
た
。
ロ
イ
ル
は
東
イ
ン

ド
会
社
専
属
の
軍
医
で
あ
り
、
一
八
一
九
年
か
ら
二
三
年
に
は
ベ
ン
ガ
ル
の
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
過
ご
し
、
薬
用
植
物
と
そ
の
地
理
分
布
に
興
味
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
ロ
イ
ル
は
二

つ
の
病
院
と
と
も
に
、
植
物
園
の
管
理
を
担
当
し
た
。

ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
パ
サ
ウ
ド
は
サ
ハ
ラ
ン
プ
ー
ル
植
物
園
で
も
名
前
を
残
し
て
い
る
。
ロ
イ
ル

は
雇
い
入
れ
た
イ
ン
ド
人
画
家
の
仕
事
に
完
全
に
は
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
ウ
ォ
ー

リ
ッ
ク
が
休
暇
を
取
っ
て
い
た
一
八
二
八
年
に
サ
ハ
ラ
ン
プ
ー
ル
植
物
園
に
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ

パ
サ
ウ
ド
を
呼
び
寄
せ
、
植
物
画
を
描
か
せ
た
。
ロ
イ
ル
の
著
作
の
大
部
分
が
彼
の
手
に
な

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

ロ
ク
ス
バ
ラ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
は
じ
め
、
植
民
地
植
物
園
で
収
集
さ
れ
た
植
物
標
本
と

と
も
に
本
国
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
送
ら
れ
た
植
物
画
は
、
一
八
〇
一
年
ロ
ン
ド
ン
の

リ
ー
デ
ン
ホ
ー
ル
通
り
に
あ
っ
た
本
社
内
に
創
設
さ
れ
た
図
書
館
お
よ
び
博
物
館
に
収
蔵

さ
れ
て
い
た
が
、
一
八
五
八
年
に
東
イ
ン
ド
会
社
の
解
散
が
決
定
す
る
と
、
後
に
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
に
移
管
さ
れ
た
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
や
ロ
イ
ル
が
個
人
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
持
ち
帰
っ
た
植
物
画
も
、
今
日
で
は
キ
ュ
ー
の
所
蔵
と
な
っ
て
い

る
。
一
八
世
紀
後
半
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
、
キ
ュ
ー
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
植
物
園
の

運
営
に
直
接
当
た
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
情
報
や
植
物
交
換
に
関
す
る
中
央
機
関
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
人
が
東
方
で
の
植
物
調
査
と
採
集
を
行
う
き
っ
か
け
を
作

っ
た
の
が
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
で
あ
り
、
キ
ュ
ー
園
長
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・

フ
ッ
カ
ー
（
一
七
八
五—

一
八
六
五
）
が
そ
れ
を
推
進
し
制
度
と
し
て
定
着
さ
せ
、
海
軍
、

植
民
地
省
、
イ
ン
ド
政
庁
と
の
協
力
体
制
を
作
り
上
げ
た
。
さ
ら
に
父
に
続
き
園
長
を
務
め

た
息
子
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
（
一
八
一
七—

一
九
一
一
）
は
自
身
が
イ
ン

ド
や
ネ
パ
ー
ル
へ
の
植
物
調
査
に
赴
い
て
い
る
。

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
語
用
と
評
価

　

最
後
に
、
再
び
カ
ン
パ
ニ
ー
画
一
般
の
話
に
戻
り
、
そ
の
語
用
と
評
価
の
問
題
に
触
れ
て

お
き
た
い
。

カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
は
、
先
述
の
通
り
、
当
初
は
イ
ン
ド
美
術
史
研
究
の
文
脈
で
、
一
八
世

紀
中
葉
か
ら
一
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
雇
わ
れ
て
い
た
イ
ギ

リ
ス
人
が
イ
ン
ド
人
画
家
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
式
で
描
か
せ
た
絵
画
の
こ
と
を
指
し
て
い
た
。
し

か
し
、
同
時
期
に
イ
ン
ド
だ
け
で
は
な
く
、
東
イ
ン
ド
会
社
が
勢
力
を
拡
げ
た
東
南
ア
ジ
ア

地
域
で
も
同
様
に
地
元
の
画
家
に
描
か
せ
た
絵
画
が
あ
り
、
そ
れ
ら
も
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
博
物
画
の
例
で
は
、
一
七
九
三
年
か
ら
東
方
に
赴
き
、
一
七
九
六

年
か
ら
一
八
〇
三
年
ま
で
カ
ル
カ
ッ
タ
で
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
会
計
係
を
務
め
た

リ
チ
ャ
ー
ド
・
パ
リ
ー
は
一
八
〇
七
年
か
ら
一
一
年
ま
で
ス
マ
ト
ラ
に
居
住
し
た
際
に
、
マ

ヌ
ー
ラ
ア
ル
と
い
う
名
前
の
イ
ン
ド
人
画
家
を
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら
ス
マ
ト
ラ
の
ベ
ン
ク
ー

レ
ン
（
ブ
ン
ク
ル
）
に
伴
い
、
博
物
画
を
描
か
せ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
例

外
的
で
あ
っ
た
。
ベ
ン
ガ
ル
よ
り
西
で
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
社
員
は
イ
ン
ド
人
画
家
を
雇
う

こ
と
は
な
く
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
創
設
で
知
ら
れ
る
ト
マ
ス
・
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
・
ラ
ッ
フ

ル
ズ
（
一
七
八
一—

一
八
二
六
）、
初
代
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
指
令
官
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ァ
ー

カ
ー
（
一
七
七
四—

一
八
三
九
）
ら
は
中
国
人
画
家
を
雇
い
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
カ

ン
パ
ニ
ー
画
に
見
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
と
の
混
合
様
式
は
、
現
象
と
し
て
は
同
じ
過

程
を
辿
っ
て
い
る
が
、
イ
ン
ド
美
術
の
範
疇
で
語
ら
れ
て
い
た
狭
義
の
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
は

造
形
的
に
は
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

一
方
、
造
形
的
観
点
か
ら
は
狭
義
の
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
の
違
い
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い

が
、
パ
ト
ロ
ン
や
画
家
が
従
来
の
定
義
か
ら
外
れ
る
作
品
群
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
は
三
つ

に
分
類
で
き
る
。

一
つ
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
パ
ト
ロ
ン
の
注
文
制
作
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
人
画
家
自
ら
が
イ
ギ

リ
ス
人
向
け
に
描
い
た
絵
画
で
あ
る
。
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
い
う
急
速
に
広
が
っ
た
新
た
な
市

場
に
合
わ
せ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
に
お
い
て
、
イ
ン
ド
人
画
家
自
ら
が
新
た
な
支
配
者
層

の
好
み
に
合
う
絵
画
を
描
き
始
め
た
。
そ
の
中
に
は
、完
全
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式
で
は
な
く
、

イ
ギ
リ
ス
人
の
地
域
的
関
心
を
満
た
す
た
め
に
、
地
域
の
持
ち
味
を
も
っ
た
様
式
で
描
か
れ

た
絵
画
も
存
在
し
、
駅
や
河
岸
で
イ
ギ
リ
ス
人
旅
行
者
に
売
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。

二
つ
め
は
、
パ
ト
ロ
ン
が
イ
ギ
リ
ス
人
で
は
な
い
場
合
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
影

響
を
受
け
、
そ
の
様
式
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
イ
ン
ド
人
パ
ト
ロ
ン
が
依
頼
し
、
イ
ン
ド

人
画
家
に
描
か
せ
た
一
群
の
絵
画
が
存
在
す
る
。
一
九
世
紀
に
入
る
と
、
特
に
博
物
画
は

イ
ギ
リ
ス
人
博
物
学
者
の
み
が
イ
ン
ド
の
動
植
物
調
査
の
た
め
に
描
か
せ
る
の
で
は
な
く
、

イ
ン
ド
人
の
パ
ト
ロ
ン
も
興
味
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、
タ
ン
ジ
ョ
ー
ル
の
サ
ラ

ボ
ー
ジ
ー
二
世
（
一
七
七
七—

一
八
三
二
）
は
、
様
々
な
科
学
的
な
事
柄
に
関
心
を
寄
せ
、

博
物
画
を
描
か
せ
た
。
彼
は
イ
ギ
リ
ス
人
と
同
じ
く
イ
ン
ド
人
画
家
を
雇
い
入
れ
、
動
植
物

の
記
録
を
行
っ
た
。

三
つ
め
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
画
家
に
よ
る
作
品
の
中
で
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
判
別
の
つ
き

に
く
い
表
現
様
式
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
植
物
画
で
は
、
マ
レ
ー
語
の
通
訳
と

し
て
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
で
働
い
て
い
た
夫
の
ト
ー
マ
ス
に
伴
わ
れ
、
ペ
ナ
ン
に
居
住

し
た
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ハ
ッ
ト
ン
は
一
八
〇
二
年
か
ら
二
四
年
に
か
け
て
、
現
地
で
中
国
人
画

家
に
描
か
せ
た
絵
画
を
収
集
し
て
い
た
一
方
で
、
自
分
で
も
植
物
画
を
描
い
て
い
た
。
ハ
ッ

ト
ン
作
か
ハ
ッ
ト
ン
収
集
に
よ
る
中
国
人
画
家
作
か
を
造
形
的
に
判
別
す
る
の
は
時
に
難

し
く
、
ロ
ン
ド
ン
で
同
時
期
に
行
わ
れ
た
展
覧
会
と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
、
明
ら
か
に
同
じ
手

に
な
る
絵
画
が
一
方
は
ハ
ッ
ト
ン
作
、
も
う
一
方
は
中
国
人
画
家
作
と
し
て
出
展
さ
れ
た
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
解
散
以
降
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
二
〇
世
紀
に

入
っ
て
か
ら
の
作
品
も
、
し
ば
し
ば
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合

は
、
絵
画
の
成
立
過
程
や
パ
ト
ロ
ン
の
存
在
は
あ
ま
り
問
題
に
さ
れ
ず
、
様
式
的
に
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
と
イ
ン
ド
と
の
混
合
が
見
ら
れ
る
か
と
い
う
観
点
の
み
に
基
づ
き
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の

呼
称
を
用
い
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
に
、
当
初
の
定
義
か
ら
外
れ
、
作
品
が
描
か
れ
た
場
所
、
パ
ト
ロ
ン
、
そ
し
て

画
家
に
違
い
が
あ
り
、
造
形
的
あ
る
い
は
作
品
の
成
立
過
程
が
異
な
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
同

じ
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
今
日
で
は
カ
ン
パ
ニ
ー

画
は
そ
の
語
用
に
や
や
混
乱
を
き
た
し
て
い
る
と
も
言
え
、
実
態
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
語
用
の
拡
大
と
は
、
徐
々
に
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
い
う
一
群
の
絵
画
が

人
々
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
の
表
れ
で
あ
り
、
そ
の
評
価
に
変
化
が
見
ら
れ

る
。
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
美
術
史
的
研
究
が
本
格
的
に
行
わ
れ
る
以
前
は
、
イ
ギ
リ
ス
人
た
ち

が
イ
ン
ド
の
生
活
や
風
習
を
記
録
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
人
画
家
を
雇
っ
て
描
か
せ
た
絵
画

は
、
無
差
別
に
土
産
物
あ
る
い
は
フ
ォ
ー
ク
ア
ー
ト
と
見
な
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
画
家
の

描
い
た
芸
術
作
品
と
し
て
の
絵
画
と
の
比
較
に
お
い
て
、
劣
っ
た
性
質
の
も
の
と
い
う
捉
え

方
が
主
流
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
イ
ン
ド
の
過
去
の
美
術
と
の
比
較
に
お
い
て
も
、
ム
ガ
ル
帝

国
の
パ
ト
ロ
ン
の
衰
退
に
よ
り
、
伝
統
的
な
様
式
を
捨
て
、
パ
ト
ロ
ン
の
要
求
に
よ
り
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
様
式
で
描
か
れ
た
絵
画
は
、
ム
ガ
ル
美
術
の
厳
密
さ
や
卓
越
さ
が
失
わ
れ
た
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
美
術
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
二
流
の
絵
画
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
ミ
ル
ド
レ
ッ
ド
・
ア
ー
チ
ャ
ー
ら
の
研
究
に
よ
り
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
い
う
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ン
ド
と
の
混
合
様
式
が
生
ま
れ
た
文
化
的
背
景
や
、
こ
の
一
定
の
形
式
を

共
通
と
し
つ
つ
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
方
独
特
の
異
な
る
様
式
の
発
展
が
明
ら
か
に
な
り
、
そ
の

独
自
性
に
光
が
当
て
ら
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
以
前
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
様
式
の
絵
画
の
基
準

か
ら
は
完
成
度
が
低
い
と
見
な
さ
れ
た
作
品
で
あ
っ
て
も
、
素
朴
で
柔
軟
な
感
性
に
よ
る
独

特
の
表
現
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
〇
世
紀
以
降
の
近
現
代
イ
ン
ド
美

術
と
の
関
係
に
お
い
て
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
は
イ
ン
ド
人
画
家
に
新
し
い
主
題
と
表
現
技
法
、

そ
し
て
材
料
へ
の
関
心
を
植
え
付
け
、
そ
の
後
の
イ
ン
ド
絵
画
の
発
展
の
下
地
と
な
っ
た
と

い
う
肯
定
的
な
位
置
づ
け
が
今
日
で
は
見
ら
れ
る
。

　

カ
ン
パ
ニ
ー
画
と
し
て
描
か
れ
た
植
物
画
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
作
品
群
に

見
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
博
物
画
の
自
然
主
義
的
態
度
と
ア
ジ
ア
地
域
の
美
術
的
伝
統
と

の
混
合
は
、
長
い
時
間
を
か
け
て
変
容
の
過
程
を
辿
っ
た
の
で
は
な
く
、
当
時
重
な
り
合
っ

た
複
数
の
要
因
に
よ
り
、
急
激
な
変
化
と
し
て
出
現
し
た
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
等
の
他
の
地
域
で
描
か
れ
た
植
物
画
に
比
べ
、
極
め
て
特
異
な
文
化
現
象
の
産
物
と
し
て

興
味
深
い
。
し
た
が
っ
て
、
カ
ン
パ
ニ
ー
画
の
植
物
画
は
、
イ
ン
ド
、
そ
し
て
南
・
東
ア

ジ
ア
の
動
植
物
の
記
録
と
し
て
の
学
術
的
価
値
だ
け
で
な
く
、
植
民
地
植
物
園
を
拠
点
に
、

イ
ギ
リ
ス
人
博
物
学
者
や
植
物
学
者
と
イ
ン
ド
人
画
家
の
協
働
に
よ
り
作
品
が
成
立
し
た

過
程
を
含
め
、
社
会
史
お
よ
び
文
化
史
的
観
点
に
お
い
て
も
、
絵
画
作
品
と
し
て
独
特
の
複

合
的
な
価
値
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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ゲ
オ
ル
ク
・
デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス
・
エ
ー
レ
ト
（
一
七
〇
八—

一
七
七
〇
）

ド
イ
ツ
の
ヘ
イ
デ
ン
ベ
ル
ク
出
身
の
画
家
。
庭
師
の
息
子
に
生
ま
れ
る
が
、
や
が
て
芸
術
家
と
し

て
の
才
能
を
活
か
す
こ
と
に
な
り
、
手
彩
色
の
版
画
で
植
物
を
記
録
す
る
仕
事
に
就
い
た
。
見
習

い
薬
剤
師
に
し
て
熱
心
な
植
物
学
者
で
も
あ
っ
た
友
人
の
ヨ
ハ
ン
・
ア
ン
ブ
ロ
ウ
ス
・
バ
ウ
ア
ー

を
通
じ
て
、
従
兄
に
当
た
る
医
師
で
植
物
学
者
の
ヤ
ー
コ
ブ
・
ト
ロ
ゥ
ー
か
ら
外
来
植
物
を
描
く

仕
事
の
依
頼
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ト
ロ
ゥ
ー
は
、
エ
ー
レ
ト
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
し
て
有

力
な
植
物
学
者
や
庭
師
た
ち
と
交
流
で
き
る
よ
う
取
り
計
ら
っ
た
。
エ
ー
レ
ト
は
一
七
三
四
年
か

ら
五
年
間
の
大
半
を
フ
ラ
ン
ス
で
過
ご
し
、
パ
リ
植
物
園
で
は
ベ
ル
ナ
ー
ル
・
ド
・
ジ
ュ
シ
ュ
ー

か
ら
指
導
を
受
け
て
い
る
。
エ
ー
レ
ト
は
推
薦
状
を
手
に
ロ
ン
ド
ン
、
次
い
で
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

を
訪
れ
て
い
る
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
ハ
ン
ス
・
ス
ロ
ー
ン
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ミ
ラ
ー
、
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ク
リ
フ
ォ
ー
ド
と
カ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
リ
ン
ネ
の
知
遇
を
得
る
。
リ
ン
ネ

と
は
生
涯
の
友
と
な
り
、
著
作
に
図
版
を
提
供
し
て
い
る
。
一
七
三
六
年
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
戻

っ
た
エ
ー
レ
ト
は
、
植
物
画
家
と
し
て
仕
事
を
続
け
た
。
キ
ュ
ー
に
庭
園
を
開
い
た
オ
ー
ガ
ス
タ

妃
の
指
南
役
で
あ
っ
た
ビ
ュ
ー
ト
伯
爵
も
、
エ
ー
レ
ト
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
っ
た
。

オ
ー
ガ
ス
タ
妃
（
プ
リ
ン
セ
ス
・
オ
ー
ガ
ス
タ
・
オ
ブ
・
サ
ク
ス
＝
ゴ
ー
タ
）（
一
七
一
九—

一
七
九
二
）

ド
イ
ツ
の
サ
ク
ス
＝
ゴ
ー
タ
出
身
の
サ
ク
ス
＝
ゴ
ー
タ
公
女
。
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
母
親
。

一
七
三
六
年
に
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ル
イ
ス
）
と
結
婚
す
る
。
皇
太
子
は

一
七
三
一
年
に
キ
ュ
ー
を
借
り
る
が
、
一
七
五
一
年
に
逝
去
し
た
。
一
七
五
九
年
、
オ
ー
ガ
ス
タ

妃
は
小
さ
な
庭
園
を
開
く
。
亡
き
夫
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
が

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
始
ま
り
と
さ
れ
る
。
開
設
に
あ
た
っ
て
は
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
の
侍

従
で
、
植
物
に
造
詣
の
深
い
ビ
ュ
ー
ト
伯
爵
が
多
大
な
る
貢
献
を
し
た
と
言
わ
れ
る
。
建
築
家
の

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
庭
園
の
建
築
を
担
当
し
、
チ
ェ
ル
シ
ー
薬
草
園
に
勤
務
し
て
い

た
経
験
を
も
つ
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
エ
イ
ト
ン
が
主
任
庭
師
と
し
て
庭
園
を
管
理
し
た
。
庭
園
の
植
物

は
、
ビ
ュ
ー
ト
伯
の
叔
父
で
あ
る
ア
ー
ガ
イ
ル
公
爵
か
ら
譲
り
受
け
た
ほ
か
、
複
数
の
養
樹
園
主

か
ら
購
入
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
当
時
の
キ
ュ
ー
は
、
植
物
を
無
作
為
に
選
ん
で
い
た
。
し

た
が
っ
て
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
が
キ
ュ
ー
を
計
画
的
に
牽
引
し
て
い
っ
た
時
代
と
は
異
な
る

形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
（
一
七
二
三—

一
七
九
六
）

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ヨ
ー
テ
ボ
リ
出
身
の
建
築
家
。
一
七
七
六
年
に
王
立
協
会
の
フ
ェ
ロ
ー
と
な

る
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
教
育
を
受
け
る
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
東
イ
ン
ド
会
社
に
勤
務
す
る
中
で
、

一
七
四
〇
年
か
ら
四
二
年
の
間
に
ベ
ン
ガ
ル
へ
、
一
七
四
三
年
か
ら
四
五
年
、
一
七
四
八
年
か
ら

四
九
年
の
間
に
は
広
東
に
滞
在
し
、
中
国
の
建
築
を
写
生
し
て
い
る
。
建
築
家
を
目
指
す
こ
と
に

決
め
た
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
東
イ
ン
ド
会
社
を
辞
め
、
建
築
を
学
ぶ
た
め
パ
リ
に
わ

た
っ
た
。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
で
勉
学
を
終
え
、
中
国
の
建
築
に
関
す
る
書
籍
を
一
七
五
五
年
に
ロ

ン
ド
ン
で
出
版
す
る
。
ビ
ュ
ー
ト
伯
爵
と
知
り
合
っ
た
縁
で
、
一
七
五
七
年
か
ら
後
の
ジ
ョ
ー
ジ

二
世
と
な
る
ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子
に
建
築
を
教
え
つ
つ
、
オ
ー
ガ
ス
タ
公
太
妃
の
建
築
士
と
し
て
働

く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
出
会
い
に
は
、
オ
ー
ガ
ス
タ
公
太
妃
の
、
亡
き
夫
で
あ
る
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
皇
太
子
の
思
い
描
い
て
い
た
「
異
国
風
な
キ
ュ
ー
」
の
構
想
を
か
た
ち
に
し
よ
う
と
す
る
想
い

が
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
は
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン

に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
風
景
式
庭
園
な
ど
に
始
ま
る
従
来
の
英
国
庭
園
の
在
り
方
に
疑
問
を
投
げ
か
け

た
人
物
で
あ
り
、
キ
ュ
ー
に
古
典
様
式
や
中
国
様
式
の
建
造
物
を
建
て
て
い
る
。
現
存
す
る
建
物

の
中
で
は
、
中
国
風
の
パ
ゴ
ダ
や
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
が
有
名
で
あ
る
。
後
者
は
元
々
温
室
と
し
て

設
計
さ
れ
た
も
の
で
、
現
在
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
（
一
七
三
八—

一
八
二
〇
）

ロ
ン
ド
ン
出
身
。
一
七
六
〇
年
、
国
王
に
即
位
す
る
。
一
七
六
一
年
に
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
公
女
と
結

婚
。
教
養
が
あ
り
、
洞
察
力
の
あ
る
収
集
家
に
し
て
、
美
術
の
パ
ト
ロ
ン
で
も
あ
っ
た
。「
農
夫

ジ
ョ
ー
ジ
」
な
る
あ
だ
名
が
付
け
ら
れ
る
ほ
ど
農
業
と
建
築
へ
の
関
心
が
強
く
、
ジ
ョ
セ
フ
・
バ

ン
ク
ス
を
援
助
し
、
キ
ュ
ー
の
庭
園
の
発
展
に
貢
献
し
た
。
バ
ン
ク
ス
の
手
紙
に
よ
る
と
、
ジ
ョ

ー
ジ
三
世
は
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
を
控
え
る
よ
う
に
な
り
、
植
物
園
に
一
層
の
関
心
を
向
け
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
国
王
は
し
ば
し
ば
キ
ュ
ー
に
出
向
き
、
バ
ン
ク
ス
と
共
に
歩
き
な
が
ら
語
り

合
っ
た
。
キ
ュ
ー
に
関
す
る
様
々
な
提
案
や
承
認
は
、
お
そ
ら
く
そ
う
し
た
機
会
に
な
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
は
キ
ュ
ー
や
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
お
け
る
所
有
地
を
拡
大
し
、

一
八
〇
二
年
に
は
キ
ュ
ー
に
あ
る
庭
園
と
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に
あ
る
庭
園
を
隔
て
て
い
た
壁
を
取
り

壊
し
、両
者
を
一
つ
に
統
合
し
た
。
こ
れ
が
今
日
の
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
敷
地
と
な
っ
て
い
る
。

国
王
は
奇
行
や
発
作
を
伴
う
心
身
の
不
調
を
抱
え
、
発
作
が
起
こ
っ
た
時
は
キ
ュ
ー
で
過
ご
す
こ

と
が
多
か
っ
た
。
ポ
ル
フ
ィ
リ
ン
症
で
あ
っ
た
と
す
る
説
も
あ
る
。
一
八
二
〇
年
に
逝
去
し
、
そ

の
長
い
治
世
に
終
止
符
を
打
っ
た
。

フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ッ
ソ
ン
（
一
七
四
一—

一
八
〇
五
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ア
バ
デ
ィ
ー
ン
出
身
。
一
七
九
六
年
に
リ
ン
ネ
学
会
の
フ
ェ
ロ
ー
と
な
る
。

キ
ュ
ー
の
庭
師
で
あ
り
、
王
室
の
庭
園
初
の
植
物
収
集
家
で
あ
っ
た
。
マ
ッ
ソ
ン
の
よ
う
に
、
国

外
を
広
く
旅
し
、
多
く
の
新
し
い
植
物
を
採
集
し
持
ち
帰
る
人
々
を
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ
ー
と
呼

ぶ
。
一
七
七
二
年
か
ら
七
四
年
に
か
け
て
希
望
峰
、
一
七
七
六
年
か
ら
七
八
年
に
か
け
て
カ
ナ
リ

ア
諸
島
と
ア
ゼ
リ
ア
諸
島
、
一
七
七
九
年
か
ら
八
一
年
に
か
け
て
西
イ
ン
ド
、
一
七
八
三
年
か
ら

八
五
年
に
か
け
て
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
タ
ン
ジ
ェ
、
一
七
八
六
年
か
ら
九
五
年
に
か
け
て

ケ
ー
プ
、
一
七
九
八
年
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
モ
ン
ト
リ
ア
ー
ル
を
訪
れ
、
植
物
を
採
集
し
て
い
る
。

ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
（
一
七
四
三—

一
八
二
〇
）

ロ
ン
ド
ン
出
身
。
裕
福
な
地
主
の
息
子
に
生
ま
れ
た
資
産
家
で
準
男
爵
と
な
る
。
学
生
時
代
に
博

物
学
に
興
味
を
抱
き
始
め
る
。
こ
の
頃
に
描
か
れ
た
と
さ
れ
る
肖
像
画
は
、
そ
の
後
の
人
生
を
暗

示
す
る
か
の
よ
う
に
、
植
物
画
の
上
に
手
を
置
き
、
傍
に
地
球
儀
を
配
し
た
構
図
を
と
っ
て
い

る
。オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
を
中
退
し
た
バ
ン
ク
ス
は
ロ
ン
ド
ン
で
科
学
者
ら
と
交
流
を
深
め
、

一
七
六
六
年
に
二
十
三
歳
の
若
さ
で
王
立
協
会
フ
ェ
ロ
ー
、
八
八
年
に
リ
ン
ネ
学
会
フ
ェ
ロ
ー
と

な
っ
た
。
王
立
協
会
で
は
、
一
七
七
八
年
か
ら
逝
去
す
る
ま
で
会
長
職
に
あ
っ
た
。
一
七
六
六
年

か
ら
六
七
年
、
任
務
で
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ラ
ン
ド
へ
旅
す
る
中
で
植
物
や
動
物
を
収
集
し
た
。
こ
の

成
功
は
バ
ン
ク
ス
を
新
た
な
旅
へ
と
か
り
立
て
、一
七
六
八
年
か
ら
七
一
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
、

ク
ッ
ク
船
長
に
よ
る
エ
ン
デ
バ
ー
号
航
海
に
同
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
航
海
で
、
海
外
よ
り

大
量
の
動
植
物
標
本
や
観
察
物
を
記
録
し
た
絵
を
持
ち
帰
っ
た
バ
ン
ク
ス
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と

面
会
す
る
機
会
を
得
た
。
続
い
て
一
七
七
二
年
に
は
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
へ
航
海
す
る
が
、
こ
れ
が
生

涯
最
後
の
遠
征
と
な
っ
た
。
一
七
七
三
年
に
は
、
キ
ュ
ー
の
非
公
式
の
園
長
と
言
う
べ
き
立
場
と

な
っ
た
。
合
目
的
的
な
植
物
収
集
を
目
指
し
た
バ
ン
ク
ス
は
、
植
物
収
集
家
や
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン

ド
会
社
、
植
民
地
植
物
園
と
の
連
携
を
利
用
し
て
、
キ
ュ
ー
を
世
界
的
な
植
物
研
究
機
関
に
し
よ

う
と
し
た
。
こ
の
時
代
、
フ
ラ
ン
シ
ス
・
マ
ッ
ソ
ン
を
始
め
と
す
る
大
勢
の
プ
ラ
ン
ト
・
ハ
ン
タ

ー
が
世
界
各
地
に
派
遣
さ
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ク
ス
バ
ラ
や
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
な

ど
海
外
在
住
の
協
力
者
た
ち
も
植
物
を
収
集
し
て
、
バ
ン
ク
ス
に
送
っ
て
い
る
。
バ
ン
ク
ス
は
自

身
の
裕
福
さ
、
人
脈
、
多
大
な
影
響
力
と
経
営
技
術
を
存
分
に
活
用
し
、
ま
さ
に
キ
ュ
ー
の
黄
金

時
代
を
築
い
た
。
そ
の
存
在
な
し
に
今
日
の
キ
ュ
ー
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
妃
（
プ
リ
ン
セ
ス
・
ソ
フ
ィ
ア
・
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
＝

ス
ト
レ
リ
ッ
ツ
） （
一
七
四
四—

一
八
一
八
）

ド
イ
ツ
の
ミ
ロ
ウ
、
メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
＝
ス
ト
レ
リ
ッ
ツ
出
身
。
メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
＝
ス
ト
レ
リ

ッ
ツ
公
女
。
一
七
六
一
年
に
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
結
婚
し
、
ジ
ョ
ー
ジ
四
世
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
の

母
親
と
な
る
。
植
物
標
本
を
所
有
し
、
花
に
関
す
る
書
籍
を
収
集
し
た
。
新
し
く
設
立
さ
れ
た
リ

ン
ネ
学
会
会
長
で
あ
る
植
物
学
者
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ス
ミ
ス
卿
よ
り
動
物
学
や
植

物
学
の
講
義
を
受
け
、
娘
た
ち
と
と
も
に
フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ウ
ア
ー
に
植
物
画
を

習
っ
た
。
極
楽
鳥
花
（
ス
ト
レ
リ
チ
ア
）
が
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
妃
（
メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
＝
ス
ト
レ
リ

ッ
ツ
家
出
身
）
の
植
物
学
に
対
す
る
熱
意
に
敬
意
を
表
し
て
名
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
エ
ピ

ソ
ー
ド
も
、
植
物
と
の
深
い
関
わ
り
を
物
語
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
の
ダ
ッ
チ
・
ハ
ウ
ス
（
現
在
の

キ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
）
に
て
逝
去
。
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
妃
が
集
め
た
書
籍
と
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
は
、
死
後

売
り
に
出
さ
れ
た
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ロ
ク
ス
バ
ラ
（
一
七
五
一—

一
八
一
五
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
医
師
。
植
物
学
者
。
一
七
七
六
年
に
医
師
と
し
て
東
イ
ン
ド
会
社
に
加

わ
り
、
マ
ド
ラ
ス
に
滞
在
す
る
。
地
元
の
植
物
相
を
研
究
す
る
う
ち
植
物
に
関
心
を
も
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
一
七
八
一
年
か
ら
、マ
ド
ラ
ス
管
区
（
英
領
イ
ン
ド
帝
国
の
管
区
の
一
つ
）
の
実
験
場
、

サ
マ
ル
コ
ッ
ト
に
あ
る
植
物
園
の
管
理
を
任
さ
れ
、
一
七
八
九
年
か
ら
九
三
年
の
間
は
東
イ
ン
ド

会
社
の
植
物
学
者
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。
南
方
に
居
る
頃
か
ら
、
イ
ン
ド
植
物
相
の
記
録
を
手

が
け
る
よ
う
に
な
り
、
各
植
物
に
系
統
番
号
を
振
り
、
同
じ
番
号
を
付
し
た
実
物
大
の
絵
を
作
成

し
た
。
こ
う
し
て
出
来
た
植
物
の
解
説
と
絵
の
写
し
は
東
イ
ン
ド
会
社
へ
送
ら
れ
た
。
一
七
九
三

年
に
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
管
理
者
と
な
っ
た
ロ
ク
ス
バ
ラ
は
、
有
用
植
物
を
重
視
す
る
東
イ
ン

ド
会
社
の
方
針
に
沿
っ
て
植
物
を
研
究
し
、
植
物
リ
ス
ト
を
作
成
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
人
画
家
か

ら
な
る
チ
ー
ム
を
作
っ
た
。
イ
ン
ド
人
を
訓
練
し
て
リ
ス
ト
上
の
植
物
す
べ
て
を
描
い
て
記
録
さ

せ
る
。
こ
の
方
法
は
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
で
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
続
き
、
一
八
一
三
年
に
ロ
ク

ス
バ
ラ
が
退
職
し
た
時
に
は
、
イ
ン
ド
人
画
家
の
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
、
南
方
と
カ
ル
カ
ッ
タ
で
あ

わ
せ
て
二
千
五
百
四
十
二
枚
も
の
絵
が
作
成
さ
れ
て
い
た
。
ロ
ク
ス
バ
ラ
は
イ
ン
ド
に
お
け
る
画

期
的
な
植
物
記
録
方
法
を
具
体
的
に
示
し
て
み
せ
、
イ
ン
ド
植
物
研
究
の
基
礎
を
築
く
の
に
寄
与

し
た
と
い
う
意
味
で
大
き
な
功
績
を
上
げ
た
。
ロ
ク
ス
バ
ラ
は
バ
ン
ク
ス
に
大
量
の
植
物
を
送
っ

た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。

フ
ラ
ン
ツ
・
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
バ
ウ
ア
ー
（
一
七
五
八—

一
八
四
〇
）

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ク
、
現
チ
ェ
コ
共
和
国
の
ヴ
ァ
ル
チ
ツ
ェ
出
身
。
父
親
は
リ
ヒ
テ

ン
シ
ュ
タ
イ
ン
公
の
宮
廷
画
家
で
あ
り
、
バ
ウ
ア
ー
も
早
く
か
ら
芸
術
家
と
し
て
の
訓
練
を
受
け

て
い
た
。
兄
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
も
著
名
な
植
物
画
家
。
植
物
学
の
教
授
で
あ
り
ウ
ィ
ー
ン
大
学

の
植
物
園
園
長
で
も
あ
る
ニ
コ
ラ
ウ
ス
・
ヨ
ー
ゼ
フ
・
フ
ォ
ン
・
ヤ
コ
イ
ン
の
下
で
植
物
の
絵
を

描
く
機
会
を
得
た
後
、
一
七
八
八
年
に
ヤ
コ
イ
ン
の
息
子
と
共
に
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
渡
り
、
英
国

風
の
名
前
「
フ
ラ
ン
シ
ス
・
バ
ウ
ア
ー
」
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
バ
ウ
ア
ー
の
画
家
と
し
て

の
技
量
に
目
を
つ
け
た
の
が
、
当
時
キ
ュ
ー
の
事
実
上
の
園
長
で
あ
っ
た
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス

で
あ
っ
た
。
バ
ン
ク
ス
は
、
高
い
芸
術
性
と
科
学
的
精
密
性
を
併
せ
も
つ
バ
ウ
ア
ー
の
絵
を
高
く

評
価
し
、
一
七
九
〇
年
に
キ
ュ
ー
の
植
物
を
描
か
せ
る
た
め
、「
国
王
陛
下
の
植
物
画
家
」
を
雇

用
す
る
に
至
っ
た
。
実
際
に
給
料
を
出
し
て
い
た
の
は
バ
ン
ク
ス
で
あ
っ
た
と
い
う
。
バ
ウ
ア
ー

は
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
妃
と
エ
リ
ザ
ベ
ス
王
女
に
植
物
画
を
教
え
た
。
バ
ウ
ア
ー
は
植
物
に
関
す
る
知

識
を
備
え
て
お
り
、
顕
微
鏡
を
用
い
て
正
確
に
植
物
を
描
く
こ
と
が
出
来
た
。
キ
ュ
ー
初
の
専
属

画
家
で
あ
り
、
当
時
の
植
物
画
家
の
中
で
頭
ぬ
け
た
才
能
の
も
ち
主
と
し
て
知
ら
れ
る
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
（
一
七
八
五—

一
八
六
五
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
ノ
ー
フ
ォ
ー
ク
州
ノ
リ
ッ
ジ
出
身
の
植
物
学
者
。
一
八
〇
六
年
、
フ
ッ
カ
ー
は

二
十
一
歳
の
若
さ
で
リ
ン
ネ
学
会
フ
ェ
ロ
ー
に
選
ば
れ
て
い
る
。
一
八
一
二
年
に
は
王
立
協
会
フ

ェ
ロ
ー
と
な
っ
た
。
二
十
歳
の
時
に
英
国
で
新
し
い
コ
ケ
を
発
見
し
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
エ
ド
ワ
ー

ド
・
ス
ミ
ス
の
勧
め
に
よ
り
、
銀
行
家
で
植
物
学
者
の
ド
ー
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
と
面
会
し
て
い

る
。
フ
ッ
カ
ー
は
、
こ
の
タ
ー
ナ
ー
の
紹
介
に
よ
り
、
リ
ン
ネ
学
会
の
ジ
ョ
セ
フ
・
バ
ン
ク
ス
と

出
会
っ
て
い
る
。
バ
ン
ク
ス
の
推
薦
で
グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
の
植
物
学
の
欽
定
教
授
（
英
国
の
大
学

に
お
い
て
君
主
が
任
命
す
る
教
授
の
こ
と
）
を
勤
め
た
後
、
一
八
四
一
年
に
キ
ュ
ー
の
園
長
と
な

っ
た
。
キ
ュ
ー
は
前
年
に
国
立
機
関
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
フ
ッ
カ
ー
は
植
物
園
の
強
力

な
支
援
者
で
あ
っ
た
バ
ン
ク
ス
と
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
一
八
二
〇
年
に
逝
去
し
て
か
ら
不
遇
の
時
代

を
迎
え
て
い
た
キ
ュ
ー
を
、
世
界
に
通
用
す
る
植
物
園
兼
研
究
機
関
へ
と
作
り
変
え
る
の
に
貢
献

し
、
一
八
六
五
年
に
逝
去
す
る
ま
で
園
長
職
に
あ
っ
た
。
息
子
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ

ー
も
父
の
跡
を
継
ぎ
園
長
を
務
め
て
い
る
。
父
と
子
と
も
に
経
済
な
価
値
の
あ
る
植
物
の
同
定
に

力
を
入
れ
た
こ
と
は
功
績
の
一
つ
で
あ
る
。
画
家
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
フ
ッ
ド
・
フ
ィ
ッ
チ
を
キ
ュ
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ー
へ
呼
び
寄
せ
た
の
は
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
で
あ
る
。
シ
ダ
や
コ
ケ
類
を
多

く
図
譜
用
に
描
く
と
同
時
に
、
自
身
が
編
集
者
を
務
め
る
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ

ジ
ン
』（C

urtis’s Botanical M
agazine

）
の
た
め
に
、
六
百
四
十
枚
を
超
え
る
図
版
を
描
い
て
い
る
。

ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
（
一
七
八
六—

一
八
五
四
）

デ
ン
マ
ー
ク
の
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
出
身
の
医
師
。
植
物
学
者
。
一
八
〇
七
年
、
カ
ル
カ
ッ
タ
か
ら

十
四
マ
イ
ル
離
れ
た
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
飛
び
領
土
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
の
外
科
医
助
手
と
し
て
イ
ン
ド

に
渡
る
。
一
八
〇
八
年
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
が
再
開
し
て
英
国
が
セ
ラ
ン
ポ
ー
ル
を
併
合
し
、
ウ

ォ
ー
リ
ッ
ク
は
捕
虜
と
な
っ
た
。
や
が
て
仮
釈
放
さ
れ
、
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
の
外
科
医
助

手
に
任
じ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
管
理
者
で
あ
っ
た
ロ
ク
ス
バ
ラ
の
助
力
に

よ
っ
て
医
学
か
ら
植
物
学
へ
と
関
心
を
移
し
た
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
、
一
八
一
五
年
に
カ
ル
カ
ッ
タ

植
物
園
の
管
理
者
と
な
り
、
二
年
後
に
は
正
式
な
任
命
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
人
事
は
、
バ
ン
ク

ス
の
意
見
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
は
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
で
ロ
ク

ス
バ
ラ
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
、
絵
で
植
物
標
本
の
細
部
を
記
録
す
る
方
法
を
受
け
継
ぎ
、
東
イ
ン

ド
会
社
の
イ
ン
ド
人
画
家
チ
ー
ム
に
植
物
を
描
か
せ
た
。
ま
た
、
バ
ン
ク
ス
へ
南
方
と
東
南
ア
ジ

ア
の
植
物
を
大
量
に
送
っ
た
。

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
フ
ッ
ド
・
フ
ィ
ッ
チ
（
一
八
一
七—

一
八
九
二
）

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
グ
ラ
ス
ゴ
ー
出
身
。
一
八
五
七
年
に
リ
ン
ネ
学
会
の
フ
ェ
ロ
ー
と
な
る
。
画

家
の
助
手
な
ど
を
経
て
製
作
所
の
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
製
作
所
の
持
ち
主
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
モ
ン
テ
ィ
ー
ス
が
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ

ン
・
フ
ッ
カ
ー
の
友
人
だ
っ
た
。
フ
ッ
カ
ー
は
フ
ィ
ッ
チ
の
才
能
に
驚
き
、
植
物
画
へ
の
道
に
誘

っ
た
。
や
が
て
、
フ
ッ
カ
ー
よ
り
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
』
の
挿
絵
を
依
頼

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
八
四
一
年
に
フ
ッ
カ
ー
が
キ
ュ
ー
の
園
長
に
就
任
す
る
と
、
フ
ィ
ッ

チ
も
キ
ュ
ー
の
主
任
画
家
に
な
り
、
数
々
の
出
版
物
、
と
り
わ
け
『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・

マ
ガ
ジ
ン
』
に
絵
を
提
供
し
た
。
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
の
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
フ

ィ
ッ
チ
が
製
版
す
る
と
い
う
こ
と
も
、
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
フ
ィ
ッ
チ
は
、
雑
誌
の

狭
い
誌
面
に
大
き
な
植
物
の
絵
を
お
さ
め
る
の
を
得
意
と
し
て
お
り
、
四
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て

ボ
タ
ニ
カ
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
の
仕
事
に
携
わ
り
、
一
八
七
七
年
に
引
退
し
て
い
る
。
フ
ィ
ッ
チ
が
教

え
た
弟
子
の
中
に
は
、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ッ
カ
ー
の
遠
縁
で
、
一
九
二
〇
年
代
初
頭
ま
で
ボ
タ
ニ
カ

ル
・
マ
ガ
ジ
ン
の
主
任
画
家
を
務
め
た
マ
チ
ル
ダ
・
ス
ミ
ス
や
、
ジ
ョ
セ
フ
・
フ
ッ
カ
ー
の
長
女

に
し
て
キ
ュ
ー
の
園
長
と
な
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
・
テ
ィ
ス
ル
ト
ン
＝
ダ
イ
ア
ー
の
妻
で

あ
り
、
後
に
植
物
画
家
と
し
て
活
躍
す
る
ハ
リ
エ
ッ
ト
・
フ
ッ
カ
ー
ら
が
い
た
。

ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
（
一
八
一
七—

一
九
一
一
）

イ
ン
グ
ラ
ド
の
サ
フ
ォ
ー
ク
州
ヘ
イ
ル
ス
ワ
ー
ス
出
身
の
植
物
学
者
。
一
八
四
二
年
に
リ
ン
ネ
学

会
フ
ェ
ロ
ー
、
一
八
四
七
年
に
王
立
協
会
フ
ェ
ロ
ー
に
な
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ

ッ
カ
ー
の
息
子
で
、
母
方
の
祖
父
は
銀
行
家
で
植
物
学
者
の
ド
ー
ソ
ン
・
タ
ー
ナ
ー
。
グ
ラ
ス
ゴ

ー
で
医
師
と
し
て
の
訓
練
を
受
け
た
後
、
一
八
三
九
年
か
ら
四
三
年
の
間
、
エ
レ
バ
ス
号
の
船
医
、

博
物
学
者
を
務
め
た
。
南
極
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
な
ど
世
界
各
地
へ
の

遠
征
に
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
発
表
し
た
。
一
八
四
八
年
か
ら
五
一
年
に
は
、
シ
ッ
キ
ム
、
ネ
パ

ー
ル
、
ベ
ン
ガ
ル
へ
植
物
採
集
に
赴
い
た
。
数
多
く
の
高
山
植
物
や
ツ
ツ
ジ
の
新
種
を
収
集
、
紹

介
す
る
な
ど
の
功
績
で
知
ら
れ
る
。
北
イ
ン
ド
に
滞
在
し
て
い
る
間
に
は
、
風
景
や
植
物
を
題
材

に
約
千
枚
の
絵
を
描
い
た
。
一
八
五
五
年
、
父
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
・
フ
ッ
カ
ー
が
園
長

を
務
め
る
キ
ュ
ー
の
園
長
補
佐
に
就
任
し
、
一
八
六
五
年
か
ら
八
五
年
ま
で
は
園
長
を
務
め
た
。

植
物
地
理
学
者
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
り
、
進
化
論
で
知
ら
れ
る
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と

四
十
年
に
わ
た
る
交
流
を
も
っ
た
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
に
よ
る
と
、
他
の
誰
よ
り
も
ジ
ョ
セ
フ
・

ダ
ル
ト
ン
・
フ
ッ
カ
ー
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ん
だ
と
い
う
。

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
・
テ
ィ
ス
ル
ト
ン
＝
ダ
イ
ア
ー
（
一
八
四
三—

一
九
二
八
）

ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス
タ
ー
出
身
。
一
八
七
〇
年
に
王
立
協
会
の
フ
ェ
ロ
ー
、
七
二
年
に
リ
ン
ネ
学
会

の
フ
ェ
ロ
ー
と
な
る
。
教
授
職
を
経
て
、
一
八
七
五
年
に
キ
ュ
ー
の
園
長
助
手
と
な
り
、
八
五
年

か
ら
一
九
〇
五
年
ま
で
キ
ュ
ー
の
園
長
を
務
め
た
。
植
民
省
の
植
物
顧
問
も
務
め
、
植
民
地
の
繁

栄
に
お
け
る
キ
ュ
ー
の
存
在
意
義
を
高
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
フ
ッ
カ
ー
親
子
は
、
政
府
機
関

と
商
人
の
た
め
に
経
済
的
重
要
性
の
あ
る
植
物
の
同
定
に
努
め
た
が
、
テ
ィ
ス
ル
ト
ン
＝
ダ
イ
ア

ー
は
、
そ
の
フ
ッ
カ
ー
親
子
が
築
い
た
功
績
を
発
表
し
、
経
済
情
報
の
中
心
と
な
る
施
設
を
作
ろ

う
と
試
み
た
。
キ
ュ
ー
は
、
カ
ル
カ
ッ
タ
、
ペ
ラ
デ
ニ
ヤ
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
モ

ー
リ
シ
ャ
ス
な
ど
に
あ
る
大
き
な
植
物
園
の
園
長
、
そ
れ
よ
り
小
規
模
な
植
物
園
の
監
督
者
、
そ

し
て
、
植
物
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
つ
庭
師
ら
を
通
し
て
影
響
を
広
め
て
い
っ
た
。
植
民

地
に
お
け
る
キ
ュ
ー
の
影
響
は
大
き
な
も
の
と
な
り
、
結
果
、
植
民
省
、
外
務
省
、
イ
ン
ド
省
は

キ
ュ
ー
の
専
門
知
識
に
依
存
す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
各
植
民
地
が
自
治
力
を
高
め
て

い
く
に
つ
れ
て
、
キ
ュ
ー
へ
の
依
存
は
薄
れ
て
い
っ
た
。

凡
例

一
、
上
段
か
ら
順
に
、
重
要
な
社
会
的
出
来
事
、
歴
代
英
国
国
王
（
在
位
期
間
）、
歴
代
キ
ュ
ー

園
長
（
在
職
期
間
）、
キ
ュ
ー
関
連
の
主
要
な
出
来
事
、
注
釈
の
項
目
別
に
記
載
し
、
参
考
と
し
て　

最
下
段
に
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
（
小
石
川
植
物
園
）
の
略
年
表
を
併
記
し
た
。

一
、本
表
は
下
記
を
主
要
参
考
文
献
と
し
、東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
秋
篠
宮
眞
子
、寺
田
鮎
美
、

西
野
嘉
章
が
編
集
し
た
。

［
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
］

D
esm

ond, R
ay. T

he H
istory of the R

oyal Botanic G
ardens K

ew . 2nd rev ed. London: R
oyal   

B
otanic G

ardens, K
ew, 2007.

R
oyal B

otanic G
ardens, K

ew
’s O

fficial W
ebsite, “A

bout our organization,” http://w
w

w.kew.org/
aB

O
U
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U
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R
G

aN
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IO
N

.

［
小
石
川
植
物
園
］

岩
槻
邦
男
『
日
本
の
植
物
園
』
東
京
／
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
。　

大
場
秀
章
編
『
日
本
植
物
研
究
の
歴
史
―
小
石
川
植
物
園
三
〇
〇
年
の
歩
み
』
東
京
／
東
京
大

学
総
合
研
究
博
物
館
、
一
九
九
六
年
。

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
植
物
園
案
内
編
集
委
員
会
編
『
小
石
川
植
物
園
と

日
光
植
物
園
』
東
京
／
小
石
川
植
物
園
後
援
会
、
二
〇
〇
四
年
。

日
本
植
物
園
協
会
編
『
日
本
の
植
物
園
―
日
本
植
物
園
協
会
五
○
周
年
記
念
誌
』
東
京
／
八
坂

書
房
、
二
〇
一
五
年
。

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
略
年
表
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*

キ
ュ
ー
・パ
レ
ス

キ
ュ
ー
に
花
を
添
え
た
一
七
世
紀
の
住
宅
の
内
、唯
一

残
っ
て
い
た
ダ
ッ
チ
・ハ
ウ
ス
が
幾
た
び
か
の
改
名
を

経
て
、現
在
呼
ば
れ
て
い
る
名
前
。

*

デ
ィ
ア
ー
・パ
ー
ク

オ
ー
ル
ド
・
デ
ィ
ア
ー
・
パ
ー
ク
と
同
一
。リ
ッ
チ
モ
ン
ド

に
あ
る
場
所
の
名
前
。

*

ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子（
ジ
ョ
ー
ジ・オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）

ジ
ョ
ー
ジ
一
世
の
唯
一の
息
子
。後
の
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
。

*
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク・ル
イ
ス
）

ジ
ョ
ー
ジ
二
世
と
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
の
長
男
で
あ
り
、

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
父
親
。国
王
に
な
る
こ
と
な
く
逝
去

し
た
。

**

ヘ
ン
リ
ー
・カ
ペ
ル
の
住
宅

エ
セ
ッ
ク
ス
伯
爵
の
兄
弟
で
あ
る
ヘ
ン
リ
ー
・
カ
ペ
ル
の

住
宅
に
は
庭
園
が
あ
り
、大
変
充
実
し
て
い
た
と
い
う
。 

後
に
ホ
ワ
イ
ト・ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
。

*

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ

一
風
変
わ
っ
た
構
造
を
意
識
し
た
、装
飾
的
な
建
築
物
。

*

マ
ー
リ
ン
ズ・ケ
ー
ヴ

エ
ル
ミ
タ
ー
ジ
ュ
と
同
じ
趣
向
の
も
と
建
設
さ
れ
た
。

◆
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
フ
ォ
ー
ト
レ
イ（
フ
ラ
マ
ン
人
の
裕
福
な
ロ
ン
ド
ン
商
人
で

あ
り
、フ
ラ
ン
ス
人
の
子
孫
）が
、ヒ
ュ
ー
・
ポ
ー
ト
マ
ン
卿
の
邸
宅
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
場
所
に
ダ
ッ
チ・ハ
ウ
ス（
現
在
の*

キ
ュ
ー
・パ
レ
ス
）を
建
て
る
。

◆
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
た
、

ロ
ン
ド
ン
商
人
で
あ
り
ロ
ン
ド
ン
市
長
の
リ
チ
ャ
ー
ド・レ
ベ
ッ
ト
卿
が
ダ
ッ
チ
・

ハ
ウ
ス
を
買
い
取
る
。

◆
オ
ー
モ
ン
ド
伯
爵
が*

デ
ィ
ア
ー
・パ
ー
ク
の
中
に
あ
る
元
狩
猟
小
屋
を
買
い

取
り
、改
良
す
る
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ
一
世
即
位
。

◆
オ
ー
モ
ン
ド
伯
が
一
七
一
五
年
に
私
権
剥
奪
さ
れ
、彼
が
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
に

所
有
し
て
い
た
土
地
が*

ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子（
ジ
ョ
ー
ジ・オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）お
よ

び
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
皇
太
子
妃
の
別
荘
地
と
し
て
貸
与
さ
れ
、リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・

ロ
ッ
ジ
お
よ
び
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

◆
皇
太
子
お
よ
び
皇
太
子
妃
が
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
お
よ
び
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
王
妃
と

し
て
戴
冠
す
る
。

◆
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・
ガ
ー
デ
ン
ズ
は
、キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
妃
が
ロ
バ
ー
ト
・ソ
ロ
ト
ン

の
未
亡
人
メ
ア
リ
ー
・ソ
ロ
ト
ン（
リ
チ
ャ
ー
ド・レ
ベ
ッ
ト
の
娘
）よ
り
ダ
ッ
チ・

ハ
ウ
ス
を
含
む
三
つ
の
家
を
賃
貸
借
し
、キ
ュ
ー
の
村
落
ま
で
拡
大
さ
れ
た
。

数
ヶ
月
後
、キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
妃
は
更
に
二
つ
の
川
岸
の
家
を
賃
貸
借
。こ
れ
に

よ
り
、リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ロ
ッ
ジ
に
向
か
っ
て
南
に
所
有
地
が
拡
大
さ
れ
た
。

◆
チ
ャ
ー
ル
ズ・
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
と
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
妃
の
宮
廷

庭
師
に
任
命
さ
れ
、リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
の
再
造
園
に
携
わ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・ケ
ン
ト
が
庭
園
建
築
家
と
し
て
雇
わ
れ
る
。

◆*

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク・ル
イ
ス
）が
エ
リ
ザ
ベ
ス・サ
ン・

ア
ン
ド
レ
夫
人
か
ら
キ
ュ
ー
に
あ
る**

ヘ
ン
リ
ー
・
カ
ペ
ル
の
住
宅
を
賃
借

す
る
。

◆
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
に
ウ
ィ
リ
ア
ム・ケ
ン
ト
が
設
計
し
た*

エ
ル
ミ

タ
ー
ジ
ュ
を
建
設
す
る
。

◆
翌
三
五
年
に
か
け
、キ
ュ
ー
の
養
樹
園
主
で
あ
る
リ
チ
ャ
ー
ド・バ
ッ
ト
が
プ

リ
ン
ス・オ
ブ・ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
植
物
を
提
供
す
る
。

◆
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
に
ウ
ィ
リ
ア
ム・ケ
ン
ト
が
設
計
し
た*

マ
ー
リ

ン
ズ・ケ
ー
ヴ
を
建
設
。そ
の
近
く
の
塚
に
ニ
レ
を
植
え
る
。

一
六
三
一
年

一
六
九
七
年

一
七
〇
二
年

一
七
一
四
年

一
七
一
八
年

一
七
二
七
年

一
七
二
八
年

一
七
二
九
年

一
七
三
一
年

一
七
三
四
年

一
七
三
五
年

一
六
三
八（
寛
永
一
五
）年

三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
頃
、小
石
川
植
物
園
の
前
身
に

あ
た
る
、幕
府
の
御
薬
園
が
設
立
さ
れ
る
。薬
草
の
研

究
と
栽
培
を
目
的
と
し
、江
戸
城
の
南
北
に
北
薬
園
と

南
薬
園
が
作
ら
れ
た
。

一
六
八
四（
貞
享
元
）年

南
薬
園
の
一
部
で
あ
っ
た
麻
布
御
薬
園
が
、綱
吉
の
幼
時

の
住
ま
い
だ
っ
た
小
石
川
白
山
御
殿
地
に
移
転
、小
石

川
御
薬
園
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。御
番
医
師
の
木

下
道
円
が
預
か
り
役
で
あ
り
、小
石
川
御
薬
園
の
開
設

者
。こ
れ
が
日
本
の
植
物
園
の
最
も
古
い
例
と
さ
れ
る
。

一
七
一一（
正
徳
元
）年

南
薬
園
が
完
全
に
閉
園
。木
下
道
円
が
御
役
御
免
と
な

り
、麻
布
に
あ
っ
た
お
花
畑
の
預
か
り
役
で
あ
っ
た
芥
川

小
野
寺
が
そ
の
後
任
と
し
て
小
石
川
御
薬
園
の
預
か
り

と
な
る
。芥
川
が
移
動
し
た
際
に
、お
花
畑
も
移
さ
れ

た
。

一
七
二
一（
享
保
六
）年

御
薬
園
と
改
称
。

一
七
二
二（
享
保
七
）年

御
薬
園
に
貧
困
者
の
た
め
の
施
薬
院
、小
石
川
養
生
所

が
開
設
。明
治
維
新
に
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
く
。養
生

所
の
井
戸
は
現
存
す
る
。

重要な出来事

国王

園長

キ
ュ
ー
関
連
の
出
来
事

注
釈

小
石
川
植
物
園
略
年
表
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ジョージ一世（1714-1727）ジョージ二世（1727-1760）

●リンネが『自然の体系』を発表（1735）七年戦争（1756-1763）

*

ハ
ウ
ス・オ
ブ・コ
ン
フ
ュ
ー
シ
ャ
ス

孔
子
廟
。

*

ビ
ュ
ー
ト
卿

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
の
第
三
代
ビ
ュ
ー
ト
伯
爵
ジ
ョ

ン・ス
チ
ュ
ア
ー
ト
の
こ
と
。

*

ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子（
ジ
ョ
ー
ジ・
ウ
ィ
リ
ア
ム・フ
レ
デ

リ
ッ
ク
）

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
と
オ
ー
ガ
ス
タ
皇
太
子
妃
の

長
男
。後
の
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
。

**

オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー

オ
レ
ン
ジ
栽
培
温
室
。チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
キ
ュ
ー
で
デ
ザ

イ
ン
し
た
温
室
の
中
で
、唯
一
現
存
し
て
い
る
。

*

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ

ム
ー
ア
式
の
建
築
物
。

**

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ア
レ
ト
ゥ
―
サ

イ
オ
ニ
ア
式
の
フ
ォ
リ
ー（
西
洋
の
庭
園
に
お
け
る
、

実
用
を
目
的
と
し
な
い
装
飾
用
の
建
築
物
）。後
に

場
所
を
移
動
す
る
際
に
再
建
し
て
現
存
。

***

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・パ
ン

ド
ー
リ
ッ
ク
式
の
フ
ォ
リ
ー
。

*

オ
ー
ガ
ス
タ
公
太
妃

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
の
逝
去
に
伴
い
、身
分
が
皇
太

子
妃
か
ら
公
太
妃
へ
変
わ
っ
た
。

*

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー

イ
オ
ニ
ア
式
の
フ
ォ
リ
ー
。七
年
戦
争
中
の
ミ
ン
デ
ン
の

戦
い
で
の
勝
利
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
。

**

ル
ー
イ
ン
ド・ア
ー
チ

単
な
る
フ
ォ
リ
ー
で
は
な
く
、機
能
的
な
橋
と
し
て
の

役
割
も
果
た
し
て
い
た
。一
部
再
建
し
て
現
存
。

◆
五
月
八
日
、フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
が
プ
リ
ン
セ
ス・
オ
ー
ガ
ス
タ
・
オ
ブ
・

サ
ク
ス
＝
ゴ
ー
タ（
ド
イ
ツ
の
サ
ク
ス
＝
ゴ
ー
タ
公
国
公
女
の
こ
と
）と
結
婚
。

◆
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
が
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
に
譲
り
渡
さ
れ
る
。

◆
一一
月
二
〇
日
、キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
妃
逝
去
。

◆
チ
ャ
ー
ル
ズ・
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
六
月
一
七
日
に
逝
去
し
た
た
め
、ト
ー
マ
ス・

グ
リ
ー
ニ
ン
グ
と
ロ
バ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
親
子
が
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・ロ
ッ
ジ

の
主
任
庭
師
に
就
任
。

◆
翌
五
〇
年
に
か
け
、フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
は
土
地
の
購
入
に
よ
っ
て

キ
ュ
ー
に
お
け
る
所
有
地
を
南
方
向
へ
拡
大
す
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ
・
グ
ー
ピ
ー
が
設
計
し
た*

ハ
ウ
ス・
オ
ブ
・コ
ン
フ
ュ
ー
シ
ャ
ス
が

建
設
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

◆*

ビ
ュ
ー
ト
卿
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
の
侍
従
と
な
る
。

◆
五
月
二
〇
日
、フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
逝
去
。

◆
ロ
バ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
に
代
わ
っ
て
ジ
ョ
ン・
デ
ィ
ル
マ
ン
が
主
任
庭
師

と
な
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が*

ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子
に
建
築
を
教
え
る
こ
と
、

キ
ュ
ー
に
お
け
る
庭
園
建
築
を
設
計
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が

**

オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
建
設
に
取
り
か
か
る
。

◆
後
に
キ
ュ
ー
で
雇
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
ジ
ョ
ン・
ヒ
ル
が
ビ
ュ
ー
ト
卿
と

出
会
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

◆
四
月
、ジ
ョ
ン・ヘ
イ
ヴ
ァ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
が
、逝
去
し
た
ロ
バ
ー
ト
・
グ
リ
ー

ニ
ン
グ
の
跡
を
継
ぐ
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が*

ア
ル
ハ
ン
ブ
ラ
、**

テ
ン
プ
ル・
オ
ブ
・ア
レ

ト
ゥ
ー
サ
、***

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・パ
ン
を
建
設
。

◆
チ
ェ
ル
シ
ー
薬
草
園
に
勤
め
て
い
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・エ
イ
ト
ン
が
、キ
ュ
ー

に
あ
る
小
さ
な
フ
ィ
ジ
ッ
ク・ガ
ー
デ
ン（
薬
草
園
）を
管
理
す
る
た
め
に
雇
わ

れ
る
。

◆
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
皇
太
子
の
未
亡
人
で
あ
る*

オ
ー
ガ
ス
タ
公
太
妃
が
、ビ
ュ
ー

ト
卿
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
亡
夫
が
立
て
た
計
画
を
実
行
す
る
た
め
に

キ
ュ
ー
に
庭
園
を
開
く
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が*

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
、**

ル
ー
イ

ン
ド・ア
ー
チ
を
建
設
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ
二
世
逝
去
。一
〇
月
二
五
日
、ジ
ョ
ー
ジ
三
世
即
位
。ダ
ッ
チ
・

ハ
ウ
ス
は
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
自
由
に
使
う
よ
う
に
な
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
が*

メ
ナ
ジ
ェ
リ
ー
、**

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
・
ガ
ー

デ
ン
、***

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ベ
ロ
ナ
、****

シ
ア
タ
ー
・オ
ブ・オ
ー
ガ
ス
タ
を
建
設

す
る
。

一
七
三
六
年

一
七
三
七
年

一
七
三
八
年

一
七
四
九
年

一
七
五
〇
年

一
七
五
一
年

一
七
五
三
年

一
七
五
七
年

一
七
五
八
年

一
七
五
九
年

一
七
六
〇
年

一
七
三
五（
享
保
二
〇
）年

本
草
学
者
の
青
木
文
蔵（
昆
陽
）が
甘
藷（
サ
ツ
マ
イ

モ
）の
試
験
栽
培
を
行
う
。甘
藷
は
痩
せ
地
で
も
栽
培

出
来
る
こ
と
か
ら
、飢
饉
の
時
に
役
立
つ
と
考
え
ら
れ

た
。試
作
は
成
功
し
、全
国
的
に
甘
藷
が
栽
培
さ
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

● プラッシーの戦い（1757）

ジョージ三世
　（1760-1820）



*

メ
ナ
ジ
ェ
リ
ー

鳥
や
魚
を
収
容
す
る
空
間
。

**

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク・ガ
ー
デ
ン

王
族
の
植
物
学
的
関
心
を
満
た
し
た
庭
園
で
、恐
ら
く

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
物
が
集
め
ら
れ
て
い
た
。

***

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ベ
ロ
ナ

ド
ー
リ
ッ
ク
式
の
フ
ォ
リ
ー
。花
輪
お
よ
び
七
年
戦
争

に
従
軍
し
た
イ
ギ
リ
ス
と
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
の
連
隊
名

を
記
し
た
大
メ
ダ
ル
で
飾
ら
れ
る
。後
に
場
所
を
移
動

す
る
際
に
再
建
し
て
現
存
。

****

シ
ア
タ
ー
・オ
ブ・オ
ー
ガ
ス
タ

コ
リ
ン
ト
式
の
野
外
劇
場
。

*

パ
ゴ
ダ

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
手
掛
け
た
中
国
風
の
建
築
物
の
中
で
、

数
少
な
い
現
存
し
て
い
る
も
の
。

**

モ
ス
ク

ム
ー
ア
式
の
建
築
物
。

***

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ザ・サ
ン

コ
リ
ン
ト
式
の
フ
ォ
リ
ー
。

****

グ
レ
ー
ト・ス
ト
ー
ブ

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
設
計
し
た
温
室
の
中
で
も 

国
内
最
大

規
模
の
温
室
の
一つ
。

*

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ア
イ
オ
ロ
ス

コ
ン
ポ
ジ
ッ
ト
式
の
フ
ォ
リ
ー
。デ
シ
マ
ス
・
バ
ー
ト
ン

に
よ
り
再
建
さ
れ
て
現
存
。

**

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ソ
リ
チ
ュ
ー
ド

フ
ォ
リ
ー
。

***

テ
ン
プ
ス・オ
ブ・ピ
ー
ス

イ
オ
ニ
ア
式
の
フ
ォ
リ
ー
。

*

ホ
ル
ト
ゥ
ス・キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス

 「
キ
ュ
ー
植
物
園
の
菜
園
」の
意
。

*

ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子（
ジ
ョ
ー
ジ・
オ
ー
ガ
ス
タ
ス・フ
レ

デ
リ
ッ
ク
）

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
長
男
。後
の

ジ
ョ
ー
ジ
四
世
。

**

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子（
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
オ
ー
ガ
ス
タ

ス
）

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
次
男
。後
の

ヨ
ー
ク・オ
ー
ル
バニ
公
爵
。

◆
九
月
八
日
、ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
プ
リ
ン
セ
ス
・ソ
フ
ィ
ア
・シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・

オ
ブ・メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
＝
ス
ト
レ
リ
ッ
ツ（
ド
イ
ツ
の
メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
＝
ス
ト

レ
リ
ッ
ツ
公
国
公
女
）と
結
婚
す
る
。

◆
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ー
ト
ン
の
揚
水
機
が
設
置
さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が*

パ
ゴ
ダ（
一
七
六
二
年
に
完
成
）、**

モ
ス
ク
、

***

テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ザ・サ
ン
、****

グ
レ
ー
ト・ス
ト
ー
ブ
を
建
設
す
る
。

◆
ジ
ョ
ン・ヘ
イ
ヴ
ァ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・シ
ニ
ア
と
ジ
ュ
ニ
ア
が
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・

ガ
ー
デ
ン
ズ
の
管
理
を
引
き
継
ぐ
。

◆
ピ
ー
タ
ー
・コ
リ
ン
ソ
ン
に
よ
る
と
、春
に
、ア
ー
ガ
イ
ル
公
爵
が
所
有
し
て

い
た
珍
し
い
樹
木
や
灌
木
の
全
て
が
、彼
の
甥
で
あ
る
ビ
ュ
ー
ト
卿
に
よ
っ
て

キ
ュ
ー
に
あ
る
プ
リ
ン
セ
ス・オ
ブ・ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
庭
園
に
移
さ
れ
た
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
の*

テ
ン
プ
ル・
オ
ブ
・
ア
イ
オ
ロ
ス
と**

テ
ン

プ
ル・
オ
ブ
・ソ
リ
チ
ュ
ー
ド
が
こ
の
時
ま
で
に
は
完
成
す
る
。***

テ
ン
プ
ル・

オ
ブ・ピ
ー
ス
が
完
成
し
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。

◆
夏
の
間（
大
抵
六
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
）、ジ
ョ
ー
ジ
二
世
が
家
族
と

共
に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ロ
ッ
ジ
に
滞
在
す
る
よ
う
に
な
る
。

◆
造
園
家
の
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
国
王
の
た
め
に
リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・

ガ
ー
デ
ン
の
改
造
計
画
を
進
め
る
こ
と
に
な
る
。

◆
後
に
キ
ュ
ー
に
深
く
関
わ
る
こ
と
と
な
る
若
き
日
の
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス

が
初
め
て
ウ
ィ
リ
ア
ム・エ
イ
ト
ン
に
出
会
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
。

◆
ロ
イ
ヤ
ル・ア
ー
カ
イ
ブ
ス
に
よ
る
と
、オ
ー
ガ
ス
タ
妃
の
庭
園
の
た
め
に
複

数
の
養
樹
園
主
か
ら
植
物
を
購
入
し
た
。

◆
ジ
ョ
ン・ヒ
ル
が
キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
植
物
三
千
四
百
種
を
掲
載
し

た*

『
ホ
ル
ト
ゥ
ス・キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』（H

ortus K
ew

ensis) 
第
二
版
を
出
版
。

◆*

ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子
と**

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子
が
家
庭
教
師
の
レ
ベ
ッ
ト
・

ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン（
リ
チ
ャ
ー
ド
・レ
ベ
ッ
ト
の
孫
）と
共
に
ダ
ッ
チ
・ハ
ウ
ス
に

入
居
す
る
。当
時
、ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
が
当
地
所
の
権
利
証
明
を
持
っ
て
お
り
、

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
彼
か
ら
賃
貸
借
す
る
形
で
あ
っ
た
。

◆
八
月
一
〇
日
、エ
ン
デ
バ
ー
号
の
太
平
洋
航
海
の
成
功
に
よ
り
、ジ
ョ
セ
フ・バ

ン
ク
ス
と
植
物
学
者
の
ダ
ニ
エ
ル・ソ
ラ
ン
ダ
ー
が
キ
ュ
ー
に
て
ジ
ョ
ー
ジ
三
世

に
紹
介
さ
れ
る
。バ
ン
ク
ス
は
ソ
ラ
ン
ダ
ー
の
植
物
に
関
す
る
知
識
に
感
銘
を

受
け
、植
物
学
の
知
識
に
乏
し
か
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム・エ
イ
ト
ン
は
、同
定
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
植
物
が
あ
る
時
は
常
に
ソ
ラ
ン
ダ
ー
に
助
言
を
求
め
た
。

◆
二
月
八
日
、オ
ー
ガ
ス
タ
妃
逝
去
。

◆
五
月
、ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
そ
の
家
族
が
、オ
ー
ガ
ス
タ
妃
が
所
有
し
て
い
た

ホ
ワ
イ
ト
・ハ
ウ
ス
に
入
居
す
る
。た
だ
し
、人
数
が
多
す
ぎ
た
た
め
、ジ
ョ
ー
ジ

皇
太
子
と
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
王
子
は
こ
れ
ま
で
通
り
ダ
ッ
チ・ハ
ウ
ス
に
、*

ウ
ィ
リ

ア
ム
王
子
と**

エ
ド
ワ
ー
ド
王
子
は
キ
ュ
ー
・グ
リ
ー
ン
に
住
ん
だ
。

一
七
六
一
年

一
七
六
二
年

一
七
六
三
年

一
七
六
四
年

一
七
六
八
年

一
七
六
九
年

一
七
七
一
年

一
七
七
二
年

*

ウ
ィ
リ
ア
ム
王
子（
ウ
ィ
リ
ア
ム・ヘ
ン
リ
ー
）

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
三
男
。後
の
ク

ラ
レ
ン
ス
公
爵
で
あ
り
、ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
。

**

エ
ド
ワ
ー
ド
王
子（
エ
ド
ワ
ー
ド・オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
四
男
。後
の
ケ

ン
ト
・ス
ト
ラ
サ
ー
ン
公
爵
で
あ
り
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女

王
の
父
親
。

*

ア
ル
テ
ン
ス
テ
イ
ン
オ
ニ
ソ
テ
ツ（E

n
ceph

alartos 
altensteinii) 

こ
れ
は
現
在
で
も
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、

「
世
界
初
の
鉢
植
え
植
物
」と
記
さ
れ
て
い
る
が
、よ
り

古
い
鉢
植
え
植
物
が
、ウ
ィ
ー
ン
の
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル
ン
と

ウ
プ
サ
ラ
に
あ
る
こ
と
か
ら
、そ
の
真
偽
は
疑
わ
し
い
。

◆
庭
師
の
フ
ラ
ン
シ
ス
・マ
ッ
ソ
ン
が
植
物
収
集
の
た
め
に
南
ア
フ
リ
カ
の

ケ
ー
プ
に
派
遣
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
が
キ
ュ
ー
の
顧
問（
非
公
式
の
園
長
）と
な
る
。

◆
ジ
ェ
ー
ム
ス・
ブ
ル
ー
ス
が
主
に
ア
ビ
シ
ニ
ア（
エ
チ
オ
ピ
ア
の
旧
称
）で
集
め

た
大
量
の
植
物
や
樹
木
の
種
を
キ
ュ
ー
の
キ
ン
グ
ス・ガ
ー
デ
ン
で
働
い
て
い
る

ウ
ィ
リ
ア
ム・エ
イ
ト
ン
に
送
っ
た
。

◆
ジ
ョ
ン・ヒ
ル
逝
去
。

◆
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
が
南
ア
フ
リ
カ
よ
り*

ア
ル
テ
ン
ス
テ
イ
ン
オ
ニ
ソ
テ
ツ

（E
ncephalartos altensteinii) 

を
持
ち
帰
る
。

◆
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・ネ
ル
ソ
ン
が
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
の
た
め
に
植
物
、種
、虫
を

集
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
、ク
ッ
ク
船
長
の
第
三
回
航
海
に
加
わ
る
。フ
ラ
ン
シ

ス・マ
ッ
ソ
ン
は
、カ
ナ
リ
ア
諸
島
、ア
ゾ
レ
ス
諸
島
で
植
物
の
収
集
遠
征
を
続

け
る
。ド
ミ
ニ
カ
の
ジ
ョ
ン・
グ
レ
ッ
グ
が
ク
ロ
ー
ブ
を
含
む
植
物
を
キ
ュ
ー
に

提
供
す
る
。

◆
ダ
ニ
エ
ル・ソ
ラ
ン
ダ
ー
と
同
じ
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
で
、同
じ
く
ウ
プ
サ
ラ

大
学
で
学
ん
だ
植
物
学
者
の
ヨ
ナ
ス・ド
リ
ュ
ア
ン
デ
ル
が
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス

に
紹
介
さ
れ
る
。

◆
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
が
西
イ
ン
ド
で
植
物
を
収
集
す
る
。

◆
ダ
ッ
チ
・ハ
ウ
ス
を
含
む
レ
ベ
ッ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ー
ン
の
所
有
地
が
シ
ャ
ー

ロ
ッ
ト
妃
に
貸
し
出
さ
れ
る
。

◆
夏
、小
リ
ン
ネ（
カ
ー
ル・フ
ォ
ン・
リ
ン
ネ
の
息
子
で
あ
り
、植
物
学
者
）が

イ
ギ
リ
ス
に
訪
問
し
て
い
た
間
に
書
か
れ
た
手
紙
に
よ
る
と
、彼
が
ジ
ョ
セ
フ・

バ
ン
ク
ス
、ダ
ニ
エ
ル・ソ
ラ
ン
ダ
ー
、ヨ
ナ
ス・
ド
リ
ュ
ア
ン
デ
ル
と
共
に
、新
し

い
カ
タ
ロ
グ
の
た
め
キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
植
物
の
調
査
を
し
た
。

◆
五
月
三
一
日
、ダ
ニ
エ
ル・ソ
ラ
ン
ダ
ー
逝
去
。

◆
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
が
植
物
収
集
の
た
め
、ス
ペ
イ
ン
、ポ
ル
ト
ガ
ル
、タ
ン

ジ
ェ
に
派
遣
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ン・ヘ
イ
ヴ
ァ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・シ
ニ
ア
の
逝
去
に
よ
り
、ウ
ィ
リ
ア
ム・

エ
イ
ト
ン
が
そ
の
後
を
継
ぎ
、キ
ュ
ー
の
主
任
庭
師
と
な
る
。リ
ッ
チ
モ
ン
ド
・

ガ
ー
デ
ン
ズ
の
管
理
は
ジ
ョ
ン・ヘ
イ
ヴ
ァ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
一
手
に

引
き
受
け
る
。

◆
ア
ン
ト
ン・ホ
ー
ベ
が
収
集
家
と
し
て
西
ア
フ
リ
カ
を
目
指
す
ノ
ー
チ
ラ
ス

号
の
航
海
に
加
わ
る
。

◆
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
が
別
の
収
集
遠
征
の
た
め
南
ア
フ
リ
カ
に
戻
る
。

◆
ア
ン
ト
ン・ホ
ー
ベ
が
イ
ン
ド
で
植
物
を
収
集
す
る
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
深
刻
な
ポ
ル
フ
ィ
リ
ア
の
発
作
に
初
め
て
見
舞
わ
れ
、

一一
月
二
九
日
に
キ
ュ
ー
に
移
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

一
七
七
三
年

一
七
七
四
年

一
七
七
五
年

一
七
七
六
年

一
七
七
七
年

一
七
七
九
年

一
七
八
一
年

一
七
八
二
年

一
七
八
三
年

一
七
八
四
年

一
七
八
五
年

一
七
八
六
年

一
七
八
七
年

一
七
八
八
年
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●パリ条約（1763）●クックのエンデバー号出航
　（1768）

　　　　　　　　　　　　　　　　●
ワットが新方式の蒸気機関を開発（1769）

ジョセフ・バンクス（1773-1820）

　　　　　●
ボストン茶会事件（1773）

アメリカ独立戦争（1775-1783）　　　　　　　　　　　　　●
アダム・スミスが『国富論』を発表（1776）●パリ条約（1783）



*

ボ
タ
ニ
ー
・ベ
イ・ハ
ウ
ス

シ
ド
ニ
ー
の
ボ
タ
ニ
ー
・ベ
イ（
ボ
タ
ニ
ー
湾
）は
、植
生

が
豊
か
な
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

*

サ
ー
タ
ム・ア
ン
グ
リ
カ
ム

「
イ
ギ
リ
ス
の
花
輪
」の
意
。

*

マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
団

一
七
九
三
年
に
中
国
へ
派
遣
さ
れ
た
、イ
ギ
リ
ス
初
の

外
交
使
節
団
。

*

カ
ル
カ
ッ
タ

現
在
の
コ
ル
カ
タ
。

◆
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
の
持
ち
帰
っ
た
ア
フ
リ
カ
の
植
物
の
た
め
に
新
し
い

温
室
が
建
て
ら
れ
る
。そ
の
温
室
は
、結
果
的
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
物
で

一
杯
に
な
り
、*

ボ
タ
ニ
ー
・ベ
イ・ハ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
レ
リ
テ
ィ
エ・
ド・
ブ
リ
ュ
テ
ル
が
キ
ュ
ー
で
描
か
れ
た
植
物
の
版
画
を
含
む

*

『
サ
ー
タ
ム・ア
ン
グ
リ
カ
ム
』（Sertum

 A
nglicum

）を
出
版
す
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・エ
イ
ト
ン
が『
ホ
ル
ト
ゥ
ス・キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』第
三
巻
を
出
版

す
る
。こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
、フ
ラ
ン
ツ・ア
ン
ド
レ
ア
ス・バ
ウ
ア
ー
、ゲ
オ
ル
ク・

デ
ィ
オ
ニ
シ
ウ
ス・エ
ー
レ
ト
、Ｊ
・
Ｆ
・
ミ
ラ
ー
、Ｅ
・
Ｐ
・ノ
ッ
ダ
ー
、ジ
ョ
ン・

サ
ワ
ビ
ー
に
よ
る
絵
の
版
画
が
十
三
枚
、挿
絵
と
し
て
使
わ
れ
た
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
が
フ
ラ
ン
ツ・バ
ウ
ア
ー
を
キ
ュ
ー
の
植
物
画
家
に
任
命

す
る
。

◆
ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・
メ
ン
ジ
ー
ズ
が
船
医
兼
博
物
学
者
と
し
て
デ
ィ
ス
カ
バ

リ
ー
号
の
航
海
に
加
わ
り
、ジ
ョ
セ
フ
・バ
ン
ク
ス
の
た
め
に
植
物
を
採
集
す

る
。同
じ
く
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
囚
人
の
監
督
を
務
め
て
い
た
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド・バ
ー
ト
ン
が
バ
ン
ク
ス
の
た
め
に
植
物
を
採
集
す
る
こ
と
に
な
る
。

◆
中
国
の*

マ
カ
ー
ト
ニ
ー
使
節
団
に
従
事
し
て
い
た
ジ
ョ
ー
ジ・レ
ナ
ー
ド
・

ス
タ
ウ
ト
ン
が
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
の
た
め
に
植
物
を
採
集
す
る
と
約
束
す
る
。

◆
ケ
ー
プ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
植
物
の
た
め
に
温
室
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
二
月
二
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム・エ
イ
ト
ン
逝
去
。息
子
の
ウ
ィ
リ
ア
ム・
タ
ウ
ン

ゼ
ン
ト・エ
イ
ト
ン
が
跡
を
継
ぐ
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・
ブ
ラ
イ
艦
長
が
指
揮
す
る
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
号
が
、太
平
洋

と
西
イ
ン
ド
か
ら
キ
ュ
ー
の
た
め
に
植
物
を
持
ち
帰
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・ロ
ク
ス
バ
ラ
が
管
理
者
と
な
っ
た
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
庭
師

に
、以
前
プ
ロ
ヴ
ィ
デ
ン
ス
号
で
植
物
採
集
家
を
し
て
い
た
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ス
ミ
ス
が
任
命
さ
れ
る
。一
八
一
三
年
に
辞
職
す
る
ま
で
、ロ
ク
ス
バ
ラ
は
キ
ュ
ー

に
大
量
の
植
物
を
送
っ
た
。

◆
ジ
ョ
ン・ヘ
イ
ヴ
ァ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ジ
ュ
ニ
ア
が
辞
職
し
た
た
め
、そ
れ
ま
で

彼
が
一
手
に
引
き
受
け
て
来
た
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
の
管
理
も
ウ
ィ
リ

ア
ム・タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト・エ
イ
ト
ン
が
引
き
継
ぐ
こ
と
と
な
る
。

◆
キ
ュ
ー
か
ら
ロ
シ
ア
の
大
公
妃
マ
リ
ア
・フ
ョ
ー
ド
ロ
ヴ
ナ
の
元
へ
植
物
が

発
送
さ
れ
る
。

◆*

カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
か
ら
植
物
が
送
ら
れ
て
く
る
。ア
ー
チ
ボ
ル
ド
・メ
ン

ジ
ー
ズ
が
バ
ン
ク
ー
バ
ー
船
長
の
ア
メ
リ
カ
太
平
洋
岸
部
の
調
査
か
ら
帰
還

し
た
際
に
、ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
の
た
め
に
植
物
や
種
を
持
ち
帰
る
。そ
の
中

に
コ
ゴ
メ
ギ
ク（G

alinsoga parviflora

）が
あ
っ
た
。

◆『
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
外
来
植
物
図
譜
』（D

elineations of E
xotick 

Plants cultivated in the R
oyal G

arden at K
ew

）が
出
版
さ
れ
る
。フ
ラ

ン
ツ・バ
ウ
ア
ー
に
よ
る
エ
リ
カ
の
挿
絵
を
含
む
。

一
七
八
九
年

一
七
九
〇
年

一
七
九
一
年

一
七
九
二
年

一
七
九
三
年

一
七
九
五
年

一
七
九
六
年

*

ロ
ッ
デ
ィ
ジ
ー
ズ・ナ
ー
ス
リ
ー

当
時
有
名
だ
っ
た
園
芸
業
者
。

◆
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
が
キ
ュ
ー
の
た
め
に
北
米
で
植
物
採
集
を
す
る
。

◆
メ
ッ
サ
ー
ズ
・
デ
ィ
ク
ソ
ン・
オ
ブ
・エ
デ
ィ
ン
バ
ラ（
園
芸
業
者
だ
と
思
わ

れ
る
）に
大
量
の
植
物
を
発
注
す
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
収
集
家
と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ・

カ
レ
ー
を
雇
う
。

◆
キ
ュ
ー
は
王
室
の
設
立
と
さ
れ
、王
室
家
政
長
官
の
管
理
下
に
置
か
れ
る

こ
と
と
な
る
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ
三
世
が
再
び
病
気
に
な
り
、治
療
の
た
め
に
キ
ュ
ー
に
移
さ
れ
る
。

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
岸
の
調
査
を
目
的
と
す
る
イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ

ゲ
ー
タ
ー
号
に
キ
ュ
ー
の
庭
師
で
あ
る
ピ
ー
タ
ー
・グ
ッ
ド
が
同
行
す
る
。

◆
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ワ
イ
ア
ッ
ト
が
設
計
し
た
カ
ス
タ
レ
ー
テ
ッ
ド
・
パ
レ
ス
の

建
設
が
始
ま
る
。

◆
ホ
ワ
イ
ト
・ハ
ウ
ス
が
取
り
壊
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、そ
の
間
王
族
は
ダ
ッ

チ・ハ
ウ
ス
に
移
動
し
た
。

◆
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
と
キ
ュ
ー
を
隔
て
て
い
た
壁
が
取
り
壊
さ
れ
、

一つ
に
な
る
。

◆
キ
ュ
ー
の
庭
師
の
ウ
ィ
リ
ア
ム・
カ
ー
が
中
国
の
植
物
を
採
集
す
る
た
め
、

広
東
に
派
遣
さ
れ
る
。

◆
ケ
ー
プ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
小
さ
な
植
物
の
た
め
に
小
屋
が
建
設
さ

れ
る
。

◆
中
国
に
い
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
カ
ー
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
い
る
ジ
ョ
ー
ジ
・

カ
レ
ー
と
ロ
バ
ー
ト・ブ
ラ
ウ
ン
か
ら
植
物
や
種
子
を
受
け
取
る
。

◆
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
植
物
園
の
ジ
ェ
ー
ム
ス・ワ
イ
ル
ズ
、カ
ル
カ
ッ
タ
の
ウ
ィ
リ
ア

ム・ロ
ク
ス
バ
ラ
、ウ
ィ
ー
ン
の
イ
ン
ペ
リ
ア
ル・ガ
ー
デ
ン
ズ
の
ヨ
ー
ゼ
フ・フ
ラ

ン
ツ・フ
ォ
ン・ヤ
コ
イ
ン
、航
海
中
の
イ
ン
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ゲ
ー
タ
ー
号
か
ら
多
数

の
植
物
や
種
が
送
ら
れ
て
く
る
。キ
ュ
ー
は
ウ
ィ
リ
ア
ム・カ
ー
の
い
る
広
東
を

始
め
と
し
た
い
く
つ
か
の
場
所
へ
発
送
を
行
う
。

◆
植
物
学
者
の
ド
ー
ソ
ン・
タ
ー
ナ
ー
が
植
物
学
者
の
ウ
ィ
リ
ア
ム・
ジ
ャ
ク

ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
を
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
に
紹
介
す
る
。

◆
ア
メ
リ
カ
の
植
物
を
ア
メ
リ
カ
の
養
樹
園
主
で
あ
り
植
物
収
集
家
の

ジ
ョ
ン・
ラ
イ
オ
ン
か
ら
購
入
す
る
。*

ロ
ッ
デ
ィ
ジ
ー
ズ
・
ナ
ー
ス
リ
ー
か
ら

も
植
物
を
購
入
し
た
。

◆
一
〇
月
一
九
日
、ヨ
ナ
ス・
ド
リ
ュ
ア
ン
デ
ル
逝
去
。

◆
ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
が
ヨ
ナ
ス・
ド
リ
ュ
ア
ン
デ
ル
の
跡
を
継
い
で『
ホ
ル

ト
ゥ
ス・キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』の
編
集
者
を
務
め
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム・
タ
ウ
ン
ゼ
ン

ト・エ
イ
ト
ン
が
、一
八
一
〇
年
か
ら
一
三
年
の
間
に『
ホ
ル
ト
ゥ
ス・キ
ュ
ー
エ
ン
シ

ス
』の
第
二
版
全
五
巻
を
出
版
す
る
。

◆
二
月
八
日
、ジ
ョ
ー
ジ
皇
太
子
が
摂
政
王
太
子
に
任
命
さ
れ
る
。

一
七
九
八
年

一
七
九
九
年

一
八
〇
〇
年

一
八
〇
一
年

一
八
〇
二
年

一
八
〇
三
年

一
八
〇
四
年

一
八
〇
五
年

一
八
〇
六
年

一
八
一
〇
年

一
八
一
一
年
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ナポレオン戦争（1803-1815）



*
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

植
物
標
本
館
、植
物
標
本
室
、植
物
標
本
集
な
ど
、い
ず

れ
も
植
物
標
本
の
集
積
を
意
味
す
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・カ
ー
が
植
物
園
の
管
理
の
た
め
に
セ
イ
ロ
ン
に
行
く
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・カ
ー
が
セ
イ
ロ
ン
で
逝
去
。

◆
キ
ュ
ー
の
庭
師
で
あ
る
ア
ラ
ン・
カ
ニ
ン
ガ
ム
と
ジ
ェ
ー
ム
ス・
ボ
ウ
イ
が
、

植
物
採
集
を
目
的
と
し
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
南
ア
フ
リ
カ
へ
行
く
た
め
に

ブ
ラ
ジ
ル
へ
渡
る
。

◆
キ
ュ
ー
の
庭
師
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・ム
ー
ン
が
セ
イ
ロ
ン
で
の
ウ
ィ
リ

ア
ム・カ
ー
の
仕
事
を
引
き
継
ぐ
。中
国
に
派
遣
さ
れ
た
ア
マ
ー
ス
ト
卿
使
節

団
に
キ
ュ
ー
の
庭
師
の
ジ
ェ
ー
ム
ス・フ
ー
パ
ー
も
参
加
す
る
。キ
ュ
ー
の
庭

師
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト・ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
が
タ
ッ
キ
ー
船
長
に
よ
る
コ
ン
ゴ
川
の
探
査

に
加
わ
る
。

◆
ア
ラ
ン・
カ
ニ
ン
ガ
ム
と
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ボ
ウ
イ
が
ブ
ラ
ジ
ル
で
集
め
た
種

が
到
着
す
る
。

◆
ア
ラ
ン・カ
ニ
ン
ガ
ム
と
ジ
ェ
ー
ム
ス・ボ
ウ
イ
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

と
南
ア
フ
リ
カ
に
到
着
し
、彼
ら
が
集
め
た
種
が
キ
ュ
ー
に
届
く
。ジ
ョ
ー
ジ・

カ
レ
ー
が
セ
ン
ト
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト（
西
イ
ン
ド
諸
島
）か
ら
種
を
送
る
。

◆
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
管
理
者
に
任
命

さ
れ
、以
後
キ
ュ
ー
へ
大
量
に
送
る
こ
と
に
な
る
植
物
の
荷
の
最
初
の
一つ
を

発
送
し
た
。

◆
一一
月
一
七
日
、シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
妃
が
キ
ュ
ー
・
パ
レ
ス（
ダ
ッ
チ
・ハ
ウ
ス
の
新

し
い
呼
称
）で
逝
去
。

◆
ナ
サ
ニ
エ
ル・ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ（R

hododendron 
arboreum

）の
種
を
送
る
。苗
木
は
過
度
な
加
熱
に
よ
り
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

が
、一
八
二
〇
年
に
新
た
に
送
ら
れ
た
苗
木
は
生
き
残
っ
た
。

◆
一
七
七
五
年
に
フ
ラ
ン
シ
ス・マ
ッ
ソ
ン
が
持
ち
込
ん
だ
ア
ル
テ
ン
ス
タ
イ
ン

オ
ニ
ソ
テ
ツ（E

ncephalartos altensteinii

）が
つ
け
た
雄
球
果
を
見
に
、ジ
ョ

セ
フ・バ
ン
ク
ス
が
最
後
に
キ
ュ
ー
を
訪
れ
た
年
と
思
わ
れ
る
。

◆
一
月
二
九
日
、ジ
ョ
ー
ジ
三
世
の
逝
去
に
よ
り
、摂
政
王
太
子
が
即
位
し
、

ジ
ョ
ー
ジ
四
世
と
な
る
。

◆
四
月
か
ら
五
月
の
間
に
、ジ
ョ
ー
ジ
四
世
が
ハ
ン
タ
ー
・ハ
ウ
ス（
現
在
の

*

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
）を
購
入
す
る
こ
と
が
決
ま
る
。

◆
六
月
一
九
日
、ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク
ス
逝
去
。

◆
こ
の
頃
よ
り
、経
済
的
困
窮
。キ
ュ
ー
不
遇
の
時
代
と
な
る
。

◆
ア
ラ
ン・カ
ニ
ン
ガ
ム
と
ジ
ェ
ー
ム
ス・
ボ
ウ
イ
か
ら
引
き
続
き
植
物
と
種
が

送
ら
れ
て
来
る
。ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド・ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
も
提
供
者

で
あ
っ
た
。

◆
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ス
が
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン・
パ
レ
ス
に
あ
る
ロ
イ
ヤ
ル・フ
ォ
ー
シ
ン

グ・ガ
ー
デ
ン
か
ら
キ
ュ
ー
に
異
動
す
る
。

一
八
一
二
年

一
八
一
四
年

一
八
一
六
年

一
八
一
七
年

一
八
一
八
年

一
八
一
九
年

一
八
二
〇
年

一
八
二
一
年

一
八
二
二
年

*

パ
ー
ム・ハ
ウ
ス

ヤ
シ
用
の
温
室
。

*

ウ
ォ
ー
ド
の
箱

ナ
サ
ニ
エ
ル・
バ
グ
シ
ョ
ー
・
ウ
ォ
ー
ド
の
発
明
に
な
る

ガ
ラ
ス
器
。植
物
の
運
搬
に
用
い
ら
れ
た
栽
培
容
器
。

*

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公（
エ
ル
ン
ス
ト・ア
ウ
グ
ス
ト
）

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
五
男
。ジ
ョ
ー

ジ
四
世
、ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
の
弟
で
あ
り
、後
の
ハ
ノ
ー

ヴ
ァ
ー
王
。

*

ジ
ョ
ン・ナ
ッ
シ
ュ
の
温
室

元
々
は
一
八
二
五
年
に
ジ
ョ
ン・ナ
ッ
シ
ュ
に
よ
り
建
設

さ
れ
た
。ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー
と

も
ナ
ッ
シ
ュ・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー
と
も
呼
ば
れ
る
。

*

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
と
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
王
妃
の
四
男
ケ
ン
ト
公

（
エ
ド
ワ
ー
ド・オ
ー
ガ
ス
タ
ス
）の
遺
児
。

**

ハノ
ー
ヴ
ァ
ー
王

イ
ギ
リ
ス
王
と
ハノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
は
、同
君
連
合
体
制
に

よ
り
同
人
物
が
即
位
し
て
い
た
が
、ハノ
ー
ヴ
ァ
ー
は
女

子
の
国
王
即
位
を
認
め
て
い
な
か
っ
た
た
め
、そ
ち
ら
に

は
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公
が
即
位
し
、同
君
連
合
体
制
は

解
消
さ
れ
た
。

◆
六
月
、ジ
ョ
ー
ジ
四
世
の
た
め
に
購
入
さ
れ
た
ハ
ン
タ
ー
・ハ
ウ
ス
が
、イ
ギ

リ
ス
王
室
領
土
を
管
理
す
る
森
林
委
員
会
委
員
長
に
売
却
さ
れ
る
。

◆
ジ
ェ
ー
ム
ズ・
ボ
ウ
イ
の
南
ア
フ
リ
カ
で
の
植
物
収
集
家
と
し
て
の
契
約
が

キ
ュ
ー
の
経
済
的
理
由
に
よ
り
終
了
す
る
。

◆
セ
イ
ロ
ン
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ム
ー
ン
か
ら
植
物
を
、ト
リ
ニ
ダ
ー
ド
の

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
・ロ
ッ
ク
ハ
ー
ト
か
ら
ラ
ン
を
、ロ
ン
ド
ン
園
芸
協
会
か
ら
寄
付

を
受
け
取
る
。

◆
セ
ン
ト
・ヘ
レ
ナ
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
墓
の
側
に
生
え
て
い
た
ヤ
ナ
ギ
か
ら
採
っ

た
切
り
枝
を
挿
し
木
す
る
。

◆
低
い
差
掛
け
小
屋
を
改
造
し
、南
ア
フ
リ
カ
の
多
肉
多
汁
植
物
の
た
め
の

場
所
を
作
る
。

◆
ロ
ッ
デ
ィ
ジ
ー
ズ・ナ
ー
ス
リ
ー
か
ら
ヤ
シ
を
購
入
す
る
。

◆
傷
み
や
す
い
水
生
植
物
を
改
修
し
た
差
掛
け
小
屋
に
あ
る
卵
型
の
水
槽

に
移
す
。元
は
ブ
ド
ウ
栽
培
温
室
で
あ
っ
た
古
い
差
掛
け
小
屋
は
ヒ
ー
ス
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
た
め
に
修
繕
さ
れ
た
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・エ
イ
ト
ン
が
国
王
よ
り
王
室
の
庭
園
全
体
の

長
官
に
任
命
さ
れ
、結
果
、彼
が
キ
ュ
ー
に
割
く
時
間
が
減
る
。

◆
ダ
ッ
チ・ハ
ウ
ス
が
キ
ュ
ー
・パ
レ
ス
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

◆*

パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
の
高
さ
が
高
く
な
る
。

◆
こ
の
頃
、*

ウ
ォ
ー
ド
の
箱（
ウ
ォ
ー
デ
ィ
ア
ン・ケ
ー
ス
）が
発
明
さ
れ
る
。

◆
六
月
二
六
日
、ジ
ョ
ー
ジ
四
世
が
逝
去
し
、弟
の
ク
ラ
レ
ン
ス
公
が
ウ
ィ
リ

ア
ム
四
世
と
し
て
即
位
。

◆
海
外
で
唯
一の
キ
ュ
ー
の
植
物
収
集
家
で
あ
る
ア
ラ
ン・カ
ニ
ン
ガ
ム
が
呼
び

戻
さ
れ
る
。

◆*

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公
夫
妻
が
ハ
ン
タ
ー
・ハ
ウ
ス
を
住
居
と
す
る
。デ
ィ
ア
ー
・

パ
ー
ク
に
あ
る
草
地
と
リ
ッ
チ
モ
ン
ド・ガ
ー
デ
ン
ズ
も
獲
得
し
た
。

◆
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
大
規
模
な
修
繕
が
行
わ
れ
る
。

◆
ア
ラ
ン・カ
ニ
ン
ガ
ム
が
ニ
ュ
ー
・サ
ウ
ス・ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
植
民
地
植
物
学
者

に
就
任
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ
・
バ
ー
ク
レ
ー
が
キ
ュ
ー
の
た
め
に
植
物
収
集
家
と
し
て
サ
ル

フ
ァ
ー
号
の
航
海
に
加
わ
る
。

◆
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム・パ
レ
ス
に
あ
る*

ジ
ョ
ン・ナ
ッ
シ
ュ
の
温
室
の
一つ
が
キ
ュ
ー

に
再
建
さ
れ
る
。

◆
六
月
二
〇
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム
四
世
逝
去
。跡
を
継
い
で
姪
の*

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

女
王
が
即
位
。**

ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
と
し
て
は
カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公
が
即
位
。

カ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド
公
が
ハノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
に
な
る
に
あ
た
っ
て
ハ
ン
タ
ー
・ハ
ウ
ス

を
去
る
。

一
八
二
三
年

一
八
二
五
年

一
八
二
六
年

一
八
二
七
年

一
八
二
八
年

一
八
二
九
年

一
八
三
〇
年

一
八
三
一
年

一
八
三
三
年

一
八
三
五
年

一
八
三
六
年

一
八
三
七
年
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*

キ
ン
グ・ウ
ィ
リ
ア
ム
ス・テ
ン
プ
ル

フ
ォ
リ
ー
。

◆
ジ
ョ
ン・ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
が
キ
ュ
ー
に
植
物
を
送
る
と
約
束
し
、北
西

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
移
住
す
る
。。

◆
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ワ
イ
ア
ッ
ト
ヴ
ィ
ル
の
設
計
に
よ
り
、元
々
は
パ
ン
テ
オ
ン

若
し
く
は
テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ミ
リ
タ
リ
ー
・フ
ェ
ー
ム
と
呼
ば
れ
て
い
た*

キ
ン

グ・ウ
ィ
リ
ア
ム
ス・テ
ン
プ
ル
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
大
蔵
省
が
ジ
ョ
ン・
リ
ン
ド
リ
ー
の
下
で
、全
て
の
王
室
の
庭
園
、取
り
分
け

キ
ュ
ー
を
調
査
し
た
。

◆
六
月
二
五
日
、大
蔵
省
は
キ
ュ
ー
を
王
室
家
政
長
官
局
か
ら
森
林
局
へ

移
管
す
る
こ
と
を
決
定
す
る
。

◆
一二
月
一一
日
、キ
ュ
ー
の
植
物
画
家
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ツ・バ
ウ
ア
ー
逝
去
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・エ
イ
ト
ン
は
ウ
ィ
リ
ア
ム・ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ

カ
ー
卿
に
植
物
園
の
管
理
を
委
ね
る
。フ
ッ
カ
ー
が
初
代
園
長
に
就
任
。キ
ュ
ー

が
国
立
と
な
る
。

◆
一
二
月
、植
物
学
者
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ス
が
キ
ュ
ー
最
初
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に

就
任
。

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
航
海
中
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン・ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
や
サ

ル
フ
ァ
ー
号
に
乗
船
し
て
い
た
バ
ー
ク
レ
イ
が
収
集
し
た
植
物
と
種
、ベ
ッ
ド

フ
ォ
ー
ド
公
、ジ
ェ
ー
ム
ズ・ベ
イ
ト
マ
ン
、ウ
ィ
リ
ア
ム・ボ
ラ
ー
、ジ
ョ
ン・ク
ロ

ウ
ズ
、エ
ィ
ル
マ
ー
・バ
ー
ク・
ラ
ン
バ
ー
ト
、ジ
ョ
ン・
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
植
物
を
受
け
取
る
。バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、ハル
、リ
ヴ
ァ
プ
ー
ル
、マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
の
植
物
園
、ロ
ン
ド
ン
園
芸
協
会
も
寄
贈
者
で
あ
っ
た
。バ
ッ
ク
ハ
ウ
ス・

オ
ブ・
ダ
ー
リ
ン
ト
ン
、ジ
ャ
ク
ソ
ン・オ
ブ・キ
ン
グ
ス
ト
ン
、ロ
ウ
・オ
ブ・
ク
ラ

プ
ト
ン
、ヴ
ィ
ー
チ・オ
ブ・エ
ク
セ
タ
ー
・ア
ン
ド・ホ
ウ
ィ
ッ
ト
レ
ー
、オ
ズ
ボ
ー

ン・オ
ブ・フ
ラ
ム
等
の
園
芸
業
者
か
ら
も
植
物
を
購
入
す
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム・

ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
の
下
で
、植
物
の
購
入
と
交
換
は
著
し
く
増
加
す
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・バ
ー
ク
が
キ
ュ
ー
と
ダ
ー
ビ
ー
卿
の
た
め
に
北
ア
メ
リ
カ
で
植
物

を
収
集
す
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム・
パ
ー
デ
ィ
ー
が
キ
ュ
ー
と
ノ
ー
ザ
ン
バ
ラ
ン
ド
公

の
た
め
に
西
イ
ン
ド
と
南
米
で
植
物
を
収
集
す
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン・
フ
ッ
カ
ー
が
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
諸
島
で
収
集
し
た

植
物
が
、ガ
ラ
ス
を
は
め
た
二
つ
の
ケ
ー
ス
に
入
っ
て
キ
ュ
ー
に
送
ら
れ
る
。

◆
ベ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
公
の
ラ
ン
の
た
め
に
、差
掛
け
小
屋
を
二
倍
の
大
き
さ
に

し
て
切
妻
式
屋
根
の
建
物
が
作
ら
れ
る
。ま
た
、ヒ
ー
ス
と
サ
ボ
テ
ン
の
た
め
の

場
所
が
作
ら
れ
る
。

◆
ハノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
は
所
有
し
て
い
る
土
地
、プ
レ
ジ
ャ
ー
・グ
ラ
ウ
ン
ズ
の
内
、

四
十
四
エ
ー
カ
ー（
十
七・八
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を
手
放
す
。

◆
デ
シ
マ
ス・バ
ー
ト
ン
の
指
名
に
よ
り
、リ
チ
ャ
ー
ド・タ
ー
ナ
ー
と
ウ
ィ
リ
ア

ム・ア
ン
ド
リ
ュ
ー
ズ・ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
造
園
と
新
し
い
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
を

建
設
す
る
計
画
に
取
り
か
か
る
。

一
八
三
八
年

一
八
四
〇
年

一
八
四
一
年

一
八
四
三
年

一
八
四
四
年

*

ア
ー
ボ
リ
ー
タ
ム

樹
木
園
の
こ
と
。

*

ブ
ロ
ー
ド・ウ
ォ
ー
ク

元
々
、パ
ー
ム
・ハ
ウ
ス
へ
続
く
遊
歩
道
と
し
て
設
計

さ
れ
た
。

**

ク
イ
ー
ン
ズ・コ
テ
ー
ジ

ジ
ョ
ー
ジ
三
世
か
ら
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
妃
に
贈
ら
れ
た

建
築
物
。

◆
キ
ュ
ー
の
年
報
が
出
版
さ
れ
る
。最
初
の
一
冊
は
一
八
四
一
年
に
遡
っ
た
も
の

で
あ
っ
た
。。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト
・
エ
イ
ト
ン
が
退
職
し
、六
月
九
日
に
、

百
七
十
八
エ
ー
カ
ー（
七
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
プ
レ
ジ
ャ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ズ
と

約
三
百
五
十
エ
ー
カ
ー（
百
四
十
一・五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
オ
ー
ル
ド
・
デ
ィ
ア
・

パ
ー
ク
が
ウ
ィ
リ
ア
ム・
ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
の
管
理
下
に
入
っ
た
。ハノ
ー

ヴ
ァ
ー
王
は
更
に
八
十
エ
ー
カ
ー（
三
十
二・五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を
手
放
し
た
。

◆
ロ
ー
ソ
ン・オ
ブ・エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
よ
り
大
量
の
木
を
購
入
す
る
。ネ
ス
フ
ィ
ー

ル
ド
が
計
画
し
て
い
た*

ア
ー
ボ
リ
ー
タ
ム
の
た
め
だ
と
思
わ
れ
る
。。

◆*

ブ
ロ
ー
ド
・ウ
ォ
ー
ク
を
作
り
始
め
る
。**

ク
イ
ー
ン
ズ・コ
テ
ー
ジ
を
一
般

に
公
開
す
る
た
め
に
高
い
木
製
の
柵
で
周
り
を
囲
う
。

◆『
カ
ー
テ
ィ
ス・ボ
タ
ニ
カ
ル・マ
ガ
ジ
ン
』（C

urtis’s B
otanical M

agazine

） 

発
刊
。キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
た
多
く
の
植
物
の
挿
絵
を
載
せ
て
お
り
、こ
れ
は

今
日
ま
で
続
い
て
い
る
編
集
方
針
で
あ
る
。

◆
イ
タ
リ
ア
カ
サ
マ
ツ（P

inus pinea

）が
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ・コ
テ
ー
ジ
の
そ
ば

に
植
え
ら
れ
る
。一
九
二
六
年
一
月
の
吹
雪
で
大
枝
を
失
い
、徐
々
に
傾
い
て
い

き
、一
九
四
一
年
の
春
か
ら
は
支
柱
で
支
え
ら
れ
る
。チ
ェ
ス
ト
ナ
ッ
ト
・リ
ー
ブ

ド・オ
ー
ク ( Q

uercus castaneifolia)

が
植
え
ら
れ
る
。こ
の
木
は
百
六
十
年

後
、体
積
に
関
し
て
、キ
ュ
ー
で
最
も
大
き
い
木
と
な
っ
た
。

◆
ジ
ョ
ゼ
フ・バ
ー
ク
か
ら
植
物
を
受
け
取
る
。メ
キ
シ
コ
に
い
る
Ｆ・ス
テ
イ
ン

ズ
か
ら
、大
き
な
広
刺
丸（E

chinocactus platyacanthus)

が
送
ら
れ
て

来
る
。東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
ヨ
ウ
ラ
ク
ボ
ク（A

m
herstia nobilis

）が
贈
呈

さ
れ
る
。オ
オ
オ
ニ
バ
ス（V

ictoria am
azonica

）の
種
を
購
入
す
る
が
、芽
は

出
な
か
っ
た
。

◆
デ
シ
マ
ス・バ
ー
ト
ン
に
よ
り
メ
イ
ン・ゲ
ー
ト
が
設
計
さ
れ
る
。温
室
や
オ
ー

キ
ッ
ド・ハ
ウ
ス
が
建
て
ら
れ
る
。ジ
ョ
ン・ク
ロ
ウ
ド
師
の
ラ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
入
手
し
た
た
め
、新
し
い
場
所
が
必
要
に
な
る
。

◆
バ
ー
ト
ホ
ル
ト・ジ
ー
マ
ン
が
ヘ
ラ
ル
ド
号
の
航
海
に
加
わ
り
、キ
ュ
ー
の
た
め

に
植
物
を
収
集
す
る
。こ
の
時
点
で
、ウ
ォ
ー
ド
の
箱
は
よ
く
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。

◆
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
の
後
ろ
側
に
ア
メ
リ
カ
ン・ガ
ー
デ
ン
が
作
ら
れ
る
。カ
ン
パ

ニ
ー
ル
が
建
設
さ
れ
る
。ブ
レ
ン
ト
フ
ォ
ー
ド
・フ
ェ
リ
ー
・
ゲ
ー
ト
が
開
放
さ

れ
る
。

◆『
キ
ュ
ー
植
物
園
、す
な
わ
ち
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
入
門
』（K

ew
 G

ardens, 
or a Popular G

uide to the R
oyal B

otanic G
ardens of K

ew

）が
出
版

さ
れ
、一
八
八
五
年
の
三
〇
版
ま
で
続
く
。

◆
ハ
ノ
ー
ヴ
ァ
ー
王
が
、所
有
し
て
い
た
プ
レ
ジ
ャ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ズ
の
最
後
の

八
エ
ー
カ
ー（
三・五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）を
手
放
す
。

一
八
四
五
年

一
八
四
六
年

一
八
四
七
年

一
八
四
八
年
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*

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ・グ
レ
ー
ト・ス
ト
ー
ブ

一
七
六
一
年
に
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
が
建
設
し
た
大
規
模
な

温
室
。

**

博
物
館

経
済
植
物
博
物
館
の
こ
と
。園
内
に
あ
る
植
物
か
ら
派

生
し
た「
モ
ノ
」の
展
示
を
目
的
と
す
る
、当
時
と
し
て

は
革
新
的
な
博
物
館
で
あ
っ
た
。

*

ハハ
ー

造
園
に
お
い
て
境
界
の
役
割
を
果
た
す
空
掘
の
こ
と
。

◆
北
イ
ン
ド
に
い
る
ジ
ョ
セ
フ・ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が
キ
ュ
ー
の
た
め
に
植
物

収
集
を
行
う
。キ
ュ
ー
の
収
集
家
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム・パ
ー
デ
ィ
ー
と
バ
ー
ソ

ル
ド
・
ジ
ー
マ
ン
か
ら
植
物
を
受
け
取
る
。イ
ン
ド
に
い
る
フ
ッ
カ
ー
か
ら
、

最
初
の
種
子
が
届
く
。

◆
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
が
完
成
す
る
。担
当
し
た
建
築
家
は
デ
シ
マ
ス・バ
ー
ト
ン
。

パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
の
完
成
に
伴
っ
て
古
い
温
室
と*

チ
ェ
ン
バ
ー
ズ・
グ
レ
ー
ト
・

ス
ト
ー
ブ
は
取
り
壊
さ
れ
、中
身
が
新
し
い
建
物
に
移
さ
れ
る
。果
物
貯
蔵
室

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
場
所
が
バ
ー
ト
ン
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ
、**

博
物
館
が

一
般
公
開
さ
れ
る
。

◆
一
〇
月
九
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム・タ
ウ
ン
ゼ
ン
ト・エ
イ
ト
ン
逝
去
。

◆
一一
月
二
一
日
、繁
殖
場
の
タ
ン
ク
の
中
で
オ
オ
オ
ニ
バ
ス（V

icto
ria 

am
azonica

）が
最
初
の
つ
ぼ
み
を
つ
け
た
が
、完
全
に
は
咲
か
な
か
っ
た
。

◆
一
八
四
三
年
か
ら
、キ
ュ
ー
の
植
物
収
集
家
が
種
や
乾
燥
標
本
の
み
な
ら
ず
、

九
十
二
個
の
ウ
ォ
ー
ド
の
箱
に
入
っ
た
植
物
を
送
っ
た
。

◆
温
室
の
数
が
二
十
二
に
増
え
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
が『
シ
ッ
キ
ム・ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ツ
ツ
ジ
類
』

（R
hododendrons of Sikkim

 H
im

alaya

）を
出
版
。

◆
オ
オ
オ
ニ
バ
ス（V

ictoria am
azonica

）の
花
が
満
開
に
な
る
。

◆
森
林
局
の
再
編
成
に
伴
っ
て
、キ
ュ
ー
は
新
し
い
省
で
あ
る
事
業
・
公
共

建
築
省
に
移
管
さ
れ
、オ
ー
ル
ド・デ
ィ
ア・パ
ー
ク
の
み
森
林
局
の
管
理
下
に

残
っ
た
。キ
ュ
ー
と
オ
ー
ル
ド
・
デ
ィ
ア
ー
・
パ
ー
ク
を
分
け
る*

ハハ
ー
が
完
成

す
る
。

◆
十
六
個
の
ウ
ォ
ー
ド
の
箱
に
入
っ
た
経
済
植
物
が
植
民
地
に
送
ら
れ
る
。

オ
オ
オ
ニ
バ
ス
の
種
も
送
ら
れ
た
。

◆
ハ
イ
ド
・
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
万
国
博
覧
会
で
展
示
さ
れ
た
植
物

関
連
品
が
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。

◆
テ
ン
ペ
レ
ー
ト
・
フ
ァ
ー
ン
・
ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
極
東
に
航
海
す
る
ヘ
ラ
ル
ド
号
に
乗
船
す
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ミ
ル
ン
と
、

植
物
を
収
集
し
て
も
ら
う
契
約
を
結
ぶ
。有
名
な
オ
オ
ミ
ヤ
シ（L

odoisia 
m

aldivica

）が
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
植
物
園
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
園
長
が
一
次
的
に
ハ
ン
タ
ー
・ハ
ウ
ス
の
一
階
を
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
蔵
書
の
収
容

場
所
と
し
て
使
う
よ
う
に
な
る
。Ｗ・Ａ
・
ブ
ロ
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
よ
り
、ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
と
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
オ
オ
オ
ニ
バ
ス( V

ictoria am
azonica)

の
た
め
に
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
リ
ー
・

ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
ア
ラ
ン・Ａ・ブ
ラ
ッ
ク
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
ロ
ー
レ
ン
ス
夫
人
よ
り
ヨ
ウ
ラ
ク
ボ
ク（A

m
h

erstia n
ob

ilis

）が
寄
贈

さ
れ
る
。

一
八
四
九
年

一
八
五
〇
年

一
八
五
一
年

一
八
五
二
年

一
八
五
三
年

一
八
五
四
年

*

ロ
ク
ス
バ
ラ
の
絵

植
物
学
者
で
あ
っ
た
彼
は
、自
身
で
も
絵
も
制
作
し
て

い
た
。

*

テ
ン
ペ
レ
ー
ト・ハ
ウ
ス

キ
ュ
ー
ガ
ー
デ
ン
で
最
大
の
ガ
ラ
ス
温
室
。

*

『
英
領
西
イ
ン
ド
諸
島
植
物
誌
』

一
八
五
九
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
出
版
。植
民
地

植
物
相
シ
リ
ー
ズ
の
最
初
の
一
冊
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ・ベ
ン
サ
ム
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
植
物
の
蔵
書
を
寄
贈
す
る
。Ｊ
・

Ｆ
・キ
ャ
ス
カ
ー
ト
の
た
め
に
描
か
れ
た
イ
ン
ド
人
画
家
達
に
よ
る
約
千
枚
の

絵（
そ
の
う
ち
何
枚
か
は
、ジ
ョ
セ
フ・
ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が
一
八
五
五
年
に

出
版
し
た『
ヒ
マ
ラ
ヤ
植
物
図
譜
』〔Illustrations of H

im
alayan P

lants

〕

の
中
で
複
製
さ
れ
た
）が
、彼
の
妹
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
主
に
、Ｃ
・
ボ
ン
ド
と
Ｔ
・
ダ
ン
カ
ン
ソ
ン
が
キ
ュ
ー
の
植
物
を
描
い
た

二
千
百
八
十
八
枚
の
絵
が
Ｗ
・Ａ
・ス
ミ
ス
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。ナ
サ
ニ
エ
ル・

ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
が
カ
ル
カ
ッ
タ
植
物
園
の
監
督
者
を
務
め
て
い
た
二
十
八
年
間

に
書
い
た
膨
大
な
量
の
手
紙
が
寄
贈
さ
れ
る
。こ
れ
は
後
に
、カ
ル
カ
ッ
タ

植
物
園
に
再
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

◆
六
月
五
日
、ジ
ョ
ゼ
フ
・
ダ
ル
ト
ン・
フ
ッ
カ
ー
が
キ
ュ
ー
の
園
長
補
佐
に

就
任
。

◆
キ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
の
敷
地
内
に
ロ
ン
ド
ン
の
公
園（
若
し
く
は
大
庭
園
）に

樹
木
を
供
給
す
る
た
め
の
養
樹
園
が
設
立
さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・
ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
が『
経
済
植
物
博
物
園
、す
な
わ
ち

キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
博
物
館
入
門
』（M

useum
 of E

conom
ic B

otany, or 
a Popular G

uide to the M
useum

 of the R
oyal B

otanic G
ardens of 

K
ew

）を
出
版
す
る
。こ
の
本
は
何
回
も
改
定
を
重
ね
た
。

◆
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
息
子
で
あ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・ス
ミ
ス
が
新
し
い
博
物
館

を
任
さ
れ
る
。

◆
バ
ー
ト
ン
が
レ
ン
ガ
で
出
来
た
三
階
建
て
の
池
に
面
し
た
新
し
い
博
物
館
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
。

◆
Ｗ
・
Ｂ
・バ
イ
キ
ー
に
よ
る
探
検
旅
行
で
ニ
ジ
ェ
ー
ル
に
い
る
チ
ャ
ー
ル
ズ・

バ
ー
タ
ー
が
キ
ュ
ー
へ
乾
燥
標
本
を
送
り
始
め
る
。

◆
ジ
ョ
ン・リ
ー
ダ
ー
・ジ
ャ
ク
ソ
ン
が
博
物
館
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
Ｗ
・
グ
リ
フ
ィ
ス
、Ａ
・フ
ァ
ル
コ
ナ
ー
、Ｊ
・
Ｗ
・ヘ
ル
フ
ァ
ー
に
よ
る
イ
ン
ド

で
の
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と*

ウ
ィ
リ
ア
ム
・ロ
ク
ス
バ
ラ
の
絵
を
東
イ
ン
ド

会
社
よ
り
買
い
取
る
。

◆
グ
ス
タ
フ・マ
ン
が
故
バ
ー
タ
ー
氏
に
変
わ
っ
て
西
ア
フ
リ
カ
で
の
植
物
採
集

家
と
な
る
。ロ
バ
ー
ト
・ク
ロ
ス
が
キ
ナ
ノ
キ
を
採
集
す
る
た
め
に
Ｃ
・Ｒ
・マ
ー

ク
ハム
の
南
ア
メ
リ
カ
へ
の
探
検
旅
行
に
加
わ
る
。

◆
バ
ー
ト
ン
が*

テ
ン
ペ
レ
ー
ト・ハ
ウ
ス
の
設
計
を
す
る
。

◆
Ｗ
・
Ｈ
・ハ
ー
ヴ
ェ
イ
と
Ｏ
・
Ｗ
・
ソ
ン
ダ
ー
が『
ケ
ー
プ
植
物
誌
』（F

lora 
C

apensis

） (

一
九
二
五
年
に
完
成)

を
、Ａ・グ
リ
ゼ
バ
ッ
ハ
が*

『
英
領
西
イ
ン
ド

諸
島
植
物
誌
』（Flora of the B

ritish W
est Indies

）を
出
版
す
る
。

◆
芽
を
出
し
て
い
る
キ
ナ
ノ
キ（cinchona

）の
種
の
た
め
に
、イ
ン
ド
省
が

費
用
を
負
担
し
て
促
成
栽
培
温
室
が
建
設
さ
れ
る
。

一
八
五
五
年

一
八
五
六
年

一
八
五
七
年

一
八
五
八
年

一
八
五
九
年

一
八
六
〇
年
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◆
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
ル
ダ
ム
が
植
物
を
採
集
す
る
た
め
に
極
東
に
派
遣
さ

れ
る
。

◆
チ
ェ
ン
バ
ー
ズ
卿
の
グ
レ
ー
ト
・ス
ト
ー
ブ
が
取
り
壊
さ
れ
、中
身
が
新
し
い

テ
ン
ペ
レ
ー
ト・ハ
ウ
ス
に
移
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ・ベ
ン
サ
ム
が『
香
港
植
物
誌
』（Flora H

ongkongensis

）を
出
版

す
る
。

◆
西
ア
フ
リ
カ
に
い
る
グ
ス
タ
フ
・マ
ン
、極
東
に
い
る
リ
チ
ャ
ー
ド
・
オ
ー
ル

ダ
ム
か
ら
植
物
が
届
く
。ア
ラ
ン・カ
ニ
ン
ガ
ム
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
標
本
と

原
稿
が
寄
贈
さ
れ
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム・ボ
ラ
ー
の
イ
ギ
リ
ス
の
植
物
標
本
集
と
、

Ａ・Ｅ・グ
リ
フ
ィ
ス
夫
人
の
海
藻
類
の
植
物
標
本
集
を
購
入
す
る
。

◆
三
月
、熱
帯
植
物
を
集
中
的
に
収
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
と
、

サ
ト
イ
モ
科
と
大
き
な
葉
を
も
つ
熱
帯
の
つ
る
植
物
で
埋
め
尽
く
さ
れ
て
い
る

ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ラ
ル・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー（
ナ
ッ
シ
ュ
の
温
室
）、植
民
地
の

材
木
を
展
示
す
る
博
物
館
へ
と
変
わ
っ
た
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
か
ら
、植
物
が
テ
ン

ペ
レ
ー
ト・ハ
ウ
ス
に
移
さ
れ
る
。

◆
前
年
の
万
博
で
展
示
さ
れ
た
材
木
、家
具
用
木
材
等
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が

オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
に
展
示
さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
が
植
民
地
の
植
物
相
に
関
す
る
一
連
の

計
画
を
植
民
地
省
に
提
出
す
る
。こ
の
計
画
は
前
も
っ
て
承
認
済
み
で
あ
っ
た
。

◆
総
督（
植
民
地
に
派
遣
さ
れ
た
長
官
）の
要
請
で
セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
に
多
く
の

植
物
と
種
を
送
る
。Ｊ
・Ａ
・
グ
ラ
ン
ト
が
、Ｊ
・Ｈ
・ス
ピ
ー
ク
の
中
央
ア
フ
リ

カ
遠
征
の
間
に
採
集
し
た
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
キ
ュ
ー
に
加
わ
る
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ・ベ
ン
サ
ム
が
一
八
七
八
年
に
か
け
て『
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
植
物
誌
』

（Flora australiensis

）を
出
版
す
る
。

◆
ダ
ニ
エ
ル・オ
リ
バ
ー
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー
パ
ー
に
任
命
さ
れ

る
。キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ス
が
引
退
し
、以
前
ノ
ー
サ
ン
バ
ー
ラ
ン
ド

公
爵
の
庭
師
で
あ
っ
た
別
の
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ス
が
そ
の
任
に
就
く
。

◆
Ｐ
・
Ｂ
・ア
イ
ラ
ス
が
所
有
し
て
い
る
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
、

Ｆ・ブ
ー
ト
が
所
有
の
ス
ゲ
属
の
絵
と
標
本
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が『
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
植
物
相
の
手
引
き
』

（H
andbook of the N

ew
 Z

ealand flora

）を
出
版
す
る
。

◆
八
月
一
二
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム・ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー
が
逝
去
し
、一一
月
一
日
、

息
子
の
ジ
ョ
セ
フ・ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が
園
長
に
就
任
す
る
。

◆
ジ
ョ
ン・
リ
ン
ド
リ
ー
の
ラ
ン
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
購
入
。Ｗ・
Ｊ
・バ
ー
シ
ェ
ル

の
、南
ア
フ
リ
カ
、南
ア
メ
リ
カ
、セ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
の
植
物
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が

寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン・
フ
ッ
カ
ー
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
、蔵
書
、手
紙
を

購
入
。

一
八
六
一
年

一
八
六
二
年

一
八
六
三
年

一
八
六
四
年

一
八
六
五
年

一
八
六
六
年

*

エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク・
プ
ラ
ン
ト・ハ
ウ
ス

実
用
的
な
植
物
を
見
せ
る
目
的
で
使
わ
れ
た
。

*

ロ
ッ
ク・ガ
ー
デ
ン

岩
石
を
使
用
し
て
作
ら
れ
る
庭
園
。高
山
植
物
な
ど
を

植
え
る
こ
と
が
多
い
。

*

テ
ィ
ー
・レ
ン
ジ

空
か
ら
見
る
と「
Ｔ
」の
字
に
似
て
い
た
た
め
、こ
う
呼

ば
れ
た
。

◆
一
八
五
二
年
に
建
て
ら
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
リ
ー
・ハ
ウ
ス
が*

エ
コ
ノ
ミ
ッ

ク・
プ
ラ
ン
ト
・ハ
ウ
ス
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。一
九
九
一
年
に
本
来
の

用
途
に
戻
る
。

◆*

ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
が
建
設
さ
れ
る
。エ
デ
ン・
ネ
ス
フ
ィ
ー
ル
ド
が
設
計

し
た
テ
ン
ペ
レ
ー
ト・ハ
ウ
ス・ロ
ッ
ジ
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
Ｍ
・
Ｊ
・
ゲ
イ
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
論
文
が
ジ
ョ
セ
フ・
ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー

よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
翌
年
に
か
け
て
、ヘ
ン
リ
ー
・オ
ー
ム
ソ
ン
が
設
計
し
た
温
室
、*

テ
ィ
ー
・レ
ン

ジ
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
Ｆ
・オ
リ
バ
ー
が『
熱
帯
ア
フ
リ
カ
植
物
誌
』（Flora of Tropical A

frica

）

を
出
版
。一
九
三
七
年
に
完
成
す
る
。

◆
ラ
ン
の
た
め
の
温
室
が
二
つ
建
設
さ
れ
る
。

◆
Ｗ・Ａ・レ
イ
ト
ン
の
地
衣
類
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・ 

ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が
一
八
九
二
年
に
か
け
て『
英
領
イ
ン
ド

植
物
誌
』（Flora of B

ritish India

）を
出
版
す
る
。

◆
Ｗ・ウ
ィ
ル
ソ
ン・サ
ウ
ン
ダ
ー
ス
が
南
ア
フ
リ
カ
等
の
球
根
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を

寄
贈
す
る
。ウ
ィ
リ
ア
ム・ロ
ク
ス
バ
ラ
の『
イ
ン
ド
植
物
誌
』（Flora Indica

）

の
原
稿
が
彼
の
息
子
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
六
月
一
二
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム・タ
ー
ナ
ー
・テ
ィ
ス
ル
ト
ン=

ダ
イ
ア
ー
が
園
長

補
佐
役
に
任
命
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ン・ス
チ
ュ
ア
ー
ト・ミ
ル
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
Ｈ
・Ａ
・ウ
ィ
ッ
カ
ム
が
送
っ
た
ゴ
ム
の
種
が
六
月
一
四
日
に
キ
ュ
ー
に
届
き
、

八
月
に
は
そ
の
苗
木
が
セ
イ
ロ
ン
に
発
送
さ
れ
た
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・
ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が
西
北
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

と
そ
の
ほ
か
博
物
館
に
収
蔵
す
る
た
め
の
標
本
を
も
ち
帰
る
。

◆
Ｃ・Ｂ
・ク
ラ
ー
ク
の
イ
ン
ド
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
、Ｇ・シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ン
フ
ル
ト

の
熱
帯
ア
フ
リ
カ
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
Ｊ
・
Ｇ
・ベ
ー
カ
ー
が『
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
と
セ
ー
シ
ェ
ル
植
物
誌
』（Flora of 

M
auritius and the Seychelles

）を
出
版
す
る
。

◆
Ｗ・Ｊ
・バ
ー
チ
ェ
ル
に
よ
る
セ
ン
ト
・ヘ
レ
ナ
の
絵
が
彼
の
妹
よ
り
寄
贈
さ
れ

る
。Ｍ・Ｊ
・バ
ー
ク
リ
ー
師
の
菌
類
学
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
贈
呈
さ
れ
る
。Ｎ・Ａ・

デ
ー
ル
ツ
ェ
ル
の
イ
ン
ド
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
購
入
さ
れ
る
。イ
ン
ド
政
府
が

大
量
の
林
産
物
を
博
物
館
に
寄
贈
す
る
。

◆
ウ
ォ
ル
タ
ー
・フ
ッ
ド・フ
ィ
ッ
チ
に
よ
る『
カ
ー
テ
ィ
ス・
ボ
タ
ニ
カ
ル・マ
ガ

ジ
ン
』へ
の
図
版
提
供
が
終
了
す
る
。

一
八
六
七
年

一
八
六
八
年

一
八
六
九
年

一
八
七
二
年

一
八
七
三
年

一
八
七
五
年

一
八
七
六
年

一
八
七
七
年

一
八
七
八
年

一
八
六
八（
明
治
元
）年

明
治
維
新
に
よ
り
幕
府
が
瓦
解
し
た
後
、医
学
所
頭
取

前
田
信
輔
が
薬
園
を
請
け
取
り
、東
京
府（
東
京
都
の

前
身
）へ
移
管
。五
月
、大
病
院
附
属
御
薬
園
と
改
称
。

一
八
六
九（
明
治
二
）年

大
学
東
校
へ
移
管
。医
学
校
薬
園
と
な
り
、大
学
東
校

薬
園
と
改
称
。

一
八
七
一（
明
治
四
）年

七
月
、文
部
省
の
博
物
局
へ
移
管
。

一
八
七
三（
明
治
六
）年

三
月
、文
部
省
博
覧
会
事
務
局
へ
併
合
さ
れ
る
。薬
園

や
花
園
を
一
般
に
解
放
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。

一
八
七
五（
明
治
八
）年

二
月
、文
部
省
所
管
博
物
館
、即
ち
教
育
博
物
館
の
所

轄
と
な
る
。四
月
、小
石
川
植
物
園
と
改
称
。六
月
、伊

藤
圭
介
が
文
部
省
よ
り「
小
石
川
植
物
園
へ
時
々
出
勤

候
様
」の
内
命
を
受
け
、植
物
園
で
植
物
の
調
査
に
従

事
。伊
藤
圭
介
は
シ
ー
ボ
ル
ト
よ
り
リ
ン
ネ
の
分
類
体

系
を
学
ん
だ
人
物
。

一
八
七
七（
明
治
一
〇
）年

東
京
大
学
の
発
足
に
伴
い
、理
学
部
主
管
の
、東
京
大

学
の
附
属
施
設
と
な
る
。四
月
一
四
日
、東
京
大
学
法
理

文
三
学
部
附
属
植
物
園
と
改
称
。米
国
で
植
物
学
を

修
め
た
谷
田
部
良
吉
が
植
物
学
を
教
え
る
理
学
部
教

授
に
任
じ
ら
れ
る
と
同
時
に
、植
物
園
の
主
管
者
と
な

る
。五
月
八
日
、東
京
大
学
小
石
川
植
物
園
と
改
称
。八

月
、伊
藤
圭
介
が
員
外
教
授
に
任
命
さ
れ
、一
〇
月
一
〇

日
、「
小
石
川
植
物
園
草
木
目
録
」を
東
京
大
学
理
学

部
印
行
と
し
て
出
版
。東
京
大
学
の
最
初
の
学
術
的
出

版
と
言
わ
れ
て
い
る
。松
村
任
三
が
植
物
園
に
奉
職
、谷

田
部
に
師
事
す
る
。植
物
園
へ
の
一
般
の
観
覧
が
認
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。

一
八
七
八（
明
治
一一
）年

賀
来
飛
霞
が
伊
藤
圭
介
に
招
か
れ
、小
石
川
植
物
園
に

勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
。
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*

ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス

ア
ル
ペ
ン
の
植
物
を
栽
培
す
る
の
に
適
し
た
温
室
。

◆
ジ
ョ
セ
フ
・
ダ
ル
ト
ン・
フ
ッ
カ
ー
が『
英
領
イ
ン
ド
植
物
誌
』（F

lora of 
B

ritish India

）を
完
成
さ
せ
る
の
を
手
伝
う
た
め
に
、イ
ン
ド
高
等
文
官
の
Ｃ・

Ｂ・ク
ラ
ー
ク
が
三
年
間
の
契
約
で
キ
ュ
ー
に
着
任
す
る
。

◆
イ
ン
ド
省
が
イ
ン
ド
博
物
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
分
配
。キ
ュ
ー
は
植
物
学
お

よ
び
民
族
経
済
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
獲
得
し
、こ
の
際
に
植
物
学
者
モ
ー
デ

カ
イ・キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト・ク
ッ
ク
の
協
力
を
得
る
。

◆
ビ
シ
ョ
ッ
プ・グ
ー
デ
ン
バ
ー
グ
、Ｗ・ム
ン
ロ
ー
、Ｗ・Ｐ・シ
ン
パ
ー
の
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ス
が『
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
記
録
』（R

ecords of the R
oyal 

B
otanic G

ardens, K
ew

）を
出
版
す
る
。

◆
Ｈ
・Ｃ
・ワ
ト
ソ
ン
の
イ
ギ
リ
ス
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
、Ｆ
・カ
リ
ー
の
菌
類
学

の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
イ
ン
ド
博
物
館
か
ら
来
た
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
容
す
る
た
め
に
、池
に
面
し

た
博
物
館
を
建
て
増
し
す
る
。建
設
に
あ
た
っ
て
は
イ
ン
ド
省
が
費
用
を
負
担

し
た
。

◆
Ｗ・Ａ・レ
イ
ト
ン
、Ｒ・バ
ロ
ン
、ボ
タ
ニ
カ
ル・レ
コ
ー
ド・ク
ラ
ブ
の
ハ
ー
バ
リ

ウ
ム
を
入
手
す
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・タ
ー
ナ
ー
・テ
ィ
ス
ル
ト
ン
＝
ダ
イ
ア
ー
が
ロ
ッ
ク・ガ
ー
デ
ン

を
設
計
し
、Ｇ
・
Ｃ
・
ジ
ョ
ー
ド
の
高
山
植
物
が
収
容
さ
れ
る
。ア
メ
リ
カ
ン・

ガ
ー
デ
ン
が
拡
張
さ
れ
、ア
ゼ
リ
ア・ガ
ー
デ
ン
に
作
り
替
え
ら
れ
る
。

◆
六
月
、ジ
ェ
ー
ム
ス・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
が
設
計
し
た
マ
リ
ア
ン
ヌ
・
ノ
ー
ス・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
一
般
公
開
さ
れ
る
。

◆
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
で
ア
ダ
ン ( P

andanus odoratissim
us)

が
初
め
て
実
を

つ
け
る
。

◆
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
リ
ー
・ハ
ウ
ス
が
取
り
壊
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
セ
フ・
ダ
ル
ト
ン・フ
ッ
カ
ー
が
一一
月
に
退
職
し
、フ
ッ
カ
ー
の
娘
婿
で

あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
タ
ー
ナ
ー
・
テ
ィ
ス
ル
ト
ン=

ダ
イ
ア
ー
が
跡
を
継
い
で

園
長
に
就
任
す
る
。

◆
モ
ー
デ
カ
イ
・
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ト
・
ク
ッ
ク
の
菌
類
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
Ｔ
・ム
ー

ア
の
シ
ダ
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
一
部
を
購
入
す
る
。Ｊ
・
Ｒ
・
フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
を
入
手
す
る
。

◆
ジ
ョ
ー
ジ
・ニ
コ
ル
ソ
ン
が
ジ
ョ
ン・ス
ミ
ス
の
跡
を
つ
い
で
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

に
な
る
。

◆
セ
ン
ト
・オ
ー
ル
バ
ン
ズ
の
養
樹
園
主
の
Ｆ
・サ
ン
ダ
ー
よ
り
ラ
ン
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
る
。Ｗ
・
Ｃ
・
カ
ー
ボ
ネ
ル
、Ｊ
・
Ｅ
・
リ
ー
フ
ェ
、Ａ
・
Ｆ
・

オ
ー
ル
ド
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ハ
ー
バ
リ
ア
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
キ
ュ
ー
の
最
初
の*

ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
る
。

一
八
七
九
年

一
八
八
〇
年

一
八
八
一
年

一
八
八
二
年

一
八
八
三
年

一
八
八
四
年

一
八
八
五
年

一
八
八
六
年

一
八
八
七
年

一
八
八
一（
明
治
一
四
）年

六
月
の
大
学
職
制
設
定
に
際
し
、伊
藤
圭
介
が
教
授
に

任
命
さ
れ
る
。一
二
月
、伊
藤
と
賀
来
飛
霞
が
共
に
著
し

た「
東
京
大
学
小
石
川
植
物
園
草
木
圖
説
」の
第
一
冊

が
出
版
さ
れ
る
。大
久
保
三
郎
が
、東
京
大
学
御
用
掛

お
よ
び
植
物
学
教
場
助
手
と
な
り
、小
石
川
植
物
園
に

て
植
物
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
る
。

一
八
八
三（
明
治
一
六
）年

一
二
月
、松
村
任
三
と
大
久
保
三
郎
が
東
京
大
学
助
教

授
と
な
る
。両
者
と
も
谷
田
部
良
吉
の
よ
き
補
佐
役
を

務
め
た
。

一
八
八
四（
明
治
一
七
）年

二
月
、東
京
大
学
附
属
植
物
園
と
改
称
。毎
日
一
般
に

公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。松
村
任
三
編
纂
で
、日
本

人
の
手
に
よ
る
初
め
て
の
日
本
植
物
の
総
覧『
日
本
植

物
名
彙
』を
出
版
。九
月
、谷
田
部
良
吉
ら
と
前
後
し
て

渡
米
し
、ア
ム
フ
ァ
ス
ト
農
科
大
学
に
留
学
し
て
い
た
堀

誠
太
郎
が
東
京
大
学
御
用
掛
け
と
し
て
植
物
園
事
務

掛
に
就
任
。後
に
理
科
大
学
書
記
に
就
任
し
、理
科
大

学
舎
監
も
兼
任
し
た
。牧
野
富
太
郎
が
、東
京
大
学
で

研
究
を
開
始
。谷
田
部
に
師
事
す
る
。

一
八
八
六（
明
治
一
九
）年

帝
国
大
学
令
公
布
に
よ
り
、東
京
大
学
が
帝
国
大
学
と

改
称
。そ
れ
に
伴
い
、帝
国
大
学
植
物
園
と
改
称
。植
物

園
は
、帝
国
大
学
の
一
分
科
で
あ
る
理
科
大
学
の
管
理

下
に
置
か
れ
、教
授
の
谷
田
部
良
吉
が
管
理
す
る
こ
と

と
な
る
。こ
の
時
、伊
藤
圭
介
、後
用
掛
で
あ
っ
た
賀
来

飛
霞
、加
藤
竹
斎
ら
が
非
職
と
な
る
。帝
国
大
学
編
纂

『
帝
国
大
学
理
科
大
学
植
物
標
本
品
目
録
』を
出
版
。

実
際
に
編
集
に
携
わ
っ
た
の
は
松
村
任
三
で
あ
る
。

一
八
八
七（
明
治
二
〇
）年

伊
藤
圭
介
の
孫
で
あ
る
伊
藤
篤
太
郎
が
、イ
ギ
リ
ス
在

学
中
、日
本
人
と
し
て
初
め
て
新
種（
ト
ガ
ク
シ
シ
ョ
ウ

マ
）を
発
表
す
る
。

*

イ
ン
デ
ッ
ク
ス・キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス

ラ
テ
ン
語
で「
キ
ュ
ー
植
物
園
の
索
引
」と
い
う
意
味
。

◆
キ
ュ
ー
の
最
初
の
定
期
刊
行
物『
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
雑
録
』（B

ulletin of 
M

iscellaneous Inform
ation, R

oyal B
otanic G

ardens, K
ew

）が
出
版

さ
れ
る
。

◆
五
月
二
七
日
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア・ゲ
ー
ト
が
開
放
さ
れ
る
。

◆
六
月
、シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク（A

m
orphophallus titanum

）が

原
産
の
ス
マ
ト
ラ
外
で
初
め
て
花
を
つ
け
る
。こ
の
次
に
キ
ュ
ー
で
シ
ョ
ク
ダ
イ

オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク
が
開
花
す
る
の
は
、一
九
〇
一
年
六
月
と
一
九
二
六
年
六
月

の
こ
と
で
あ
る
。

◆
Ｍ・Ｊ
・バ
ー
ク
リ
ー
の
菌
類
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
、Ｊ
・ボ
ー
ル
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

お
よ
び
蔵
書
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
Ｊ・Ｇ・ベ
ー
カ
ー
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。

◆
初
期
の『
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ボ
タ
ニ
カ
ル
・マ
ガ
ジ
ン
』の
た
め
に
描
か
れ
た

一
万
六
千
枚
以
上
の
絵
を
購
入
す
る
。Ｔ
・Ｒ
・Ａ
・
ブ
リ
ッ
グ
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス
を
拡
大
す
る
。

◆
一
〇
月
、Ｄ
・
Ｈ
・
ス
コ
ッ
ト
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
名
誉
キ
ー
パ
ー
に

な
る
。

◆
ダ
ニ
エ
ル・ハ
ン
ブ
リ
ー
の
蔵
書
か
ら
選
ば
れ
た
書
物
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆*

『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス・
キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』（Index K

ew
nsis

）第
一
巻
が
出
版

さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
ル
ソ
ン・フ
ォ
ー
ス
タ
ー
が
描
い
た
ダ
ニ
エ
ル・オ
リ
バ
ー
の
肖
像
と
ジ
ャ

ネ
ッ
ト・ハ
ッ
ト
ン
夫
人
の
植
物
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
植
物
リ
ス
ト
の
第
一
冊『
樹
木
園
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
樹
木
一
覧
第
一
弾
』（H

and-list of Trees and Shrubs grow
n in the 

A
rboretum

 Part I. Polypetalae)

が
出
版
さ
れ
る
。

◆
四
月
、一
八
四
三
年
か
ら
植
物
園
と
プ
レ
ジ
ャ
ー
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
分
け
て

い
た
ワ
イ
ヤ
ー
フ
ェ
ン
ス
が
撤
去
さ
れ
る
。

◆
初
め
て
女
性
の
庭
師
が
雇
用
さ
れ
る
。

◆
テ
ィ
ー
・レ
ン
ジ
の
延
長
と
し
て
ネ
ペ
ン
テ
ス・ハ
ウ
ス
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
キ
ュ
ー
・
パ
レ
ス
が
事
業
局
に
移
管
さ
れ
、女
王
陛
下
の
許
可
を
受
け
て

一
般
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。ク
イ
ー
ン
ズ・コ
テ
ー
ジ
と
三
十
七
エ
ー
カ
ー

（
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
）の
土
地
が
王
室
家
政
長
官
局
よ
り
移
管
さ
れ
る
。

◆
Ｒ
・
Ｈ
・ベ
ッ
ド
ー
ム
の
コ
ケ
と
地
衣
類
、Ｃ
・
Ｓ
・
Ｐ
パ
リ
ッ
シ
ュ
の
ラ
ン
の

絵
、Ｅ・ブ
リ
ス
ト
ー
が
描
い
た
エ
イ
ト
ン
夫
人
の
肖
像
画
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
植
物
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
観
点
か
ら
テ
ィ
ー
・レ
ン
ジ
の
一
部
を
再
設
計
す
る
。

一
八
六
九
年
に
建
設
さ
れ
た
ラ
ン
用
の
温
室
を
改
築
す
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・ボ
テ
ィ
ン
グ・ヘ
ム
ズ
リ
ー
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー

パ
ー
に
就
任
。

一
八
八
九
年

一
八
九
〇
年

一
八
九
一
年

一
八
九
二
年

一
八
九
四
年

一
八
九
五
年

一
八
九
六
年

一
八
九
七
年

一
八
九
八
年

一
八
九
九
年

一
八
八
八（
明
治
二
一
）年

学
位
令
公
布
に
伴
い
、日
本
最
初
の
理
学
博
士
五
名
が

誕
生
。そ
の
中
に
、伊
藤
圭
介
、谷
田
部
良
吉
が
含
ま
れ

て
い
た
。植
物
園
の
来
館
規
則
が
改
訂
さ
れ
、入
園
料

が
聴
取
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

一
八
八
九（
明
治
二
二
）年

大
久
保
三
郎
と
牧
野
富
太
郎
が
、日
本
人
と
し
て
初
め

て
、日
本
の
出
版
物
に
新
種（
ヤ
マ
ト
グ
サ
）を
発
表
す

る
。

一
八
九
〇（
明
治
二
三
）年

谷
田
部
良
吉
が『
植
物
学
雑
誌
』に
て
、今
後
日
本
植
物

の
研
究
は
日
本
人
の
手
で
行
う
こ
と
を
宣
言
す
る
。

一
八
九
一（
明
治
二
四
）年

谷
田
部
良
吉
が
非
職
と
な
り
、植
物
園
管
理
も
辞
任
。

同
時
に
堀
誠
太
郎
も
非
職
と
な
る
。代
わ
っ
て
松
村
任

三
が
植
物
園
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
る
。

一
八
九
六（
明
治
二
九
）年

理
学
部
植
物
学
教
室
の
助
手
で
あ
っ
た
平
瀬
五
作
が
、

園
内
に
あ
る
大
イ
チ
ョ
ウ
か
ら
精
子
を
発
見
、種
子
植

物
に
も
精
子
が
存
在
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。最

初
の
温
室
の
建
造
が
開
始
。そ
れ
ま
で
一
講
座
で
あ
っ
た

植
物
学
科
に
新
た
に
第
二
講
座
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
、担
当
教
授
に
四
月
に
ド
イ
ツ
留
学
よ
り
帰
国
し

た
三
好
學
が
就
任
。四
月
三
〇
日
、大
久
保
三
郎
が
非

職
と
な
る
。

一
八
九
七（
明
治
三
〇
）年

帝
国
大
学
が
東
京
帝
国
大
学
と
な
る
の
に
伴
い
、東
京

帝
国
大
学
理
科
大
学
附
属
植
物
園
と
改
称
。八
月
、本

郷
に
あ
っ
た
植
物
学
科
植
物
学
教
室
が
植
物
園
内
に

移
転
。文
部
大
臣
任
命
の
園
長
職
が
新
た
に
設
け
ら

れ
、植
物
学
教
室
の
第
一
講
座
教
授
で
あ
っ
た
松
村
任

三
が
初
代
園
長
と
な
る
。
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◆
ウ
ッ
ド
オ
ニ
ソ
テ
ツ（E

ncephalartos w
oodsii

）が
ナ
タ
ル
植
物
園
よ
り

贈
呈
さ
れ
る
。こ
の
植
物
は
キ
ュ
ー
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
植
物
の
中
で
最
も
稀

少
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。Ｒ・Ｈ・ベ
ド
メ
の
苔
類
お
よ
び
蘚
類
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム

が
寄
贈
さ
れ
る
。Ｌ
・
ギ
ル
デ
ィ
ン
グ
師
が
描
い
た
セ
ン
ト
・
ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
の

植
物
相
の
絵
を
購
入
す
る
。

◆
Ｊ
・
Ｅ
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
ボ
ト
ム
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
植
物
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ

る
。

◆
八
月
一
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム・ワ
ト
ソ
ン
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
任
命
さ
れ
る
。Ｊ
・

Ｍ・ミ
ラ
ー
が
博
物
館
の
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。

◆
ロ
ー
ズ・パ
ー
ゴ
ラ
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・
タ
ー
ナ
ー
・テ
ィ
ス
ル
ト
ン=

ダ
イ
ア
ー
が
植
民
地
省
の
植
物

学
顧
問
に
就
任
。

◆
ジ
ョ
ン・デ
イ
の
ラ
ン
の
絵
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
四
月
一
日
、キ
ュ
ー
が
事
業
局
か
ら
農
業
漁
業
省
に
移
管
さ
れ
る
。

◆
Ｒ
・Ｃ
・Ａ
プ
ラ
イ
ア
ー
の
南
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
西
イ
ン
ド
植
物
ハ
ー
バ
リ
ウ

ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
五
月
一
七
日
、二
代
目
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
公
爵
の
逝
去
に
伴
い
、ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ・

コ
テ
ー
ジ
と
そ
の
庭
が
キ
ュ
ー
に
加
わ
る
。

◆
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に
電
気
照
明
が
設
置
さ
れ
る
。

◆
一二
月
一
五
日
、ウ
ィ
リ
ア
ム・タ
ー
ナ
ー
・テ
ィ
ス
ル
ト
ン=

ダ
イ
ア
ー
が
園
長

を
退
任
す
る
。

◆
一
月
、デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド・
プ
レ
イ
ン
が
園
長
に
就
任
す
る
。

◆
Ｈ・ジ
ェ
ー
ム
ソ
ン
夫
人
の
ケ
ー
プ
植
物
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ア
ー
サ
ー
・ウ
ィ
リ
ア
ム・ヒ
ル
が
園
長
補
佐
に
任
命
さ
れ
る
。

◆
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ・コ
テ
ー
ジ
の
土
地
に
薬
草
庭
園
が
作
ら
れ
る
。

◆
園
内
よ
り
大
き
な
木
が
十
六
本
集
め
ら
れ
、パ
ゴ
ダ・
ヴ
ィ
ス
タ
の
並
木
道

を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
移
植
さ
れ
る
。

◆
一
二
月
、オ
ッ
ト
ー
・シ
ュ
タ
ッ
フ
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー
パ
ー
に

就
任
。Ｌ・Ａ・ブ
ー
ド
ル
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
キ
ー
パ
ー
補
佐
と
な
る
。

◆
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
と
キ
ン
グ・ウ
ィ
リ
ア
ム
ス・テ
ン
プ
ル
の
間
の
小
さ
な
土
手

に
、日
本
の
桜
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
植
え
ら
れ
る
。

◆
西
ア
フ
リ
カ
植
民
地
政
府
が『
西
熱
帯
ア
フ
リ
カ
植
物
相
』（Flora of W

est 
Tropical A

frica

）を
完
成
さ
せ
る
た
め
に
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
で
助
手
を
雇
う
。

◆
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ・コ
テ
ー
ジ
の
一
部
が
イ
ギ
リ
ス
の
森
林
と
樹
木
に
関
す
る

博
物
舘
に
作
り
変
え
ら
れ
る
。

◆
前
年
の
日
英
展
示
会
が
終
了
し
た
後
に
、ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

（
勅
使
門
）が
キ
ュ
ー
に
寄
贈
さ
れ
る
。

一
九
〇
〇
年

一
九
〇
一
年

一
九
〇
二
年

一
九
〇
三
年

一
九
〇
四
年

一
九
〇
五
年

一
九
〇
六
年

一
九
〇
七
年

一
九
〇
八
年

一
九
〇
九
年

一
九
一
〇
年

一
九
一
一
年

一
九
〇
〇（
明
治
三
三
）年

最
初
の
温
室
に
暖
房
室
が
整
い
、使
用
が
始
ま
る
。

一
九
〇
二（
明
治
三
五
）年

東
照
宮
の
東
、日
光
町
佛
岩
に
日
光
分
園
を
設
立
。本

園
で
行
え
な
い
高
山
植
物
や
寒
冷
地
の
植
物
の
研
究

教
育
を
主
目
的
と
し
た
。

一
九
〇
四（
明
治
三
七
）年

松
村
任
三
が『
帝
国
植
物
名
鑑
』（Index plantarum

 
Japonicarum

）を
一
九
一
二
年（
明
治
四
五
年
）に
か
け

て
出
版
。

一
九
〇
九（
明
治
四
二
）年

日
光
分
園
が
、面
積
の
狭
さ
や
川
の
氾
濫
の
影
響
を

考
慮
し
た
上
で
、蓮
花
石
に
移
転
用
地
を
取
得
。

一
九
一一（
明
治
四
四
）年

日
光
分
園
が
現
在
の
位
置
に
移
転
。松
村
任
三
が
日
本

植
物
の
新
し
い
図
説『
新
撰
植
物
図
編
』の
出
版
を
開

始
。一
九
二
一
年（
大
正
一
〇
年
）ま
で
継
続
す
る
。図
編

の
欧
文
題
名
は「Icones plantrum

 koishikavenses

」

で
あ
り
、「koishikavenses

」と
は「
小
石
川
の
」と
い
う

意
味
。

◆
ロ
バ
ー
ト
・フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
の
監
督
下
で
制
作
さ
れ
た
、中
国
の
針
葉
樹
を

描
い
た
二
十
二
枚
の
絵
を
取
得
す
る
。

◆
Ｔ
・Ａ
・ス
プ
ラ
グ
と
Ｊ
・ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
が
カ
ナ
リ
ア
諸
島
で
植
物
を
採
集

す
る
。ジ
ョ
ー
ジ・ホ
ル
フ
ォ
ー
ド
よ
り
ラ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
る
。

ナ
サ
ニ
エ
ル・
ウ
ォ
ー
リ
ッ
ク
の
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
リ
ン
ネ
学
会
よ
り
移
管
さ

れ
る
。

◆
故
ト
レ
ヴ
ァ
ー
・ロ
ー
レ
ン
ス
卿
の
ラ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
る
。

Ｅ・ク
ロ
ス
ラ
ン
ド
の
菌
類
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
絵
を
購
入
す
る
。

◆
兵
役
に
行
っ
て
い
る
男
性
に
代
わ
り
、女
性
の
庭
師
が
働
く
よ
う
に
な
る
。

◆
Ｅ・Ｈ・ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
採
集
し
た
二
十
四
本
の
中
国
ナ
ラ
が
植
え
ら
れ
る
。

◆
著
名
な
植
物
画
家
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
六
十
七
枚
の
絵
が
、ア
ー
サ
ー
・

チ
ャ
ー
チ
卿
の
未
亡
人
よ
り
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
チ
ャ
ー
ル
ズ・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
ウ
ィ
リ
ア
ム・
タ
ー
ナ
ー
・
テ
ィ
ス
ル
ト
ン
＝

ダ
イ
ア
ー
へ
宛
て
た
手
紙
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ク
ロ
ー
ド
・マ
ー
テ
ィ
ン
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
由
来
と
さ
れ
る
、イ
ン
ド
人
画
家

が
水
彩
で
描
い
た
約
六
百
枚
の
花
の
絵
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
Ｍ・Ｌ
・モ
ク
ソ
ン
が
水
彩
で
描
い
た
千
枚
の
ス
イ
ス
の
花
の
絵
が
寄
贈
さ
れ

る
。

◆
五
月
二
五
日
、テ
ン
プ
ル・オ
ブ・ア
レ
ト
ゥ
ー
サ
で
ロ
バ
ー
ト
・ロ
リ
マ
ー
卿

が
戦
没
者
記
念
碑
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
青
銅
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ
る
。

◆
六
月
、マ
チ
ル
ダ
・ス
ミ
ス
が
二
十
三
年
間
務
め
た
植
物
画
家
の
職
を
退
職

し
た
。

◆
二
月
、デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド・
プ
レ
イ
ン
が
退
任
し
、ア
ー
サ
ー
・ウ
ィ
リ
ア
ム・ヒ
ル

が
園
長
に
就
任
。Ｔ・
Ｆ・チ
ッ
プ
が
園
長
補
佐
に
就
任
。Ｗ・ワ
ト
ソ
ン
の
跡
を

継
い
で
、Ｗ・
Ｊ
・ビ
ー
ン
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。Ａ
・Ｄ・コ
ッ
ト
ン
が
、ハ
ー

バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。ジ
ェ
ラ
ル
ド
・
ア
ト
キ
ン
ソ
ン
が

植
物
画
家
に
就
任
。

◆
Ｗ
・ハ
ン
コ
ッ
ク
の
中
国
植
物
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
が
遺
贈
さ
れ
る
。キ
ン
グ
夫
人

に
よ
る
イ
ン
ド
の
植
物
画
、Ｆ
・
Ｇ
・
ク
ロ
ス
マ
ン
に
よ
る
南
ア
フ
リ
カ
の
植
物

画
、Ｈ・Ｇ・ラ
イ
ヘ
ン
バ
ッ
ハ
に
よ
る
ラ
ン
の
絵
を
購
入
す
る
。

◆
一
八
三
九
年
か
ら
一
八
三
四
年
の
間
に『
カ
ー
テ
ィ
ス・
ボ
タ
ニ
カ
ル・マ
ガ
ジ

ン
』の
た
め
に
描
か
れ
た
百
六
十
五
枚
の
花
の
絵
を
購
入
す
る
。

◆
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト・ミ
ー
ン
に
よ
る
三
十
四
枚
の
絵
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・ダ
リ
モ
ア
が
博
物
館
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。

◆
ヒ
ュ
ー
・チ
ャ
ー
ル
ズ・サ
ン
プ
ソ
ン
が
経
済
植
物
学
者
に
就
任
。

◆
ト
ー
マ
ス・ウ
ィ
リ
ア
ム・テ
イ
ラ
ー
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
チ
ャ
ー
ル
ズ・
ラ
ッ
セ
ル・メ
ト
カ
ー
フ
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
キ
ー
パ
ー

補
佐
に
就
任
。

一
九
一
二
年

一
九
一
三
年

一
九
一
四
年

一
九
一
五
年

一
九
一
六
年

一
九
一
七
年

一
九
一
九
年

一
九
二
〇
年

一
九
二
一
年

一
九
二
二
年

一
九
二
三
年

一
九
二
五
年

一
九
二
六
年

一
九
二
七
年

一
九
二
九
年

一
九
三
〇
年

一
九
一二（
明
治
四
五
）年

一
月
、牧
野
富
太
郎
が
東
京
帝
国
大
学
理
科
大
学
講
師

に
就
任
。

一
九
一
四（
大
正
三
）年

遺
伝
学
の
基
礎
を
築
い
た
メ
ン
デ
ル
が
実
験
に
用
い
た

ブ
ド
ウ
の
分
株
、通
称「
メ
ン
デ
ル
の
ブ
ド
ウ
」が
も
た
ら

さ
れ
る
。第
二
代
園
長
と
な
る
三
好
學
が
、前
年
に
チ
ェ

コ
の
ブ
ル
ノ
ー
に
あ
る
、メ
ン
デ
ル
が
在
職
し
た
修
道

院
を
訪
れ
た
際
に
、旧
実
験
園
に
残
っ
て
い
た
ブ
ド
ウ

の
分
譲
を
依
頼
し
、そ
れ
が
送
ら
れ
て
来
た
も
の
。そ
の

後
、メ
ン
デ
ル
記
念
館
の
ブ
ド
ウ
は
消
滅
し
た
た
め
、分

譲
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
の
株
を
里
帰
り
さ
せ
、現
地
に
復
活

さ
せ
た
。

一
九
一
九（
大
正
八
）年

二
月
六
日
、帝
国
大
学
令
の
改
訂
に
よ
り
、理
科
大
学

が
理
学
部
と
な
る
の
に
伴
い
、東
京
帝
国
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園
と
改
称
。理
学
部
植
物
学
教
室
の
教
授
で

あ
っ
た
柴
田
桂
太
が
、前
年
に「
フ
ラ
ヴ
ォ
ン
族
化
合
物

の
植
物
界
に
於
け
る
分
布
及
其
生
理
学
的
意
義
に
関

す
る
研
究
」で
帝
国
学
士
院
よ
り
恩
賜
賞
を
受
け
、大

学
に
寄
付
し
た
そ
の
賞
金
で「
生
理
学
研
究
室
」が
建

設
さ
れ
る
。現
在
の
柴
田
記
念
館
。九
月
、松
村
任
三
の

後
を
継
い
で
、早
田
文
蔵
が
分
類
学
担
当
の
教
授
と
な

る
。早
田
は
欧
州
各
国
に
私
費
留
学
を
行
い
、イ
ギ
リ

ス
で
は
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
で
台
湾
植
物
の
研
究
を

行
っ
た
。
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エドワード七世（1901-1910）

●日英同盟（1902）

デーヴィッド・プレイン（1906-1922）

ジョージ五世（1910-1936）

●日英博覧会（1910）第一次世界大戦
　（1914-1918）

アイルランド独立戦争
（1919-1921）

国際連盟発足（1920）●

アーサー・ウィリアム・ヒル（1922-1941）

ワシントン会議（1922）●



◆
エ
リ
ス・ロ
ー
ワ
ン
夫
人
が
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
植
物
を
描
い
た
絵
が
寄
贈
さ

れ
る
。

◆
ジ
ョ
ン・Ｓ
・Ｌ・ギ
ル
モ
ア
が
園
長
補
佐
に
就
任
。

◆
ジ
ョ
ン・ク
ー
ツ
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
ア
ル
フ
レ
ッ
ド・ヘ
イ
よ
り
木
材
標
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
イ
ン
ド
の
植
物
相
を

描
い
た
絵
が
遺
贈
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
仕
事
場
と
写
真
の
暗
室
が
作
ら

れ
る
。

◆
Ｈ
・
Ｊ
・エ
ル
ウ
ェ
ス
の『
ユ
リ
属
植
物
』（G

enus L
ilium

）の
た
め
に
リ
リ

ア
ン・ス
ネ
リ
ン
グ
が
描
い
た
絵
を
取
得
す
る
。

◆
ロ
ー
ズ
・
ガ
ー
デ
ン
か
ら
テ
ン
ペ
レ
ー
ト
・ハ
ウ
ス
に
か
け
て
桜
の
木
を
植

え
る
。

◆
ジ
ョ
ン・ハ
ッ
チ
ン
ソ
ン
が
博
物
館
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。ウ
ィ
リ
ア
ム・Ｍ・キ
ャ

ン
ベ
ル
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
勅
使
門
を
復
元
す
る
。

◆
ジ
ェ
フ
リ
ー
・エ
ヴ
ァ
ン
ズ
が
経
済
植
物
学
者
に
任
命
さ
れ
る
。

◆
ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス
が
再
建
さ
れ
、規
模
が
大
き
く
な
る
。

◆
一一
月
三
日
、ア
ー
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ル
が
乗
馬
事
故
で
逝
去
し
た

た
め
、ジ
ェ
フ
リ
ー
・エ
ヴ
ァ
ン
ス
が
園
長
代
理
に
就
任
。

◆
九
月
、エ
ド
ワ
ー
ド・ジ
ェ
ー
ム
ズ・ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
が
園
長
に
就
任
。

◆
ウ
ィ
リ
ア
ム・Ｂ
・タ
リ
ル
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。

チ
ャ
ー
ル
ズ・
ラ
ッ
セ
ル・メ
ト
カ
ー
フ
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
キ
ー
パ
ー
に

就
任
。

◆
ノ
ー
マ
ン・
Ｌ
・
ボ
ア
が
園
長
補
佐
に
就
任
。フ
ラ
ン
ク・Ｎ
・ハ
ウ
ズ
が
博
物

館
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。

◆
一
八
四
三
年
に
種
子
か
ら
育
て
ら
れ
た
チ
リ
ア
ン
ワ
イ
ン
パ
ー
ム
が
テ
ン
ペ

レ
ー
ト・ハ
ウ
ス
で
初
め
て
花
実
を
付
け
る
。

◆
安
全
上
の
問
題
が
生
じ
た
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
の
一
般
公
開
を
停
止
す
る
。

◆
ジ
ェ
フ
リ
ー
・エ
ヴ
ァ
ン
ス
に
代
わ
っ
て
、Ｔ
・
Ａ
・
ラ
ッ
セ
ル
が
経
済
植
物

学
者
と
な
る
。

◆
九
月
、エ
ド
ワ
ー
ド
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ・ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
ー
が
退
職
し
、ジ
ョ
ー

ジ・テ
イ
ラ
ー
が
跡
を
継
い
で
園
長
と
な
る
。

◆
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｅ
・ハ
バ
ー
ド
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
キ
ー
パ
ー
に

就
任
。

◆
五
月
、オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
る
。勅
使
門
を
修
復
す
る
。

◆
Ｆ・ク
ラ
ー
ク
に
よ
る
花
と
菌
類
の
絵
を
取
得
す
る
。

◆
キ
ュ
ー
二
百
周
年
を
迎
え
る
。

一
九
三
一
年

一
九
三
二
年

一
九
三
四
年

一
九
三
五
年

一
九
三
六
年

一
九
三
八
年

一
九
三
九
年

一
九
四
一
年

一
九
四
三
年

一
九
四
六
年

一
九
四
八
年

一
九
五
〇
年

一
九
五
二
年

一
九
五
三
年

一
九
五
六
年

一
九
五
七
年

一
九
五
八
年

一
九
五
九
年

一
九
三
一（
昭
和
七
）年

大
温
室
が
建
設
さ
れ
る
。

一
九
三
四（
昭
和
九
）年

翌
年
夏
に
か
け
て
、従
来
の
建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
、園

内
の
植
物
学
教
室
が
本
郷
に
新
築
さ
れ
た
耐
震
設
計

の
理
学
部
二
号
館
に
移
転
。植
物
園
と
教
室
が
分
離
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
九
三
五（
昭
和
一
〇
）年

夏
、植
物
学
教
室
の
全
て
の
部
門
が
理
学
部
二
号
館
に

移
動
。植
物
標
本
室
は
二
号
館
二
階
に
移
さ
れ
た
。秋
、

植
物
学
教
室
の
建
物
が
一
部
を
残
し
て
取
り
壊
さ
れ

る
。

一
九
三
九（
昭
和
一
四
）年

事
務
所（
植
物
園
本
館
）が
完
成
。設
計
は
内
田
祥
三
。

五
月
三
一
日
、牧
野
富
太
郎
が
非
職
と
な
る
。

一
九
四
五（
昭
和
二
〇
）年

五
月
、第
二
次
大
戦
の
空
襲
に
よ
り
、一
部
を
除
き
、大

温
室
等
が
ほ
と
ん
ど
消
失
。

一
九
四
七（
昭
和
二
二
）年

四
月
、温
室
の
復
興
工
事
が
開
始
。工
事
は
一
九
五
二
年

（
昭
和
二
七
）に
か
け
て
行
わ
れ
た
。東
京
大
学
理
学
部

附
属
植
物
園
と
改
称
。

一
九
五
〇（
昭
和
二
五
）年

大
蔵
省（
当
時
）よ
り
日
光
分
園
に
、旧
田
母
沢
御
用

邸
敷
地
の
一
部
が
移
管
。

一
九
五
二（
昭
和
二
七
）年

大
温
室
が
木
造
で
復
旧
。

一
九
五
六（
昭
和
三
一
）年

理
学
部
植
物
学
教
室
の
系
統
・
発
生
担
当
助
教
授
の

前
川
文
夫
が
、発
生
部
門
を
小
石
川
植
物
園
に
移
転
。

◆
園
長
補
佐
に
代
わ
り
秘
書
職
が
新
た
に
作
ら
れ
る
。モ
ー
ト
ン
委
員
会
が

キ
ュ
ー
と
自
然
史
博
物
館
の
責
任
の
分
担
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

◆
改
装
し
た
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
が
一
般
公
開
さ
れ
る
。オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
は
元
々

の
目
的
の
た
め
に
修
復
さ
れ
る
。

◆
ル
イ
ス・ス
テ
ニ
ン
グ
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。メ
ア
リ
ー
・
グ
リ
ア
ス
ン
が

植
物
画
家
に
就
任
。ガ
イ
ド
と
講
師
の
役
職
が
作
ら
れ
る
。

◆
レ
イ・デ
ス
モ
ン
ド
が
図
書
室
長
に
就
任
。

◆
最
後
の
ウ
ォ
ー
ド
の
箱
が
フ
ィ
ジ
ー
か
ら
植
物
を
運
ぶ
。こ
の
植
物
を
輸
送

す
る
方
法
は
キ
ュ
ー
で
お
よ
そ
百
二
十
年
間
に
渡
っ
て
使
わ
れ
た
。

◆
庭
師
を
養
成
す
る
た
め
の
三
年
間
の
デ
ィ
プ
ロ
マ・コ
ー
ス
が
作
ら
れ
る
。

◆
シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク（A

m
orph

oph
allu

s titan
u

m

）が
花
を

つ
け
る
。

◆
コ
ン
サ
バ
ト
リ
ー
・ハ
ウ
ス
が
再
建
さ
れ
る
。ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
が
取
り

壊
さ
れ
る
。

◆
ナ
シ
ョ
ナ
ル・
ト
ラ
ス
ト
が
管
理
し
て
い
た
ウ
ェ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
・
プ
レ
イ
ス

が
キ
ュ
ー
に
移
管
さ
れ
る
。

◆
Ｊ
・Ｐ・Ｍ・ブ
レ
ナ
ン
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
キ
ー
パ
ー
兼
図
書
室
の
副
室
長
に

就
任
。

◆
デ
ュ
ー
イ
ー
夫
人
所
有
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
イ
ン
ド
の
植
物
を
描
い
た
絵
の

大
規
模
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
一
八
八
八
年
に
キ
ュ
ー
に
着
任
し
た
Ｊ
・
Ｃ
・フ
ォ
ー
ス
タ
ー
の
コ
ケ
シ
ノ
ブ

科
シ
ダ
植
物
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
た
め
に
、オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
北
側

に
フ
ィ
ル
ミ
ー
・フ
ァ
ー
ン・ハ
ウ
ス
を
建
設
す
る
。戦
時
中
に
大
き
な
被
害
を

受
け
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
リ
ー
・ハ
ウ
ス
が
修
復
さ
れ
る
。

◆
リ
チ
ャ
ー
ド・Ｌ・シ
ョ
ー
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
三
月
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
ン
・
ハ
ウ
ス
で
ド
リ
ア
ン
テ
ス
・
パ
ル
メ
リ

（D
oryanthes palm

eri

）が
開
花
す
る
。二
十
五
年
間
の
中
で
初
め
て
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

◆
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・エ
ン
ジ
ェ
ル
が
博
物
館
担
当
に
就
任
。

◆
リ
ー
ド・ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
の
花
の
絵
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
キ
ー
ス・ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
キ
ー
パ
ー
に
就
任
。

◆
ア
ン・リ
ー
と
バ
ー
バ
ラ・エ
バ
ラ
ー
ド
の
絵
を
入
手
す
る
。

◆
五
月
一
四
日
、ク
イ
ー
ン
ズ・ガ
ー
デ
ン
が
女
王
に
よ
っ
て
公
式
に
公
開
さ
れ

る
。同
時
に
、図
書
室
を
含
む
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
新
し
い
翼
棟
も
公
開
さ
れ
た
。

◆
テ
ン
ペ
レ
ー
ト
・ハ
ウ
ス
が
危
険
な
状
態
で
あ
る
と
し
て
、閉
鎖
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。

◆
五
月
三
一
日
、ジ
ョ
ー
ジ・
テ
イ
ラ
ー
が
退
職
。六
月
一
日
、ジ
ャ
ッ
ク
・ヘ
ズ

ロ
ッ
プ
＝
ハ
リ
ソ
ン
が
園
長
に
就
任
。

一
九
六
〇
年

一
九
六
一
年

一
九
六
二
年

一
九
六
三
年

一
九
六
五
年

一
九
六
六
年

一
九
六
七
年

一
九
六
八
年

一
九
六
九
年

一
九
七
〇
年

一
九
七
一
年

一
九
六
四（
昭
和
三
九
）年

大
温
室
が
鉄
骨
で
改
修
。ニ
ュ
ー
ト
ン
が「
万
有
引
力
の

法
則
」を
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
、

ニ
ュ
ー
ト
ン
の
生
家
に
あ
っ
た
リ
ン
ゴ
の
木
が
、イ
ギ

リ
ス
物
理
学
研
究
所
長
の
ゴ
ー
ド
ン・
サ
ザ
ー
ラ
ン
ド

よ
り
日
本
学
士
院
長
柴
田
雄
次
に
贈
ら
れ
る
。

一
九
六
六（
昭
和
四
一
）年

現
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
の
前
身
に
当
た
る

総
合
研
究
資
料
館
が
誕
生
。元
と
な
っ
た
の
は
、原
寛

教
授
が
標
本
室
の
改
善
を
目
的
に
考
え
た
、自
然
史

関
係
の
資
料
を
収
集
す
る
自
然
史
博
物
館
構
想
で
あ

る
。原
寛
は
、戦
争
に
よ
り
中
断
し
て
い
た
海
外
で
の

植
物
研
究
を
再
開
す
る
の
に
尽
力
し
た
。現
在
、植
物

標
本
室
は
、総
合
研
究
博
物
館
と
小
石
川
植
物
園
に

二
分
さ
れ
て
い
る
。

一
九
六
七（
昭
和
四
二
）年

発
生
生
物
学
の
研
究
室
の
小
石
川
で
の
活
動
が
終
了

す
る
。系
統
発
生
講
座
の
研
究
室
は
再
び
本
郷
に

戻
る
。

一
九
六
九（
昭
和
四
四
）年

旧
東
京
医
学
校
本
館
が
、本
郷
よ
り
園
内
に
移
築
。

一
八
七
六
年（
明
治
九
）に
建
て
ら
れ
た
、東
京
大
学

関
係
の
現
存
す
る
最
古
の
建
物
。

一
九
七
〇（
昭
和
四
五
）年

旧
東
京
医
学
校
本
館
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
。
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エドワード八世
（1936年1月20日-12月11日）

第二次世界大戦
（1939-1945）

ジョージ六世
（1936-1952）

ジェフリー・エヴァンス
　（1941-1943／園長代理）

エドワード・ジェームズ・ソールズベリー
　（1944-1956）

国際連合発足（1945）●
インド独立法（1947）●北大西洋条約機構発足（1949）●

ジョージ・テイラー
　（1956-1971）

第二次中東戦争（スエズ戦争）（1956-1957）

エリザベス二世（1952-現在）

●アフリカ諸国の独立運動活発化（1960年代）●欧州共同体（EC）発足（1967）



*

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク・オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー

イ
ギ
リ
ス
政
府
が
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
の
も
と
で
責
任
を

果
た
す
た
め
に
必
要
な
科
学
的
な
支
援
や
助
言
を

行
う
。

*

管
理
移
行

環
境
・
食
糧
・
農
村
地
域
省（D

epartm
ent for 

Environm
ent Food &

 Rural A
ffairs

／
通
称

D
efra

）よ
り
評
議
員
会
へ
の
管
理
移
行
。当
時
の
名

前
は
農
業
・
漁
業
・
食
糧
省
で
あ
り
、一
九
〇
三
年
に

キ
ュ
ー
を
管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
農
業
・
漁
業
省
と

同
じ
組
織
で
あ
る
。

◆
ジ
ョ
ン・シ
モ
ン
ズ
が
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
に
就
任
。

◆
五
月
、柑
橘
類
を
育
て
る
の
に
不
向
き
な
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
を
展
示
場
と

書
店
に
変
え
る
。細
胞
生
理
学
研
究
所
が
設
立
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
生
理
学
部
門
を
ウ
ェ
イ
ク
ハ
ー
ス
ト
・
プ
レ
イ
ス
へ

と
移
動
す
る
作
業
が
完
了
。同
時
に
、後
に
ミ
レ
ニ
ア
ム・シ
ー
ド
・バ
ン
ク
と

な
る
シ
ー
ド
・ユ
ニ
ッ
ト
も
移
動
し
た
。ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に
花
粉
学
ユ
ニ
ッ
ト
、

コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン・ユ
ニ
ッ
ト
が
作
ら
れ
る
。

◆
ミ
ク
ロ
増
殖
ユ
ニ
ッ
ト
が
作
ら
れ
る
。建
物
は
一
九
七
六
年
に
完
成
。

◆
八
月
、ジ
ャ
ッ
ク
・ヘ
ズ
ロ
ッ
プ
＝
ハ
リ
ソ
ン
の
辞
職
に
伴
い
、ジ
ョ
ン・
パ
ト

リ
ッ
ク
・
ミ
ク
ル
ス
ウ
ェ
イ
ト
・
ブ
レ
ナ
ン
が
園
長
に
な
る
。ピ
ー
タ
ー
・
Ｓ
・

グ
リ
ー
ン
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
キ
ー
パ
ー
兼
副
園
長
に
就
任
。

◆
一
九
七
三
年
に
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
採
択
さ
れ
た
の
を
受
け
、キ
ュ
ー

は
イ
ギ
リ
ス
の
植
物
に
関
す
る*

サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク・
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
ー

（
科
学
的
権
威
）と
な
る
。

◆
テ
ン
ペ
レ
ー
ト・ハ
ウ
ス
の
修
復
が
始
ま
る
。

◆
高
浜
虚
子
の
俳
句
が
刻
ま
れ
た
花
崗
岩
が
勅
使
門
の
側
に
設
置
さ
れ
る
。

◆
オ
ー
ル
ド・デ
ィ
ア
ー
・パ
ー
ク
に
あ
る
キ
ュ
ー
・オ
ブ
ザ
ー
バ
ト
リ
ー
の
閉
鎖

に
伴
い
、イ
ギ
リ
ス
気
象
庁
が
小
さ
な
区
内
観
察
所
を
設
置
す
る
。

◆
四
月
、サ
イ
モ
ン・
ウ
ル
フ
が
設
計
し
た
新
し
い
ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス
が
公
開

さ
れ
る
。

◆
一
〇
月
三
一
日
、ジ
ョ
ン・
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ミ
ク
ル
ス
ウ
ェ
イ
ト
・
ブ
レ
ナ
ン
が

園
長
を
辞
職
し
、ア
ー
ネ
ス
ト・ア
ー
サ
ー
・ベ
ル
が
園
長
に
な
る
。

◆
キ
ー
ス・ジ
ョ
ー
ン
ズ
が
、副
園
長
に
就
任
。

◆
五
月
一
三
日
、一
九
七
八
年
か
ら
修
復
下
に
あ
っ
た
テ
ン
ペ
レ
ー
ト
・ハ
ウ
ス

が
女
王
に
よ
っ
て
再
公
開
さ
れ
る
。

◆
セ
イ
ン
ズ
ベ
リ
ー
・
ラ
ン
保
護
計
画
に
乗
り
出
す
。乾
燥
・
半
乾
燥
地
域

に
適
し
た
経
済
植
物
調
査（Survey of E

conom
ic P

lants for A
rid and 

Sem
i-A

rid L
ands

）、通
称
Ｓ
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
キ
ュ
ー
で

開
発
・
維
持
さ
れ
る
。

◆
薬
剤
師
会
の
生
薬
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
キ
ュ
ー
所
蔵
と
な
る
。

◆
四
月
一
日
、前
年
制
定
の
国
家
遺
産
法
に
よ
り
、キ
ュ
ー
の*

管
理
が
評
議

員
会
へ
と
移
る
。

◆
Ｇ・Ｌ・ル
ー
カ
ス
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
キ
ー
パ
ー
兼
副
園
長
に
就
任
。

◆
九
月
、大
規
模
修
理
の
た
め
に
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
が
閉
鎖
さ
れ
る
。

◆
修
繕
さ
れ
た
テ
ン
ペ
レ
ー
ト
・ハ
ウ
ス
で
ケ
ー
プ
か
ら
来
た
プ
ロ
テ
ア・キ
ナ

ロ
イ
デ
ス（P

rotea cynaroides

）が
五
つ
の
花
を
咲
か
せ
た
。以
前
こ
の
花
が

キ
ュ
ー
で
咲
い
た
の
は
一
八
二
六
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
四
年

一
九
七
六
年

一
九
七
七
年

一
九
七
九
年

一
九
八
〇
年

一
九
八
一
年

一
九
八
二
年

一
九
八
三
年

一
九
八
四
年

一
九
八
六
年

一
九
七
六（
昭
和
五
一
）年

四
月
、植
物
分
類
学
研
究
室
が
本
郷
の
植
物
学
教
室

よ
り
植
物
園
内
に
移
転
。

一
九
七
九（
昭
和
五
四
）年

小
石
川
植
物
園
の
後
援
会
が
誕
生
。パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

小
冊
子
の
発
行
、後
援
会
の
開
催
等
を
行
う
。

一
九
八
四（
昭
和
五
九
）年

老
朽
化
の
た
め
本
館
を
改
修
。

一
九
八
五（
昭
和
六
〇
）年

植
物
園
と
小
笠
原
支
庁
の
協
力
で
、絶
滅
の
危
機
に

瀕
す
る
小
笠
原
の
固
有
植
物
を
自
生
地
で
復
元
す
る

事
業
が
開
始
さ
れ
る
。

*

ア
ニ
ー
タ・ロ
デ
ィ
ッ
ク
夫
人

ザ・ボ
デ
ィ・シ
ョ
ッ
プ
の
創
設
者
。

◆
一
〇
月
、マ
イ
ケ
ル・
Ｄ
・ベ
ネ
ッ
ト
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
キ
ー
パ
ー
に

就
任
。生
物
的
防
除
が
温
室
に
導
入
さ
れ
る
。

◆
以
前
の『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス・
キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』の
累
積
補
足
資
料
に
代
わ
っ

て
、初
の
年
次
刊
行
物
と
な
る『
キ
ュ
ー
・イ
ン
デ
ッ
ク
ス
』（K

ew
 Index

）が

出
版
さ
れ
る
。

◆
六
月
三
〇
日
、ア
ー
ネ
ス
ト
・ア
ー
サ
ー
・ベ
ル
が
退
職
し
、九
月
一
日
、ギ
リ

ア
ン・
プ
ラ
ン
ス
が
そ
の
跡
を
継
ぎ
、園
長
と
な
る
。

◆
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ・コ
テ
ー
ジ
に
あ
る
ア
ー
ト・ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
公
開
さ
れ
る
。

◆
初
め
て
常
勤
の
種
子
採
集
家
が
任
命
さ
れ
る
。彫
刻
家
の
ア
ン・
Ｂ
・ニ
コ

ル
ソ
ン
が
、初
の
公
式
専
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
就
任
。

◆
六
月
、オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
・テ
ィ
ー
ル
ー
ム
が
公
開
さ
れ
る
。

◆
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
に
分
子
系
統
部
門
が
設
立
さ
れ
る
。

◆
三
月
、キ
ュ
ー
財
団
部
が
、六
月
、フ
レ
ン
ズ・オ
ブ・キ
ュ
ー
が
創
設
さ
れ
る
。

◆
三
月
二
〇
日
、ア
ン
王
女（
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
長
女
）が
ジ
ョ
セ
フ・バ
ン
ク

ス
卿
経
済
植
物
学
セ
ン
タ
ー
を
オ
ー
プ
ン
す
る
。

◆
九
月
七
日
、グ
ロ
ス
タ
ー
公
爵
に
よ
り
園
芸
学
校
が
公
開
さ
れ
る
。そ
の

建
物
は
、元
は
一
八
四
八
年
に
開
か
れ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム・ジ
ャ
ク
ソ
ン・フ
ッ
カ
ー

の
最
初
の
博
物
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

◆
一一
月
六
日
、大
規
模
修
繕
を
経
て
、王
太
后（
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
母
）に

よ
り
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
が
再
公
開
さ
れ
る
。

◆
有
毒
植
物
・
有
毒
菌
類
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
立
す
る
。

◆
背
の
高
い
植
物
の
成
長
を
妨
げ
な
い
よ
う
窓
ガ
ラ
ス
が
取
り
外
さ
れ
た

プ
リ
ン
セ
ス・
オ
ブ
・
ウ
ェ
ー
ル
ズ・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー
で
、リ
ュ
ウ
ゼ
ツ
ラ
ン

が
花
を
咲
か
せ
る
。

◆
七
月
一
〇
日
、マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
王
女
に
よ
っ
て
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
の
地
下
室
に

海
の
展
示
が
公
開
さ
れ
る
。

◆
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
Ｈ
・
ス
タ
ー
ト
ン
博
士
が
、学
術
担
当
副
園
長
に
任
命
。

ジ
ョ
ン・ラ
ヴ
ィ
ン
が
運
営
担
当
副
園
長
に
就
任
。

◆
三
月
一
九
日
、*

ア
ニ
ー
タ
・ロ
デ
ィ
ッ
ク
夫
人
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ゲ
ー
ト
・

ビ
ジ
タ
ー
・セ
ン
タ
ー
と
シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
。

◆
八
月
三
日
、ハ
ウ
卿
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
ウ
ォ
ー
タ
ー
リ
リ
ー
・ハ
ウ
ス

が
再
公
開
さ
れ
る
。

◆
パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
に
て
コ
コ
ナ
ッ
ツ
が
初
め
て
実
を
つ
け
る
。蝶
に
関
す
る
調
査

の
結
果
、二
十
四
種
類
が
キ
ュ
ー
に
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

◆『
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
・
キ
ュ
ー
エ
ン
シ
ス
』全
二
〇
巻
が
Ｃ
Ｄ-

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
記
録

さ
れ
る
。

一
九
八
七
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

一
九
九
〇
年

一
九
九
一
年

一
九
九
二
年

一
九
九
三
年

一
九
九
三（
平
成
五
）年

研
究
温
室
を
新
た
に
竣
工
。よ
り
多
く
の
研
究
用
植
物

の
収
容
が
可
能
と
な
る
。
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◆
四
月
一
日
、キ
ュ
ー
の
商
業
部
門
と
し
て
キ
ュ
ー
・エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
が

始
ま
る
。

◆
三
月
一
八
日
、女
王
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
の
増
築
部
分
を
公
開
す
る
。

◆
四
月
二
七
日
、ケ
ン
ト
公
爵
が
ロ
ッ
ク・
ガ
ー
デ
ン
の
新
し
く
出
来
た
北
米

セ
ク
シ
ョ
ン
を
公
開
す
る
。

◆
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク・
ボ
タ
ニ
ー
と
コ
ン
サ
ベ
ー
シ
ョ
ン・セ
ク
シ
ョ
ン
が
経
済
植
物

学
セ
ン
タ
ー
に
改
名
し
た
。ク
イ
ー
ン
ズ・ガ
ー
デ
ン
の
中
に
、ビ
ー
・ガ
ー
デ
ン

が
作
ら
れ
る
。

◆
一二
月
九
日
、キ
ュ
ー
財
団
部
と
フ
レ
ン
ズ・オ
ブ・キ
ュ
ー
が
併
合
す
る
。

◆
ロ
ッ
ク
・
バ
ナ
ナ（E

n
sete su

perb
u

m

）と
オ
カ
ガ
ビ
ア
・エ
レ
ガ
ン
ス

（O
chegavia elegans

）が
初
め
て
花
を
咲
か
せ
る
。

◆
初
の
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
依
頼
す
る
。

◆
Ｇ
・
Ｌ
・ル
ー
カ
ス
教
授
が
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
の
キ
ー
パ
ー
を
退
職
し
、サ
イ
モ

ン・
オ
ー
ウ
ェ
ン
が
後
を
継
ぐ
。Ｊ
・シ
モ
ン
ズ
が
生
体
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
を
退
職
し
、ナ
イ
ジ
ェ
ル・テ
イ
ラ
ー
が
後
を
継
ぐ
。

◆
パ
ー
ム
ハ
ウ
ス
に
あ
る
パ
ン
ノ
キ（A

rtocarpus com
m

unis

）が
初
め
て
花
を

咲
か
せ
る
。

◆
五
月
、新
し
い
ア
ゼ
リ
ア・
ガ
ー
デ
ン
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。六
月
、皇
太
子
が

エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン・ハ
ウ
ス
を
オ
ー
プ
ン
。一
二
月
、セ
ク
ル
ー
デ
ィ
ッ
ド
・
ガ
ー

デ
ン
が
オ
ー
プ
ン
。

◆
毎
年
恒
例
に
な
る
ラ
ン
祭
り
が
初
め
て
開
催
さ
れ
る
。

◆『
キ
ュ
ー
・マ
ガ
ジ
ン
』の
題
名
が『
カ
ー
テ
ィ
ス・
ボ
タ
ニ
カ
ル・マ
ガ
ジ
ン
』に

戻
る
。

◆
学
術
担
当
副
園
長
だ
っ
た
Ｃ
・ス
タ
ー
ト
ン
が
ウ
ェ
ー
ル
ズ
植
物
園
の
園
長

に
就
任
。

◆
三
月
か
ら
五
月
の
間
、ス
テ
フ
ァ
ン・コ
ッ
ク
ス
が
園
内
に
い
く
つ
か
の
イ
ン
ド

の
彫
刻
を
展
示
す
る
。

◆
六
月
、シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク（A

m
orphophallus titanum

）が

花
を
咲
か
せ
る
。

◆
一
〇
月
、清
子
内
親
王
に
よ
っ
て
、修
復
し
た
勅
使
門
と
新
し
い
日
本
庭
園

が
公
開
さ
れ
る
。

◆
大
規
模
な
改
修
の
た
め
、キ
ュ
ー
・パ
レ
ス
を
閉
鎖
す
る
。

◆
キ
ャ
ッ
ス
ル・ハ
ワ
ー
ド
と
共
同
で
、重
要
な
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
管
理

す
る
た
め
の
基
金
を
設
立
す
る
。

一
九
九
四
年

一
九
九
五
年

一
九
九
六
年

一
九
九
七
年

一
九
九
五（
平
成
七
）年

三
月
、研
究
室
が
改
編
さ
れ
、小
石
川
植
物
園
に
お
け

る
分
類
学
研
究
、標
本
管
理
な
ど
の
分
類
学
関
係
業

務
が
停
止
と
な
る
。残
さ
れ
た
資
料
は
現
在
も
植
物
園

で
管
理
さ
れ
て
い
る
。

◆
野
生
で
は
絶
滅
し
た
ウ
ッ
ド
オ
ニ
ソ
テ
ツ（E

ncephalartos w
oodsii

）を

パ
ー
ム・ハ
ウ
ス
か
ら
テ
ン
ペ
レ
ー
ト
・ハ
ウ
ス
に
移
動
す
る
。生
き
た
化
石
、ウ
ォ

レ
マ
イ・パ
イ
ン（W

ollem
ia nobilis

）の
種
子
が
寄
贈
さ
れ
る
。

◆
Ｊ・Ｊ・ラ
ヴ
ィ
ン
が
副
園
長
兼
運
営
担
当
園
長
に
任
命
さ
れ
る
。

◆
カ
ブ
ダ
チ
ク
ジ
ャ
ク
ヤ
シ（C

aryota rum
phiana

）が
、初
め
て
花
を
咲
か

せ
る
。

◆
五
月
二
九
日
、改
装
し
た
博
物
館
が
再
オ
ー
プ
ン
す
る
。

◆
中
国
薬
用
植
物
認
証
セ
ン
タ
ー
を
開
始
す
る
。

◆
八
月
、ギ
リ
ア
ン・
プ
ラ
ン
ス
が
退
職
し
、ピ
ー
タ
ー
・
ク
レ
イ
ン
が
園
長
に

就
任
。ポ
ー
ル・ブ
リ
ッ
ジ
が
、非
常
勤
で
菌
類
学
の
教
授
に
就
任
。

◆
イ
ギ
リ
ス
の
植
物
相
の
た
め
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
バ
ン
ク
を
設
立
す
る
。

◆
キ
ュ
ー
・エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
ー（
ツ
ア
ー
の
た
め
の
乗
り
物
）が
四
十
分
の

園
内
ツ
ア
ー
を
開
始
す
る
。

◆
ジ
ョ
ー
・セ
ル
フ
が
専
属
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
任
命
さ
れ
る
。

◆
三
年
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
担
子
菌
類
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル・デ
ー
タ
ベ
ー
ス

作
成
が
開
始
さ
れ
る
。

◆
一一
月
二
〇
日
、皇
太
子
が
ウ
ェ
ル
カ
ム・ト
ラ
ス
ト
・シ
ー
ド・バ
ン
ク（
種
子

銀
行
）を
オ
ー
プ
ン
し
た
。

◆
オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
の
後
ろ
に
あ
る
フ
ィ
ル
ミ
ー
・フ
ァ
ー
ン・ハ
ウ
ス
が
取
り

壊
さ
れ
、シ
ダ
類
は
プ
リ
ン
セ
ス・オ
ブ・
ウ
ェ
ー
ル
ズ・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー
に

移
さ
れ
た
。

◆
ミ
ン
カ
・ハ
ウ
ス（
日
本
の
民
家
）が
建
設
さ
れ
、再
造
形
し
た
バ
ン
ブ
ー
・

ガ
ー
デ
ン
の
た
め
に
維
持
さ
れ
る
。

◆
経
済
植
物
学
セ
ン
タ
ー
が
ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
に
移
管
さ
れ
る
。

◆
日
本
の
テ
ー
マ
で
夏
祭
り
が
行
わ
れ
る
。

◆
サ
ル
ヴ
ァ
ド
ー
ル・ダ
リ
の
彫
刻「
時
間
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」が
キ
ュ
ー
に
貸
し

出
さ
れ
る
。

◆
シ
ョ
ク
ダ
イ
オ
オ
コ
ン
ニ
ャ
ク（A

m
orphophallus titanum

）が
花
を
咲
か

せ
る
。

◆
グ
ラ
ベ
ル・ガ
ー
デ
ン
が
デ
ュ
ー
ク
ズ・ガ
ー
デ
ン
の
中
に
設
計
さ
れ
る
。ク
ワ

ガ
タ
ム
シ
の
生
息
地
と
し
て
ロ
ジ
ャ
リ
ー
が
建
設
さ
れ
る
。

◆
一
〇
月
、オ
ラ
ン
ジ
ェ
リ
ー
が
レ
ス
ト
ラ
ン
と
し
て
再
オ
ー
プ
ン
す
る
。

◆
二
月
二
四
日
、皇
太
子
が
ナ
ッ
シ
ュ・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー
を
再
公
開
す
る
。

◆
七
月
三
日
、キ
ュ
ー
が
ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
。

◆
ウ
ッ
ド
オ
ニ
ソ
テ
ツ（E

ncephalartos w
oodsii

）が
一
八
九
九
年
に
キ
ュ
ー

に
運
ば
れ
て
か
ら
初
め
て
の
球
果
を
付
け
る
。

一
九
九
八
年

一
九
九
九
年

二
〇
〇
〇
年

二
〇
〇
一
年

二
〇
〇
二
年

二
〇
〇
三
年

二
〇
〇
四
年

一
九
九
八（
平
成
一
〇
）年

東
京
大
学
理
学
部
の
大
学
院
化
に
伴
い
、東
京
大
学

大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
と
改
称
。

二
〇
〇
二（
平
成
一
四
）年

旧
東
京
医
学
校
本
館
が
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館

小
石
川
分
館
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
る
。
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*

ツ
リ
ー
ト
ッ
プ・ウ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ

高
さ
十
八
メ
ー
ト
ル
、全
長
二
百
メ
ー
ト
ル
の
散
歩
道

で
林
冠
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

*
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｂ

王
立
鳥
類
保
護
団
体
。

◆
子
ど
も
の
た
め
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ・セ
ン
タ
ー
、ク
ラ
イ
マ
ー
ズ・ア
ン
ド
・

ク
リ
ー
パ
ー
ズ
が
新
し
く
公
開
さ
れ
る
。ジ
ョ
ド
レ
ル
研
究
所
を
拡
張
す
る

た
め
に
、ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス
が
取
り
壊
さ
れ
る
。

◆
九
月
、Ｂ
Ｂ
Ｃ
で
一
二
部
構
成
に
よ
り
キ
ュ
ー
の
一
年
を
特
集
し
た
番
組

「
キ
ュ
ー
の
一
年
」が
放
送
開
始
。

◆
大
規
模
な
潅
水
装
置
を
園
内
に
設
置
す
る
。

◆
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る「
キ
ュ
ー
の
一
年
」第
二
弾
が
放
映
さ
れ
る
。

◆
ロ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
の
一
部
で
建
設
中
で
あ
っ
た
、新
し
い
デ
イ
ヴ
ィ
ー
ズ・

ア
ル
ペ
ン・ハ
ウ
ス
が
一
般
公
開
さ
れ
る
。

◆
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン・ド
ナ
ル
ド・ホ
ッ
パ
ー
が
園
長
に
就
任
。

◆
主
な
保
護
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、ア
フ
リ
カ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
へ
の
取
り
組

み
、ア
ブ
ダ
ビ
や
タ
ー
ク
ス
・
カ
イ
コ
ス
諸
島
に
お
け
る
植
生
調
査
な
ど
を

行
う
。

◆
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る「
キ
ュ
ー
の
一
年
」第
三
弾
が
放
映
さ
れ
る
。

◆
九
月
、ヘ
ン
リ
ー
・ム
ー
ア
の
彫
刻
展
が
園
内
で
催
さ
れ
る
。

◆
四
月
、世
界
初
の
植
物
画
常
設
展
会
場
シ
ャ
ー
リ
ー
・シ
ャ
ー
ウ
ッ
ド
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
・オ
ブ・ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
を
公
開
す
る
。

◆
五
月
、*

ツ
リ
ー
ト
ッ
プ・ウ
ォ
ー
ク
ウ
ェ
イ
を
公
開
す
る
。

◆
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
と
図
書
室
の
拡
張
が
完
了
す
る
。

◆
四
月
、ナ
ッ
シ
ュ・コ
ン
サ
ー
バ
ト
リ
ー
で「
ザ・バ
ン
キ
ン
グ・オ
ン・ラ
イ
フ
」

展
を
開
催
。

◆
五
月
、二
百
五
十
周
年
を
祝
う
た
め
、女
王
と
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
公
が
キ
ュ
ー
を

訪
れ
る
。

◆
学
童
向
け
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
ザ
・
グ
レ
ー
ト
・
プ
ラ
ン
ト
・ハ
ン
ト
」を

開
始
。

◆
キ
ュ
ー
の
ミ
レ
ニ
ア
ム・シ
ー
ド
・
バ
ン
ク
が
上
海
万
国
博
覧
会
に
お
け
る

イ
ギ
リ
ス
館
の
主
題
と
な
る
。

◆
イ
ギ
リ
ス
政
府
や
他
機
関
と
の
協
働
に
よ
り
、エ
デ
ン・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

*

Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｂ
、若
者
の
た
め
の
就
職
斡
旋
計
画
、グ
リ
ー
ン・
タ
レ
ン
ト
を
開
始

し
、自
然
保
護
や
教
育
活
動
を
強
化
す
る
。

◆
四
月
、タ
イ
ム
ス
の
協
力
に
よ
り
、王
立
園
芸
協
会
主
催
チ
ェ
ル
シ
ー
・フ
ラ

ワ
ー
・シ
ョ
ー
に
出
す
た
め
の
庭
園
を
作
る
。

◆
マ
リ
ア
ン
ヌ・ノ
ー
ス・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
ケ
イ
ト
・エ
イ
デ
ィ
に
よ
っ
て
公
式
に

再
公
開
さ
れ
る
。

◆
一一
月
、キ
ュ
ー
の
植
物
学
者
ら
が
世
界
で
初
め
て
夜
間
に
開
花
す
る
ラ
ン
を

発
見
し
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
る
。

二
〇
〇
五
年

二
〇
〇
六
年

二
〇
〇
七
年

二
〇
〇
八
年

二
〇
〇
九
年

二
〇
一
〇
年

二
〇
一
一
年

◆
キ
ュ
ー
に
あ
る
稀
少
な
植
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
害
虫
や
病
気
か
ら
守
り
、

環
境
・
食
糧
・
農
村
地
域
省（D

efra

）と
協
力
し
て
イ
ギ
リ
ス
の
自
然
環
境
を

保
護
す
る
た
め
の
新
し
い
制
度
お
よ
び
組
織
が
、リ
チ
ャ
ー
ド・ベ
ニ
ヨ
ン
大
臣

に
よ
り
正
式
に
発
足
す
る
。

◆
リ
チ
ャ
ー
ド・ジ
ョ
ー
ジ・デ
ィ
ヴ
ェ
レ
ル
が
園
長
に
就
任
。

◆
四
月
、イ
ベ
ン
ト「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま
で
あ
と
百
日
」が
、ロ
ン
ド
ン・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
組
織
委
員
会
の
協
力
に
よ
り
キ
ュ
ー
で
行
わ
れ
る
。

競
技
に
向
け
て
聖
火
が
キ
ュ
ー
を
通
過
す
る
。キ
ュ
ー
は
競
技
を
祝
っ
て
行
わ

れ
た
記
念
植
樹
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
も
関
わ
っ
た
。

◆
四
月
、東
日
本
大
震
災
の
一
周
年
追
悼
イ
ベ
ン
ト
が
キ
ュ
ー
の
日
本
庭
園
で

在
英
日
本
大
使
館
と
の
共
催
で
行
わ
れ
る

◆
六
月
、キ
ュ
ー
の
夏
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
一
段
と
し
て
彫
刻
家
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド・ナ
ッ
シ
ュ
の
展
覧
会
が
公
開
さ
れ
る
。

◆
五
月
一
〇
日
、イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル・ツ
リ
ー
・シ
ー
ド
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）が
、国
内
初
の
樹
木
種
子
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
作
る
た
め
に
始
ま
る
。

◆
一
二
月
、「
気
候
変
動
に
対
す
る
農
業
適
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
お
い
て
、種
子

を
集
め
る
段
階
へ
入
っ
た
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル
作
物
多
様
性
ト
ラ
ス
ト
と
新
た

に
契
約
を
結
ぶ
。

二
〇
一
二
年

二
〇
一
三
年

二
〇
一二（
平
成
二
四
）年

文
化
財
保
護
法
の
規
定
に
よ
り
名
勝
及
び
史
跡
に
指

定
さ
れ
る
。名
称
は「
小
石
川
植
物
園（
御
薬
園
跡
及
び

養
生
所
跡
）」。
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Intermediatheque Natural History Series <1>
The Golden Age of Botanical Art – Flowers from the Collections of the Royal Botanic Gardens, Kew
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イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
博
物
誌
シ
リ
ー
ズ 〈
１
〉

植
物
画
の
黄
金
時
代—

英
国
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
の
精
華
か
ら

展
示
協
力
者
一
覧（
五
十
音
順
）

［
日
本
］

秋
篠
宮
眞
子（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

特
任
研
究
員
）

池
田　

博　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

准
教
授
）

上
野
恵
理
子（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
研
究
員
）

大
澤　

啓　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
研
究
員
）

大
場
秀
章　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

名
誉
教
授
）

鹿
野
研
史　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

資
料
部
植
物
部
門
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

菊
池
敏
正　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
助
教
）

小
島
信
江　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

資
料
部
植
物
部
門
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

坂
本
真
理
子（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

資
料
部
植
物
部
門
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

清
水
晶
子　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

キ
ュ
ラ
ト
リ
ア
ル
ワ
ー
ク
推
進
員
）

白
石　

愛　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
門 

特
任
助
教
）

杉
山
宗
隆　
（
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園 

准
教
授
）

関
岡
裕
之　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
准
教
授
）

田
中
三
起
子（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

資
料
部
植
物
部
門
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

寺
田
鮎
美　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
准
教
授
）

東
馬
哲
雄　
（
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園 

助
教
）

中
坪
啓
人　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
研
究
員
）

西
野
嘉
章　
（
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク 

館
長
／
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

特
任
教
授
）

藤
野
史
子　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門
）

松
原　

始　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門 

特
任
准
教
授
）

松
本
文
夫　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
部
門 

特
任
教
授
）

溝
口
芳
恵　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

資
料
部
植
物
部
門
支
援
ス
タ
ッ
フ
）

邑
田　

仁　
（
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園 

教
授
）

森　

洋
久　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

准
教
授
）

吉
川
創
太　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
テ
ク
研
究
部
門
）

米
田　

穣　
（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館 

教
授
）

渡
里
有
紀
子

［
英
国
］

フ
ィ
オ
ナ
・
エ
イ
ン
ズ
ワ
ー
ス　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
図
書
館 

館
長
代
理
）

マ
リ
ア
・
デ
ィ
ヴ
ァ
ニ
ー　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園 

展
示
部
長
）

リ
チ
ャ
ー
ド
・
デ
ィ
ヴ
ェ
レ
ル　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園 

園
長
）

萩
原
敦
子　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
図
書
館 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）

ジ
ュ
リ
ア
・
バ
ッ
ク
リ
ー　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
図
書
館 

イ
ン
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
担
当
）

リ
ン
・
パ
ー
カ
ー　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園
図
書
館 

キ
ュ
レ
イ
タ
ー
）

ジ
ー
ナ
・
フ
ラ
ー
ラ
ヴ　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園 

出
版
部
長
）

サ
ン
ド
ラ
・
ボ
ッ
テ
レ
ル　
（
キ
ュ
ー
王
立
植
物
園 

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
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